
C-Class 


取扱説明書 






表記と記載内容について 


マーク 

内容 

み 

オプシヨンや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことです。 

Q 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 

B 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていたださたいこ 
とです。 

► 

操作手順などを示してい 
ます。 

〇ぺージ） 

関連する内容び他のページに 
ち友ることを示してし"'ます。 



お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、ありびとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱いち法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読みください。 

• 取扱説明書は、いつでわ読めるよラ 
に必ず車内に保管してください。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どび含まれている場合びあります。 

• 表紙の画像はイメージであり、日本 
仕様とは異なる場合びあります。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合びあります。 

• この取扱説明書には、走行速度び 
100 km / h を超えたときの車両機 
能や状態などについての記述びあ 
りますび、公道を走行する際は、 
必ず法定速度や制限速度を遵守し 
てください。 


• 装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることび 
あります。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関 
しては、別冊の 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をご覧ください。 

• 車を次のオーナーにお譲りになる場 
合は、車と一緒にすベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


〇 メルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式ヴィト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 
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さ < いん 



ま全のために . 13 

オートマチック車の取り扱い . 16 

警告ラベル . 13 

テ供を乗せるとき . 15 

こんなことにちミ主意 . 17 

走行する前に . 13 

イグニッション位置 . 77 

キーレスゴー装備車 . 78 

タッチスタート . 79 

インストルメントパネル . 21 

左八ンドル車 . 22 

ち八ンドル車 . 21 

インテリジェントライトシステム . 107 

アクティブライトシステム . 107 

コーナ U ングランプ . 107 

八イウェイモード . 108 

フォグランプ強化機能 . 108 

ウオッシャー液 . 256.361 

ウォッシャー液を補給ずる . 256 

エアコンディシ ョナー . 186 

エアコンディシ ョナー . 187 

AC モード . 188 

運転席連動モード . 193 

グ□ーブボックス巧の送風口 . 191 

コント□—ルパネル . 187 

送風温度の調整 . 189 

送風口の選択 . 192 

送風量の調整 . 192 

通常の使いち . 188 

デフ□スターモード . 193.203 

内気循環モード . 195 

フ□ント送風 □. 190 

U ア足元送風 □. 192 

リア中央送風 □. 191 

リアデフォッガー . 194、204 

エアコンディショナー（後席独立調整式） 

. 197 

AC モード . 198 

運転席連動モード . 202 

グ□ーブボックス巧の送風口 . 202 

後席の送風温度と送風量の調整 • •••206 
コント□—ルパネル . 197 


送風温度の調整 . 199 

送風口の選択 . 201 

送風量の調整 . 202 

通常の使いち . 198 

内気循環モード . 204 

フ□ント送風口 . 200 

余熱ヒーター.ベンチレーション •• 206 
エアコンディショナーの取り扱い • •••186 

ェアバッグ . 33 

運転席/助手席エアバッグ . 35 

エアバッグの作動 . 34 

エアバッグの種類と収納場所 . 34 

エマー ジェン シーキー . 316 

エマージェンシーキーを使用する’’ • • 316 

エンジンオイル . 250.359 

エンジンオイル容量 . 360 

エンジンオイル量を点検する . 250 

エンジンオイルを補給する . 251 

使用するエンジンオイル . 360 

エンジンの始動 . 120 

キーによるエンジンの始動 . 121 

キーレスゴーによるエンジンの始動 •• 121 

シフト位置 . 120 

タッチスタート機能 . 122 

エンジンの停止 . 124 

エンジンスイッチに キーび 

差し込まれているとさ . 125 

エンジンスイッチにキーレスゴー 

スイッチを取り付けているとさ •••• 125 

エンジンルーム . 246 

ウオツシヤ仪 . 256 

エンジンオイル . 250 

エンジンルーム . 248 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 252 

ブレーキ液 . 254 

ボンネット . 246 

冷却水 . 252 

オイル.液類/バッテリー . 358 

ウオツシヤーミ夜 . 361 

エンジンオイル . 359 

オイル-液類に関ずるを意 . 358 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 360 
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燃料 . 359 

バッテリー . 361 

ブレーキ液 . 361 

冷却水 . 360 

才ートマチック車の取り扱い . 16 

才ートマチックトランスミッション‘ ••• 126 

運転のヒント . 134 

シフト位置の選択 . 126 

走行モード . 127 

ティップシフト . 130 

マニュアルギアシフト . 132 

外観 . 20 

外装 . 276 

カップホルダー . 219 

センターコンソールのカップホルダー 

. 219 

U アアームレストのカップホルダー •• 220 

可変スピードリミッター . 167 

可変スピード U ミッターを解除ずる’’170 
可変スピード U ミッターを設定ずる •• 169 
設定速度を変更ずる . 170 

ガラス.スライディングルーフ . 209 

サンシエード . 211 

スライディングルーフの U セット •••• 211 
スライディングルーフを 

チルトアップずる . 209 

スライディング ルーフを 

チルトダウンする . 210 

スライディングルーフを閉じる . 209 

スライディング ルーフを 開く . 209 

挟み込み防止機能 . 210 

レインク□—ズ機能 . 210 

環境保護について . 13 

寒を時の取り扱い . 263 

キ. . 60 

キーレスコ'一 . 63 

リモコン機能 . 61 

キーの電池交換 . 321 

キーの電池を点検する . 321 

電池の交換手順 . 321 


^—レ乂ゴ. . 〇3 

解錠時の設定の切り替え . 65 

キーレスコ’一装備車 . 78 

キーによるイグ ニッ シヨン位置の選択 

. 79 

キー レス ゴース イッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 78 

救急セット . 286 

ステーシヨンワゴン . 286 

セダン . 286 

クルーズコント〇—ル . 164 

クルーズコント □— ルを解除する •••• 167 
クルーズコント□ールを設定する •••• 165 

設定速度を変更ずる . 166 

車を運搬する . 349 

警告ラベル . 13 

けん引 . 346 

車を運搬する . 349 

けん引時のを意 . 346 

けん引ずる . 348 

けん引フックを取り外ず . 348 

けん引フックの取り付け . 347 

けん引フックを取り付ける . 348 

取り付け位置（フ□ント） . 347 

取り付け位置（リア） . 347 

けん引フックを取り外ず . 348 

けん引防止機能 . 56 

警報び作動したとさの停止ち法 . 56 

けん引防止機能を解除する . 57 

システムを待機状態にする . 56 

故障/警告メッセージ . 289 

イラストメ ッセー ジ . 292 

故障/警告メッセージの表示を消ず. 289 
故障/警告メッセージを表示させる- 289 
文字メッセージ . 290 

子供を乗せるとき . 15、39 

IS 0- FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 42 

チャイルドセーフティシート . 40 

チャイルドプルーフ□ック . 45 

テヴーアンカー . 44 

ル物入れ . 217 
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グ□-ブボックス . 217 

シートポケット . 218 

フ□ントアームレストの小物入れ •••• 218 

センターコンソールのル物入れ . 218 

U アアームレストの小物入れ . 218 

コンビニエンスオープニング機能 . 117 

コンビニエンスク□-ジング機能 . 118 

キーレスゴー操作で閉じる . 119 

リモコン操作で閉じる . 118 

サンバイザー . 235 

バニテイミラー . 235 

シート . 79 

アダプテイブバックレスト . 86 

シートヒーター . 86 

電動ランバーヴポート . 85 

フ□ントシートの調整 

(4 ウェイパヮーシート） . 80 

フ□ントシートの調整 

(8 ウェイパヮーシート） . 81 

フ□ントシートの調整 

(メモ U - 付パワーシート） . 82 

マルチコント□—ルシートバック . 84 

ランパ'-ヴポート . 85 

リアへッドレスト . 83 

シートベルト . 96 

シートベルト着用警告 . 98 

シートベルトの高さ調整 . 99 

シートベルトの着用 . 96 

正しい運転姿勢 . 99 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 99 

シートベルトの着用 . 96 

シートベルトを着用ずる . 98 

室内センサー . 57 

警報び作動したとさの停止方法 . 58 

システムを待機状態にずる . 57 

室内センサーを解除する . 58 

室内装備 . 235 

12 V 電源ソケット . 238 

アシストグリップ . 239 

サンバイヴー . 235 


電動ブラインド . 235 

灰皿 . 236 

フ□アマット . 240 

ライター . 237 

シフト位置の選択 . 126 

シフト位置 . 126 

シフト位置表示 . 127 

車外ランプ残照機能 . 103 

車外ランプ残照機能を一時的に解除する 
. 104 

車載品の収納場所 . 284 

救急セット . 286 

事故.故障のとさ . 284 

車載工具 . 287 

停止表示板 . 285 

非常信号用具 . 285 

輪止め . 288 

車速感応ドア□ック . 69 

車速感応ドア□ックの設定/解除••••69 

車内か5の解錠/施錠 . 68 

ドアごとの解錠/施錠 . 68 

ドア□ックスイッチ . 68 

車両に保存されるデータ . 18 

古女障データ . 18 

データび保存されるその他の装備……18 

車両の施錠 . 317 

ステーシヨ ンワゴン . 317 

セダン . 317 

車両の電子制御部品について . 356 

収納ネット . 220 

助手席足元の収納ネット . 221 

トランク内左側の収納ネット（セダン） 

. 221 

ラゲッジルーム内の収納ネット 

(ステーシヨンワゴン） . 221 

純正部品/純正アクセサリー . 356 

乗員ま全装備 . 30 

NECK PRO アクティブへッドレスト •• 39 

PRE-SAFE ⑧ . 38 

SRS (乗員保護補助装置） . 31 

テ供を乗せるとき . 39 

乗員保護装置 . 30 














































































さ < いん 7 


乗員保護装置 . 30 

ステアリング . 88 

イージーエントリー機能 . 89 

ステア U ング位置の調整（手動式）••••88 
ステア U ング位置の調整（電動式）••••89 
ステア U ング□ック . 90 

スライディングルーフ . 208 

ガラス-スライディングルーフ . 209 

パノラミックスライディングルーフ•’ 212 

セーフティネットとラゲッジルームカバー 
(ステーシヨンワゴン） . 226 

セーフティネット . 226 

セーフ ティネット/ラゲッジ ルーム 

カバー収納 U —ルの脱着 . 227 

ラゲッジ ルー ム カバー . 227 

積載荷物の制限重量 . 362 

前席上方の操作部 . 27 

センターコンソール . 26 

センターコンソール下部 . 26 

センターコンソール上部 . 26 

走行安全装備 . 46 

ABS . 46 

BAS . 47 

EBD . 54 

ESP ⑧ . 48 

アダプティブブレーキランプ . 48 

走行時の注意 . 267 

雨降りや濃霧時の運転 . 272 

エンジン . 267 

走行ずるとき . 269 

走行中に異常を感じたら . 271 

駐停車ずるとき . 271 

ブレーキ . 267 

走;5ずる前に . 13 

走行装備 . 164 

可変スピードリミッター . 167 

クルーズコント□—ル . 164 


ダイナミック八ンドリングパッケージ 

. 171 

パーキングアシスト U アビユーカメラ 


. 175 

パークト□ニック . 171 

走行と停車 . 120 


エンジンの始動 . 120 

エンジンの停止 . 124 

駐車 . 123 

発進 . 122 

走行モード . 127 

走行モードの選択 . 128 

走行モードの選択 （C 63 AMG ) ……129 


走行モードの選択（ダイナミック 

八ンド U ングパッケージ装備車） ••• 128 



ダイナミック八ンドリングパツケージ •• 171 


コンフオートモード . 171 

スペシャルスポーツモード . 171 

モードの切り替え . 171 

タイヤ空気圧警告システム . 260 

タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 
. 261 

タイヤとホイール . 257.363 

ウィンタータイヤ . 365 

応急用スペアタイヤ . 364 

走行時のを意 . 258 

タイヤ空気圧警告システム . 260 

タイヤ空気圧ラベル . 259 

タイヤの回転ち向について . 259 

タイヤの点検 . 258 

タイヤ□—テーション . 262 

標準タイヤ . 363 

タイヤの回転方向について . 259 

タイヤフィットび車載されている車種 •• 332 

タイヤフィットの準備 . 333 

タイヤを修理する 

(空気圧ゲージー体型） . 337 

タイヤを修理する 

(空気圧ゲージ別体型） . 334 

正しい運転姿勢 . 99 

駐車 . 123 

パーキングブレーキ . 124 

停止表示板 . 285 

停止表示板（ステーションワゴン） ••• 285 

停止表示板（セダン） . 285 

停止表示板の組み立て . 285 
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ティップシフト . 130 

セレクターレバーによる操作 . 131 

パドルによる操作 . 131 

テールゲートの開閉（ステーションワゴン） 
. 73 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

装備車 . 74 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート 

非装備車 . 74 

電球の交換 . 322 

テールランプ . 324 

へッドランプ . 323 

電池の交換手順 . 321 

ド7 . 67 

車外からのドアの開閉 . 68 

車速感応ドア□ック . 69 

車内からの解錠/施錠 . 68 

車内からのドアの開閉 . 67 

ドアウインドウの開閉 . 115 

挟み込み防止機能 . 117 

ドアの操作部 . 28 

ドアミラー . 91 

手動格納式ドアミラーの格納/展開 • • 92 

施錠時のドアミラー格納 . 93 

電動格納式ドアミラーの格納/展開 • • 92 

ドアミラーの角度調整 . 91 

ドアミラーの格納/展開 . 92、93 

ドアミラーのリセット . 92 

盗難防止警報システム . 55 

警報び作動したとさの停止ち法 . 55 

システムを解除ずる . 55 

システムを待機状態にずる . 55 

盗難防止システム . 55 

けん引防止機能 . 56 

室内センサー . 57 

盗難防止警報システム . 55 

トラブルの原因と対応 . 301 

ウインドウ . 313 

エンジン . 309 

オートマチックトランスミッション •• 311 

キー . 314 

車を使用しないとき . 315 

警告音 . 308 


事故のとき . 308.309 

スイッチやボタンの表示灯/警告灯 • 301 

ドアミラー . 313 

燃料と燃料タンク . 309 

パークト□ニック . 312 

へッドランプ . 312 

メーターノ くネルの表示灯/警告灯 • • • 302 

ワイパー . 312 

トランク/テールゲート . 70 

テールゲートの開閉 

(ステーシヨンワゴン） . 73 

トランクの開閉（セダン） . 70 

トランク/テールゲートを開いたときの高 
を . 362 

トランクの開閉（セダン） . 70 

車外からの開閉 . 71 

車内からトランクを開く . 72 

トランクの独立施錠 . 72 

U モコン操作でトランクを開く . 72 

トランクを開いたときの高さ . 362 

慣5し運転 . 242 

U アディファレンシャル□ック装備車 
. 243 

日常の手入れ . 275 

外装 . 276 

ウインドウの手入れ . 278 

高圧式スプレーガンの使用 . 277 

パーキングアシスト U アビユーカメラ 

の清掃 . 280 

パーク h □ニックセンサーの手入れ 

. 279 

マフラーの手入れ . 280 

ランプ類の手入れ . 279 

ワイパーブレードの手入れ . 278 

車内 . 280 

荷物の固定方法 . 225 

荷物固定用リング . 225 

荷物の積み方/小物入れ . 216 

EASY-PACK フィックスキット . 229 

カップホルター . 219 

小物入れ . 217 
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収納ネット . 220 

セーフテイネット . 226 

テールゲー ト のコー トフック . 229 

トランクフ□アボード下の収納スペース 

. 232 

荷物の固定ち法 . 225 

荷物を積むとき/固定するとき……216 

バッグ ホルダー . 228 

ラゲッジフ□アボード下の収納スペース 

. 232 

U アシートの折りたたみ 

(ステーシヨンワゴン） . 223 

リアシートの折りたたみ（セダン）…221 
ルーフラック . 233 

燃料 . 359 

燃料消費について . 359 

燃料タンク容量 . 359 

燃料の給油 . 243 

燃料を給油ずる . 243 


J\ 


パーキングアシストリアビユーカメラ •• 175 

COMAND ディスプレイの映像 . 177 

カメラの位置 . 177 

後退駐車モード . 178 

縦列駐車モード . 180 

パーキングアシスト U アビユーカメラの 

設定 . 183 

パークト□ニック . 171 

インジケーター/作動表示灯 . 173 

センサーの感知範囲 . 172 

パークト□ニックセンサー . 172 

パークト□ニックの作動 . 174 

パークト□ニックの停止 . 174 


VRLA バッテリー . 343 

インジケーター付さノ くッテ U —. 343 

車載バッテ U —の電圧/容量 . 361 

バッテ U —取り扱いの一般的なミ主意’’ 340 

バッテリーの位置 . 342 

バッテリーびあびつたとき . 343 

バッテリーの位置 . 342 

C 63 AMG . 342 

C 63 AMG を除く車種 . 342 

パノラミックスライディングルーフ •••• 212 

電動サンシエード . 215 

挟み込み防止機能 . 213 

パノラミックスライディングルーフと 

電動サンシエードのリセット . 214 

パノラミックスライディングルーフを 

チルトアップずる . 212 

パノラミックスライディングルーフを 

チルトダウンする . 213 

パノラミックスライディングルーフを 

閉じる . 212 

パノラミックスライディングルーフを 

開く . 212 

レインク□-ズ機能 . 214 

J のーウィンドウ . 115 

コンビニエンスオープニング機能’ ••• 117 
コンビニエンスク□ージング機能 •••• 118 
ドアウインドウの開閉 . 115 

ノじ/クしたタイヤを交換ずる . 327 

応急用スペアタイヤを取り付ける••••331 
ジャッキダウンずる . 331 

パンクしたとき . 326 

タイヤ交換の準備 . 326 

タイヤフィットび車載されている車種332 
パンクしたタイヤを交換する . 327 


灰皿 . 236 

フ□ントの灰皿 . 236 

リアの灰皿 . 237 

バッグホルダー . 228 

ステーシヨ ンワゴン . 228 

セダン . 228 

発進 . 122 

ヒルスタートアシスト . 123 

バッテリー . 340、361 


ビークルデータ . 362 

積載荷物の制限重量 . 362 

ビー クルプ レー ト . 357 

エンジン番号 . 358 

オプションコードプレート . 358 

車台番号 . 357 

ニューカープレート . 357 

非常時の解錠/施錠 . 316 

運転席ドアの解錠 . 316 
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エマー ジェン シーキー . 316 

車両の施錠 . 317 

テールゲートの解錠 

(ステーシヨンワゴン） . 318 

トランクの解錠（セダン） . 318 

燃料給油フラップの解鏡 . 319 

パーキング□ックの手動解除 . 319 

ヒューズ . 349 

ヒュースー覧 . 351 

ヒューズ交換についてのミ主意 . 349 

ヒュ ーズの 位置 . 350 

ヒューズを交換ずる . 351 

ヒューズー覧 . 351 

エンジンルーム内のヒューズボックス 

. 351 

トランクルーム/ラゲッジルーム巧 

のヒューズボックス . 352 

ランプスイッチ横のヒューズボックス 

. 353 

ヒューズの位置 . 350 


エンジンルーム内のヒューズボックス 

. 350 

トランクルーム内のヒューズボックス 

. 350 

ラゲ ツジルーム 巧の ヒューズボッ クス 


. 350 

表示な/警告な . 24 

ブレーキ . 267 

C 63 AMG のブレーキのを意事項…269 
ブレーキ警告灯 . 269 

ブレーキ液 . 254 

ブレーキ液の交換 . 255 

ブレーキ液の量を点検ずる . 255 

フ□アマット . 240 

フロントシートの調整 

(4 ウェイパヮーシート） . 80 

シートクッションの角度の調整 . 81 

シートの前後位置の調整 . 80 

シートの高さの調整 . 80 

バックレストの角度の調整 . 80 

へッドレストの角度の調整 . 81、82 

へッドレストの高さの調整 . 81、82 


フ□ントシートの調整 

(8 ウェィパヮーシート） . 81 

シートクッションの角度の調整 . 81 

シー h の前後位置の調整 . 81 

シートの高さの調整 . 81 

バックレストの角度の調整 . 81 

フ□ントシートの調整 

(メモリー付パワーシート） . 82 

シートクッションの角度の調整 . 82 

シートの前後位置の調整 . 82 

シートの高さの調整 . 82 

バックレストの角度の調整 . 82 

へッドレストの角度の調整 . 83 

へッドレストの高さの調整 . 82 

フ□ントワイ パー . 112 

へッドランプの上向き/下向さの切り替え 
. 104 

パッシング . 104 

ボンネット . 246 

ボンネットを閉じる . 247 

ボンネットを開く . 246 

マニュアルギアシフト . 132 

シフトアップ表示 （C 63 AMG ) ……134 

セレクターレバーによる操作 . 133 

パドルによる操作 . 133 

マニュアルギアシフトの選択 . 132 

マルチコントロールシートバック . 84 

マルチフアンクションステアリング……25 

マルチフアンクションディスプレイ •••• 138 

AMG メニュー . 160 

AMG メニューを表示させる . 160 

記録したずべてのラップタイムを 

消去する . 162 

全ラップの計測結果を確認ずる••••163 
走行モード- ESP ® モード表示画面160 
ラップごとの計測結果を確認ずる • • 163 

レースタイマー画面 . 161 

TEL メニュー . 148 

TEL メニューを表示させる . 148 

着信した電話を受ける . 148 

通話を終える（電話を切る） . 148 
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通話を保留する . 148 

電話帳から電話を発信ずる . 148 

発信履歴から電話を発信ずる . 149 

アシストメニュー . 149 

アテンションアシスト設定画面 •••• 149 

才ーディオメニュー . 146 

DVD ビデオのチャプターを選択ずる 

. 147 

テレビ局を選局する . 147 

トラックを選択する . 146 

ラジオ局を選局する . 146 

各種設定メニュー . 152 

コンフオート . 158 

車両 . 156 

メーター . 152 

ライト . 153 

卜 U ップメニュー . 141 

エンジン始動時からの情報表示画面 

. 142 

基本画面 . 141 

瞬間燃費-走行可能距離表示画面 •• 143 

走行速度表示画面 . 144 

U セット時か5の情報表示画面 • •••142 
ナビメニュー . 144 


交差点（分岐点）に接近しているとさ 


. 144 

ルート案内中の表示 . 145 

ルート案内を行なっていないとき’’144 
ルート案内を行なっているとき •••• 144 
マルチファンクシヨンステアリング’’138 

基本操作 . 139 

メインメニューとサブメニュ-140 

メニューリスト . 139 

メンテナンスメニュー . 150 

故障表示画面 . 151 


ミラー . 91 

ドアミラー . 91 

ルームミラー . 91、93 

メーターパネル . 23、135 

エンジン;令却水温度計 . 136 

外気温度表示 . 137 

スピードメーター . 136 

タコメーター . 137 

時計 . 136 

燃料計 . 136 


燃料残量警告灯 . 136 

表示灯/警告灯 . 24 

マルチフアンクシヨンディスプレイと 
メーターパネルの照度を調整ずる •• 136 
マルチフアンクシヨンディスプレイの 


表示 . 135 

メモリー機能 . 94 

シート位置の記憶 . 94 

シート位置の呼び出し . 94 

パーキングヘルプ機能 . 95 

メンテナンス . 273 

整備手帳 . 273 

日常点検 . 273 

メンテナンスインジケーター画面’ • • • 273 

メンテナンスインジケーター画面 . 273 

自動表示機能 . 273 

手動表示 . 274 

表示メッセージ . 274 


メンテナンスインジケーターの U セツ h 
. 275 



ランプ . 101 

インテ U ジェントライトシステム •••• 107 

車外ランプ残照機能 . 103 

非常点滅灯 . 105 

へッドランプウォッシャー . 106 

へッドランプの上向さ/下向さの 

切り替え . 104 

へッドランプの照射角度調整 . 106 

ち向指示 . 105 

ランプスイッチ . 101 

ルームランプ . 109 

ランプスイッチ . 101 

才ートモード . 102 

車外ランプの消巧 . 101 

車幅巧/ LED ドライビングランプ 

. 101 

パーキングランプ . 103 

フォグランプ . 102 

へッドランプ . 102 

リアシートの巧りたたみ 

(ステーシヨンワゴン） . 223 
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バックレストを起こす . 224 

バックレストを倒す . 224 

リアシートの巧りたたみ（セダン）……221 

バックレストを起こず . 222 

バックレストを倒す . 222 

リアへッドレスト . 83 

へッドレストの角度の調整 . 83 

へッドレストの高さの調整 . 83 

U アへッドレストの脱着 

(分割可倒式リアシート装備車）••…84 

リモコン機能 . 61 

U モコン機能の設定切り替え . 62 

□ケイタ—ライティング . 62 

ルーフラック . 233 

ステーシヨンワゴン . 234 

セダン . 234 

J レームミラ. . 91、93 

ルームミラーの角度調整 . 91 

ルームランプ . 109 

緊急時点灯機能 . 111 

乗降用ランプ . 111 

点灯モードの切り替え . 109 

ドア赤色灯 . 111 

ドア レバー ランプ . 111 

U ア読書灯 . 110 

ルームミラー下部のランプ . 111 

ルームランプ、フ□ント読書灯 . 110 

冷却水 . 252.360 

才ーバーヒートしたとさ . 253 

不凍液の濃度 . 361 

冷却水の量を点検ずる . 252 

冷却水を補給ずる . 253 

ワイパー . 112 

フ□ントウインドウウォッシャーの噴射 

. 114 

フ□ントワイパー . 112 

U アワイパー(ステーシヨンワゴン） • 114 

ワイパーブレードの交換 . 325 


フ□ントワイパーのワイパーブレード 
. 325 


U アワイパーのワイパーブレー ド.... 325 



ABS . 46 

ABS び作動したとき . 47 


ABS . 46 

ABS び作動したとき . 47 

EASY - PACK フィックスキット . 229 

伸縮式ベルト . 230 

イ串縮式づ、一 Jh . 231 

荷物固定用リング . 232 

ラゲッジ j レームレー j レへの 

アタッチメントの装着 . 229 

ESP ⑥ . 48 

ESP ⑥の機能の解除 . 50、51 

ETS . 50 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 320 

SRS (乗員保護補助装置） . 31 

SRS 警告灯 . 31 

エアバッグ . 33 

シートベルトテンシヨナー/ 

ベルトフオースリミッター . 32 

シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 . 31 


数字 


12 V 電源ソケット . 238 

グ□ーブボックスの 

12 V 電源ソケット . 238 

センターコンソール下部の 

12 V 電源ソケット . 239 

ラゲッジルームの 12 V 電源ソケット 

(ステーシヨンワ3ン） . 239 

U アの1 2 V 電源ソケット . 239 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気巧染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとする環境保 

護対策に取り組んでいます。環境保護 

のため、お車をご使用になるときはじ ( 

下の点にご協力ください。 

• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料の余分な消費を抑えられます。 

• タイヤの空気圧び適正であることを 
確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限度 
の2/3 (許容限度び6,000回転の 
ときは約4,000回転）を超えない 
よラに運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックび必要 
でないときは、車から取り外してく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
してください。 

• メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
ください。 

• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないでください。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保ってください。 

9環境 



車両には警告ラベルび貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るための情報などが記されています。 
警告ラベルは絶対にはびさないで<だ 
さい。 


走行"ず々刖に 


点検と整備 

日常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することが法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

-夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

•才ーバーヒートの予防策として、 
いつわより頻繁に冷却水量を点検し 
てください。 

日ごろの状態と異なるとき 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
ときは、すみやかにメルセデス*ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


Daimler AG は、資源を有効活用ずる 
ため、 U サイクル部品を積極的に導 
入していまず。 
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ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤが破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れがあります。 

運乾席足元に注意 

-運転席の足元には、物を置かない 
で<ださい。ペダルの下に物が入る 
と、ペダルを操作でさな<なるおそ 
れびあります。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してくださし、車に合ったも 
のを使用しないと、ペダル操作がで 
さな<なるおそれがあります。 

シートベルトはぶ I ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それがあります。 


ウォーミングアップ（暖機運輯） 

エンジンが冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウォーミングアップしてくだ 
さし、 

荷物を積むとき 

-荷物はでさるだけトランクまたは 
ラゲッジ;!レームに積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かな 
いよラに確実に固定してください。 
急ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員びけがをするおそれびあり 
ます。 

-後席へッドレストの後方のスペー 
ス（セダン）や、ラゲッジルーム 
カバー （ステーシヨンワゴン）の 
上に荷物を置かないでください。 
急ブレーキ時などに荷物が放り出 
され、乗員がけがをするおそれが 
あります。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分に 
必ずカノ（一をしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
ち、高く積み上げないでください。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないでくださし、 
万一のとさに引乂や爆発のおそれが 
あります。 


一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれが 
あります。 
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子供を乗せるとき 


子供にも必ずシートベルトを着用 

• テ供であっても、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人び確認してください。正しく 
シートベルトび着用でさないルさな 
テ供は、チャイルド セーフ ティシー 
卜を使用してください。 

-乳児やテ供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないで<ださい。急 
ブレーキ時や事故のとさ、大人と車 
の間に挟まれて重大なけがをするお 
それがあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 

シート 

6歳未満のテ供にはチャイルドセー 

フティシート040ページ）を使用 

することが法律で義務付けられてい 

ます。 

子供は後席に 

-テ供はでさるだけ後席に乗せてく 
ださい。助手席では、テ供の動さが 
気になったり、テ供が運転装置に触 
れるなど、運転の妨げになることび 
あります。 


-テ供を助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっとち後ろの位置 
にしてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれびあ 
ります。 

子供には操作させない 

. ドアやドアウインドウは大人が開 
開してくださし、テ供が操作すると、 
身体を挟んだり、けびをするおそれ 
びあります。 

. リアドアやリアドアウインドウの 
チャイルドプルーフ□ック045 
ページ）を活用してください。 

ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * の開□部から身体を出さない 

テ供びドアウインドウやスライディン 
グルーフの開□部から身体を出さない 
よラに注意してください。けがをする 
おそれびあります。 

車から離れるとさ 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


• チャイルドセーフティシートは、 
必ず後席の左ちいずれかに装着して 
<ださい。やむを得ず助手席に装着 
するときは、車の進行方向に向けて 
チャイルドセーフティシートを装着 
し、助手席シートをもっとも後ろの 
位置にしてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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オートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。 r 走行と停車」わあわ 
せてお読みください0120ぺージ)。 

オートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかって 
いるとき、わレクターレバーが巧1、 
m じ(外に入っていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルぺダ 
ルを踏み込まなくても車がゆっくり 
動き出します。これをク U —プ現象 
といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺ夕' 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数が上びって素早 < 加速します。 
これをキックダウンといいます。 

エンジンの始動前 

-ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれが 
あります。 

-ブレーキペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルが一定のところで停止す 
ることやぺ夕 J レの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーが cc に入ってい 
ることを確認して、ブレーキペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動します。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


発進 

-エンジンが適正なアイドリング回 
転数になっていることを確認してく 
ださい。 

• セレクターレバーを EE 、 m に 
入れるとさは、必ずブレーキペダル 
を十分に踏み込んで < ださい。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車が急発進するおそれが 
あります。 

-急な上り坂で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車が 
わずかに動さ出すのを確認してから 
パーキングブレーキを解除して発進 
してください。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを CBH 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった < 効かないため事故 
につなびったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれがあります。 

-滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス U ツプし 
て車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれびあります。 

• 走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキが効かな 
<なったり、ブレーキやステアリン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なります。また、安全装備び作動し 
な < なるおそれびあります。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
なし"'でくださし、万一、セレクター 
レバーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こすおそれび 
あります。 

-急な上り坂などでは、アクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停止状態 
を保たなし" i でくださし、トランス 
ミッションに負担びかかり、過熱 
や故障の原因になります。 

• 完全に停車する前に、セレクター 
レパーを [ E に入れないでくださ 
し、トランスミッションを損傷する 
おそれがあります。 

駐車 

-駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレバーを CC に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

-後退したあとは、すぐにセレクター 
レバーを CC か m に戻すよラに 
/こ\がけてください。 m に入って 
いることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込み、車び後退して事故を起こ 
すおそれびあります。 


こんなことにも注意 


運転ずるとさの注意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災が発生するおそれびあ 
ります。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形したり、ひび割れするおそれ 
があります。 

ライターに関ずる注意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれがあります。 

• ライターをグ□ーブボックスやル物 
入れなどに入れたままにしたり、車 
内に落としたままにしないでくだ 
さい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターが誤作動し、乂災び発 
生するおそれびあります。 
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違法改造はしない 

• 違法改造はしないで<ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでな<、事故 
の原因になります。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないでください。故障の原因に 
なります。 

• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取り外すとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
リー機能は使用でさますが、ま意力び 
散漫になり事故の原因になります。ち 
全な場所に停車してから使用してくだ 
さい。 

COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、でさる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最小限（約1秒じ(内）にとど 
めて < ださい。 


さびしい条件下での運輯 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい菜 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
く行なラことび必要になります。 


車両に保存されるデータ 


故障データ _ 

車両には、故障時や異常時のデータを 
保存する機能があります。 

保存されたデータは、安全装備など 
び作動するとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されます。データを使用して、車両の 
過去の移動経路を調べることはでさま 
せん。 

メルセデス*ベンツ指定ヴービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されます。 


データが保存されるその他の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨ ンや電話などでデータを保存した 
り、編集することびでさます。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
明書」をご覧ください。 
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外観 





刊がリ1.]- 



名称 

ぺージ 


ワイ パー 

112 


ボンネット 

246 


エンジンオイル 

250 



359 


ブレーキ液 

254 



361 


ウォツシヤー;イタ 

256 



361 


冷却水 

252 



360 


バッテリー* 

342 



361 


けん引フック 

347 

⑩ 

タイヤとホイール 

257 


パンクしたとさ 

326 




名称 

ぺージ 

① 

トランク 

70 


テー ) レゲート 

73 


応急用スペアタイヤ* 

287 


車載工具 

287 


バッテ U — * 

342 



361 

③ 

U アデフォツガー 

194 



204 

③ 

へッ ドランプ 

101 



323 


テールランプ 

324 


燃料給油フラップ 

243 


デフ□スター 

193 



203 

® 

スライディングルーフ* 

208 

@ 

ドァミラー 

91 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


W 


痕が〇插前 
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インストルメントパネル 


接 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

前席上ちの操作部 

27 

③ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示な* 

173 

⑤ 

クルーズコント□ール 

165 


レバー/巧変スピード 
IJ ミッタ—レノく— 

169 

④ 

メーターノ くネル 

23 

⑤ 

ホーン/運転席エア 
バッグ 

35 

® 

パドル* 

131 



133 

@ 

フ□ントフォグランプ 
スイッチ* 

101 


U アフォグランプス 
イッチ 

101 

⑥ 

ランプスイッチ 

101 


パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

124 



名称 

ぺージ 


ボンネット□ック解除 
レバー 

247 

⑩ 

診断ソケット 


@ 

エンジンスイッチ 

77 


キーレスゴースイッチ* 

78 

® 

ステアリング□ック解 
除八ンドル* 

88 

@ 

ステアリング調整レ 
パー* 

89 

® 

コンビネーションレバー 

104 


(へッドランプ/方■向指 

105 


示/ワイパー/ U アワ 

ィパー大） 

112 

114 


パーキングブレーキぺ 
ダル 

124 

® 

エアコンディショナー 

187 


コント□ールパネル 

197 



ち八ンドル車 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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名称 

ぺージ 

① 

パドル* 

131 



133 

③ 

クルーズコント□ール 

165 


レバー/可変スピード 
リミッターレバー 

169 

③ 

メーターパネル 

23 

④ 

ホーン/運転席エア 
バッグ 

35 

⑤ 

パークト□ニックイン 
ジケータ ー/作動表 
示な^ 

173 

® 

前席上方の操作部 

27 

@ 

エアコンディショナー 

187 


コント□ールパネル 

197 

® 

エンジンスイッチ 

77 


キーレスゴースイッチ* 

78 


ステア U ング□ック解 
除八ンドル* 

88 



名称 

ぺージ 


ステアリング調整レ 
バー 

89 

⑩ 

コン ビネ ーシ ヨン レバー 

104 


(へッドランプ/方■向指 

105 


示/ワイパー/リアワ 

イパー大） 

112 

114 

@ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

124 

® 

診断ソケット 


@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

247 

® 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

124 


ランプスイッチ 

101 


フ□ントフォグランプ 
スイッチ* 

101 


リアフォグランプス 
イツチ 

101 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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名称 

ぺージ 

① 

燃料計 

136 

③ 

エンジン冷却水温度計 

136 

⑤ 

スピードメーター 

136 

④ 

クルーズコント□ール 

166 


/巧変スピード U ミツ 
夕一-インジケーター 

170 

⑤ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

138 

© 

タコメーター 

137 



名称 

ぺージ 

@ 

メニューリスト 

139 

® 

サブメーター 

153 


走行モード表示 

127 


シフト位置表示 

127 


ギアレンジ表示 

130 


ギア表示* 

132 


時計 

136 

⑩ 

メー ターパネル照度調 
整ノブ 

136 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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メーター 八ネル 



PM3cr<rr7-3i 



名称 

ぺージ 


ABS 警告な 

302 


シートベルト警告な 

98 

⑩ 

フ□ントフォグランプ 
表示な* 

103 

@ 

リアフォグランプ表示灯 

103 

® 

冷却水量*冷却水温度 

305 


警告な 

306 

@ 

ブレーキ警告な 

305 

® 

エンジン警告な 

306 


燃料残量警告な 

307 




名称 

ぺージ 

① 

八イ ビーム 表示な 

104 

③ 

ESP ® オフ表示な 

51 



54 

③ 

へッドランプ表示な 

102 


方向指示表示な（左） 

105 

⑤ 

ESP ® 表示な 

48 

® 

方向指示表示な（ち） 

105 

@ 

スポーツ 八ンドリング 

52 


モード表示な* 

304 

® 

SRS 警告な 

31 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


表示'灯/警告な 


痕が〇插^ 











別冊 

138 


名称 ぺージ 

①マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

③ COMAND ディスプレイ 

⑤電話/音量スイッチ 
^電話を受信する 
B 電話を切断する 
r+1 音量を上げる 
Q 音量を下げる 
m 消音する 
レースタイマーの操作* 


名称 


138 @丘 G 音声認識スイッチ 


⑤た □! U ターンスイ 、ソチ 
/音声認識解除ス 
イッチ 

® スク□ールスイッチ 

m 卜にスク□ールする 
E 下にスク□ールする 
I ► I ちにスク □ ールする 
I < I 左にスク □ ールする 
应の確定する 


ぺージ 

138 
138 


138 


ング 


ンステア 


7ルチフアンクシヨンステアリンク 25 


B 賣含麗 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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センターコンソール 




名称 

ぺージ 

① 

非常点滅な 

105 

③ 

盗難防止警報システム 
表示な* 

55 

③ 

ESP ® /スポーツ八ンド 
U ングモードスイッチ* 

53 


COMAND コント□ール 
パネル 

別冊 

⑤ 

シート ヒーター （ち側フ 
□ントシート）スイッチ* 

86 

® 

パークト□ニックオフ 
スイッチ* 

174 

@ 

スペシャルスポーツ 

129 


モードスイッチ* 

171 

⑥ 

シート ヒーター （左側フ 
□ントシート）スイッチ* 

86 


エアコンディショナー 

187 


コント□ールパネル 

197 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


センターコンソール下部 



ち八ンドル車 



名称 

ぺージ 

① 

灰皿* 

236 


ライター* 

ル物入れ* 

237 


12 V 電源ソケット* 

239 

③ 

セレクターレバー 

120 



126 

⑤ 

センターコンソールの 
カップホルダー* 

219 


ル物入れ* 

218 

④ 

フ□ント アーム レストの 
ル物入れ 

218 

⑤ 

COMAND コント □— 
ラ_ 

別冊 


走行モード選択スイッチ 

128 



129 



132 


B 痕 we 荒§ 





















前席上方の操作部 
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前席上方の操作部 


接 

が 

G 

插 

«n 



名称 

ぺージ 

① 

U アルームランプス 
イッチ 

109 

③ 

点なモード切り替えス 
イッチ 

109 

⑤ 

フ□ント読書な（ち側） 
スイッチ 

109 

④ 

けん引防止機能解除ス 
イッチ* 

57 

⑤ 

スライデイングルーフ 

209 


スイッチ* 

212 



名称 

ぺージ 

® 

ルームミラー 

91 

@ 

室内センサー解除ス 
イッチ* 

58 

® 

フ□ント読書灯（左側） 
スイッチ 

109 


フ□ントルームランプ 
スイッチ 

109 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ドアの操作部 



•n 


運転席ドア（左八ンドル車） 



名称 

ぺージ 

① 

ドアレ バー 

67 



68 

③ 

ドア □ックスイッチ 

68 

⑤ 

シート調整スイッチ* 

82 

④ 

メモ U —スイッチ* 

94 



95 


ポジションスイッチ* 

94 

© 

ドアミラー選択スイッチ 

91 


ドアミラー格納/展開 

92 


スイッチ* 



ドアミラー調整スイッチ 

91 



名称 

ぺージ 

® 

ドアウインドウスイッチ 

116 

@ 

リアドアウインドウの 
チャイルドプルーフ 
□ックスイッチ 

45 

⑥ 

トランクオープナース 
イッチ* (セダン） 

72 


テールゲートスイッチ* 
(ステーションワゴン） 

75 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


ドアの操作部 



痕が〇插前 












乗員安全装備 . 30 

走行安全装備 . 46 

盗難防止システム . 55 


撃雜が狀 
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乗員ま全装備 



シー トベルトや シー トベルトテンシヨ 
ナ ー、 ベルトフ オースリミッター、 エ 
アバッグは、効果を高めるために補い 
合い、連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷する可能性を最小 
限に抑えて安全性を高めます。 

シートベルトとエアバッグは、物び外 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護する効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、じ(下のことに注意してください。 

• シートやへッドレストは正しい位 
置に調整してください（>79〜83 
ぺージ)。 

• シートベルトを正しく着用してくだ 
さい096ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください033 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
てください。 

. 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
く着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることができます。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるものではありません。エアバッ 
グび装備されていても、必ず乗員全 
員びシートベルトを正しく着用して 
ください。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員び正 
しくシートベルトを着用している場 
合は、エアバッグが作動しても乗 
員保護効果び高まらないことびあり 
ます。 

じ(下の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正しく着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、乗 
員とエアバッグの適切な位置関係を 
保つことがでさます。 

• シートベルトを着用することで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員び前 
方に投げ出されるのを防ぐことがで 
さます。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具ならびに設備を備えた 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なラことをお勧めしまず。特 
に安全に関わる整備については、必 
ずメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なってください。不適切な 
作業を行なラと、事故や故障の原因 
になりまず。 


心 けがのおそれがありまず 

乗員保護装置を取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで<だ 
さい。また、車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 

誤作動でけびをしたり、事故などの 
とさ、正常に作動しなくなるおそれ 
びあります。 


擊辦が狀 








乗員ま全装備 
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SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は於下の装備により構成されます。 
• SRS 警告な 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□—ルユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテン シヨナー 
• ベルトフ オースリミッター 


が J SRS 警告'灯 

イグニッシヨン位置を1にすると点な 
し、数秒後に消なします。 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し、エンジン始動後に消なします。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出します。 

A けびのおそれがありまず 

下のようなときは、 SRS に異常 
び発生していまず。衝撃を受けてを 
エアバッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーび作動しないおそれや、不意に 
作動ずるおそれびあります。ただち 
にメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

•イグニッシヨン位置を1わ、2にし 
たとさに SRS 警告灯び点巧しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯び消巧しないとさ 

• エンジンびかかっているとさなど 
に SRS 警告巧び点巧したとさ 


シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
ります。 

衝突などで衝撃び発生した際、セン 
ヴーは 衝撃の強さや方向な どを 検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要びあるか判断します。 

さらに前方から一定 iiLb の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グび作動します。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合があります。 

事故の際にすベてのエアバッグが作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

いずれのエアバッグち、衝突の最初 
の段階において検知された、(下の 
要素に基づいて作動します。 

• 前ちからの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後ちからの衝突 
• 車両への衝撃度 

〇 センサーが検知する衝撃の強さや 
方向は、(下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


擊嫌がが 
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シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリミッター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトに装備されています。 

シートベルトテンシヨナーは、じ(下の 
とさに作動します。 

• イグニッシヨン位置が2のとさ 
• SRS に異常びないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトび正しくバッ 
クルに差し込まれているとき 

リアシートのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトの着用に関わら 
ず作動します。 

シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さがじ(下のよラなとさ 
に作動します。 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定(上の衝撃を検 
知したとさ 

• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
横方向に一定 iiLb の衝撃を検知した 
とさ 


ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定(上の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散*軽減します。 

フ□ントシートベルトと左ちのリア 
シートベルトに装備されています。 

フ□ントシ ー トベルトのベルトフ オー 
スリミッターは、運転席/助手席ェ 
アバッグと連動しており、乗員にかか 
る力を分散-軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動 
時にわずかに白煙び発生すること 
びありますび、火災の配はあり 
ません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありまずので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開さ換気を行 
なって< ださい。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で新品と交換し 
て < ださい。 

未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専用 
の処置び必要でず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場、 または 
専門業者に依頼してください。 


撃辦が狀 
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H 助手席に乗車していないときは、 
シートベルトのプレートをバックル 
に差し込まないでください。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
び作動することびあります。 

H シー トベルトテンシヨナ ーの 作動 
時に聞こえる作動音は、ごくまれに 
聴力に影響することびあります。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置が不適切なとさや、シー 
トベルトび正しく着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

〇 シートベルトテンシヨナーは、 
バックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのものではありません。 

エアバッグ 


心 けびのおそれがありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 
発揮ずるため、下の点にを意して 
<ださい。 

• 乗員全員びシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるように調整してください。 

• 身長1日 Ocm 未満のテ供はチャイ 
ルドセーフテイシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔び狭す 
ざると、エアバッグび作動する衝 
撃でけびをずるおそれびありまず。 


• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフティシートを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをちっとを後ろの位置に 
して < ださい。 

• 運転中はステア U ングのパッド部 
を持ったり、身体をステア U ング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグび作 
動したとさにけびをずるおそれび 
あ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないでください。サイドバッグや 
ウインドウバッグび作動ずる衝撃 
でけびをずるおそれびあ0まず。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくだ 
さし、 

• エアバッグ収納部やそのお<に物 
を置かないで < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• ウインドウや ピラーの 周囲にアク 
セヴ U —などを取り付けないでく 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけびをしたり、 
正しく作動しなくなります。 


擊瓣がが 
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A けがのおそれびありまず 

下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセヴ U —などを取り付けないで 
<ださい。 

• ステアリングパッド部 
• ステアリングコラム下部のパネル部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ□ントシートのバックレスト側面 
• リアシートの左ち端部* 

エアバッグの作動 

車び一定(上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグび瞬時にふくらみます。 

これにより、乗員の身体への衝撃を分 
散*軽減します。 

A けがのおそれがありまず 

• 関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品び熱くなっており、乂 
傷をずるおそれびあります。 

• エアバッグの作動時にわずかに白 
煙び発生ずることびありまずび、 
火災の配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼吸疾患 
のあるちは一時的に呼吸障害を起 
こすおそれびありますので、安全 
を確認のラえ車外へ出るか、ドア 
やドアウインドウを開き換気を行 
なって < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


• 作動したエアバッグは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で新品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄すると 
さは、廃棄専用の処置び必要です。 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場、または専門業者に依頼して 
<ださい。 

" エアバッグは高温のガスによりふ 
くらむため、すり傷や乂傷、打撲な 
どをすることびあります。 

H エアバッグの作動時に聞こえる作 
動音は、ごくまれに聴力に影響する 
ことがあります。 

〇 エアバッグが作動すると、 SRS 警 
告なが点なします。 

エアバッグの種類と収納場所 



擊辦が狀 
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運輯席/助手席エアバッグ 



ち八ンドル車 


前ちからの強い衝撃を受けると作動 
し、運転席/助手席乗員の頭部や胸 
部への衝撃を分散*軽減します。 

運転席エアバッグ①/助手席エアバッ 
グ③は、他のエアバッグの作動に関 
わらず、じ(下のとさに作動します。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦方向 
に急激に一定 iiLb の衝撃を検知した 
とさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムび判断し 
たとさ 

• シートベルトを正しく着用している 
とさ 

車両が横転したとさは、車両の縦ち向 
に一定上の衝撃を検知しない限り、 
運転席/助手席エアバッグは基本的 
に作動しません。 

〇助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムび助手席に乗員 
びいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグが作動することびあり 
ます。 


〇 車の前方からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびあります。 


運転席ニーバッグ 



左八ンドル車 


運転席ニー バッグ© は、運転席エア 
バッグに連動してステアリングの下方 
で作動し、乗員の膝から下への衝撃を 
分散-軽減します。 


サイドバッグ 



セダン 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントヴイドバッグ 
の/リアサイドバッグ③*び作動し、 
乗員の胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 


撃瓣がが 


オプションや仕様により、異なる装備です。 




36 


乗員ま全装備 


サイドバッグは、シートベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シートベルトテンシヨナーの作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、横方向 
から一定じ(上の衝撃を検知したとさに 
作動します。 

A けびのおそれがありまず 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください。フロ 
ントヴイドバッグの作動び妨げられ 
るおそれびあ0ます。 

ウインドウバッグ 


エアバッグの作動条件 

運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグが作動するとさ 

正面衝突など車の前ち左ち 
約30度!;内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 




セダン 


か運転席/助手席エアバッグ、運転席 
"バッグび作動しないとさ 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグの 
が作動し、頭部への衝撃を分散•軽減 
します。 

ウインドウバッグは、助手席乗員の有 
無、シートベルトの着用、運転席/助 
手席エアバッグの作動に関わらず、衝 
突の最初の段階で、横ち向から一定 
じ(上の衝撃を検知したとさに作動し 
ます。 



撃辦が狀 
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運転席/助手席エアバッグ、運転席 
ニーバッグび作動しない場合びある 
とさ 


立木や電柱への衝突のとさ 



トラックの下に潜り込んだ 
とき [ = 



斜め前ちへの衝突のとさ 



サイドバッグ、ウインドウバッグび作 
動するとさ 


客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとさ 



サイドバッグ、ウインドウパツグが作 
動しない場合があるとさ 


斜めち向から衝撃を受けたとさ 



客室!;外の側面に衝撃を受けたとさ 



擊瓣がが 
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いずれかのエアバッグび作動する場合 
びあるとさ 

中央分離帯や縁石などに 


PRE-SAFE® づ 



深い巧や溝に落ちたとさ 



床下に強い衝撃を受けたとさ 



横転したとさ 



PRE - SAFE ⑩は、車び危険な状態にあ 
ることを感知したとさに、乗員保護機 
能を高める装置です。 

PRE - SAFE ⑩は、(下のときに作動し 
ます。 

• BAS が作動するよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• アンダーステア状態やオーバーステ 
ア状態など、車の姿勢び危険な状態 
になったとさ 

PRE - SAFE ⑩は、約 30 km/h iiLb で走 
行しているとさ、じ(下のよラに作動し 
ます。 

• 前席シートベルトを電動で引さ込 
み、シートベルトテンシヨナーの効 
果を高めます。 

• メモリー付パワーシート装備車で 
は、助手席シートび不適切な位置に 
ある場合は、助手席シートを適正な 
位置に調整します。 

•車び横滑りをすると、ドアウイン 
ドウとスライディングルーフ*が 
少し開いた状態まで自動的に閉じ 
ます。 

OC 63 AMG では、 ESP ⑩の機能び解 
除されているときには PRE - SAFE ® 
は作動しません。 

車び危険な状態から脱すると、電動で 
引さ込まれた前席シートベルトの張力 
び緩みます。また、助手席シートの位 
置*、ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*の開さ具合を再度調整する 
ことびでさます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


撃嫌が狀 
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前席シートベルトの引さ込みび解除さ 
れないとさ 

► シートベルトの張力び緩むまで、 
バックレスト角度やシートの前後位 
置を後方の位置に動かします。 

□ック機構が解除されます。 

A けびのおそれがありまず 

シートを調整するとさは、後席の乗 
員びけびをしないよラにを意してく 
ださい。 

P シート下部や後方に物がないこと 
を確認してください。シートや物を 
損傷するおそれびあります。 


NECK PRO アクティブへッドレス 


NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後ちからの衝撃を受け 
たときに、フ□ントシートのヘッドレ 
ストび前方および上方に動くことによ 
り、乗員の頭部をより効果的に支持し、 
頭部、頸部の保護度合いを高めます。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストび作動しないことがあります。 

A けがのおそれがありまず 

フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでください 。 NECK 
PRO アクティブへッドレストの作動 
び妨げられるおそれびあります。詳 
しくはメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 


事故の際に NECK PRO アクティブ 
ヘッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストび前に動いた状態のままに 
なります。このとさは、運転席と助手 
席のへッドレストをリセットしてくだ 
さい（1>320ページ）。 

リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部•頸部を保護す 
ることびでさません。 


子供を乗せるとき _ 

シートベルトは身長 150 cmii (上の 
乗員が使用することを前提にしてい 
ます。シートベルトが正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、適切なチヤイ 
ルドセーフティシートを使用してくだ 
さい。 

A けがのおそれがありまず 

チヤイルド セーフ ティ シー トを使用 
している場合でも、テ供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 

• 運転装置に触れてけびをするおそ 
れびあ0ます。 

•誤ってドアを開さ、事故の原因に 
なりまず。 

• 炎天下では車内び高温になり、熱中 
症を起こずおそれびありまず。 

•寒;令時には車内び低温になり、命 
にかかねるおそれびあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


擊瓣がが 
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荷物び固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、政下の 
よラな場合にテ供びけびをする危険 
性び増加します。 

• 事故 
• 急ブレーキ 
• 急な進路変更 

荷物を積むとさのを意点ついて、詳 
しくは0216ページ）をご覧くだ 
さし、 


大ャィルトセー J 了ィゾ —卜 

A けびのおそれびありまず 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供などは、チャイル 
ド セーフ ティシートを使用して く 
ださい。急な進路変更時や急ブレー 
キ時、事故のとさなどに身体を車 
内に激しくぶつけたり、車外に放 
り出されて致命的なけびをするお 
それびあ0まず。 

• シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格のテ供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締め 
付けたり、腹部を強く圧迫したり 
して致命的なけびをするおそれび 
あ0ます。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用することび法律で義務付け 
られていまず。 

• 6歳!;上のテ供でち、 シートべ ル 
卜び正しく着用できないテ供は、 
チ ヤイルド セーフテイシー トを使 
用して < ださい。 


心 けがのおそれがありまず 

• 身長 150 cm 未満のテ供はチャイ 
ルドセーフティシートを使用して 
確実に身体を固定してください。 

• テ供の体格に適合したチャイルド 
セーフティシートを使用し、子供 
を正しい姿勢で座らせ、身体をシー 
トベルトで確実に固定してくだ 
さし、 

• テ供を膝の上に乗せて走行しない 
で<ださい。急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車外に放り出されて致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 

• チャイルドセーフティシートは、 
後席に装着してください。 

やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをちっとち後ろの位置に 
して < ださい。 

• 後ろ向さに装着するタイプのチャ 
イルドセーフティシートは助手席 
に装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チャイルドセーフティシートを後 
ろ向さに装着しないでくださし、 
エアバッグび作動ずる衝撃で致命 
的なけびをするおそれびあ0まず。 
チャイルドセーフティシートに 
関ずるを意事項を記載したステッ 
カーび、助手席側サンバイヴーに 
貼付されています。 
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チャイルドセーフテイシートび損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大さな衝撃を受けたり、 
損傷したちのはテ供を保護でさま 
せん。 

チャイルドセーフテイシートは確 
実に装着してください。急ブレー 
キ時などに、チャイルドセーフテイ 
シートび投げ出されて乗員びけび 
をするおそれびあ0ます。 

チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 

チャイルドセーフテイシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。チャイルドセーフテイ 
シートび確実に装着されないおそ 
れびあ0ます。 

チャイルドセーフテイシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフテイシートび高温になり、 
テ供び火傷をずるおそれびあり 
ふ 9 〇 

チヤイルドセーフテイシートの取 
り扱いや装着ち法については、製 
品に添付されている取扱説明書を 
お読みください。 


純正チヤイルドセーフテイシート 

Daimler AG では、テ供の体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフテイシー 
卜を用意しています。 


選択の目ち 


シート名 

体重 

年離 

ベビーセーフ 
プラス 

約 10 kg 政下 
または 
約 13 kg 

新生児〜 

9力月位 
または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

1日〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳しくは販売店におたずねください。 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

左ちの後席に、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフティシート用の固定装置を装 
備しています。 

A けびのおそれびありまず 

この固定装置は、体重 22 kgl ； rF のテ 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kg 上のデ供を乗車さ 
せるとさは、チャイルドセーフティ 
シートを後席のシートベルトで固定 
して < ださい。 


心 けがのおそれがありまず 

チャイルド セーフテイシートは、 必 
ず製品の取扱説明書の指示に従い、 
左ちの固定装置に装着して < ださい。 
装着ち法を誤ると、事故のとさ、十 
分な効果び得られなかったり、チャ 
イルド セーフテイシー トび外れるお 
それびあ0ます。 


A けがのおそれがありまず 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置び事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、必ず新品に交換して 
<ださい。 

H チヤイルド セーフ テイシートを装 
着するとさは、中央後席のシートべ 
ルトを挟み込まないよラに注意して 
ください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


心 けがのおそれがありまず 

チャイルドセーフティシート固定装 
置を使用して、チャイルドセーフティ 
シートにテ供を乗車させているとさ 
を、子供だけを車内に残して車から 
離れないでください。事故の原因に 
なったり、運転装置に触れてけびをず 
るおそれびあ0ます。 

また、車内び高温または低温になっ 
た状態では、命に関わるおそれびあ 
0ます。 



固定装置を使用ずる 

► 固定装置周辺のシートクッションを 
下方に強<押し下げながら、固定装 
置ののカバー*③を取り外します。 

► 固定装置のにチヤイルドセーフ 
ティシートを装着します。 

A けびのおそれびありまず 

カバー*を取り外ずとさは、シー 
トクッションを強く押し下げて、力 
バー*の周囲を大さく開いてくだ 
さい。カバー*を取り外ずとさにけび 
をずるおそれびありまず。カバー*び 
取り外せないとさは無理に取り外さず 
に、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で取り外ずことをお勧めしまず。 
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装着できるに 0- FIX 巧応チャイルド 
セーフテイシート 

に 0- FIX 対応チャイルドセーフテイ 
シート用の固定装置には、カテゴリー 
I のサイズ等級 A 、 B または B 1 に属 
している、ユニバーサル（ミ凡用）に 0- 
FIX 対応チャイルドセーフテイシート 
を装着でさます。 

詳し<は、お買い上げの販売店または 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
におたずねください。 


〇 チャイルドセーフティシートの力 
テゴリーやサイズ等級については、 
チャイルドセーフティシート本体に 
装着されているステッカーやチャイ 
ルドセーフティシートの取扱説明書 
をご覧ください。 


カテゴリー 
(適応体重） 

サイズ等級 
(装着器具タイプ） 


キヤリコット 
(携帯式ベッド） 

G ( IS 0/ L 2) 

F ( IS 0/ L 1) 

装着することはでさま 
せん。 

0 

(10 kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 

ユニバーサル （ミ凡用） 
IS 0- FIX 対応であって 

0+ 

(13 kg まで） 

C ( IS 0/ R 3) 

D ( IS 0/ R 2) 

E ( IS 0/ R 1) 

わ、固定装置で装着す 
ることはでさません。 

I 

(9 〜 18 kg ) 

C ( IS 0/ R 3) 

D ( IS 0/ R 2) 



A ( IS 0/ F 3) 

B ( IS 0/ F 2) 

B 1( IS 0/ F 2 X ) 

ユニバーサル （ミ凡用） 

に 0- FIX 対応であれば、 
固定装置で装着するこ 
とびでさます。 
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テザーアン カー 


に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シートの上部を固定することにより、 
事故のとさなどにチヤイルドセーフ 
テイシートの前方への移動を抑えるこ 
とびでさます。 

セダン 



テヴーアンカーは左ち U アへッドレス 
卜の後方にあります。 

► へッドレストのを上げます。 

► テヴーアンカー⑤のカバー③を開 
さます。 

ステーションワゴン 



テヴーアンカーは左ちの U アへッドレ 
ストの後方にあります。 

►へッドレストのを上げます。 



へッドレストのの2本の支柱の間 
にテヴーベルト⑤を通します。 
テヴーフック④をテヴーアンカー 
⑤にかけます。 

テヴーベルト⑤びねじれていない 
ことを確認します。 

セダンはテヴーアンカー⑤の力 
バー③を閉じます。 

必要であれば、ヘッドレストのを 
少し下げます。 

テヴーベルト®の動さび妨げられ 
ていないことを確認してください。 

製品に付属している取扱説明書の指 
示に従い、テヴーべルトとに 0 -FIX 
対応チヤイルドセーフティシートを 
取り付けます。 

テヴーべルト⑤び締め付けられ 
ていることを確認します。 
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チャイルドプルーフ□ック 


テ供び後席に乗車するとさは、 liHF の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
ください。 

• U アドアのチャイルド プルーフ 
□ック 

• U アドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

A けがのおそれがありまず 

テ供び後席に乗車するとさは、チャ 
イルドプルーフ□ックを設定してく 
ださい。テ供び U アドアや U アドア 
ウインドウを開くと、事故やけびの 
原因になりまず。 


リアドアのチヤイルドプルーフ□ック 
を設定/解除ずる 



セダン 


車内のドアレノ く一を引いてもリアドア 
び開かな< なります。 

►レノ く一を設定側のまたは解除側③ 
に操作します。 

►車内のドアレバーを引いて、設定/ 
解除を確認します。 


〇 チャイルド プルーフ □ックび設定 
されていても、車が解錠されている 
とさは、車がのドア八ンドルでリア 
ドアを開 < ことびでさます。 


リアドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを設定/解除ずる 



ち八ンドル車 


U アドアのスイッチによる U アドアウ 
インドウの操作びでさなくなります。 

► スイッチ③を押します。 

表示な①び点な/消灯します。 

表示なのが点灯しているとさは、 
運転席ドアのスイッチのみでリアド 
アウインドウを操作でさます。 

〇 表示なの点灯/消灯にかかわら 
ず、運転席ドアのスイッチではリア 
ドアウインドウを操作でさます。 

〇 イグニッシヨン位置を0にした 
り、エンジンスイッチからキーを 
抜いてち、チャイルドプルーフ□ッ 
クの設定は記憶されます。 
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走行安全装備 


走行ち全装備には、 ii (下のものびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ⑩（エレクト□ニック.スタビ 
U ティ*プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック-ブレーキ 
J の一. ディスト U ビューシヨン） 

A 事故のおそれがありまず 

走行安全装備び適切に作動してを、 
車両操縦性や走行安定性の確保、制 
動距離の短縮には限界びあります。 
常に道路や天候の状況にを意し、十 
分な車間距離を保つて運転して < だ 
さい。 

また、タイヤのグ U ップび失われた 
状況では、走行安全装備は効果を発 
揮しません。 

〇 雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィン 
タータイヤやスノーチェーンを装 
着することで、走行安全装備の効果 
び発揮されます。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング • 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ざ、ステア U ングでの車 
両操縦性を確保する装置です。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でき 
るよラになります。 

滑りやすい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ 操作をするとさは、 ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピング ブレーキを 行な 
ラと制動距離び長<なるおそれびあ 
0ます。 


A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転からの事故を防 
ぐちのではありません。 

ABS び適切に作動してち、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界 
びありまず。常に道路や天候の状 
況にミ主意し、十分な車間距離を保つ 
て運転してください。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
ふす 0 
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• ABS に異常びあるとさは、ブレー 
キペダルを強く踏み込むとタイヤ 
は□ックしまず。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性び制限さ 
れ、制動距離び長<なるおそれび 
あ0ます。 

• 故障により、 ABS の機能び解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ⑥の機能 
ち解除されまず。常に道路や天候 
の状況にを意し、十分な車間距離 
を保って運転してください。 

Pabs は制動距離を短くする装置で 
はありません。じ(下のよラな路面び 
滑りやすい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離び長く 
なることがあります。 

• 雪の積わった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 

P マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに ABS に関する故障/警告 
メッセージび表示されたとさは 
(>292.293ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

OaBS に異常びあると、 ESP ⑩に関す 
る故障/警告メッセージが表示さ 
れることびあります。すみやかにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

〇 バッテ U —電圧が低下すると ABS 
び一時的に機能を停止します。電圧 
び回復すると、機能も元に戻ります。 


ABS び作動したとき 


ABS び作動すると、ブレーキペダルに 
脈動を感じたり車体び振動することび 
ありますが、異常ではありません。そ 
のままペダルを踏み続けてください。 

強い制動力が必要なとさは、ブレーキ 
ペダルをいっぱいまで踏み込んで<だ 
さい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることびあ0ますび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異常ではありません。 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保するブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 
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A 事故のおそれがありまず 

• BAS は緊急ブレーキの操作を補 
助ずる装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐをのではありません。 
BAS び作動してを制動距離の短縮 
には限界びありまず。また、タイ 
ヤのグ U ップび失われた状況では 
効果を発揮しません。 

• BAS に異常びあるとさちブレーキ 
は通常通り作動しますび、緊急ブ 
レーキ時には大さな制動力を確保 
でさず、制動距離び長<なるおそ 
れびありまず。 

• BAS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任びあり 
よ〇 

P マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージが表示されたときは BAS は 
作動しません。詳しくは（>292、293 
ページ）をご覧ください。 

OBAS に異常びあると、 ABS わ正し 
く作動しなくなることびあります。 

Obas に異常があるとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセー 
ジび表示されますが、ブレーキは通 
常通り作動します。 

〇 バッテ U —電圧び低下すると BAS 
が一時的に機能を停止します。電圧 
が回復すると機能わ元に戻ります。 


アダプティブブレーキランプ 

約 50 km / h じ(上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動すると、ブレーキラン 
プび点滅し、後ちの車両に注意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点灯に変わります。 

また、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非常点滅なが自動的 
に厉、減します。 

自動的に点滅した非常点滅なは、非常 
点滅なスイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度が約 lOkm / hii (上 
になると、自動的に消なします。 


ESP ® 


ESP ⑩（エレクト□ニック-スタビ U 
ティ*プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったときに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせたり、エンジン 
出力を制御することによって、車両操 
縦性や走行安定性を確保しよラとする 
システムです。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯び 
点滅したときは、 ESP ⑩び作動してい 
ます。 


A I ESP ⑥表示'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると点灯 
し（点なしないとさは表示灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 
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心 事故のおそれがありまず 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐをのではありません。 ESP ® 
び作動してち、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界びあります。また、 
タイヤのグ U ップび失われた状況で 
は効果を発揮しません。 

ESP ® 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びあります。 


A 事故のおそれがありまず 

ESP ® 表示灯び点滅したとさは、車輪 
び空転しているか、車び横滑りしてい 
まず。アクセルペダルを踏む力をか 
しゆるめてください。また、慎重に 
運転するととちに、必下の操作は絶 
対に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
• ESP ® の機能の解除 

P 車輪を上げてけん引されるとさ 
は、イグニッション位置を2にし 
ないでください。 ESP ⑩び作動して、 
接地している車輪のブレーキが作動 
します。また、ブレーキシステムや 
駆動系部品を損傷するおそれがあり 
ます。 


Hesp ⑩び故障すると、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示され、エン 
ジンの出力び低下することびあり 
ます。走行が困難なとさは、すみや 
かにち全な場所に停車し、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。 

Q マルチファンクシヨンディスプ 
レイに ESP ⑩に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
0292〜294ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアブ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に ESP ⑩に関する故障/警告メッ 
セージび表示され、 ESP ⑩表示なや 
ESP ⑩オフ表示な、 ABS 警告口が 
点なすることびあります。 

このよラなとさは、安全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行すると、メッ 
セージや表示巧、警告なは消なし 
ます。 

〇 ABS が故障したときは、 ESP ® の 
機能わ解除されます。 

〇 ABS 警告灯が点灯しているとさ 
は、 ESP ® の機能も解除されてい 
ます。メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


擊瓣がが 
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ETS 


ETS は、 ESP ⑩の機能の一部です。 

ETS は、滑りやすい路面などで車輪 
び空転したとさにブレーキを効かせて 
発進時や加速時の駆動力を確保しよラ 
とするシステムです。 

ESP ® の機能び解除されている場合で 
わ、 ETS の機能は解除されません。 

A 事故のおそれがありまず 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS び適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界びあります。 

ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任びありまず。 


ESP ⑥の機能の設定/解除 （C 63 
AMG を除く車種） 

エンジンを始動したとき、 ESP ⑩は常 
に待機状態になります。 

(下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラが走行しやすい場合が 
あります。 

• スノーチェーンを装着して走行する 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

このときは ESP ⑩の機能を解除し 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転するととちに、下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


公 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ⑧を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しようとずることびでさません。 


撃辦が狀 
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ESP ® の機能び解除されると、(下の 
状態になります。 

• ESP ⑩は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとすることび 
でさな < なります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転することびあります。 
この空転により、駆動力を向上させ 
ることびでさます。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ⑩ 
は自動的に作動します。 

Oesp ⑩の機能を解除しているとき 
にタイヤの空転や横滑りを検知する 
と、 ESP ⑩表示好び点滅しますが、 
ESP ® は作動しません。 

ESP ⑥の機能を解除ずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで ESP ® の機能を解除します 
(>149ページ）。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
なが点なします。 

ESP ® を待機状態にずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで ESP ® の機能を設定します 
(>149ページ）。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
なび消なします。 


4 I ESP ⑥オフ表示'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示なび故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 


心 事故のおそれびありまず 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ® オフ表示巧び点巧していると 
きは、 ESP ® の機能び解除されてい 
ます。路面や天候の状況にあわせて 
慎重に運転してください。 

スポーツハンドリングモード、 ESP ® 

の機能の設定/解除 （C 63 AMG ) 

スポーツハンドリングモードの設定/ 

解除 

スポーツ 八ンドリング モー ドにしたと 

さはじ(下のよラな状態になります。 

• ESP ® の作動内容び制限されるた 
め、車両操縦性と走行ち定性の確保 
は限られたちのになります。 

• 駆動輪び空転した場合、限られた程 
度までのみエンジンの出力制御によ 
る駆動力の確保び行なわれます。ま 
た、トラクシヨンコント□ールシス 
テムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• 急ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動します。 

〇 スポーツ 八ンド U ングモードにし 
ているとさにタイヤの空転や横滑り 
を検知すると、 ESP ® 表示灯び点滅 
しますが、 ESP ® は制限された内容 
で作動し、車両操縦性や走行ち定性 
の確保は限られたわのになります。 

〇 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動することびあります（走行中に 
ESP ⑩表示なが点滅したままになり 
ます）。 


擊瓣がが 
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次のよラな状況では、スポーツ八ン 
ド U ングモードにしたほラび走行し 
やすい場合びあります。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

上記(外では、サーキットなどでス 
ポーツ走行を行なラとさに使用するこ 
とがでさます。 



スポーツ 八ンドリング モー ドにずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンド U ング モー 
ドスイッチの を押します。 

メーター パネルの スポーツ八ン ドリ 
ングモード表示なび点なし、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"SPORT handling mode " と表示さ 
れます。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプ 
レイの表示を "SPORT handling 
mode " から他の表示に切り替える 
とさは、ステアリングの应のまた 
は胃スイツチを押します。 


ESP ⑥を待機状態にずる 

► ESP ⑩/スポーツ八ンド U ング モー 
ドスイッチのを押します。 

メーターノ くネルの スポーツ 八ンド U 
ングモード表示なび消なします。 

〇 スポーツ 八ンドリング モー ドにし 
てエンジンを停止しても、次にエ 
ンジンを始動したとき、常に ESP ® 
は待機状態になります。 

A 事故のおそれびありまず 

スポーツ八ン ド U ング モー ドにした 
とさは、必ず路面の状況に応じた速 
度で慎重に運転するととちに、下 
の操作は絶対に行なわないよラにし 
て < ださい。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれがありまず 

スポーツ 八ンド U ング モー ドにする 
必要びなくなったとさは、 ESP ® を待 
機状態にしてください。 スポーツ 八 
ンド U ング モー ドでは ESP ® の作動 
内容び制限されるため、車び不安定 
な状況になったとさは、車両操縦性 
や走行安定性の確保は限られたちの 
になりまず。 


撃辦が狀 
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ESP ⑥の設定/解除 

エンジンを始動したとき、 ESP ⑩は常 
に待機状態になります。 

(下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラび走行しやすい場合が 
あります。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行するとさ 

このときは ESP ® の機能を解除し 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ® の機能を解除したとさは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転するととちに、 ■ UU 下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれがありまず 

ESP ® の機能を解除する必要びなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車び不安定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確保しようとずることびできません。 


ESP ® の機能び解除されると、(下の 

状態になります。 

• ESP ⑩は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとすることが 
でさな < なります。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転することびあります。 

• トラクシヨンコント□ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• PRE - SAFE ⑩の機能び解除され 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動します。 

© ESP ® の機能を解除しているとき 
にタイヤび空転したり横滑りをして 
も、 ESP ® 表示好は点滅せず、 ESP ® 
ち作動しません。 



ESP ⑥の機能を解除ずる 

► メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
灯び点好するまで、 ESP ⑩/スポー 
ツ八ンドリングモードスイツチの 
を押して保持します。 


擊瓣がが 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に " ESP - OFF " と表示されます。 
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〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの表示を " ESP - OFF " から他の表 
示に切り替えるときは、ステアリン 
グの巧のまたは!^スイッチを 
押します。 


幻 ESP ⑧オフ表示'灯 

イグニッシヨン位置を2にすると点な 
し（点なしないとさは表示灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消なし 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

走行中に ESP® オフ表示灯び点巧し 
ているときは、 ESP ⑧の機能び解除さ 
れていまず。路面や天候の状況にあ 
わせて憤重に運転してください。 

ESP ⑥ を待機状態にずる 

► ESP ⑩/ スポー ツ八ンド U ング モー 
ドスイッチのを押します。 

メーターパネルの ESP ⑩オフ表示 
なび消灯し、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに数秒間 "ESP-ON" と 
表示されます。 


EBD 

EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー•デイストリビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとするシステムです。 

A 事故のおそれがありまず 

EBD に異常びあるとさをブレーキは 
通常通り作動しまずび、急ブレーキ 
時などには後輪び□ックずるため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあります。車両操縦性 
の変化にを意して慎重に運転してく 
ださい。 


撃辦が狀 
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盗難防止システム* 


盗難防止警報システム _ 

盗難防止警報システムび待機状態のと 
さにじ(下の状況を検知すると、サイ 
レンび約30秒間鳴り、非常点滅なび 
通常の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。また、ルームランプび約5分間 
点なします。 

• ドア、トランクまたはテールゲート 
び開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、車を施錠し 
た後、エマージェンシーキーを使用し 
て運転席ドアやトランクまたはテール 
ゲートを解錠し、開いたとさち作動し 
ます。 



システムを待機状態にずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠します。 

表示なのび点滅し、約10秒後に 
待機状態になります。 

システムび待機状態のときは、表示 
なのび点滅を続けます。 


システムを解除ずる 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を解錠します。 

表示灯のが消なします。 

警報び作動したとさの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

►キーのいずれかのボタンを押し 
ます。 

キーレスゴー装備車は、 liTF のいずれ 

かの操作を行なってち、警報が停止し 

ます。 

• キーが左ち側またはトランク/ 
テールゲート側のキーレス ゴー アン 
テナの検知範囲（1>63ページ）に 
あるとさに、ドア八ンドルに触れる 
か、トランク/テールゲートの八 
ンドルを引くか、テールゲートの 
キーレス ゴース イッチ*を押す 

•キーび車室内のキーレスゴーアンテ 
ナの検知範囲（杉63ページ）にあ 
るときに、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレスゴースイッチを押す 

〇 システムを待機状態にするときは 
ボンネットび確実に閉じているこ 
とを確認してください。ボンネット 
の □ ックび解除された状態でシステ 
ムを待機状態にしてち、ボンネット 
び開けられたとさに警報は作動しま 
せん。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


擊瓣がが 












56 


盗難防止システム 


〇 システムび待機状態のときに車内 
からドアやテールゲートを開いた 
り、ボンネット□ック解除レバーで 
ボンネットの□ックを解除すると警 
報び作動します。車内に人がいると 
きは待機状態にしないでください。 

〇 ドアやトランクまたは テールゲー 
卜び開けられたり、ボンネットの 
□ ックが解除されて警報が作動した 
とさは、それらをすぐに閉じてち、 
警報は停止しません。 


けん引防止機能 _ 

車を施錠して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検 
知すると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非常点滅なび通常の2倍の速さで約5 
分間点滅します。また、ルームランプ 
び約5分間点なします。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両が持ち上げられたとさなど 
に警報び作動します。 

システムを待機状態にずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になります。 


待機状態を解除ずる 


► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を解錠します。 

警報び作動したとさの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

►キーのいずれかのボタンを押し 
ます。 

キーレスゴー装備車は、 liTF のいずれ 

かの操作を行なってわ、警報び停止し 

ます。 

• キーび左ち側またはトランク/ 
テールゲート側のキーレス ゴー アン 
テナの検知範囲063ページ）に 
あるとさに、ドア八ンドルに触れる 
か、トランク/テールゲートの八 
ンドルを引くか、テールゲートの 
キーレス ゴース イッチ*を押す 

•キーび車室内のキーレスゴーアンテ 
ナの検知範囲（1>63ページ）にあ 
るとさに、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレスゴースイッチを押す 


撃辦が狀 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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けん引防止機能を解除ずる 


誤作動を防止するために、(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車するとさ 



► イグニッシヨン位置を0か1にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜さます。 

► けん引防止機能解除スイッチのを 
押します。 

表示な③が数秒間点なし、その後 
消なして、けん引防止機能び解除さ 
れます。 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠します。 


室内センサー _ 

車を施錠して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車内で物体の動さを 
検知すると、サイレンが約30秒間鳴 
り、非常点滅なが通常の2倍の速さで 
約5分間点滅します。また、ルームラ 
ンプび約5分間点なします。 

例えば、ウインドウが割られたり、車 
内に腕を伸ばしたとさなどに警報が作 
動します。 

システムを待機状態にずる 


► システムを待機状態にする前に、室 
内センヴーの誤作動を防止するため 
にじ(下のことを確認してください。 

• ドアウインドウと U アドアウイ 
ンドウび完全に閉じていること 

• スライディングルーフ*び完全 
に閉じていること 

• ルームミラーや アシストグ U ッ 
プに7スコットなどをかけてい 
ないこと 

► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作* で 車を施錠します。 

約30秒後に待機状態になります。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を解錠します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


擊嫌がが 
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警報が作動したとさの停止方法 

► エンジンスイッチにキーを差します。 

または 

►キーのいずれかのボタンを押し 
ます。 

キーレスゴー装備車は、(下のいずれ 

かの操作を行なってち、警報が停止し 

ます。 

• キーが左ち側またはトランク/ 
テールゲート側のキーレス ゴー アン 
テナの検知範囲 （063 ページ）に 
あるとさに、ドア八ンドルに触れる 
か、トランク/テールゲートの八 
ンドルを引くか、テールゲートの 
キーレス ゴース イッチ*を押す 

• キーが車室内のキーレスゴーアンテ 
ナの検知範囲 （^63 ページ）にあ 
るときに、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレスゴースイッチを押す 


室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止す るた めに、(下のよラ 
な状況で車を施錠する場合は、室内セ 
ンヴーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウやリアドアウインド 
ゥを少し開いた状態で車から離れる 
とさ 

• スライディングルーフ*を少し開い 
た状態で車から離れるとさ 



► イグニッシヨン位置を0か1にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜さます。 

► 室内センサー解除スイッチのを押 
します。 

表示灯③が数秒間点滅し、その後 
消なして、室内センサーび解除され 
ます。 

► リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車を施錠します。 


撃辦が狀 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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キ- 


U モコン機能付きのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーを収納しています。 

A 事故のおそれがありまず 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
を、誤って車内からドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故やけび 
をするおそれびあ0まず。 

また、キーび車室内またはドア付 
近などの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチ*を押ずことに 
よりエンジンび始動し、事故の原 
因になりまず。 

• 短時間でち、車内にキーを残した 
まま車から離れないでください。 
事故や盗難のおそれびありまず。 

• エンジンスイッチに キーを 差し込 
むとさは、重い物 や 必要!;^上に大 
さな物、ステア U ングなどの操作 
部に接触ずる物を キーホルダーと 
して使用しないでください。 
キーホルダー 自体の重み や、キー 
ホルダーび ステア U ングなどに接 
触ずることで キーび まわると、ェ 
ンジンび停止して事故を起こずお 
それびあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


H キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

H キーを強い電磁波にさらすと 、 U 
モコンに障害び発生するおそれびあ 
ります。 

H キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因になります。 

D キーの先端部を巧したり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になります。 

H 盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとさは必ず車を施錠してくだ 
さし、 

H 貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びあります。 

H 車を操作するときは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のわのと一緒に持 
ち運ばないでください。 

Q 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
ゴー操作*を行なラと、作動しな 
かったり、誤作動するおそれがあり 
ます。 

H 磁気を発生する電化製品の近<に 
キーを置かないで < ださい。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


を跋 e お冊 
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〇 キーの電池び消耗するとキーの表 
示なび点なせず、リモコン操作や 
キーレスゴー操作*びでさなくな 
りますび、エンジンスイッチにキー 
を差し込むことによるイグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動はで 
さます。 


リモコン機能 



①施錠ボタン 

③トランクオープナーボタン*/テール 
ゲートオープナーボタン* 

⑤解錠ボタン 
©表示灯 

イグニッシヨン位置が0でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
に(下の操作がでさます。 

• ドア、トランクまたはテールゲート、 
燃料給油フラップの解錠/施錠 

• トランクまたはテールゲートを開 
く* 070. 73ぺージ） 

• コンビニエンスオープニング機能 
とコンビニエンスク□ージング機 
能の操作（[>117、118ページ） 

操作時に表示な④び1回点滅します。 


〇 バッテリーの電圧が低下したとさ 
は、キーの電池び正常でわリモコン 
操作はでさません。 

解錠ずる 

► 解錠ボタン⑤を押します。 

ドア、トランクまたはテールゲート、 
燃料給油フラップが解錠され、盗難 
防止警報システム* (1>55ページ) 
び解除され、非常点滅なび1回点 
減します。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音が1回鳴り 
ます （>157 ページ）。 

〇 トランクび独立施錠（>72ぺージ) 
されているときは、解錠ボタン® 
を押してもトランクは解錠されま 
せん。 

施錠ずる 

► 施錠ボタンのを押します。 

ドア、トランクまたはテールゲート、 
燃料給油フラップび施錠され、盗難 
防止警報システム* (杉55ページ) 
び待機状態になり、非常点滅なが3 
回点滅します。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音が3回鳴り 
ます （>157 ページ）。 

Q リモコン操作で施錠したときは、 
非常点滅なが3回点滅したことを 
確認してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B と跋6恒冊 









62 


キ- 


リモコン機能の設定切り替え 

U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップのみを解錠する 
よラに設定できます。 

► 解錠ボタン③と施錠ボタンのを同 
時に約6秒間押し続けます。 

キーの表示灯④が2回点滅し、設 
定び切り替わります。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
ます。 

• 解錠ボタン⑤を1回押すと、運 
転席ドアと燃料給油フラップの 
みび解錠され、盗難防止警報シ 
ステム055ぺージ）び解除され、 
非常点滅なび1回点滅します。 

また、アンサーバック機能を設 
定しているとさは、確認音が1 
回鳴ります （>157 ページ）。 

► 続けて約40秒(内に、解錠ボタ 
ン③を押すと、助手席ドア、リ 
アドア、トランクまたはテール 
ゲートが解錠され、非常点滅な 
び1回点滅します。 

また、アンサーバック機能を設 
定しているとさは、確認音が1 
回鳴ります （>157 ページ）。 

元の設定に戻すには、再度、解錠ボタ 
ン③と施錠ボタンのを同時に約6秒 
間押し続けます。キーの表示な®び 
2回点滅し、元の設定に戻ります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 リモコン操作での解錠後約40秒 
(内に、(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施錠されます。 

• ドアを開< 

• トランクまたはテールゲートを 
開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーが車内にあるとさは、エン 
ジンスイッチに取り付けたキー 
レスゴースイッチ*を押す 

□ケイターライティング 


周囲び暗いとさ、リモコン操作で車を 
解錠すると、じ(下のランプが点灯し 
ます。 

• 車幅な 

• へッドランプ ( LED ドライビング 
ランプ装備車） 

• フ□ントフォグランプ*または 
LED ドライビングランプ* 

• テールランプ 
• ライセンスランプ 

点灯したランプはじ(下のとさに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとき 

• エンジンスイッチをキーに差し込ん 
だとさ 

• キー レス ゴース イッチ*でイグニッ 
ション位置を1にしたとさ 

• 点なしてから約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
(>155ぺージ）をご覧ください。 
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キーレスゴー* 



①ち側アンテナの検知範囲 
③左側アンテナの検知範囲 

③ トランク/テールゲート側アンテナ 
の検知範囲 

④ 車室内アンテナの検知範囲 

キーレスゴーは、キーを携帯すること 
により、キーとキーレスゴーアンテナ 
が電波の送受信を行ない、リモコン操 
作をしなくてわ、車の解錠/施錠や 
エンジンの始動を行なラことびでさ 
ます。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、キーレスゴー操 
作はでさません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいないとさち、エンジンがか 
かっているとさやイグニッション位 
置び2のとさは、キーレスゴー操 
作で施錠でさません。 


キーの位置により、キーレスゴー操作 

で行なラことびでさる操作がじ(下のよ 

ラに異なります。 

キーが左ち側アンテナまたはトランク 

/テールゲート側アンテナの検知節囲 

に友るとさ 

• ドア八ンドルに触れると、車の施錠/ 
解錠びでさます。 

• トランクまたはテールゲートの八ン 
ドルを引くと、トランクまたはテー 
J レゲートのみを解錠して開くことび 
でさます。 

• テールゲートのキーレスゴースイツ 
チ*を押して、テールゲートを開 
じて車を施錠することびでさます。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にある側と反対側のドア八 
ンドルに触れることで、車び施錠/ 
解錠されることびあります。 

キーび車室内アンテナの検知節囲にあ 

るとさ 

• イグニツシヨン位置の選択びでさ 
ます （>78 ページ）。 

• エンジンの始動びできます(>78. 
121ぺージ）。 

〇 ドア付近やルーフの上、ボンネツ 
卜の上などの車外にキーびあるとさ 
も、車室内アンテナにキーび検知さ 
れることびあります。 


B 義 G 9 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 事故やけがのおそれびありまず 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、その他の医療用電 
テ機器を使用されているちは、車 
を使用する前に、あらかじめ医師 
や医療用電子機器メーカーなどに 
キーレスゴーによる電波の影響に 
ついてご相談ください。 

• 埋め込み型臓ペースメーカーお 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちは、キーレスゴーアン 
テナから約 22 cm 内に近付か 
ないよラにしてぐださい。キーレ 
スゴー操作を行なラとさは、キー 
とアンテナの間で電波び送受信さ 
れるため、埋め込み型臓ペース 
メーカーおよび埋め込み型除細動 
器の作動に影響を与えるおそれび 
あ0まず。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてを、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけびをず 
るおそれびあ0まず。 

また、ドア付近やルーフの上、ボ 
ンネツトの上などの車外にキーび 
あるとさを、キーレスゴースイツ 
チを押ずことによりエンジンび始 
動することびあり、事故の原因に 
なります。 

• 短時間でを、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたときは、解錠しないことが 
あります。 

Q キーび左ち側またはトランク/ 
テールゲート側アンテナの検知範囲 
にあるときに、ドア八ンドルを清掃 
したり、ドア八ンドルに雨粒や水し 
ぶさびかかったり物などが触れる 
と、車が解錠されることびあります 
ので注意してください。 

〇 キーを車から遠ざけたとさは、 
キーレスゴー操作で車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動すること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさは、 
ドア八ンドル表面のセンサーの機能 
び自動的に解除されます。ドア八ン 
ドルを引いてドアを解錠してからイ 
グニッシヨン位置を2にして、セン 
ヴーを待機状態にしてください。 

〇 キーレスゴーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でわ、キーレスゴー操 
作を行なラことがでさます。 

〇 車のバッテリーがあびったとさ 
は、キーの電池び正常でわキーレス 
ゴー操作はでさません。 

解錠ずる（初期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れます。 

ドア、トランクまたはテールゲート、 
燃料給油フラップび解錠され、盗難 
防止警報システム* (1>55ページ) 
び解除され、非常点滅好び1回点 
減します。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音び1回鳴り 
ます （>157 ページ）。 
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〇 トランクび独立施錠（>72ぺージ） 
されているとさは、ドア八ンドルの 
裏側に触れてもトランクは解錠され 
ません。 

©解 錠後約40秒(内に、(下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されます。 

• ドアを開< 

• トランクまたはテールゲートを 
開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車室内にあるとさは、エ 
ンジンスイッチに取り付けた 
キーレスゴースイッチ*を押す 

解錠時の設定の切り替え 



①表示灯 
③施錠ボタン 
③解錠ボタン 

運転席ドア八ンドルの裏側に触れて解 
錠したとさの作動内容を切り替えるこ 
とがでさます。 


►表示なのが2回点滅するまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン 
⑤を同時に押し続けます。 

このときは、じ(下のように作動します。 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

運転席ドア、燃料給油フラップが 
解錠され、盗難防止警報システム* 
(杉55ページ）び解除され、非常点 
滅なが1回点滅します。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音が1回鳴り 
ます （>157 ページ）。 

初期設定に戻ず 

►表示なのび2回点滅するまで、約 
6秒間施錠ボタン③と解錠ボタン 
⑤を同時に押し続けます。 

〇 設定を切り替えたとさち、運転席 
ドア(外のドア八ンドルの裏側に触 
れることで、すべてのドアとトラン 
クまたはテールゲート、燃料給油フ 
ラップを解錠することができます。 


施錠ずる 



ちフ□ントドア 


► ドア八ンドルの施錠操作部①に触れ 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義 G 9 恒冊 
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または 



テールゲート 


► テールゲー トの キー レス ゴースイッ 
チ*③を押します。 

テールゲートび閉じます。 

ドア、トランクまたはテールゲート、 
燃料給油フラップび施錠され、盗難 
防止警報システム* (^55 ページ） 
が待機状態になり、非常点滅なび3 
回点滅します。 

また、アンサーバック機能を設定し 
ているときは、確認音び3回鳴り 
ます （>157 ページ）。 

B 車を施錠したとさは、非常点滅な 
が3回点滅したことを確認してく 
ださい。 


〇 キーび車室内やトランク内にある 
とさは、ドア八ンドルやテールゲー 
卜のキーレスゴースイッチ*で施 
錠できません。このときは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
"キーび車内にあります"または 
" キーを認識でさません"と表示さ 
れることがあります。 

ただし、キーが左ち側またはトラ 
ンク/テールゲート側アンテナの 
検知範囲にあり、わラ1本のキー 
び車室内にあるとさは、ドア八ン 
ドルの施錠操作部に触れたり 、テー 
ルゲートのキーレスゴースイッチ* 
を押すことで施錠でさます。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にドア八ンドルの施錠操作部に触れ 
るか テールゲー トの キー レス ゴース 
イッチ*を押すと、確認音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"ドアを閉めてから□ックして 
ください"と表示されます。 

トランクまたはテールゲートを解錠し 
て開< 

► トランクまたはテールゲートの八ン 
ドルを引さます。 

トランクまたはテールゲートのみび 
解錠されます。 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
装備車は、テールゲートのみが解錠 
されて自動で開さます。 

► トランクまたはテールゲートを引さ 
上げます。 

H トランクまたはテールゲートを開 
<とさは、後方や上方に十分な空間 
があることを確認してください。 


を跋 e 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 








車内からのドアの開閉 


A 事故のおそれびありまず 

ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたび不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアび開くおそれびあり 
ふ 9 〇 

ドアを開くとさは、周囲の安全を十 
分確認してください。 

同乗者びドアを開くとさは、危険び 
ないことを運転者び確認してくだ 
さし、 

H 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず施錠してください。 

H ドアを閉じるとさは、身体や物を 
挟まないよラに注意してください。 
車の周りにテ供びいるとさは、特に 
注意してください。 

〇 ドアが完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークが表示されます。 

〇 助手席ドアとリアドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施錠されます。 



開< 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

ドアび施錠されているときは、□ッ 
クノブのび上びり、解錠されます。 

閉じる 

► インナーグリップ③を持って確実 
に閉じます。 

〇 車び施錠されているとさわ、車内 
のドアレバーを引くとドアを開くこ 
とびでさます。 

ただし、リアドアのチャイルドプ 
ルーフ□ックび設定されているとき 
は、車内のドアレバーを引いてもリ 
アドアを開くことはでさません。 
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開 < 

► ドア八ンドルのを引きます。 

閉じる 

► ドア八ンドルのを持って確実に開 
じます。 


車内からの解錠/施錠 


A 事故のおそれがありまず 

□ックノブび下びっていてを、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
テ供を乗せているとさは特にを意し 
て < ださい。 

H 施錠後は、□ックノブが完全に 
下がっていることを確認してくだ 
さい。 

H □ックノブが完全に下がってい 
ないドアびあるとさは、そのドア 
をいったん開さ、再度閉じてから施 
錠してください。 


ドアごとの解錠/施錠 



解錠ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
ます。 

このとさドアち開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブのを押します。 

ドア□ックスイッチ 



すべてのドアとトランクまたはテール 
ゲートを解錠/施錠でさます。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにあります。 
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解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）のを 
押します。 

□ックノブび上びります。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を 
押します。 

□ックノブび下びります。 

〇 次のよラな場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施錠でさません。 

• U モコン操作またはキーレスゴー 
操作*で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

運転席ドアび開いているときは、ド 
ア□ックスイッチで運転席(がのド 
アとトランクまたはテールゲートの 
解錠/施錠がでさます。 

ドア□ックスイッチで燃料給油フ 
ラップの解錠/施錠はでさません。 

〇 トランクび独立施錠されていると 
きは、ドア□ックスイッチで解錠し 
ても、トランクは解錠されません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度び約1 5 km/h (上になると、 

ドアとトランクまたはテールゲートを 

自動的に施錠します。 

H 車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとさやタイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとさ、ダイナモ 
メーターでパーキングブレーキをテ 
ストするとさなどは、イグニッシヨ 
ン位置を0にしてください。車輪 
び回転すると施錠され、車がに閉め 
出されるおそれびあります。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠され 
ているときわ、車内のドアレバーを 
引いてドアを解錠して開くことがで 
さます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠す 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 







70 


^ ールゲート 


車速感応ドア□ックを設定ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を 
約6秒間押して保持します。 

車速感応ドア□ックが設定され、確 
認音び鳴ります。 

車速感応ドア□ックを解除ずる 

► ドア□ックスイッチ（解錠）①を 
約6秒間押して保持します。 

車速感応ドア□ックび解除され、確 
認音が鳴ります。 

〇 車速感応ドア□ックはマルチファ 
ンクシヨンディスプレイでも設定/ 
解除でさます （^157 ページ）。 


トフンク/ァー J レブート 


トランクの開閉（セダン） 


公 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。排 
気ガスび車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死するおそれびあります。 


A けがのおそれがありまず 

• トランクを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意して 
ください。車の周りにテ供びいる 
ときは、特にを意してください。 

• トランクに乗車しないでください。 
事故などのとさ、けびをずるおそ 
れびあ0まず。 

テ供などびトランクに閉じ込めら 
れないよラにを意してください。 

〇トランクを開くとさは、後ちや上 
方に十分な空間びあることを確認 
してくださし、また、トランクの周 
りに障害物びな<、人や物に接触す 
るおそれびないことを確認してくだ 
さい。 

〇強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられて、トランクび不意に 
下がることびあります。風の強い曰 
は十分にま意してください。 

また、トランクに雪び積もっている 
ときも同様にま意してください。 

H トランクを閉じたとさは、トラン 
クび確実に閉じていることを確認し 
てください。 


を跋 e 恒冊 







トランク/テールゲート 


71 


P トランクが開いているとさにリモ 
コン操作またはキーレスゴー操作* 
で施錠し、トランクを閉じるとトラ 
ンクは施錠されます。キーの閉じ込 
みに注意してください。 

P トランクの中にキーを残したまま 
にしないでください。トランクが施 
錠されるとキーび取り出せなくなり 
ます。 

〇 トランクが完全に閉じていない状 
態で走行すると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークが表示されます。 

〇 車び施錠されているとさにトラン 
クのみを解錠して開さ、再度トラ 
ンクを閉じるとトランクは施錠さ 
れます。このとさ、非常点滅なが3 
回点滅します。 

〇 車が施錠されているとさわ、キー 
びキーレスゴー*の左ち側または 
トランク側アンテナの検知範囲にあ 
るときは、トランク八ンドルを引く 
と、トランクだけび解錠されて開き 
ます。その状態でトランクを閉じる 
と、トランクは施錠されます。 

〇 トランクは車び解錠されていると 
さのみ開 < ことがでさます。 

〇 トランクの解錠は停車していると 
さのみ巧能です。 


車外からの開閉 



トランクを開< 

► キーの解錠ボタンを押します。 

►八ンドルのを矢印の方向に引き 
ます。 


トランクび開さます。 



トランクを閉じる 

► グリップ③または③*に手をかけ 
てトランクを引さ下げ、次に外側か 
らトランクを押さえます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 ー ルゲート 


車内か S トランクを開く 



ち八ンドル車 


停車しているとさは、運転席ドアのス 
イッチでトランクを開<ことびでさ 
ます。 

► トランクび開くまで、トランクオー 
プナースイッチのを押し続けます。 

トランクび開さます。 

〇 U モコン操作またはキーレスゴー 
操作*で車が施錠されているとさ 
は、トランク オープナー スイッチで 
トランクを開くことはでさません。 

リモコン操作でトランクを開< * 

► トランクび開くまで、キーのトラン 
クオープナー ボタン061ページ） 
を押し続けます。 

〇 トランクび独立施錠されていると 
さは、 キーの トランク オープナー ボ 
タンを押してちトランクは開さま 
せん。 


トランクの独立施錠 



車の解錠/施錠に関わらず、トラン 
クを独立して施錠でさます。 


トランクを独立施錠しているときは、 

トランクを開くことはでさません。 

トランクを独立施錠ずる 

► トランクを閉じます。 

► トランクのキーシリンダーのにエ 
マージェンシーキー④0316ぺ一 
ジ）を差し込みます。 

► エマージェンシーキー④を独立施 
錠位置⑤にまわします。 

► キーシリンダーのから エマー ジェ 
ンシーキー®を抜きます。 

B トランクを開いた状態でわ、上記 
の操作を行なってトランクを閉じる 
と独立施錠されます。このとさは、 
エマージェンシーキーの閉じ込みに 
ま意してください。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージェンシーキーを 
キー本体から取りがして携帯してく 
ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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独立施錠を解除ずる 

► トランクのキーシリンダーのにエ 
マージてンシーキー④0316ぺ一 
ジ）を差し込みます。 

► エマージェンシーキー@を独立施 
錠解除位置③にまわします。 

► キーシリンダー①からエマージェ 
ンシーキー④を抜きます。 


テールゲートの開閉（ステーション 
ワゴン） 


心 中毒のおそれがありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死ずるおそれびあり 
まず。 


A けがのおそれびありまず 

• テールゲートを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラに十分を意 
してください。車の周りに子供びい 
るときは、特にミ主意してください。 

• ラゲツジルームに乗車しないでく 
ださい。事故などのとさ、けびをず 
るおそれびあ0ます。 

テ供などびラゲッジルームに閉じ 
込められないよラにを意してくだ 
さい。 


H テールゲートを開くとさは、後ち 
や上ちに十分な空間びあり、身体や 
物に接触するおそれのないことを確 
認してください。 

H 強風のときにテールゲートを開く 
と、風にあおられて、テールゲー 
卜び不意に下びることびあります。 
風の強い日は十分にを意してくだ 
さし、。 

また、テールゲートに雪が積もつ 
ているときち同様に注意してくだ 
さい。 

Q テールゲートび開いているとさに 
U モコン操作で施錠し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施錠さ 
れます。キーの閉じ込みに注意して 
ください。 

〇テールゲートを閉じたとさは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認してください。 

〇ラゲツジルームの中にキーを残し 
たままにしないでください。テール 
ゲートび施錠されるとキーび取り出 
せな < なります。 

〇 テールゲートび完全に閉じてい 
ない状態で走行すると、警告音び鳴 
り、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに警告マークび表示されます。 

〇 テールゲートは車び解錠されてい 
るとさのみ開 < ことびでさます。 

〇 テールゲートの解錠は停車してい 
るとさのみ巧能です。 
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^ ールゲート 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート非 
装備車 



テールゲートを開< 

►キーの解錠ボタンを押します。 

►テールゲート八ンドルのを押し 
ます。 

テールゲートび少し開さます。 

► テールゲートを引さ上げて開さ 
ます。 



テールゲートを閉じる 

►グリップのに手をかけてテール 
ゲートを引さ下げ、次に外側から 
テールゲートを押さえます。 

〇 テールゲートび開いているとさに 
U モコン操作で施錠し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施錠さ 
れます。このとさ、非常点滅なび3 
回点滅します。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート装 
備車 


A けがのおそれがありまず 

• テールゲートを開くとさは、テー 
ルゲートの動さにを意して<だ 
さい。テールゲートのずぐ後ちにい 
ると、テールゲートに接触して、 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• テールゲートび開閉しているとさ 
に、身体や物び挟まれそラになっ 
たり、接触しそラになったとさは、 
ただちに ■ UU 下のいずれかの操作を 
行なってください。テールゲート 
の作動び停止しまず。 

〇テールゲート八ン ドルを 引く 
◊キーのテールゲートオープナー 
ボタンを押す 

◊運転席ドアの テールゲー トス 
イッチを押ず 

0 テールゲー トの テールゲー トク 
□ ーヴースイッチを押ず 
◊テールゲー トの キー レス ゴース 
イッチ*を押ず 

〇 テールゲートび開閉しているとさ 
に障害物な どとの 接触を検知する 
と、開いているとさはテールゲート 
はその位置で停止し、閉じていると 
さは停止した後に自動で開さます。 
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テールゲー ト八ンドルで開< 



► キーの解錠ボタンを押します。 

► テールゲート八ンドルのを手前に 
引さます。 

テールゲートが自動で開さます。 


キーのテールゲートオープナーボタン 
で開< 



► テールゲートび開さ始めるまで、 
テールゲートオープナーボタン③ 
を押し続けます。 


確認音び2回鳴り、テールゲート 
び自動で開さます。 


運輯席ドアのテールゲートスイツチで 
開< 



停車しているとさは、運転席ドアのス 
イッチでテールゲートを開くことびで 
さます。 


► テールゲートび開さ始めるまで、 
テールゲートスイッチ⑤の上部を 
押し続けます。 

確認音が2回鳴り、テールゲート 
び自動で開さます。 


テールゲートのテールゲートク □ 一 
ザースイッチで閉じる 



► テールゲートク□ーヴースイッチ 
のを押します。 
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テールゲートび自動で閉じます。 
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^ ールゲート 


運輯席ドアのテールゲートスイツチで 
閉じる 



►イグニツシヨン位置が1か2のと 
さに、テールゲートスイッチ③の 
下部を押し続けます。 


確認音が2回鳴り、押している間、 
テールゲートび閉じます。 


テールゲートを閉じて車を施錠ずる 
(キーレスゴー装備車） 



► テールゲートのキーレスゴースイツ 
チ⑥を押します。 


テールゲートび自動で閉じます。 

ドア、 テー) レゲート、燃料給油フラッ 
プび施錠され、非常点滅なび3回 
/点滅します。 


H 車を施錠したとさは、非常点滅な 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーび車室内にあるとさや、左ち 
またはテールゲート側アンテナの検 
知範囲（杉63ページ）にないとき 
は、ドア八ンドルやテールゲートの 
キーレスゴースイッチで施錠でさま 
せん。このとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"キーび車 
内にあります"または"キーを認、 
識でさません"と表示されることび 
あります。 

ただし、キーび左ち側アンテナの検 
知範囲 （^63 ページ）にあり、も 
ラ1本のキーび車室内にあるとさ 
は、ドア八ンドルの施錠操作部に触 
れることで、またキーびテールゲー 
卜側アンテナの検知範囲にあるとき 
は、テールゲートのキーレスゴース 
イッチを押すことで施錠でさます。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にキーレスゴースイッチ⑥を押す 
と、確認音が鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"ドアを閉め 
てから□ックしてください"と表 
示されます。 
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テールゲートの開□角度の設定 

上方に十分な空間がないところなど 
でテールゲートを開くとさのために、 
テールゲートの開□角度を設定でさ 
ます。 

► テールゲートび開閉しているとさ 
に、(下のいずれかの操作を行なつ 
て、設定したし"'角度でテールゲート 
を停止させます。 

• テールゲート八ンドルを引く 
• キーのテールゲートオープナー 
ボタンを押す 

• 運転席ドアの テールゲー トス 
イッチを押す 

• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴースイッチを押す 
• テールゲートのキーレスゴース 
イッチ*を押す 

► 確認音び1回鳴るまで、テールゲー 
トク□ーヴースイッチを押して保持 
します。 

開口角度び設定されます。 


イグニツシヨン位置 


A 事故やけがのおそれがありまず 

ごく短時間でも、車から離れるとさ 
はエンジンスイッチからキーを抜い H 
てください。また、テ供だけを車の H 
に残さないでください。いたずらか 
ら車の発進、火災などの事故び発生す ^ 

るおそれびありまず。また、炎天下 Q 
では車内び非常に高温になり、熱中 恒 
症を起こすおそれびあります。 冊 

H 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
なくなります。また、ブレーキやス 
テアリングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 

〇バッテリーあびりを防止する 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを抜いてくだ 
さし、。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 

巧れていると、エンジンを始動でさ 
なくなります。 


次にテールゲートを開いたときは、 
設定された開口角度で停止します。 

► 開口角度の設定を解除するときは、 
確認音び2回鳴るまで、テールゲー 
トク□ーヴースイツチを押して保持 
します。 


開口角度の設定び解除されます。 

〇 設定した開口角度で停止した後 
に テールゲー ト八ンドルを引くと、 
テールゲー トは全開します。 



〇 テールゲー トの角度によっては、 
その開口角度に設定でさないことび 
あります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 









車室内にキーがあり、エンジンスイツ 
チにキーレスゴースイツチ①を取り 
付けてあるとさ、キーレスゴースイツ 
チ①を押すことにより、イグニツシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動びでさ 
ます。 

イグニツシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスゴースイツチ①を押す 
と、じ(下のよラにイグニッシヨン位 
置び変更されます。 


キーレスゴース 

イグニツシヨン 

イツチの操作 

位置 

1回押す 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押す 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押す 

2から0になり 
ます。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレスゴースイッチ①を押し 
ます。 

Q ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車がにキーびあるとさ 
もエンジンは始動できることがあり 
ます。車両の盗難に注意してくだ 
さし、 

〇 エンジンスイッチにキーレスゴー 
スイッチを取り付けた直後は、キー 
レスゴースイッチでのイグニッシヨ 
ン位置の選択やエンジン始動びでさ 
ないことがあります。 


イグニツシヨン位置 


イグニッシヨン位置を選択ずる 


エンジンスイッチに差し込んだキーを 
まわすと、じ(下のよラにイグニッシヨ 
ン位置び変更されます。 


キーの 

位置 

イグニツシヨン位置 


0 :キーを差し込む/抜 
<位置 

① 

1:イグニツシヨン位置び 

1になります。 

③ 

2:イグニツシヨン位置が 

2になります。 

③ 

3 :エンジンび始動します。 


〇 エンジンスイッチからキーを抜か 
ずに0の位置で長時間放置してい 
ると、キーがまわせな<なることび 
あります。このとさは、キーをいつ 
たん抜さ、再度差し込んでからまわ 
してください。 


キーレスゴー装備車 


キー レス ゴース イッチによるイグ ニッ 
シヨン位置の選択 



ielw 


左八ンドル車 









シ— 


〇 車室内にキーびないとさにキー 
レスゴースイッチを押すと、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
" キーを認識でさません"または 
"スタートボタンを外しキーを入 
れてください"と表示されます。 

キーによるイグ ニッ シヨン位置の選択 



左八ンドル車 

キーレスゴースイッチ①を取り外し、 
エンジンスイッチ②にキーを差し込ん 
でまわすことにより、イグニッシヨン 
位置の選択 （^78 ページ）や、エン 
ジンの始動078、121ページ）を 
行なラことびでさます。 

〇 キーレスゴースイッチは、通常は 
駐車時でち取り外す必要はありま 
せん。 


タッナスタート 

イグニッシヨン位置を 3 にしたり、 
ブレーキ ペダルを踏んだまま キーレ 
スゴースイッチ*を押すと、手を放 
してち自動的にスターターび作動し 
続け、エンジンが始動します。 


シ— 


心 けがのおそれがありまず 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。シート調整スイッ 
チに触れるとシートび動さ出し、け 
びをするおそれびあ0ます。 


心 事故のおそれがありまず 

運転席シートの調整は、必ず停車し 
ているときに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 


A けがのおそれびありまず 

シートを調整するとさは、身体や物 
などび挟まれないよラにを意してく 
ださい。 

シートを調整ずるとさは、エアバッグ 
に関するを意もお読みください033 
ぺージ）。 


A けがのおそれがありまず 

へッドレストは、へッドレストの中央 
び目の高さになるように調整してくだ 
さい。事故などのとさに、重大なけび 
をするおそれびあ0まず。 


と跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 










シ— 


p シートやシートヒーター*の損傷 
を防ぐため、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

•長時間、シートに液体び付着し 
たままにしないで < ださい。 

-シートカバーび濡れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シートヒーターを使用しないで 
ください。 

• シートの上に重い物を載せない 
でください。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフやくざ、エ 
具などの鋭利な物を置かないで 
ください。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シート ヒーターの 使用中は、ブ 
ランケットやコート、バッグ、 
シートカバー、チャイルドセー 
フティシートなどにより、シー 
卜を覆わないでください。 

P シートを調整するとさは、足元や 
シートの下などに物びないことを 
確認してください。シートや物を損 
傷するおそれがあります。 

P シートを後方に移動したり、バッ 
クレストを後方に倒すとさはリア 
シートと接触しないよラに注意して 
<ださい。シートやシートポケッ 
卜*の収納物を損傷するおそれび 
あります。 


フ□ントシートの調整 
(4 ウェイパワーシート） 


0 
が 

ち側シート 

バックレストの角度とシートの高さ 

は、エンジンスイッチにキーび差し込 

まれているとさに調整でさます。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜い 
てから、またはフ□ントドアを開閉 
してから約3分間は、バックレス 
卜の角度とシートの高さを調整でさ 
ます。 

バックレストの角度の調整 

► シート調整スイッチを矢印のの方 
向に操作して調整します。 

シートの高さの調整 

► シート調整スイッチを矢印③の方 
向に操作して調整します。 

シートの前後位置の調整 

► レバー④を引さ上げながらシート 
を前後に動かして調整します。 

►レバー®を放して、シートび□ッ 
クされたことを確認します。 



を跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 









シートクッシヨンの角度の調整 

► ダイヤル⑤をまわして調整します。 

へッドレストの高さの調整 



へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引き上げます。 


へッドレストを低<ずる 


► □ック解除ボタン®を押しなびら 
へッドレストを押し下げます。 

ヘッドレストの角度の調整 



►へッドレストの下部を持って矢印の 
方向に動かします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


シ— 



ち側シートのスイッチ 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 

ているとさ、またはキーレスゴー操 

作*でイグニッシヨン位置を1か2 

にしているときに調整できます。 

〇 エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
てから、またはフ□ントドアを開閉 
してから約3分間は、シートの調 
整がでさます。 

シートの前後置の調整 

► スイッチを矢印④の方向に操作し 
ます。 

シートの高さの調整 

► スイッチを矢印③の方向に操作し 
ます。 

シートクッシヨンの角度の調整 

► スイッチを矢印⑤のち向に操作し 
ます。 

バックレストの角度の調整 

► スイッチを矢印のの方向に操作し 
ます。 


と跋6恒冊 
















シ— 



へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引き上げます。 


へッドレストを低くずる 

► □ック解除ボタン⑤を押しながら 
へッドレストを押し下げます。 


へッドレストの角度の調整 



►へッドレストの下部を持って矢印の 
方向に動かします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



左側シートのスイッチ 

シートの前後位置の調整 

► スイッチを矢印④の方向に操作し 
ます。 

ヘッドレストの高さも、連動して自 
動的に調整されます。 

シートの高さの調整 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 

シートクッシヨンの角度の調整 

► スイッチを矢印③の方向に操作し 
ます。 

バックレストの角度の調整 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 

へッドレストの高さの調整* 

► スイッチを矢印のの方向に操作し 
ます。 

〇 シートのメモリー機能については 
(^94 ページ）をご覧ください。 


を跋 e 恒冊 














O 助手席シートび不適切な位置にあ 
るときに PRE - SAFE ⑩び作動したと 
さは、助手席シートび適切な位置に 
自動的に調整されます。 

〇 C 63 AMG にはへッドレス！-一 
体型バックレストび装備されてい 
ます。へッドレストの高さおよび角 
度の調整をすることはでさません。 


へッドレストの角度の調整 



►へッドレストの下部を持って矢印の 
方向に動かします。 


リアへツドレスト 


へッドレストの高さの調整 


心 けがのおそれがありまず 

乗車ずるとさは、必ずヘッドレスト 
の中央び目の高さになっていること 
を確認してください。事故のとさ、 
首にけびをずるおそれびありまず。 



へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引き上げます。 

へッドレストを低くずる 

► □ック解除ボタンのを押しなびら 
へッドレストを押し下げます。 

へッドレストの角度の調整 


左ちのへッドレストは角度を調整でさ 
ます。 



► へッドレストを動かして角度を調整 
し乐す。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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リアへッドレストの脱着 
(分割巧倒式リアシート装備車） 

A けがのおそれがありまず 

U アシートに乗車するとさは必ず 
へッドレストを取り付けてください。 
事故のとさ、重大なけびをずるおそ 
れびあ0まず。 


リアへッドレストを取り外ず 

►バックレストの□ックを解除し 
て、バックレストを前方に倒します 
(>222、224ぺージ）。 

► □ック解除ボタンのを押しながら、 
へッドレストを引き抜きます。 

リアへッドレストを取り付ける 

►バックレストの□ックを解除し 
て、バックレストを前ちに倒します 
(>222、224ぺージ）。 

► 切り欠さのあるちの支柱がち側にな 
るよラにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け穴に差し込んで□ックし 
ます。 

► バックレストを元の位置に戻して確 
実に□ックします（|>222、224ペー 
ジ)。 


マルチコント□ールシートバック 



邮ル?おけ I 


左側シートのスイッチ 

①シートクッシヨン前部のヴポートの 
調整ダイヤル 

③腰部下部のヴポート調整ダイヤル 

③ 腰部上部のヴポート調整ダイヤル 

④ バックレストのサイドクッシヨンのヴ 
ポート調整ダイヤル 

シートのヴポートを調整でさます。 

イグニッシヨン位置び2のときに調整 
でさます。 

シートクッシヨン前部のヴポートを調 
整ずる 

► ダイヤルのを前後に操作します。 

腰部下部のヴポートを調整ずる 

► ダイヤル③を前後に操作します。 

腰部上部のヴポートを調整ずる 

► ダイヤル⑤を前後に操作します。 

バックレストのサイドクッシヨンのヴ 
ポートを調整ずる 

► ダイヤル④を左ちに操作します。 


を跋 e 恒冊 


《マルチコント□ールシートバックは、曰本仕様には装備されません。 







シ—卜 


85 


〇 調整後に時間び経過するとヴポー 
卜び弱<なることびあります。そ 
のとさは再度調整を行なってくだ 
さい。 

〇 スイツチを操作しても調整でさ 
ないとさは、エアタンクの圧力が低 
下しています。エンジンを始動して 
から再度調整してください。 



ランバー（腰部）のヴポートを調整で 
さます。 

フ□ントシートに装備されています。 


ラン バーサポートを 調整ずる 

► 調整レバーのを矢印の方向に操作 
して調整します。 



左側シートのスイッチ 
①③ランバーサポートの位置の調整 
③ランバーサポートの強さの調整（弱） 
® ランノ くーヴポートの強さの調整（強） 

ランバー（腰部）のヴポートを調整で 
さます。 

フ□ントシートに装備されています。 

ヴポートの位置を調整ずる 

►スイッチのまたは③を押して、ヴ 
ポートの位置を調整します。 

ヴポートの強さを調整ずる 

►スイッチ③（弱）または④（強） 
を押して、サポートの強さを調整し 
ます。 

〇 ち側シートは、スイッチ③（弱） 
と④（強）の位置が逆になります。 

〇 じ(下のとさは、ランバーサポート 
の調整び自動的に確認されます。 

-ドアび解錠されているとき 
• ドアが開いているとさ 
-イグニッシヨン位置び1のとさ 

必要に応じてランバーサポートを再 
調整してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 











左側シートのスイッチ 

① 腰部上部のヴポート調整スイッチ 

② 腰部下部のヴポート調整スイッチ 

③ バックレストのサイドクッション調整 
スイッチ 

フ□ントシートのバックレストのヴ 
ポートを調整でさます。 

イグニッション位置び2のときに調整 
でさます。 

腰部上部のヴポートを調整ずる 

► スイッチのの前部を押します。 

ヴポートが強<なります。 

または 

► スイッチのの後部を押します。 
サポートび弱< なります。 

腰部下部のヴポートを調整ずる 

► スイッチ③の前部を押します。 

ヴポートが強くなります。 

または 

► スイッチ③の後部を押します。 
サポートび弱< なります。 


バックレストのサイドクッシヨンを調 
整ずる 

► スイッチ⑤の前部を押します。 

サポートび強くなります。 

または 

► スイッチ③の後部を押します。 
サポートが弱 < なります。 

〇 調整後に時間び経過するとヴポー 
卜び弱<なることびあります。そ 
のとさは再度調整を行なってくだ 
さし、。 

〇 スイッチを操作しても調整でさ 
ないとさは、エアタンクの圧力び低 
下しています。エンジンを始動して 
から再度調整してください。 



シートヒーターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► シートヒータースイッチのを押し 
ます。 

シート ヒーター スイッチのを押す 
ごとに点巧する表示な ③の 数び変 
わり、シート ヒーターの 作動が切り 
替わります。 


と跋 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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I 


シートヒーターを停止ずる 


► シートヒータースイッチのを押し 
て、表示な③を消なさせます。 


点'灯している 
表示'灯の数 

作動内容 

3 

シートヒーターび 
強で作動します。 

約8分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーターび 
中で作動します。 

約10分後に自動的 
に弱に切り替わり 
ます。 

1 

シートヒーターび 
弱で作動します。 

約20分後に自動的 
に停止します。 

0 

停止しています。 


A 乂傷のおそれがありまず 

• シートヒーターを強で連続して使 
用しないで<ださい。また、コー 
卜や厚手の衣服を着用している状 
態や、毛巧などの保温性の高いを 
のをシートにかけた状態でシート 
ヒーターを使用しないでください。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、 
水ぶくれ）を起こしたり、シート 
ヒーターび故障するおそれびあり 
ます。 

• 下の事項に該当するちは、熱ず 
ざたり、低温火傷をするおそれび 
ありまずので、十分にを意してく 
ださい。 

◊乳幼児、お年寄り、病人、身体 
び不自由なち 

◊皮膚の弱いち 
◊疲労の激しいち 
〇眠気を誘う薬を服用されたち 
◊飲酒したち 

〇シートに凸部のある重量物を置か 
ないでください。故障の原因になり 
ます。 

〇 多<の電気装備を使用していた 
りバッテリーの電圧が低下すると、 
シートヒーターが停止して、表示な 
び消なすることびあります。また、 
シートヒータースイッチを押して 
わ、点なした表示灯びすぐに消灯す 
ることびあります。電圧び回復する 
と、再び自動的に作動し、表示巧び 
点なします。 


B 義09恒冊 
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ステアリング 


ステアリング 


心 事故のおそれがありまず 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってください。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれびあり 
まず。 


A けびのおそれがありまず 

運転中はステア U ングのパッド部を 
持たないでください。万一のとさ、 
運転席エアバッグの作動を妨げるお 
それびあ0まず。 

ステア U ングのパッド部にカバーを 
したり、バッジやステッカー、オー 
デイオの U モコンなどを貼り付け 
ないでください。運転席エアバッグ 
の作動を妨げたり、作動時にけびをず 
るおそれびあ0まず。 

H ステア U ングをいっぱいにまね 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷する 
おそれがあります。 

B 故障などでエンジンを停止して 
けん引するときは、十分ま意してく 
ださい。エンジンが停止していると、 
通常のときに比べてステア U ング操 
作に非常に大 さな 力び必要です。 


ステアリング位置の調整（手動式) 



①□ック解除八ンドル 
③上下位置の調整 
③前後位置の調整 


► □ック解除八ンドルのを矢印のち 
向に押し下げます。 

ステア U ングの □ ックび解除され 
ます。 

► ステアリングを前後上下に動かし 
て、正しい位置に調整します。 

► □ック解除八ンドルのを引き上げ 
て□ックします。 

► ステアリングび完全に□ックされ 
ていることを確認します。 

A 事故のおそれびありまず 

ステア U ングび□ックされていない 
状態で走行しないでください。車の 
コント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0ます。 
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ステアリング位置の調整（電動式) 



①上下位置の調整 
③前後位置の調整 


公 けびのおそれびありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。ステア U ング調整 
レバーを操作することでステア U ン 
グび動さだし、ステア U ングに身体 
を挟まれるおそれびありまず。 


上下位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを①のち 
向に操作します。 

前後位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを③の方 
向に操作します。 

〇 メモ U —付パワーシート装備車の 
ステア U ングの位置は、運転席シー 
卜の位置やドア S ラーの角度と併せ 
て記憶させることができます094 
ぺージ）。 


イージーエントリー機能* _ 

イージーエントリー機能は、運転席へ 

の乗り降りを容易にする機能です。 

次のいずれかの操作をすると、ステア 

U ングが上方に移動します。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

•イグニッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開く 

ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると元の位置に戻ります。 

• 運転席ドアが閉じた状態で、エンジ 
ンスイッチにキーを差し込む 

• イグニッシヨン位置び0のとさは、 
運転席ドアを閉じてからイグニッ 
シヨン位置を1にする 

• イグニッシヨン位置び1のとさは、 
運転席ドアを閉じてイグニッシヨン 
位置を2にする 

この機能の設定と解除については 

(>158 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ステアリングび上方の位置にある 
ときは、イージーエントリー機能は 
作動しないことびあります。 

イージーエントリー機能を設定し 
ているとさは、事故などのとさに 
運転席ドアを開くと、イグニッシヨ 
ン位置に関わらずステア U ングが上 
方に移動します。これにより、車外 
への脱出や乗員の救出を容易にし 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステアリング 


心 けがのおそれがありまず 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。イージー エン ト U — 
機能び作動して、ステア U ングに身 
体を挟まれるおそれびありまず。 
イージー エン ト U —機能び作動し 
ているとさは、乗員の身体び挟まれ 
ないよラにを意してください。 

身体び挟まれそうになったときは、 
1;^下の操作をしてください。 

• ステア U ング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作する 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ（|>94ページ）を押ず 


ステアリングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

または 

► エンジンスイッチに キー レス ゴース 
イッチ*を取り付けてあるときは、 
イグニッシヨン位置び0か1のと 
さに運転席ドアを開くか、運転席ド 
アを開さ、イグニッシヨン位置を0 
にします。 

ステア U ングび □ ックされます。 


ステアリング □ ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 

または 

► エンジンスイッチに キー レス ゴース 
イッチ*を取り付けてあるときは、 
イグニッシヨン位置を1にします。 

ステアリング □ ックび解除されます。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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巧一 


A 事故のおそれがありまず 

ミラー類は必ず走行前に、後方び十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整すると、事故を起こす 
おそれびあ0ます。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
びあります。車線変更をずるとさな 
どは、必ずルームミラーおよびドア 
ミラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜め後ちを確認 
して < ださい。 

" ルーム S ラーやドア S ラーの巧れ 
を取るとさにガラスクリーナーを使 
用するとさは、必ずメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによつて 
は、 S ラーび変色するおそれびあり 
ます。 


ルーム S ラーの 角度調整 


► 手でルームミラーの角度を調整し 
ます。 


ドアミラー 


A 事故のおそれびありまず 

ドアミラーに写った像は実際よりも 
遠くにあるよラに見えます。車線変 
要をするとさなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

n ドア S ラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分注意 
してください。 

〇 より広い視界を確保するため、ド 
ア S ラーの外側部分は凸面になっ 
ています。 

〇 ドアミラーにはヒーターび装着さ 
れています。外気温度び低いとさに 
リアデフォッガーを使用したとさ 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 

ドアミラーの角度調整 



左八ンドル車 
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ミラー 


►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チのまたは③を押します。 

スイッチの表示なび点なします。 

何ち操作を行なわないと、表示灯は 
約15秒後に消なします。 

► ドア S ラー選択スイッチの表示灯び 
点なしているとさに、ドアミラー 
調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 

〇 メモ U —付パワーシート装備車の 
ドアミラーの角度は、運転席シート 
の位置やステア U ングの位置と併せ 
て記憶させることができます094 
ぺージ)。 

手動格納式ドアミラーの格納/展開* 

►手でドアミラーを格納/展開し 
ます。 


電動格納式ドアミラーの格納/展開 



ち八ンドル車 


►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 格納/展開スイッチのを押します。 
ドアミラーび格納/展開します。 

〇走行するとさはドアミラーを展開 
してください。 

D ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物び挟まれないよラ 
に注意してください。車の周りにテ 
供びいるときは、特に注意してくだ 
さい。 

〇洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれびあります。 

H 電動格納式ドアミラーは、手で 
格納/展開しないでください。ド 
アミラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

〇 電動格納式ドアミラーは、走行 
速度び約 15 km / h を超えると、ド 
アミラーを格納することはできま 
せん。 

ドアミラーのリセット 


電動格納式ドアミラーは、バッテリー 
の接続び一時的に断たれたとさは、施 
錠時のドアミラー格納び作動しないこ 
とびあります。このよラなとさは、ド 
アミラーを U セットしてください。 

►イグニッシヨン位置を1にします。 

► 格納/展開スイッチのを押します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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施錠時のドアミラー格納 


電動格納式ドアミラーは、リモコン操 
作またはキーレスゴー操作*で施錠す 
ると、ドアミラーち併せて格納され 
ます。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>159 ぺージ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施錠した 
とさは、フ□ン S ドアを開いてち、 
ドアミラーは展開しません。 


ルームミラーの防に機能 


ルーム S ラーの 手動防に 



け"卜? 口… 

ルーム S ラーを 防にずる 

► ノブのを前後に動かします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


自動防にルームミラー 


周囲び暗く、イグニッション位置び1 
か2のとさに、ルームミラーのセン 
ヴーが後続車のライトを感知すると、 
自動的にルームミラーと運転席側のド 
アミラーの色の濃度び変わり、眩しさ 
を防止します。 

〇 セレクターレバーが GE に入っ 
ているときは、自動防陵機能び解除 
されます。また、車種や仕様により、 
フ□ントルームランプび点なしてい 
るときも、自動防較機能び解除され 
ます。 

A けびのおそれがありまず 

ミラーのガラスび損傷すると、液体 
び漏れ出ずことびあります。この液 
体は物を腐食させる性質びありまず 
ので、皮膚や目に直接触れないよラ 
を意してください。 

万一、液体び目に入ったとさや皮膚 
に付着したとさは、ただちに清潔な 
水で十分洗い流し、医師の診断を受 
けて < ださい。 

〇液体び車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧など 
でなさ取ってください。塗装面を損 
傷するおそれがあります。 

P セーフテイネット（ステーション 
ワゴン）を使用しているとさなど、 
ルームミラーのセンヴーに後続車の 
ライトが当たらないとさは、自動 
防眩機能び作動しないことびあり 
ます。ま意して走手号してくださし、 
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メモリー機能 


メモリー機能* 


シート位置の記憶 _ 

運転席シートおよび助手席シートに 
は、3つの位置を記憶させることびで 
さます。 

運転席シートでは、ステア U ングの位 
置とドアミラーの角度も記憶させるこ 
とびでさます。 

►正しいシート位置に調整します 
082ぺージ）。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置089ページ）、ドアミラーの 
角度091ページ）を調整します。 

ドアミラーの角度を調整するとさ 
は、イグニッション位置を1か2 
にします。 

► メモリースイッチのを押します。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチ③ 
の1〜3のいずれかを押します。 

ピッといラ確認音が鳴り、そのポジ 
シヨンスイツチにシート位置などび 
記憶されます。 



ち側ドアのスイッチ 


心 けがのおそれがありまず 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スイッチを操作す 
ることでシートなどび動さだし、身 
体を挟まれるおそれびあります。 


シート位置の呼び出し 


A 事故のおそれびありまず 

運転席シートのシート位置の呼び出 
しは、必ず停車中に行なってくだ 
さい。走行中に行なって操作を誤る 
と、車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびありまず。 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
③ （1 〜3のいずれか）を押し続け 
ます。 

シートなどび動さはじめ、あらかじ 
め記憶させた位置になると停止し 
ます。 

H バックレストを大さく後方に傾け 
ているとさは、記憶位置を呼び出す 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さい。シートを損傷するおそれびあ 
ります。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
③から手を放すとシートなどは停 
止します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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パーキングヘルプ機能 



ち八ンドル車 


セレクターレバーを LEJ に入れたと 
さに、助手席側ドアミラーの角度があ 
らかじめ記憶させていた角度になり、 
車両後方の視界を確保して、後退を容 
易にします。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
③を押します。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 

助手席側ドアミラーの角度び、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
ます。 

〇 パーキングヘルプ機能が作動し 
ているとさは、助手席側ドアミラー 
選択スイッチ③の表示なが点なし 
ます。 


助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
とさに元の角度に戻ります。 

• セレクターレバーを FRl から他の 
位置に入れて約10秒経過したとさ 

• 走行速度び約 10 km/hii (上になつ 
たとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
のを押したとさ 

後退時の助手席側ドア S ラー角度を記 


'慮させる 



ち八ンドル車 


►停車して、イグニッシヨン位置を1 
か2にします。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
①を押します。 

スイッチの表示なび点なします。 

〇 何わ操作を行なわないと、表示な 
は約15秒後に消なします。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
の表示灯び点なしているとさに、ド 
アミラー調整スイッチ③で、後退 
時に後方を確認しやすい角度に助手 
席側ドアミラーを調整します。 


B 暴 G 9 恒冊 










96 


シートベルト 


► 運転席ドアのメモリースイッチ⑤ 
を押します。 

►約3秒じ(内にドアミラー調整スイッ 
チ® をいずれかの方向に押します。 

このとさ助手席側ドアミラーび動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

〇 助手席側ドアミラーび動いたとさ 
は最初からやり直してください。 

► ドアミラー調整スイッチ③で、走 
行時の角度に助手席側ドアミラーを 
調整します。 

P 走行する前に、必ずドアミラーの 
角度を後方が十分確認でさるよラに 
調整してください。 

〇 助手席側ドア S ラーび後退時の角 
度に自動調整されているときに助 
手席側ドアミラーの角度を調整する 
と、調整した角度び新たに記憶され 
ます。 


シー トベルト 


シートベルトの着用 


A けびのおそれびありまず 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトびバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能び十分に 
発揮されずに、致命的なけびをす 
るおそれびあ 0 まず。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れびないことを確認 
して < ださい。 

• 乗員全員び、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させ 
て、ねじれのないよラに着用して 
<ださい。 

• コートなどの厚手の衣類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ 
てください。絶対に首や脇の下に 
は通さないでください。また、シー 
トベルトを引さ上げて胸に密着さ 
せて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかけてください。 

•ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
卜に入れたとびった物やこわれ 
やずい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートべルトク U ップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

• 1 本のシートベルトを 2 人!;^上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで < ださい。 
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• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで< ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にテ供を保護することびでさず、 
テ供と他の乗員び致命的なけび 
をするおそれびあ0ます。 

• 身長1 50 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを 
正しく着用ずることびでさません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、テ供 
の安全を確保してください。 

詳しくは040ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供び着用ずるとさは、着用状態 
を運転者び確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格のテ 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着するときは、製品に添付されてい 
る取扱説日月書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけびの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないでください。 


A けがのおそれがありまず 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい位置で、乗員 
び上体を起こして座っている場合にの 
み発揮することびでさます。絶対に 
バックレストを大さく寝かせた状態で 
走行しないでください。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに致命的なけびをずるおそれびあり 
ます。 


心 けがのおそれがありまず 

• シートベルトびじ(下のよラなとさ 
は、機能び十分に発揮されずに 
致命的なけびをするおそれびあり 
ます。 

0シートベルトび損傷しているとき 
0事故などでシートベルトに大き 
な衝撃びかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷するおそれびありまず。 

• シートベルトびドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てください。シートベルトを損傷す 
るおそれびあ0まず。 

• シートベルトを改造したり分解し 
ないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトび大さな衝 
撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品!;のシートベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度び低下し、乗 
員保護機能び損なわれるため、清 
掃するとさはじ(下の点にを意して 
<ださい。 

0強い酸性やアルカ U 性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

0乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷びないか、定 
期的に点検してください。 
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シートベルト 


シートベルトを着用ずる 



►フ□ントシートは、シートを調整 
し、バックレストをできるだけ垂直 
に近い角度にします。 


► シートベルトをベルトアンカーの 
からゆっ < りと引さ出します。 

シートベルトが□ックして弓 I さ出せ 
ないとさは、シートベルトを少し 
戻してから、再びゆっくり引き出し 
ます。 

►シートベルトを肩の中央にかけ 
ます。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認して、プレート③の先端をバッ 
クル③に差し込みます。 

フ□ントシートは、テンション自動 
調整機能*び作動します（>99 ペー 
リ）。 

► 肩を通るベルトが肩の中央にかかっ 
ていることを確認します。 

また、腰を通るベルトが腰骨のでさ 
るだけ低い位置にかかっていること 
を確認します。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


必要に応じて、シートベルトの高さ 
099ページ）やシート位置080 
〜82ぺージ）を調整して、ベルト 
を身体に密着させます。 

シートベルトを外ず 

►手でプレート③を持ち、バックル 
⑤の解除ボタン④を押して、シー 
トベルトをゆっくり巻さ取らせ 
ます。 


シートベルト着用警告 


み I シートベルト警告'灯 

ィグニッション位置を2にすると点な 
し、エンジンを始動してから数秒後に 
消なします。 

点好しないとさは警告巧の異常ですの 
で、すみやかにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

エンジンびかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告なび点巧します。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 

走巧中のシートベルト警告 

走行速度び約 25 km/h (上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員び 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルから外したとさ 
は、シートベルト警告なび点滅して、 
断続的な警告音ち鳴ります。 
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そのままの状態で約60秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
なに変わり、警告音ち鳴り止みます。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 km/h 
じ(上になると、この警告は繰り返し行 
なわれます。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンびかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とびあります。 


フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能 * _ 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能び装備されています。 

イグニッション位置が2のとさに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトび身体に密着する 
よラに、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整します。 

この機能の設定と解除については 
(>158ぺージ）をご覧ください。 


シートベルトの高さ調整 



フ□ントシートベルトは、高さを調 
整することがでさます。 


シートベルトび首に当たったり、肩か 
ら外れたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

高さは5段階に調整でさます。 

シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、ベルトアンカー③ 
をそのまま上げます。 

►下げるとさは、□ック解除ボタン 
①を押しながらベルトアンカー③ 
を下げます。 

調整後はベルトアンカーび確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さし、。 


正しい運転姿勢 


公 けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをずるおそれびあ0ます。 

• バックレストを大さく後方に傾け 
た状態で走行しないでください。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
びシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力び腹部や首にかかり、致命 
的なけびをずるおそれびあ0ます。 


A 事故のおそれびありまず 

運転席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してください。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こず 
おそれびあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シートベルト 



►じ(下のことに注意して、シート⑤ 
とへッドレストを調整します。 


• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保する 

• バックレストはできるだけ垂直に 
して、正しい姿勢で着座している 

• シートベルトび正しく着用でさる 

• 大腿部びシートクッションに軽 
く支えられてし" i る 

• ペダルび楽に踏み込める 

• へッドレストの中央び目の高さに 
調整され、後頭部びへッドレスト 
に支えられていることを確認する 


►じ(下のことに注意して、ステアリン 
グ①を調整します。 

• ステアリングを握ったとさに、 
腕に適度なを裕びある 

• 足を自由に動かせる 
• メーター パネルのすべての メー 
ター 類やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告なや表示な 
を確認でさる 

►じ(下のことに注意して、シートべル 
卜③を着用します。 

• シートベルトび身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトび肩の中央にか 
かっている 

• 腰を通るベルトび腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行する前に、道路や交通状況が十 
分確認でさるよラにルームミラーと 
ドアミラーを調整します。 

► メモリー付パワーシート装備車は、 
メモリー機能で、シートとステアリ 
ングの位置、ドアミラーの角度を記 
憶させます。 

H シートを調整しているときは、シ 
ートの下や横に身体を入れたり、作 
動部に触れないでください。挟まれ 
てけびをするおそれがあります。 

D シートの一部び他の乗員や物に当 
たったとさは、それじ(上操作しない 
で < ださい。 

H 誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートが動さ、乗員がけび 
をするおそれびあります。テ供を乗 
せているとさは十分注意してくだ 
さし、。 
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左八ンドル車 



位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングランプ 
が点な 

回 

固 

ち側パーキングランプ 
が点な 

回 

I ぶた I 

車幅な、テールランプ、 
ライセンスランプ、メー 
ターパネル、スイッチ 
などの照明び点な 

因 

の 

オートモード 

回 

两 

へッドランプ、 LED ド 
ライビングランプ*び 
点な 

® 

团 

U アフォグランプス 
イッチ 

@ 

困 

フ□ントフォグランプ 
スイッチ* 


〇 ランプスイッチび I 夕た I の位置の 
とさ、エンジンスイッチにキーが差 
し込まれていないかキーレスゴー操 
作でイグニッシヨン位置を0にし 
ているときは、運転席ドアを開くと 
警告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"ライトを消し 
てください"と表示されます。 

〇 車から離れるとさに警告音び鳴っ 
たとさは、ランプび消なしていま 
せん。ランプスイ、ソチを rxi のの 
置にしてください。 

P バッテリーあがりを防ぐため、車 
から離れるとさは、車幅なとパーキ 
ングランプを消灯して<ださい。 

車外ランプの消'灯 

►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さや、エンジンびかかっているとさ 
は、ランプスイッチを医司または 
巨固の位置にします。 

〇 へッドランプび点口しているとき 
に、エンジンを停止するか、イグニッ 
シヨン位置を1にすると、ヘッド 
ランプは消灯します。 

さらにイグニッシヨン位置を0に 
して運転席ドアを開くか、エンジン 
スイッチからキーを抜くと、車幅な 
などわ消灯します。 

車幅'灯 

車幅なを点'灯ずる 

► ランプスイッチを 贿 I の位置にし 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ンプ 


へッドランプ/ LED ドライビングラ 
ンプ* 


へツドランプ/ LED ドライビングラ 
ンプを点！打ずる 

► イグニツシヨン位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

► ランプスイツチを I 爹 D I の位置にし 
ます。 

メーター パネルのへツドランプ表示 
なび点なします。 

才ートモー F 


周囲び暗いとさ、車がランプび自動的 
に点なします。 

A 事故のおそれびありまず 

ランプの点灯/消なに関する責任は 
運転者にあります。ランプのオート 
モードは運転者を支援ずる機能です。 

下の状況などではランプは自動的 
に点灯しなかったり、点灯していた 
ランプび消灯して事故を起こずおそ 
れびありまず。このとさは、手動で 
ランプを点巧してください。 

• 霧の中を走行ずるとさ 
• 対向車のランプなどにより、セン 
ヴーび正常に作動しないとさ 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーがあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、オートモードび作動 
しなくなります。 


才ートモードにずる 

► ランプスイッチを I A I の位置にし 
ます。 

イグニッシヨン位置を1にすると、 
周囲の明るさに応じて、車幅な、テー 
ルランプ、ライセンスランプ、メー 
ターパネル、スイッチの照明などび 
自動的に点な/消なします。 

エンジンを始動すると、上記に加 
えてへッドランプ/ LED ドライビ 
ングランプ*も自動的に点灯し、 
メーター パネルのへッドランプ表示 
なび点なします。 

フオグランプ 


公 事故のおそれびありまず 

霧の中を走行ずるとさにオートモー 
ドにしていると、ランプび自動的に点 
巧しなかったり、点灯していたラン 
プび消巧して事故を起こずおそれび 
ありまず。霧の中を走行ずるとさは、 
手動でランプを点なしてください。 

H フォグランプは、霧などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
じ(がには使用しないでください。対 
向車や後続車の迷惑になります。 

フ□ントフォグランプ*の,な'灯/消'灯 

► イグニッシヨン位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

►ランプスイッチを 雨两 
のし" i ずれかの位置にして、車がラン 
プを点なさせます。 


B を跋6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 









ンプ 


►フ□ントフォグランプスイッチ® 
を押します。 

メーターパネルのフ□ントフォグラ 
ンプ表示灯び点なします。 

►消なするときは、再度フ□ントフォ 
グランプスイッチ©を押します。 

メーターパネルのフ□ントフォグラ 
ンプ表示灯が消なします。 

リアフォグランプの点'灯/消'灯 

► イグニッション位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

► ランプスイッチを n 因または rxi 
の位置にします。 

► U アフォグランプスイッチ®を押 
します。 

メーターノ くネルのリアフォグランプ 
表示なび点なします。 

►消なするときは、再度リアフォグラ 
ンプスイッチ®を押します。 

メーターノ v ° ネルの U アフォグランプ 
表示なび消なします。 

〇 ランプスイッチを同か雨の 
位置にして車外ランプを消なさせる 
と、フォグランプは消なします。 

〇フ □ントフォグランプ装備車は、 
ランプスイッチび區固の位置のと 
さは、フ□ントフォグランプを点な 
しているとさに、 U アフォグランプ 
を点なすることびでさます。 

〇 車種や仕様により、オートモード 
で車外ランプび消巧しているとさに 
U アフォグランプスイッチを押して 
U アフォグランプを点なさせると、 
車幅なやへッドランプなどち点灯し 
ます。 


パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に車の存在を知らせ 
るため、片側の車幅なとテールラン 
プびパーキングランプとして点灯し 
ます。 

イグニッシヨン位置が0のとさ、ま 
たはキーを差し込んでいないとさに点 
なすることがでさます。 

パーキングランプを点'灯ずる 

► ランプスイッチを医司の位置にし 
ます。 

ち側の車幅なとテー j レランプび点な 
します。 

または 

► ランプスイッチを巨固の位置にし 
ます。 

左側の車幅なとテー j レランプが点な 
します。 


車がランプ残照機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、じ(下のランプび点巧します。 

• 車幅好 

• へッドランプ ( LED ドライビング 
ランプ装備車） 

• フ□ントフォグランプ*または 
LED ドライビングランプ* 

• テールランプ 
• ライセンスランプ 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ンプ 


点灯した車外ランプは、ドアやトラン 

クまたはテールゲートを開いて閉じた 

後、約15秒経過すると消なします。 

この機能の設定と解除については 

(>155 ぺージ）をご覧ください。 

車外ランプ残照機能を一時のに解 

除ずる 

►エンジンを停止した後に、イグニッ 
シヨン位置を2にします。 

〇 ランプび消巧するまでの時間は、 
ドアやトランクまたはテールゲート 
を閉じてから消なするまでのおよそ 
の時間です。 

〇 エンジンを停止してからドアや卜 
ランクまたはテールゲートを閉じた 
ままにするか、開いてそのままにし 
てから約60秒後に、ランプは消な 
します。 


へッドランプの上向き/下向きの 
切り替え 



へッドランプを上向きにずる 

► イグニッシヨン位置を2にするか、 
エンジンを始動します。 

► ランプスイッチを n 因または rxi 
の位置にします。 


► コンビネーションスイッチをのの 
位置にします。 

へッドランプび上向きで点灯し、 
メーター J くネルの八イビーム表 TJX 好 
H 国が点灯します。 

ランプスイッチが [ X ] の位置のと 
きは、周囲び暗く、エンジンびかかつ 
ているときにのみ、ヘッドランプび 
上向さで点なします。 

へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

メーター J くネルの八イビーム表示な 
回 び消なします。 

パッシング 


►イグニッション位置を1か2の位 
置にするか、エンジンを始動します。 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に引さます。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
さで点なし、メーターパネルの八イ 
ビーム表示な[|国び点なします。 

コンビネーションスイッチから手 
を放すと⑤の位置に戻ります。 

Q 対向車びあるとさや市街地を走 
行するときは、へッドランプを上向 
さで点なしないでください。 
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方向指示 


非常点滅'灯 



故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

非常点滅なは、イグニツシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイツチからキー 
を抜いているとさち点滅させることび 
でさます。 


イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に点滅させることがでさます。 

► コンビネーシヨンスイッチをのま 
たは®の方向に操作します。 

操作した側のち向指示なび点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻すとコンビ 
ネーシヨンスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻してくだ 
さし、。 

方向指示なが点滅しているとさは、 
メーターパネルの方向指示表示なわ点 
減します。 

〇 コンビネーシヨンスイッチを① 
または③のち向に軽く操作すると、 
方向指示なび3回点滅します。 

〇 方向指示なを使用しているとさに 
非常点滅なスイッチを押すと、非常 
点滅なび点滅します。再度、非常点 
減なスイッチを押すと、方向指示な 
に切り替わります。 



非常点滅'灯を使用ずる 

► 非常点滅なスイッチのを押します。 

すべての方向指示なび点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルのち向指 
示表示灯ち同時に点滅します。 

► 再度、非常点滅好スイッチのを押す 
と、非常点滅灯び消なします。 

〇 非常点滅なを使用しているとさに 
方向指示の操作をすると、その方向 
の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示なび消なすると、再 
び非常点滅なに切り替わります。 

〇 エアバッグび作動すると、非常点 
滅好び自動的に点滅します。 
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自動的に点滅した非常点滅なを消 
なするとさは、非常点滅好スイッチ 
を押します。 











ンプ 


〇 約 70 km / hii (上の走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したときは、 
非常点滅なび自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅灯は、非 
常点滅なスイッチを押すか、走行速 
度が約 lOkm / hii (上になると消な 
します。 


へツドランプの照射角度調整* 

乗員数び増えたり、荷物を積載して 
へツドランプの照射角度び変わったと 
さは、対向車への眩惑を防ぐため照射 
角度を調整します。 

イ グニ ツシヨン位置が 2 のとさに調整 
でさます。 

〇トランクまたはラゲツジルームに 
積載する荷物の制限重量に注意して 
ください （^362 ページ）。 

〇 バイキセノンへツドランプ装備車 
のへッドランプ照射角度は、自動的 
に調整されます。 



へッドランプの照射角度を調整ずる 

►乗員や荷物の積載量に応じて、へッ 
ドランプ照射角度調整ダイヤルの 
で調整します。 

〇 対向車に迷惑びかからないよラに 
を意しなびら調整して < ださい。 


位置 

作動内容 

0 

前席乗車時 
(1 名または2名） 

1 前席および後席乗車時 

2 

トランクまたはラゲツジ 
ルームに荷物を積載して、 
前席および後席に乗車時 

3 

トランクまたはラゲツジ 
ルームに重い荷物を積載し 
て、前席に乗車時 


ぺツトフンプウオツソヤ — X _ 

エンジンがかかっていてへッドランプ 
が点なしているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャー 0114ぺージ） 
を噴射させると、ヘッドランプウォッ 
シャーびへッドランプに向けて1回噴 
射されます。 

〇 状況によっては、ウインドウ 
ウォッシャーを噴射させてもヘッド 
ランプウォッシャーは噴射されない 
ことびあります。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約10回噴射させるたびに、ヘッド 
ランプ ウオツ シャーが へツ ドランプ 
に向けて噴射されます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 エンジンを停止すると、ウインド 
ウウォツシャーを噴射させた回数は 
U セツトされます。 

〇 冬季にはウォツシャー液の濃度に 
ま意し、冬用の純正ウォツシャー液 
を使用してください。 

〇へツドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォツシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれがあ 
ります。 


インテリジェントライトシステム* 

インテリジェントライトシステムはじ ( 
下のわのから構成されます。 

• アクティブライトシステム 
• コーナ U ングランプ* 

• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

インテ U ジェントライトシステムは周 
囲び暗いとさに作動します。 

この機能の設定と解除については 
(>154ぺージ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



ヘッドランプび点なしているとき、走 
行中にステアリングを操作すると、操 
作した方向にへッドランプの向さび変 
わります。 

〇 ヘッドランプの角度は、ステアリ 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化します。 

〇 変化するへッドランプの角度はル 
さいため、変化びわかりにくいこと 
びあります。 


コーナリングランプ* 



(下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステアリング操作に連動して、 
コーナリングランプが点灯します。 


• 周囲び暗いとさ 
• エンジンびかかっているとさ 
• へッドランプを点灯しているとき 

コーナリングランプの,な'灯 

► 走行速度び約 40 km/h (下のとさ 
に方向指示灯を点滅させるか、ステ 
アリングを操作します。 

方向指示なを点滅させた側、または 
ステアリングを操作した側のコーナ 
リングランプび点好します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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コーナリングランプの消'灯 

コーナリングランプはじ(下のときに消 

なします。 

• 走行速度が約 40 km/h じ(上になっ 
たとさ 

• 方向指示なの操作を終えたとさ 

• ステア U ングを直進位置に戻した 
とさ 

〇 方向指示なを点滅させたとさ、セ 
レクターレバーが EE に入ってい 
るとさは、コーナ U ングランプは 
点なしません。 

〇 ステア U ングを操作したとさ、セ 
レクターレバーび HE に入ってい 
るとさは、ステア U ングを操作し 
た側と逆側のコーナリングランプが 
点なします。 

〇 点滅させた方向指示なの方向と、 
ステア U ングの操作方向が異なると 
さは、ち向指示なと同じ側のコーナ 
U ングランプが点灯します。 

〇 コーナ U ングランプはゆっくり消 
なするため、一時的に左ち両側の 
コーナリングランプび点灯すること 
があります。 

〇 点なしたコーナ U ングランプは約 
3分後に自動的に消灯します。 


八イウェイモード 



じ(下のとさに、へッドランプの照度や 
照射範囲を自動的に調整します。 


•約1 10 km/h (上の走行速度で、 
ステアリングを大きく操作すること 
なく約1 km 走行したとさ 

• 走行速度が約1 30 km / h を超えた 
とさ 

《上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
走行ずる際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

走行速度が約 80 km/h (下になると、 
八イウェイモードは停止します。 


フオグランプ強化機能 



へッドランプび道路の脇を照射する 
ことで視界を確保し、較しさを軽減し 
ます。 
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走行速度が約 70 km / hii (下のときに 
U アフォグランプを点灯すると作動し 
ます。 

走行速度び約 100 km / h を超えるか、 
U アフォグランプを消なすると、フォ 
グランプ強化機能は停止します。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 



スライディングルーフ装備車 
① リア ルーム ランプスイッチ 
③点巧 モー ド切り替えスイッチ 


⑤フ□ント読書巧（ち側）スイッチ 
® フ□ントルームランプスイツチ 
⑤フ□ント読書巧（左側）スイッチ 

点なモードの切り替え 


自動点！打モードにずる 

► 点なモード切り替えスイッチ③を 
押して、スイッチが押されていない 
状態にします。 


自動点灯モードになり、じ(下のとさに 
フ□ントルームランプと U アルームラ 
ンプび点なします。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠したとさ 

点灯したルームランプは約40秒後 
に消なします。 

ステーションワゴンでは、ラゲッジ 
ルームランプわ点なします。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

点灯したルームランプは約20秒後 
に消なします。 

ステーションワゴンでは、ラゲッジ 
ルームランプわ点なします。 

この機能の設定と解除については、 
0155ぺージ）をご覧ください。 

• ドアを開いたとさ 

イグニッション位置が2のとさは、 
点灯したルームランプは消灯しま 
せん。ドアを閉じると、ルームラン 
プはただちに消灯します。 

イグニッション位置び2じ(がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点なしたルー 
ムランプは約5分後に消灯します。 
ドアを閉じると、ルームランプは約 
10秒後に消なします。 

• 開いていたドアを閉じたとさ 

点灯したルームランプは約10秒後 
に消なします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ステーションワゴンでは、テール ゲー 
卜を開し"!たとさに、ラゲッジルームラ 
ンプび点なします。 

• イグニッション位置び2のとさは、 
点なしたラゲッジルームランプは消 
なしません。テールゲートを閉じる 
と、ラゲッジルームランプはただち 
に消なします。 

• イグニッション位置が2 (外のと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点なしたラゲッ 
ジルームランプは約5分後に消な 
します。テールゲートを閉じると、 
ラゲッジルームランプは約10秒後 
に消なします。 

〇 自動点なモードになっていても、 
周囲び明るいとさはルームランプが 
点なしないことびあります。 

常時消'灯モードにずる 

► 点なモード切り替えスイッチ③を 
押して、スイッチが押された状態に 
します。 

(下のいずれかの操作をしても、 
ルーム ランプまたはラゲッジ ルーム 
ランプ（ステーションワゴン）は点 
なしません。 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作*で解錠する 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• ドアを開閉する 

• テールゲートを開く（ステーシヨ 
ンワゴン） 


ルームランプ、フ□ント読書'灯 

フ□ントルームランプを点'灯/消 

'灯ずる 

►スイッチ④を押して点好/消好し 
ます。 

リアルームランプを点！打/消'灯ずる 

►スイッチ①を押して点巧/消好し 
ます。 

フ□ント読書'灯を点'灯/消'灯ずる 

► スイッチ⑤または⑤を押して点な 
/消なします。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作*で施錠すると、点好してい 
たフ□ント読書なは消なします。車 
種や仕様により、次に解錠したとき、 
施錠前に点なしていたフ□ント読書 
なは再度点なします。 

リア読書'灯* 



パークト□ニック装備車 

の U ア読書なスイッチ（ち側） 
® リア読書巧スイッチ（左側） 
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リア読書'灯を点'灯/消'灯ずる 

► スイッチ①または③を押して点な 
/消なします。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作*で施錠すると、点なしてい 
た U ア読書なは消なします。次に解 
錠したとさ、施錠前に点なしていた 
U ア読書なは再度点なします。 

ルームミラー下部のランプ 


車外ランプが点なすると点灯し、車外 
ランプが消なすると消なします。 

ドア赤色，灯* 

ドアを開くと点なします。 

• イグニツシヨン位置び2のときは、 
点灯したドア赤色なは消なしません。 

• イグニツシヨン位置び 2じ(がのと 
さやエンジンスイツチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したドア赤 
色なは約5分後に消なします。 

乗降用ランプ* 


ダッシュボード左ち下部に乗降用ラン 
プびあります。 

• ドアを開くと、明るい照度で点灯し 
ます。 

◊イグニッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを開いたままにすると 
点なした乗降用ランプは消なし 
ません。 

また、ドアを閉じると、暗い照 
度で点なします。 


◊イグニツシヨン位置び 2 (外 
のとさやエンジンスイツチから 
キーを抜いてあるとさ、ドアを 
開いたままにすると点灯した乗 
降用ランプは約5分後に消灯し 
ます。 

また、ドアを閉じると、暗い照 
度で約10秒間点なした後に消な 
します。 

• イグニツシヨン位置を 2にすると 
暗い照度で点灯し、イグニツシヨ 
ン位置を2じ(外にすると約10秒後 
に消なします。 

ドア レバー ランプ* 

ドア レバー 上方にドア レバー ランプが 
あります。 

車夕+ランプび点なすると点なします。 

車がランプが消なしてから約2分後に 
消なします。 

緊急時点'灯機能 


ルームランプの点なモードを自動点な 
モードにしているとさは、事故などの 
とさに大さな衝撃を受けると、ルーム 
ランプび自動的に点なします。 

自動のに点'灯したルームランプを消 
'灯ずる 

► 非常点滅灯スイッチを押します。 
または 

► キーの施錠ボタンまたは解錠ボタン 
を押します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ヮィパー 


ワイパー 


フ□ントワイパー 



①ワイパーを作動させる 
@ワイパーを1回だけ作動させる 

/ウインドウウォッシャーを噴射ずる 

イグニッション位置び1か2のとさ 
に作動します。 

ワイパーを作動させる 

► コンビネーションスイッチをのの 
方向にまわして、作動内容を選択し 
ます。 

ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に軽く押します。 

ウォッシャー液が噴射せずに、ワイ 
パーが1回だけ作動します。 

この機能はフ□ントウインドウび濡れ 
ているとさだけ使用してください。 


位置 

作動内容 

田 

停止 

回 

才ートモー K I 
〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されます。 

回 

才一モー K n 

オートモード I よりも少 
ない雨滴量で作動します。 

〇 レインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度に 
応じて、ワイパーの作動 
び自動調整されます。 

日 

低速作動モード 

停車時やご<低速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

目 

高速作動モード 

停車時やご<低速での走 
行時は、低速作動になり 
ます。 


レインセンサー 

フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーびあります。 

〇レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくなり 
ます。 
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〇フ□ントウインドウが濡れてい 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを停止位置にしてください。 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーび作動するおそれがあ 
ります。 

P フ□ントウインドウを拭くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを停止の位置にしてください。ワ 
イパーび作動して、けびをするおそ 
れびあ0ます。 

P ワイパーやウォッシャーを使用す 
るとさは、歩行者に水しぶさや 
ウォッシャー液びかからないよラに 
注意してください。 

P フ□ントウインドウび乾いている 
とさはワイパーを使用しないでくだ 
さい。ウインドウの表面に細かい傷 
が付いたり、ワイパーブレードを損 
傷するおそれがあります。フ□ント 
ウインドウが巧れているとさは、必 
ずウォッシャー液を噴射してからワ 
イノ く一を使用してください。 

P エンジンを停止するときは、必ず 
コンビネーションスイッチを停止の 
位置にしてください。コンビネー 
ションスイッチび停止位置(外のと 
さにイグニッション位置を1にす 
ると、ワイパーび作動し、フロント 
ウインドウが濡れていないとさは傷 
び付くおそれびあります。 


Q 寒冷時にはワイパーブレードがフ 
□ントウインドウに張り付くことが 
あります。作動させる前に張り付い 
ていないことを確認してください。 
張り付いたままワイパーを作動させ 
ると、ワイパーブレードやモーター 
を損傷するおそれがあります。 

H 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを作 
動させてください。作業の際には、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
ください。 

〇 フ□ントウインドウび濡れていな 
くてち、オートモード I またはオー 
トモード n にすると、ワイパーが1 
回作動します。 

〇 ワイパーが作動しないとさは、別 
のモードを選択すると作動すること 
びあります。 

〇 オートモード I またはオートモー 
ド n でワイパーび作動していると 
さ、停車時にフ□ントドアを開くと 
ワイパーは停止します。ワイパーは 
じ(下のとさに作動を再開します。 

• セレクターレバーが [ E または 
m に入っている場合は、フロ 
ントドアを閉じて、セレクター 
レノ（一を他の位置にしたとさ 

• セレクターレバーび EE または 
CE に入っている場合は、フロ 
ントドアを閉じたとさ 
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ワイパー 


フ□ントウインドウウォッシャーの 

噴射 _ 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に作動します。 

► コンビネーシヨンスイッチを③の方 
向にいっぱいまで押し続けます。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射して、ワイパーわ作動します。 

Q ウォッシャー液が出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜や巧れの付着を防ぐ効果びあり 
ます。 

〇 冬季にはウインドウウォッシャー 
液の濃度に注意し、冬用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してくだ 
さい。 

〇 エンジンがかかっていて、ヘッド 
ランプび点口しているとさに、ウイ 
ンドウウォッシャーを噴射すると、 
へッドランプウォッシャーび1回 
噴射されます。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約10回噴射させるたびに、ヘッド 
ランプウオッシヤーが噴射します。 


リアワイパー（ステーシヨンワゴン） 



①ノブ 


③ ワイパー 作動 モー ドの マーク 
③停止の位置 
® 作動の位置 

⑤テールゲー トウインドウ ウオツシャー 
噴射の位置 



リアワイパーを作動させる 

► ノブのを持って、ワイパー作動モー 
ドのマーク③を作動の位置④に合 
わせます。 

リアワイパーが間欠で作動し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに U 
アワイパーインジケーター®が表 
示されます。 
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〇 イグニッシヨン位置が2でフ□ン 
トワイパーが作動しているとさにセ 
レクターレバーを GE に入れると、 
U アワイノ く一びじ(下のよラに作動し 
ます。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とさ間欠で作動します 

• フ□ントワイパーが低速あるい 
は高速作動のとさ低速で作動し 
ます 

テールゲートウインドウウォッシャー 
を噴射ずる 

► ノブのを持って、ワイパー作動モー 
ドのマーク③をテールゲートウイ 
ンドウウォッシャー噴射の位置⑤ 
に合わせて保持します。 

その間ウォッシャー液び噴射し、リ 
アワイノ く一が数回作動します。 


のーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


公 けがのおそれびありまず 

• ドアウインドウを開<とさは、ド 
アウインドウに触れたり、身体を 
寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドアフレームとの間に 
身体び引さ込まれて、けびをする 
おそれびあ0まず。 

• ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物び挟まれないよラにを意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイツ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 

また、車内び高温または低温にな 
ると、命に関わるおそれびあり 
ふ9 〇 

• テ供び車内からドアやドアウイン 
ドウを開くと、事故やけびの原因 
になります。 

テ供を乗せるとさは、 U アドアや 
リアドアウインドウのチヤイル 
ドプルーフ□ツクを使用してくだ 
さし、 
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パワーウインドウ 



運転席ドアのスイッチ（左八ンドル車） 

©左フ□ントドアウインドウスイッチ 

③ ちフ□ントドアウインドウスイッチ 
⑤ちリアドアウインドウスイッチ 

④ 左リアドアウインドウスイッチ 

パワーウインドウスイッチは各ドアに 
あります。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチがあります。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に開閉でさます。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押します。 

押している間だけ開さます。 

スイッチをいっぱいまで押すと、自 
動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さます。 

引いている間だけ開じます。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じます。 


〇車から離れるとさや洗車のとさ 
は、すべてのドアウインドウび完全 
に閉じていることを確認してくだ 
さい。 

〇 PRE - SAFE ®* (>38 ぺージ）び 
作動したとさは、ドアウインドウび 
自動で閉じ、わずかに開いた状態で 
停止します。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができます （>117 ぺ一 
ジ)。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作 * でドアウインドウを閉じる 
ことびできます（杉118ページ）。 

〇 運転席ドアのチヤイルドプルーフ 
□ックスイッチで、 U アドアにある 
リアドアウインドウスイッチを操作 
でさな<することがでさます045 
ぺージ)。 

〇 イグニッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチからキーを 
抜いてから約5分間は、ドアウイ 
ンドウを開閉できます。約5分じ ( 
内にフ□ントドアを開 < と、ドア 
ウインドウの開閉はでさな<なり 
ます。 

〇 ドアウインドウび自動で開閉し 
ているとさにドアウインドウスイッ 
チを操作すると、ドアウインドウは 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席ドアやリアドアのスイッチで 
開閉中のドアウインドウを操作する 
ことはでさません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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挟み込み防止機能 


スイッチを引き続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止します。ス 
イッチから手を放すと、その位置から 
少し下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。 

このとさに挟み込みなどの抵抗がある 
と、ドアウインドウはただちに停止し 
て、スイッチから手を放すと、その位 
置から少し下降します。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを弓 I さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、挟み込み防止機能び作動しない 
状態で閉じます。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置から少し下降します。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能び作動してから約2秒じ(内に再度ド 
アウインドウを閉じたとさは、ドアウ 
インドウは自動で閉じなくなります。 
このとさにスイッチを引さ続けてドア 
ウインドウを閉じると、挟み込み防止 
機能は作動しません。 

A けびのおそれびありまず 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるとさは十 
分を意してください。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


コンビニエンスオープニン グ機能 

車内び暑くなっているときなど、乗 
車する前に車内の空気を換気したいと 
さは、リモコン操作でドアウインドウ 
とスライディングルーフ*を開くこと 
がでさます。 



左八ンドル車 


► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けて、キーの解錠ボタン 
061ページ）を押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 開さます。 

解錠ボタンから指を放すと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフはその位置で停止します。 

D 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 
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パワーウインドウ 


QU モコン操作でドアウインドウを 
開くとさは、ドアウインドウに身体 
を寄りかけないでください。ドアウ 
インドウとドア フレームの 間に身体 
が弓 I さ込まれてけがをするおそれが 
あります。 

〇 コンビニエンスオープニング機能 
は、リモコン操作でのみ行なラこと 
がでさます。操作は運転席ドア八ン 
KJ レの近くから行なってください。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操作は 
でさません。 


コンビニエンスク□ージング機宫 g 

リモコン操作またはキーレスゴー操 

作*により、車外からドアウインドウ 

とスライディングルーフ*を閉じるこ 

とびでさます。 

B コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウなどを閉じるとさ 
は、開口部に異物びないことを確認 
してください。 

U 車から離れる前に、すべてのドア 
ウインドウやスライディン グルー 
フび閉じていることを確認してくだ 
さし、 

H 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作またはキー 
レスゴー操作を行なラと、作動しな 
かったり、誤作動することびあり 
ます。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、リモコン操作 
またはキーレスゴー操作はでさま 
せん。 


リモコン操作での作動 


心 けびのおそれがありまず 

U モコン操作でドアウインドウやス 
ライディングルーフ*を閉じている 
とさは、身体などび挟まれないよラ 
にを意してください。身体などび挟 
まれそラになったとさは、ただちに 
施錠ボタンから手を放し、解錠ボタ 
ンを押し続けて、ドアウインドウと 
スライディングルーフを開いてくだ 
さい。 



左八ンドル車 


〇 操作は運転席ドア八ンドルの近< 
から行なってください。 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けて、キーの施錠ボタン 
061ページ）を押し続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 閉じます。 

施錠ボタンから指を放すと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフはその位置で停止します。 
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〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンが作動しなかったり、 
誤作動することびあります。 

B ドアウインドウやスライディング 
ルーフを閉じるとさは、開口部に異 
物びないことを確認してください。 

[ I 車から離れる前に、すべてのドア 
ウインドウとスライディングルー 
フび閉じていることを確認してくだ 
さし、 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操作は 
でさません。 

キーレスゴー操作での作動* 


A けがのおそれびありまず 

キーレスゴー操作でドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を開じてい 
るとさは、身体などび挟まれないよ 
ラにミ主意してください。 

身体などび挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドア八ンドルのコンビ 
ニエンスク□ージング操作部①から 
指を放し、ドア八ンドルを引さ続け 
て<ださい。ドアウインドウとスラ 
イデイングルーフび開さます。 



左側フ□ントドア 


► ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□-ジング操作部①に触れ続けます。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディングルーフび閉じます。 

コンビニエンスク□ージング操作部 
①から指を放すと、作動中のドアウ 
インドウとスライディングルーフは 
その位置で停止します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


走行と停車 


エンジンの始動 


心 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさな< なるおそれびあ0ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったもの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

少しでを車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力び必要 
になります。 


A 中養のおそれびありまず 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を吸い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こしたり、死こず 
るおそれびあ0ます。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込んでいるおそ 
れびあ0まず。 

U エンジンは、セレクターレバーび 
rm に入っているときわ始動でき 
ますび、安全のため、必ずセレクター 
レバーを I P I に入れ、ブレーキぺ 
ダルを踏んで始動して < ださい。 

B エンジンを始動するときは、アク 
セ J レペタ J レを踏まないでください。 


シフト位置 



シフト位置（左八ンドル車) 


シフト作動内容 
位置 

[E パーキング位置 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 [ E にしないでく 
ださい。 

シフト位置び巧□のとさ 
にのみ、キーを抜くこと 
びでさます。シフト位置 
び巧□のとさは、セレク 
ターレバーび□ックされ 
ます。 

EE リバース位置 

後退するとさの位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 CE にしないでく 
ださい。 
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□U ニユートラル位置 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してわ 
らラことで、車を移動で 
さます。 

走行中はシフト位置を 
rm にしないでください。 
トランスミツシヨンを損 
傷するおそれびあります。 

EE ドライブ位置 

走行するとさの位置です。 

1速〜5速または7速 
の範囲で自動的に変速し 
ます。 


キーによるエンジンの始動 


►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

►セレクターレバーが rpi に入つ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

► エンジンスイツチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 

エンジンび始動します。 


キーレスゴーによるエンジンの始動* 

A けがのおそれびありまず 

キーび車内にあるとさは、キーレス 
ゴースイッチによりエンジンを始動 
でさます。そのため、テ供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 

短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、キー 
を携帯してください。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

►セレクターレバーが rpi に入つ 
ていることを確認します。 

► 確実にブレーキペダルを踏みます。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レスゴースイッチを押します。 

D エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始すると、約己秒 
間警告音が鳴ります。また、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイび赤く 
なり"キーを認識でさません"と 
表 TJX されます。 

さらに、ドアやトランク/テール 
ゲートを開閉するたびに、この警告 
は繰り返し行なわれます。 

この状態でエンジンを停止するとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施錠することわでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 
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走行と停車 


B エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れても、エンジン 
は停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でわ必ずエンジンを停止 
して、車を施錠してください。盗難 
のおそれびあります。 

Q ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さもエンジンは始動でさることがあ 
ります。車両の盗難に注意して<だ 
さい。 

タッチスタート機能 


エンジンスイッチを3 の位置077 
ページ）までまわすか、キーレスゴー 
スイッチを押すと、手を放してち自動 
的にスターターが作動し続け、エンジ 
ンび始動します。 


発進 _ 

H セレクターレバーを EE に入れ 
るときは、完全に停車してくださし、 
トランスミッションを損傷するおそ 
れびあります。 

0エンジンが暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要(上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

OC 63 AMG では、エンジンオイル 
の油温が約20ご1^(下のとさは、エ 
ンジン保護のためにエンジン回転数 
が制限されることがあります。 


〇 車速感応ドア□ックび設定さ 
れているとさは、走行速度が約 
1 5 km / h じ(上になると自動的に車 
び施錠されます。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については069、157ぺージ）を 
ご覧ください。 

〇イ グニッション位置が2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないと、セレク 
ターレバーを [ PJ から動かすこと 
はでさません。 

►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認します。 

►パーキングブレーキを解除します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セレ 
クターレバーを EE または CE に 
入れます。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
てください。 

►ブレーキペダルを徐々に戻して、ア 
クセルペダルをゆっくり踏み込み 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレ 
クターレバーを操作しないで<だ 
さい。車び急発進したり、オートマ 
チックトランスミッションを損傷ず 
るおそれびあ0ます。 
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H 急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アクセ 
ルペダルをゆっくりと踏んで、車び 
動さ出す感触を確認してからノ くーキ 
ングブレーキを解除して発進してく 
ださい。 

また、坂道で発進するとさは、ヒル 
スタートアシストわ作動します。 

〇 エンジンが冷えているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれます。これにより、排 
気ガスを浄化する触媒がより早<適 
正温度に達します。 

ヒルスタートアシスト 


坂道での発進時に車び後退または前 
進するのを防ざ、発進を容易にします。 

A 事故のおそれがありまず 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるをのではあり 
ません。駐車ずるとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
セレクターレバーを HE に入れて 
<ださい。 

• ヒルスタートアシストび作動して 
車び停止していてを、絶対に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートは解除され、車 
び動さ出ずおそれびあ0まず。 


►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してち、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進するのを防ぎます。 

じ(下のときは、ヒルスタートアシスト 
は作動しません。 

• 傾斜していない路面や下り坂で発 
進するとさ 

• セレクターレバーび m に入つ 
ているとさ 

• パーキングブレーキび効いている 
とさ 

• ESP ⑩が故障しているとさ 


駐車 


心 事故のおそれがありまず 

• 停車する前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クタ ーレバーを CE に入れ、 パー 
キング ブレーキを 確実に効かせ、 
エンジンを停止してください。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。運転装置に触 
れてけびをしたり、事故の原因に 
なりまず。 
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走行と停車 


A 乂災のおそれがありまず 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃え 
やずいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

H 短時間でも車から離れるときは、 
ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を閉じて、車を施錠して 
ください。 

パーキングブレーキ 


心 乂災のおそれがありまず 

パーキングブレーキを効かせたまま 
走行しないで<ださい。パーキングブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生ずるおそれびありまず。 



ち八ンドル車 


ノ ー キングブ レーキを 解除ずる 

► ブレーキペダル③をいっぱいまで 
踏みます。 

► 解除八ンドルのを手前に弓 I さます。 

メーター パネルの ブレーキ 警告な 
[ W ] び消なします。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル③を踏み、 
左足でパーキングブレーキペダル 
⑤をいっぱいまで踏み込みます。 

メーター パネルの ブレーキ 警告好 
[0] び点なします。 

H パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせて < ださい。 

〇 急な坂道に駐車するときは、夕 
イヤの下り側に輪止めをしてくだ 
さい。さらに前輪を歩道ち向に向け 
てください。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音が鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
メッセージび表示されます。 


エンジンの停止 


A 事故のおそれびありまず 

走行中にエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<な0ます。また、ブレーキやステ 
ア U ングの操作に非常に大さな力び 
必要になります。 

〇水温び高めのとさは、少しの間ア 
イドリング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してくだ 
さい。 
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走行と停車 
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エンジンスイッチにキーが差し込まれ 
ているとさ 


► 完全に悟車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを巧□に 
入れます。 

〇セレクターレバーび巧□じ(外に 
入っているとさもエンジンを停止で 
さますび、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて、セレクターレバーを 
m に入れてください。 

►キーをまわして、イグニッション位 
置を0にします。 

エンジンび停止します。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 

エンジンスイッチにキーレスゴース 

イッチを取り付けているとき* 

► 完全に停車します。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを巧□に 
入れます。 

►キーレスゴースイッチを押して、エ 
ンジンを停止します。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 


A けがのおそれびありまず 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな < なった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要になりまず 
ので、走行中はエンジンを停止しない 
で < ださい。 

〇 走行中にキーレスゴースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
セレクターレバーを m に入れて 
再度キーレスゴースイッチを押すと 
エンジンが始動します。 

〇 キーレスゴースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になります。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になります。 

〇 セレクターレバーが GE に入っ 
ているとさにのみ、キーを抜くこと 
びでさます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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オートマチックトランスミツ 


オートマチックトランスミッシ 


A 事故のおそれがありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。 ブレーキ ペダルやアクセル 
ペダルの下に物び入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれびあります。 

フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったをの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0ます。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 

停車中は、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて < ださい。 

テ供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。運転装置に触れてけ 
びをしたり、事故の原因になりまず。 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジン ブレーキを 効かせないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こすおそ 
れびあ0まず。 

オートマチックトランスミッション 
は、シフトポジションび EE のとさ、 
(下の走行状態に合わせて自動的にギ 
アを変速します。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード （^127 ぺージ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
• 走行速度 


シフト位置の選択 



左八ンドル車 


►セレクターレバーを動かして、シフ 
卜位置を選択します。 

H シフト位置を選択するときは、完 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで < ださい。 

〇イ グニッシヨン位置び2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないとさは、セ 
レクターレバーを [ PJ から動かす 
ことびでさません。 

シフト位置 

シフト位置作動内容 

[E パーキング位置 

駐車およびエンジン始 
動/停止の位置です。 

完全に停車していない 
とさは、 EE にしない 
で < ださい。 

シフト位置び巧□の 
とさにのみ、キーを抜 
<ことびでさます。 

シフト位置び巧□の 
とさは、セレクター 
レバーび□ックされ 
ます。 
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EE リバース位置 

後退するとさの位置 
です。 

完全に停車していない 
ときは、血にしない 
で < ださい。 

IN I ニユートラル位置 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引して 
わらラことで、車を移 
動でさます。 

走行中はシフト位置 
をにしないで< 
ださい。トランスミツ 
シヨンを損傷するおそ 
れびあります。 

EE ドライブ位置 

走行するとさの位置 
です。 

1速〜5速または7 
速の範囲で自動的に変 
巧します。 


心 事故のおそれがありまず 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こずお 
それびありまず。また、駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 


シフト m 置表示 



①シフト位置表示 


イグニッシヨン位置を2にすると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ下部 
に、シフト位置表示のび表示されます。 

選択されているシフト位置は、反転し 
て表示されます。 



①走行モ ー 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションのギアの変 
速特性を選択でさます。 

イグニッション位置を2にすると、マ 
ルチフアンクションディスプレイ下 
部に、走行モード表示のが表示され 
ます。 
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走行モード 作動内容 

快適性と経済性を重視 
したモードです。 


スポーティな走行に適 
したモードです。 

マニュアルでギアシフ 
卜でさるモードです。 
詳しくは0132ペー 
ジ）をご覧ください。 

走行モードが E モードまたは C モー 
ドのときは、じ(下のよラになります。 

• 前進*後退とちに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進します。 

• 滑りやすい路面などでの車両操縦性 
や走行安定性が向上します。 

• シフトアップが早めに行なわれるた 
め、燃料の余分な消費が抑えられ 
ます。 


E モード 
または 
C モード 

S モード 


M モード 


• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップするため、エ 
ンジン回転数び低く抑えられ、車輪 
び空転しにくくなります。 

走行モードび S モードのとさは、じ(下 

のよラになります。 

• 1速で発進します。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップします。 

• シフトアップが遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数び高くなり、燃 
料をより多 < 消費します。 


〇 エンジンを停止すると、選択した 
走行モードに関わらず、次にエンジ 
ンを始動したときは[モードまた 
はじモードになります。 

走行モードの選択 



左八ンドル車 


► 走行モード選択スイツチのを押し 
ます。 

E モードー S モードー E モードと 
切り替わります。 

《車種や仕様により、走行モード選択スイッ 
チの表記び異なります。 


走行モードの選択（ダイナミック八ン 
ドリングパッケージ装備車） 



①走行モード選択スイッチ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 








E モードまたは S モード（才ートマ走行モードの選択 
チックギアシフト）と M モード（マ （ C 63 AMG ) 

ニュアルギアシフト）を切り替える 

► 走行モード選択スイッチのを押し 
ます。 

E モードまたは S モードー M モー 
ド^ E モードまたは S モードと切 
り替わります。 

E モードと S モードを切り替える 


► 走行モード選択スイッチのを押し 
ます。 

S モードー M モードー C モードー 
S モードと切り替わります。 


► オートマチックギアシフトが選択さ 
れているとさに、センターコンソー 
ルのスペシャルスポーツモードス 
イッチ③を押します。 

スイッチの表示巧③が点なしてい 
るときは S モードが選択され、ス 
イッチの表示な③が消なしている 
ときは E モードび選択されます。 
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テイツプシフト 


才ートマチックトランスミッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えます。 

セレクターレバーび EE に入ってい 
て、走行モードび E モードまたは C 
モード、 S モードのとさにティップシ 
フトにでさます。 

A 事故のおそれびありまず 

滑りやずい路面やカーブを走行し 
ているとさは、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキび効くと、 
駆動輪びグ U ップを失い、車両びス 
U ップずるおそれびあ0まず。また、 
駆動輪び空転ずると、駆動系部品を 
損傷するおそれびありまず。 

①ギアレンジ表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイ下 
部のギアレンジ表示のに、選択した 
ギアレンジび反転して表示されます。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずしも 
実際のギアを示すちのではありま 
せん。 


ギア 

レンジ 

作動内容 

rE 

1速〜5速または7速 
の範囲で自動的に変速し 
ます。 


1速〜6速の範囲で自動 
的に変速します。 

画* 

1速〜5速の範囲で自動 
的に変速します。 

画 

1速〜4速の範囲で自動 
的に変速します。 

画 

1速〜3速の範囲で自動 
的に変速します。緩やか 
な坂道などを走行すると 
さに使用します。 

画 

1速〜2速の範囲で自動 
的に変速します。急な坂 
道やエンジンブレーキび 
必要なとさに使用します。 

励 

1速に固定されます。エ 
ンジンブレーキが最大に 
作用します。 


〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれがあるときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジが選択されます。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってち、選択したギ 
アレンジに変わらないことがあり 
ます。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
ります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 








セレクターレバーによる操作 



テイップシフトにずる 
►セレクターレバーが rsn に 入つ 
ているときに、セレクターレバーを 
③側に操作します。 

テイップシフトになり、ギアレンジ 
表示のに選択されたギアレンジが 
表示されます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを③側に操作し 
ます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
ます。 

テイップシフトを解除ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
て保持します。 

テイップシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示のに " D " が表示されます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


パドルによる操作 



テイップシフトにずる 

►セレクターレバーが rsn に入つ 
ているときに、左側パドル④を引き 
ます。 

テイップシフトになり、ギアレンジ 
表示のに選択されたギアレンジび 
表示されます。 

低いギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル④を引さます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル⑤を引さます。 

テイップシフトを解除ずる 

► ち側ノ くドル®を弓 I いて保持します。 

テイップシフトび解除され、ギアレ 
ンジ表示のに" D " び表示されます。 

〇 セレクターレバーを③側に操作す 
るか、左側パドル④を引いて保持す 
ると、そのとさの加速や減速に最ち 
適したギアレンジび選択されます。 

〇 テイップシフトにしていないと 
さにセレクターレバーを③側に操 
作するか、ち側パドル®を引くと、 
走行速度やエンジン回転数に応じて 
シフトアップび行なわれます。 
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オートマチックトランスミッ 


マニュアルギアシフト * _ 

セレクターレバーまたはパドルを操作 

して、マニュアルでギアを選択でさ 

ます。 

A 事故のおそれがありまず 

滑りやすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、シフトダウンによっ 
てエンジンブレーキび効くと、駆動 
輪びグ U ップを失い、車両びスリッ 
プずるおそれびあ0まず。また、尾区 
動輪び空転すると、駆動系部品を損 
傷するおそれびあります。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよラな運転をしないでく 
ださい。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP ⑩ 
の機能を解除しないで走行すること 
をお勧めします。 

〇 エンジンが暖まっていないとさ 
は、ギアシフト操作を行なっても、 
選択したギアに変速しないことびあ 
ります。 


マニュアルギアシフトの選択 



ち八ンドル車 


マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチのを押し 
て、走行モード表示⑤に" M " を表 
示させます。 

《車種や仕様により、走行モード選択スイッ 
チの表記び異なります。 



②キ尸表示 
⑤走行モード表示 


セレクターレバーび LDJ に入ってい 
るとさ、ギア表示③に選択されてい 
るギアび反転して表示されます。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチのを押し 
て、 S モード、 E モードまたは C モー 
ドのいずれかを選択します。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 










セレクターレバーによる操作 



低いギアを選択ずる 

► セレクターレバーを④側に操作し 
ます。 

高いギアを選択ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
ます 

〇 セレクターレバーを④側に操作 
して保持すると、そのとさの加速や 
減速に最ち適したギアが選択され 
ます。 

パドルによる操作 



低いギアを選択ずる 

► 左側パドル®を引さます。 

高いギアを選択ずる 

► ち側パドル®を引さます。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 左側パドル®を引いて保持する 
と、そのとさの加速や減速に最わ適 
したギアび選択されます。 

〇 マニュアルギアシフトび選択さ 
れた状態でエンジンを停止すると、 
オートマチックギアシフトに切り替 
わります。 

〇 マニュアルギアシフトではギア表 
示に表示される数字は実際のギア 
を示しています。運転者のシフト 
アップ/ダウン操作や、自動的な 
シフトアップ*/ダウンに応じてギ 
ア表示に表示される数字ち変わり 
ます。 

〇 シフトダウン操作をしなくても、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンすること 
びあります。 

Oc 63 AMG を除く車種では、エン 
ジンの許容回転数を超えるおそれび 
あるとさは、自動的にシフトアップ 
されます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
ち、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車すると、ギアは1速にシフト 
されます。 

〇 車種や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なります。 

OC 63 AMG では、マニュアルギア 
シフトを選択しているときは、キッ 
クダウンはでさません。 

C 63 AMG を除く車種では、マニュ 
アルギアシフトを選択しているとき 
にちキックダウンび巧能です。 
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オートマチックトランスミッ 


シフトアップ表示 （ C 63 AMG ) 



①キ尸表示 
③ " UP " マーク 


エンジン回転び上昇し、シフトアッ 
プするタイ S ングになったとさは、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの 
表示び赤<なり、ギア表示のと" UP " 
マーク③が表示されます。 

必要に応じてシフトアップ操作を行 
なって < ださい。 

〇 エンジン回転数び高くなったとさ 
は、シフトアップするタイミング 
になる前に、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの表示び一瞬赤 < なる 
ことがあります。 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアが変速するタイミングび変化し 
ます。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップする 
タイミングが早くなります。 


ダブルクラッチ機能 （ C 63 AMG ) 

ダブルクラッチ機能は、選択している 
走行モードに関わらず、シフトダウン 
操作時に作動します。 

ダブルクラッチ機能び作動することに 
より、ギアシフト操作びスムーズに行 
なわれ、スポーティな運転スタイルに 
役立ちます。 

ダブルクラッチ機能作動時のエンジン 
音は、走行モードにより異なります。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
ピ^みます。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
低いギアに変速し、素早<加速し 
ます。 

► 希望する速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップします。 

U キックダウンするとさは、周囲の 
状況に注意しなびら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれびあり 
ます。 

停車ずる 

►一時的に停車するとさは、セレク 
ターレバーを CE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みます。 

► やむを得ず停車が長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを [ E に入 
れます。 


を跋 e 恒冊 


• 深く踏み込んだときはシフトアツ 
プするタイミングが遅くなります。 
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A 事故のおそれがありまず 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクターレバーび 
EE か CE に入ると、車び急発進し 
て重大な事故を起こずおそれびあり 
まず。 

P 急な上り坂などではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によって停車状態を 
保たないでください。トランスミツ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になります。 

P 停車中は ブレーキ ペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よラにしてください。 


メーター パネル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（杉23ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれがありまず 

メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障すると、 
車両の状態や速度、外気温度、故障/ 
警告メッセージなどび表示でさな< 
なることびあります。十分を意して 
走行してください。また、ずみやか 
にメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の表汀^ _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
じ(下のとさに表示されます。 

•イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさ 

0 の位置にしてから約30秒後に表 
示び消えます。 

• パーキングランプじ(外の車がランプ 
び点巧したとさ 

車がランプび消なしてから約30秒 
後に表示び消えます。 

また、じ(下のとさに表示されて約30 
秒後に表示び消えます。 

• リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で解錠したとさ 

• 運転席ドアを開いたとき 
• 開いている運転席ドアを閉じたとき 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさや抜いたとさ 


B 義09恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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メーター 八ネル 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
とメーターノ \:ネ J レの照度を調整ずる 



►周囲び暗く、イグニッシヨン位置が 
1か2のとさ、メーターパネル照 
度調整ノブのを時計回りまたは反 
時計回りにまわします。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の照度が変化します。 

メーターパネルが点なしているとさ 
は、メーターパネルの照度わ変化し 
ます。 


エンジン冷却水温度計 _ 

メーターパネルの左側にあります。エ 
ンジンの冷却水温度を表示します。 

指定の冷却水を適切な混合比で使用し 
ているとさは、約120むまではオー 
バーヒートは起こしません。 

暑い曰や上り坂び続くとさなどに、冷 
却水温度の表示び120で付近を示すこ 
とがありますび、7ルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メツセー 
ジび表示されない限り、故障ではあり 
ません。 


燃料計 _ 

燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約66 U ットル 
です。 

B 給油のとさはエンジンを停止して 
ください。 


燃料残量警告な _ 

燃料の残量び少な< なると点なします。 

警告なび点なしたとさの残量は約8 
リットル （C 63 AMG は約14リット 
ル）です。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になります。 


時計 _ 

時計の時刻は、 C 0 MAND システムの 
時刻に連動します。 

時刻を調整するとさは、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 


ス b - —。クーター _ 

車の走行速度を km / h で表示します。 
スピードメーターの内側には、ク 
ルーズコント□ールインジケーター 
0166ページ）および可変スピード 
リミッターインジケーター(>170 
ページ）びあります。 


I ielw 
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タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

P 指針がエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよラ 
にしてください。エンジンを損傷す 
るおそれびあります。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料供 
給び行なわれな<なります。 

9環境 

必要!;上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気巧染の原因になり 
まず。 


外気温度表示 _ 

外気温度を表示します。 

外気温度の上昇や下降は、少し遅れて 
表示に反映されます。 

温度をフ□ントバンパー付近で測定し 
ているため、温度表示は路面からの簡 
射熱などの影響を受けます。したがつ 
て、温度表示び実際のが気温度と異な 
ることがあります。 

A 事故のおそれびありまず 

温度表示び〇で!；^上でを、路面び凍結 
していることびあります。走行には 
十分を意してください。 


B 義6恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ンディスプレイ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示 • 設定するシステムです。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、スピードメーターの内側にあり 
ます。 


[マルチファンクシヨンステアリング 



マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないます。 


心 事故のおそれがありまず 

• マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イを操作するとさは、常に周囲の 
状況にを意してください。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作ずるときは、直進時に行なつ 
て < ださい。ステア U ングをまわ 
しなびら操作ずると、事故を起こ 
すおそれびあ0まず。 


名称 

①マルチフアンクシヨンディス 
プレイ 

③音量スイッチ 

各メイン画面やオーディオ画 
面表示中の音量の調節 

レースタイマー*の操作 

通話開始/終了スイッチ(電話) 

因國 

電話の発信/受信/保留/切断 

消音スイッチ CE 

オーディオやナビの音声案内 
などの消音 

⑤音声認識スイッチ丘 □ 

音声認識の開始 

® リターンスイッチ/音声認識 
解除スイッチ 

•ひとつ前の画面への移動/ 
基本画面への移動 

• 音声認識の中止 

⑤スク□ールスイッチ 

因因因囚 

•メインメニューやヴブメ 
ニューの選択 

• トラックの選択 
•ラジオ*テレビの選局 
• DVD ビデオのチャプター選択 

• 電話画面表示中の電話帳や 
発信履歴の選択 

確定スイッチ应の 

• 選択している項目の確定 
•選択している設定の変更 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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ステア U ンクのスイッチでは、 
COMAND システムの一部の操作を行 
なラことわでさます。詳しくは別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」を 
ご覧ください。 

メニューリスト 


149.8 

km 

26753 


n トリッ。 

が 14:38 


20.5 で 織 


PRnEI E 




①メニューリスト 


メニューリスト①には、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイのメインメ 
ニューが表示されます。 

メニューリストを表示させる 


► LU またはを押します。 

〇 メニューリストを表示させてか 
ら約3秒間何ち操作しないと、メ 
ニューリストの表示は消えます。 

基本操作 


メインメニューを選択ずる 

► メニューリストび表示されていると 
さに百]または E を押して、メ 
インメニューを選択します。 


サブメニューのリストをスク□ールさ 
せる 

► ra または ra を押します。 

ひとつ前の画面に戻る 

► 胃を押します。 

基本画面（トリップメニュー）に戻る 

► トリップメニューが表示されるまで 
胃を押します。 

または 

► を押して保持します。 

選択を確定ずる 

► 应のを押します。 

オーディオや通話などの音量を調整 
ずる 

► m またはスイッチを押し 
ます。 

消音ずる 

► を押します。 


B 暴6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メインメニューとヴブメニュ- 



mtiimim ™ IMBU m 

—因の 


①トリップメニュー(>141ぺージ） 


基本画面 

エンジン始動時からの情報表示画面 
U セツト時からの情報表示画面 
瞬間燃費^ • 走行可能距離表示画面 
走行速度表示画面 

③ナビメニユー （>144 ぺージ） 

進行方向方位表示 
ルート案内表 TJX 


⑤アシストメ. 
を除く車種） 


ニュー (C 63 AMG 
(>149ぺージ） 


ESP ⑩設定画面 


©メンテナンスメニュー 
(>150ぺージ） 


故障/警告メッセージの表示 
タイヤ空気圧警告システムの表示 
メンテナンスインジケーターの表示 


⑤才ーディオメニュー(>146ベージ) 


©各種設定メニュー 
(>152 ぺージ） 


放送局の選局（ラジオ/テレビ） 
トラックの選択（音楽再生） 
チャプターの選択 （ DVD ビデオ） 


各種設定 

各種設定項目の初期化 


®TEL メニュー (>148 ぺージ） 


⑥ AMG メニュー （ C 63 AMG ) 
(>160 ぺージ） 


電話の着信 
電話帳の表示 
U ダイヤル 


油温 • 水温表 TJX 画面 
走行 モー ド. ESP ⑩ モー ド/ スポー 
ツ八ンドリングモード表示画面 
レースタイマー 画面 
計測結果表示画面 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e お冊 
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トリップメニュ- 


卜 U ップメニューで表示*設定でさる 
項目は(下の通りです。 

• 基本画面 

-エンジン始動時からの情報表示画面 
(>142ぺージ） 

- U セット時からの情報表示画面 
(>142ぺージ） 

-瞬間燃費^ • 走行可能距離表示画面 
(>143ぺージ） 

-走行速度表示画面 （^144 ページ） 

トリップメニューを表示させる 

►百]または E を押して、メニュー 
リストで"トリツ T " を選択します。 

基本画面 



トリップメーター①は、 U セット後の 
走行距離を表示します。 

オドメーター②は、これまでに走行し 
た距離の総合計を表示します。 


基本画面を表示させる 

► 基本画面び表示されるまでを 
押すか、押して保持します。 

または 

► トリップメニューを表示させます。 

► 基本画面(がの画面が表示された 
とさは、基本画面が表示されるま 
で ra または E を押します。 

トリップメーターをリセットずる 


かトリップメ-夕-邮 
由ロ リセットしますか？ の 




トリップ 

20.5 で が口 


基本画面を表示させます。 

应のを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"トリップメーター U セットし 
ますか？"と表示されます。 

E を押して"はし V 'を選択し、 
应のを押します。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


エンジン始動時からの情報表示画面 



①エンジン始動時からの走行距離 
③エンジン始動時からの経過時間 

③ エンジン始動時からの平均速度 

④ エンジン始動時からの平均燃費 

エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 

〇イ グニッシヨン位置を0にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過す 
ると、自動的に U セットされます。 

約4時間じ(内にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されます。この 
ときは、999時間経過後、または 
9,999 km 走行後に自動的にリセッ 
卜されます。 

エンジン始動時か S の情報表示画面を 
表示させる 

► トリップメニューを表示させます。 

► エンジン始動時からの情報表示画面 
(がの画面び表示されたとさは、エ 
ンジン始動時からの情報表示画面 
が表示されるまで E または nri 
を押します。 


エンジン始動時からの情報表示画面を 
手動でリセットずる 



エンジン始動時からの情報表示画面は 
手動でリセツトすることもでさます。 

► エンジン始動時からの情報表示画面 
を表示させます。 

► 应のを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"数値リセツトしますか？"と 
表示されます。 

► E を押して"はし VI を選択し、 
应のを押します。 


リセット時からの情報表示画面 



① U セツト時からの走行距離 
③ U セツト時からの経過時間 

③ U セツト時からの平均速度 

④ U セツト時からの平均燃費 

リセツトしたとさを起点とした情報を 
表 TJX します。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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リセット時か S の情報表示画面を表示 
させる 

► トリップメニューを表示させます。 

► U セット時からの情報表示画面(外 
の画面び表示されたとさは、リセッ 
卜時からの情報表示画面び表示され 
るまで E または E を押します。 

〇 リセット後は、9,999時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に U セツトされます。 


リセツトずる 



► U セツト時からの情報表示画面を 
表示させます。 

► 应のを押します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に II 数値 U セツトしますか？"と 
表されます。 

► E を押して"はし VI を選択し、 
应のを押します。 


瞬間燃費* -走行可能距離表示画面 



瞬間燃費①*は、走行中の瞬間燃費 
を km / I で表示します。エンジンびか 
かっているときに表示されます。 

走行可能距離②は、現在の燃料残量で 
走行可能なおよその距離を計算し、予 
測値として表示します。イグニッシヨ 
ン位置が2のとさに表示されます。 

瞬間燃費* -走行可能距離表示画面を 
表示させる 

► トリップメニューを表示させます。 

► 瞬間燃費^ • 走行可能距離表示画面 
(がの画面び表示されたとさは、瞬 
間燃費^ • 走行可能距離表示画面 
び表示されるまで E または nri 
を押します。 

©燃料 残量び少ないとさは、走行巧 
能距離の代わりに^び表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンドで 
給油してください。 


B 暴6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


走わ■速度表 7 F 画面 


走行速度表示画面を表示させる 

► トリップメニューを表示させます。 

► 走行速度表示画面(がの画面が表示 
されたとさは、走行速度表示画面 
が表示されるまで E または nri 
を押します。 


ナビメニュー _ 

ナビメニューを表示させる 

►百]または E を押して、メニュー 


リストで"ナピ"を選択します。 

ルート案内を行なっていないとさ 



①進行ち向のち位表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向の方位①び表示されます。 


ルート案内を行なっているとき 


交差点（分岐点）に接近しているとき 


車線変更を伴わないちが時の例 



①交差点（分岐点）までの距離 
③進行ち向表示 


交差点（分岐点）に接近すると、音声 
案内が行なわれ、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに交差点（分岐点）ま 
での距離①と進行ち向②び表示され 
ます。 



①走行速度表示 ①目的地までの距離 

③交差点（分岐点）までの距離 

走行速度を表示します。 ③交差点（分岐点）での進行ち向 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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車線変更を伴な5ち巧時の例 



①交差点（分岐点）までの距離 
③適切な走行車線 
③車線変更表示 


複数の車線びある道路を走行している 
とさに交差点（分岐点）に接近すると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに 
交差点（分岐点）までの距離①び表示 
されます。また、適切な走行車線②と、 
車線変更の内容③が表示されます。 

ルート案内中の表示 


COMAND システムで目的地を設定し 
たとさやルート案内をしているとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにじ(下のよラな表示び行なわれるこ 
とびあります。 

目的地に到着したときに表示されます。 

" 目的地周辺でず" 

目的地が比較的大さな施設のとさなど 
に、目的地に到着すると表示されるこ 
とびあります。 


" 新 ルー ト" 

当初の案内ルートから外れたり、巧滞 
び発生した場合などに表示されること 
びあります。計算後はルート案内に戻 
ります。 

" ルート計算中" 

ルートを計算しているとさに表示され 
ます。 

" 案内ルート外" 

車び地図に表示されない場所にある 
とさ、または駐車場などの道路外の場 
所にあるときに表示されることがあ 
ります。 

"ルートなし" 

目的地までのルート案内び計算でさ 
ない場合などに表示されることびあ 
ります。 

〇 ナビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


B と跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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オーディオメニュ- 


トラックを選択ずる 


ラジオ局を選局ずる 


©" FM 1" または " FM 2" 

" AMI " または " AM 2" 

③プリセツト番号/ラジオ局名または 
受信周波数 


COMAND システムで、 FM ラジオま 
たは AM ラジオを受信しているときに 
表示*選局でさます。 

►百]または E を押して、メニュー 
リストで"才-テ''イオ"を選択します。 

ラジオ局をプリセット選局ずる 

► ra または ra を押します。 

プ U セットされたラジオ局が選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► E または ra を押して保持し 
ます。 

受信周波数び動さ、次に受信でさる 
周波数で停止します。 

〇 ラジオの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 



①音楽ソース表示 

(11 ディスク"/" メモリ-力-ド"/ " HDD " / 
"MEDIA INT ."/" 外部入力"） 

③トラック番号/トラック名 

COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、メモリーカード、 
ミュージックレジスター、メディアイ 
ン ター フてー ス*、外部入力）び音楽 
ソース表示のに表示されます。 


► またはを押して、メニュー 
リストで"才-テ''ィオ"を選択します。 

トラックを選択ずる 

ディスク、メモリーカード、ミュー 
ジックレジスター、メディアインター 
フェース*のいずれかを再生している 
ときは、トラックを選択することがで 
さます。 

► ra または ra を押します。 

次または前のトラックび選択され 
ます。 

〇 音楽再生の詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e 恒冊 
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DVD ビデオのチャプターを選択ずる テレビ局を選局ずる 



①チャプター番号 ①"テレビ 1" または"テレビ 2" 践 

③プリセツト番号/チャンネル番号/ 尽 
COMAND システムで、 DVD ビデオ 放送局名 お 

を再生しているとさに表示*選択でさ ® 


ます。 


► W または I ►] を巧して、メニュ~ 
リストで"才-テ''イオ"を選択します。 


COMAND システムで、テレビを受信 
しているとさに表示-選局できます。 

►百]または E を押して、メニュー 


► じ。または し心 を押します。 


リストで"才-テ''イオ"を選択します。 


次のチャプターまたは前のチャプ 
ターが再生されます。 

© DVD ビデオの詳細については、別 
冊 rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


テレビ局をプリセツト選局ずる 

► ra または ra を押します。 

プリセツトされたテレビ局び選択さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 


► またはを押して保持し 
ます。 


受信チヤンネルび動さ、次に受信で 
さるチヤンネルで停止します。 

〇 テレビの詳細については、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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TEL メニュ - 


着信した電話を受ける 


携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフリー通話が 
でさます。 

0 COMAND システムには Bluetooth 
接続で携帯電話を接続でさます。詳 
しくは、別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧ください。 

A 事故のおそれがありまず 

安全のため、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 

また、走行中に電話びかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けてください。 

どラしてち電話を受けなければなら 
ないとさは、八ンズフリー機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


TEL メニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

►百]または E を押して、メニュー 
リストで " TEL " を選択します。 

マルチファンクシヨンデイスプレ 
イに"電話待ち受け"と表示され 
ます。 



着信中... 

営業部田中さん 



20.5 でが0 


発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話が着信すると上記のよラな画面び 
表示されます。 

► 着信呼び出し中に^を押します。 

通話を終える（電話を切る） 

► ^を押します。 

通話を保留ずる 


着信呼び出し中に 


を押します。 


〇 上記の操作は TEL メニューを表示 
していないとさわ行なラことびでさ 
ます。 

電話帳か S 電話を発信ずる 

COMAND システムに登録されている 

電話帳から電話を発信でさます。 

OCOMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムから直接電話 
帳データを入力したり、携帯電話 
や PC カー ドからデータをダウン 
□ー ドでさます。詳しくは、別冊 
「 COMAND システム取扱説明書」 
をご覧ください。 

► 百]または E を押して、メ 
ニューリストで " TEL " を選択し 
ます。 


を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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► I ▼llA I または [OKj を押して、電 
話帳を呼び出します。 

► ra または ra を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳のリストびスク□-ルします。 

または [ Z ] を約2秒(上押 
し続けると、電話帳データびスク 
□ールします。 E または ra 
を約4秒じ(上押し続けると、あか 
さたな…行、および各アルファべッ 
卜の最初の登録項目ごとにスク 
□ールします。 

► ^または应のを押します。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に、"発信中..."のメッセージと発 
信した電話番号び表示されます。電 
話帳に名前が登録されているとさ 
は、名前わ表示されます。また、発 
信した番号が履歴に登録されます。 

〇 電話帳データに複数の電話番号が 
登録されているとさは、さらに E 
または E を押して電話番号を選 
択してから、^または应のを押 
すと発信されます。 

〇 ステア U ングのスイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
ます。 

発信履歴か S 電話を発信ずる 

►百]または E を押して、メニュー 
リストで " TEL " を選択します。 

► COM AND ディスプレイに"電話 
待ち受け"と表示されているとさ 
に、を押します。 

発信履歴が表示されます。 


► または UJ を押して、発信先 
を選択します。 

► ^または应のを押します。 

〇 走行中は一部の機能び使用できな 
くなります。 


アシストメニュー （C 63 AMG を 
除く車種) _ 

アシストメニューで表示*設定でさる 
項目は(下の通りです。 

• ESP ⑩ 

アシストメニューを表示させる 

►百]または E を押して、メニュー 
リストで"アシスト"を選択します。 

ESP ® 設定画面 


心 事故のおそれがありまず 

ESP ® 表示灯び点滅したとさは、車輪 
び空転しているか、車び横滑りしてい 
まず。事故につなびるおそれびあるた 
め、下の点にを意してください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能の解 
除しないで < ださい。 

• アクセルペダルを踏む力を少しゆ 
るめて < ださい。 

• 路面や天候の状況にあわせて慎重 
に運転してください。 

ESP ® は無謀な運転からの事故を防ぐ 
ちのではありません。 ESP ® び作動し 
てを、車両操縦性や走行安定性の確 
保には限界びありまず。 


B 義09恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 














150 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 



エンジンがかかっているとさに、 ESP <^ 
の設定がでさます。 

► 臣のを押します。 

"ESP : " び表示されます。 

► 应のを押して、設定を変更します。 

表示 設定内容 

オフ ESP ® の機能び解除され 

ます。 

メーターパネルの ESP ⑩ 
オフ表示な051ぺ一 
ジ）が点なします。 

オン ESP ⑩び待機状態になり 

ます。 

メーターパネルの ESP ⑩ 
オフ表示な051ぺ一 
ジ）び消なします。 


メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目は(下の通りです。 

• 故障/警告メッセージ表示 

• タイヤ空気圧警告システム(>260 
ぺージ） 

• メンテナンスインジケーター 
(>273ぺージ） 

メンテナンスメニューを表示させる 

►百]またはを押して、メニュー 
リストで"メンテナンス"を選択します。 


A 事故のおそれがありまず 

エンジンびかかっているとさに 
ESP ® オフ表示巧び点灯していると 
さは、 ESP ⑥の機能び解除されている 
か、故障により ESP ® の機能び作動 
していません。路面や天候の状況に 
あわせて慎重に運転してください。 


詳しくは （^50 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


と跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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故障/警告メッセーシ表の画面 

故障や異常び発生したとさ、故障や 
異常の内容びメッセージで表示され 
ます。 

A 事故のおそれがありまず 

表示される故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容を限られています。故障/警 
告メッセージは運転者を支援ずるち 
のでず。発生した故障や異常に対処 
して車の安全性を確保する責任は運 
転者にあります。 

故障/警告メッセージび表示された 
とさは、必ずメルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 


自動表示機能 

故障や異常び発生したとさは、故障/ 
警告メッセージび自動的に表示され 
ます。 

複数の故障や異常があるとさは、故 
障/警告メッセージび約5秒間隔で 
順番に表示されます。 

メンテナンスメニューに戻るときは、 
または应のを押します。 


故障/警告メッセージを手動で確認 
ずる 

►百]または E を押して、メニュー 
リストで"メンテナンス"を選択します。 

"0 メッセージ"と表示されている 
とさは、故障や異常はありません。 
故障や異常びあるとさは、"2 メッ 
セージ"のよラに故障や異常の件数 
び表示されます。 

► "メッセージ"を選択して、应のを 
押します。 

〇 "メンテナンス"を選択して約3秒経過 
すると、"メッセージ II び自動的に 
選択されます。 

►故障や異常びあるとさは、应のを 
押します。 

故障や異常の内容び表示されます。 

複数の故障や異常があるとさ 
は、 E または E を押して、故 
障/警告メッセージを順番に表示 
させます。 

► メンテナンスメニューに戻るとき 
は、胃を押します。 

〇 表示される故障/警告メッセージ 
については（1>290ぺージ〜）をご 
覧ください。 


B 義09恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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〇 故障/警告メッセージは、イグ 
ニッシヨン位置を 0 にすると消え 
ます。 

ただし、故障や異常の状況が変わら 
ない場合は、次にイグニッシヨン位 
置を1か2にするか、エンジンを 
始動したとさ、再び故障/警告メッ 
セージが表示されます。 



各種設定メニューで設定でさる項目は 
(下の通りです。 

• メーターの 設定0152 ぺージ） 

• ライトの設定（1>153ページ） 

• 車両の設定0156ページ） 

• コンフオートの設定（1>158ページ） 

• 各種設定項目の初期化（>159ペー 
ジ） 

各種設定メニューを表示させる 

►百]またはを押して、メニュー 
リストで"設定"を選択します。 


メーター 

(下の設定びでさます。 

• 速度-距離単位 
• ヴブメーターの表示 

速度-距離単位設定画面 



マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位を設定でさ 
ます。 

► 各種設定メニューで E または 
E を押して、"メーター"を選択 
します。 

► 应のを押します。 

" 表示単位速度/距離："び表示さ 
れます。 

►应のを押して、設定を変更します。 

表示 設定内容 

km 表示単位びキ□メー トル 

になります。 

" km / h "、 " km " などで表 
示されます。 

miles 表示単位びマイルになり 

ます。 

" mph "、" mi "、" miles " な 
どで表示されます。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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A 事故のおそれびありまず 

1マイル ( mph ) は約 1.6 km ( km / h ) 
です。マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの表示単位びマイルになって 
いると、誤って速度を超過ずるおそ 
れびありまず。必ず km 表示を選択し 
て < ださい。 


サブメーターの表示設定画面 


ライト 



サブメーター①に表示される項目の 
設定がでさます。 

► 各種設定メニューで E または 
E を押して、"メーター"を選択 
します。 

► 应のを押します。 

► ra を押して、"サブ メーター ：II 
を表示させます。 

►应のを押して、設定を変更します。 


表示 


設定内容 


外気温度サブメーターに外気温 


表 TJX 

速度表示 
[ mph ]: 


度び表示されます。 

サブ メーターに 走行速 
度 （ mph 単位）び表示 
されます。 


(下の設定びでさます。 

• へッドランプ点巧モード 

• インテ U ジェントライトシステム* 
(>154 ぺージ） 

• □ケイターライティング(>155 
ぺージ） 

• ルームランプ残照機能（1>155ペー 
ジ） 

へッドランプ点'灯モード設定画面 


が m 

S ロ デイタイムライト： 巧> 

因 

0 K ボタンでオン 
_^ _ラィト 

W 14:38 20.5でが0 


へッドランプの点なモードの設定びで 
さます。 

►各種設定メニュー (W 52ぺージ） 
で E または E を押して、"ラ 
イト"を選択します。 

► 应のを押します。 

►" デイタイムライト："び表示され 
ます。 

►应のを押して、設定を変更します。 



《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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表示 設定内容 

オン 常時点なモードです。 

ランプスイ 、ソチが rxi 
の位置にあるとさは、イ 
グニッション位置を1か 
2にすると、車幅な 、テー 
ルランプ、ライセンスラ 
ンプび常に点なします。 

また、エンジンを始動す 
ると、ヘッドランプと 
LED ドライビングランプ* 
び常に点なします。 

オフ 手動点なモードです。 

へッドランプなどを点な 
するとさはランプスイッ 
チを操作します。 

日本ではこのモードに設 
定してください。 

〇 安全のため、エンジンがかかって 
いるとさは設定を変更でさません。 
このとさは、マルチファンクショ 
ンディスプレイに"エンジンオフ 
時のみ"と表示されます。エンジ 
ンを停止してから設定を変更して 
ください。 

〇 常時点なモードは、走行中の常時 
点なが義務付けられている諸国に 
対応しています。日本では手動点 
なモードに設定して使用して<だ 
さし、 

常時点なモードで自動的に点なする 
ランプは、車幅な、ヘッドランプ、 
LED ドライビングランプ*、テール 
ランプ、ライセンスランプです。そ 
の他のランプを点灯するときは、各 
スイッチを操作してください。 


インテリジェントライトシステム設定 
画面* 


インテリジェントライトシステムの設 
定がでさます。 

インテリジェントライトシステムには 
(下の機能びあります。 

• アクティブライトシステム 
• コーナリングランプ* 

• 八イウェイモード 
• フォグランプ強化機能 

►各種設定メニュー(杉152ぺージ） 
で E または E を押して、"ラ 
イト"を選択します。 

► 应のを押します。 

► E または E を押して、"イン 
テ U ジェントライトシステム："を 
表示させます。 

►应のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

インテリジェントライト 
システムび作動します。 

オフ 

インテリジェントライ 
トシステムは作動しま 
せん。 

詳しくは 

さい。 

(>107 ぺージ）をご覧くだ 


^画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 



が ▲ 邮 

インテリジェント 

日0 ライトシステム： 1QQ 

J 0 0 K ボタンでオフ 

_ ▼ _ラィト 

kC 14:38 20.5 で が口 


I iGlw 
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□ケイターライティング設定画面 


が□ケイタ-ライティング：巧 

EB 

0 0K ボタンでオフ 

y ライト 

の 14:38 20.5で ’柳 


□ケイターライティングの設定びでき 

ます。□ケイターライティングには、 

ふたつの機能があります。 

解錠時点'灯機能 

周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 

すると車外ランプが点なします。 

車外ランプ残照機能 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 

と車外ランプが点なします。 

上記の機能で点なする車がランプは 

下の通りです 

• 車幅な 

• へッドランプ ( LED ドライビング 
ランプ装備車） 

• フ□ントフォグランプ*または 
LED ドライビングランプ* 

• テールランプ 

• ライセンスランプ 

►各種設定メニュー (^152 ぺージ） 
で E または E を押して、"ラ 
イト"を選択します。 

► 应のを押します。 

► E または E を押して、"□ケ 
イターライティング："を表示させ 
ます。 

►应のを押して、設定を変更します。 


表示 設定内容 

オン 解錠時点な機能と車外 

ランプ残照機能び作動 
します。 

オフ 解錠時点な機能と車が 

ランプ残照機能は作動 
しません。 

詳しくは062、103ページ）をご覧 
ください。 

ルームランプ残照機能設定画面 


M 瓜一鶴 

ルームランプ 

なひ 消灯遅延： 巧 

因 

0K ボタンでオフ 
_ライト 

孤 14:38 20.5で ’ 2 W 


ルームランプび自動点なモードのとさ 
にエンジンスイツチからキーを抜くと 
ルームランプび点なする機能の設定び 
でさます。 

►各種設定メニユー (W 52ぺージ） 
で E または E を押して、"ラ 
イト"を選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、"ルームランプ消 
な遅延："を表示させます。 

►应のを押して、設定を変更します。 




《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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表示 

設定内容 

オン 

ルームランプ残照機能び 
作動します。 

1 

オフ 

ルームランプ残照機能は , 

作動しません。 1 

詳しくは 

さし、 

0109ぺージ）をご覧くだ, 

車両 



m 下の設定びでさます。 

• ウィンタータイヤスピードリミッ 
夕_ 

• 車速感応ドア□ック （>157 ぺージ） 
• アンサーバック機能 （>157 ぺージ） 

ウィンタータイヤスピードリ S ッター 
設定画面 


が ♦が 

速度制限 

日日 （冬タイヤ)： 巧 

J - 因 

J 凸 0 K ボタンで変更 

_^_車両~ I 

が 14:38 20.5で J が 


最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でわ設定はでさますび、法定 
速度を守って走行してください。 

►各種設定メニュー (W 52ぺージ） 
で E または E を押して、"車 
両"を選択します。 



fOKl を押します。 

"速度制限（冬タイヤ）："が表示さ 
れます。 

应のを押します。 

E または E を押して、設定を 
変更します。 

应のを押します。 

設定内容 

ウィンタータイヤス 
ピードリミッターは 
作動しません。 

240km/h 最局速度かそれぞ 
。。〜れの iSJg に設定:さ 

230km/h れます。 

220km/h 
210km/h 
200km/h 
190km/h 
180km/h 
170km/h 
160 km/h 



《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

〇 ウィンタータイヤスピード U ミッ 
ターを設定しているときは、可変 
スピードリミッター(1>167ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウィンタータイヤスピード ッ 
ターの設定速度になります。 


ielw 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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さし、。 


さし、。 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


車速感応ドア□ック設定画面 



走行速度び約1 5 km/h (上になった 
とさにドアとトランクまたはテール 
ゲートを自動的に施錠する機能の設定 
がでさます。 

►各種設定メニュー （^152 ページ） 
で E または E を押して、"車 
両"を選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、"車速感応ドア□ッ 
ク："を選択します。 

►应のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動します。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは （^69 ぺージ）をご覧くだ 


アンサーバック機能設定画面 



U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車両を解錠/施錠したとさの 
確認音び設定でさます。 

►各種設定メニユー (W 52ぺージ) 
で ra または E を押して、"車 
両 " を選択します。 

► 区のを押します。 

► を押して、 "I レクト□こッ外-アン 
ヴーバック："を選択します。 

►区のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

リモコン操作時または 
キーレスゴー*操作時に 
確認音び鳴ります。 

オフ 

リモコン操作時または 
キーレスゴー*操作時に 
確認音が鳴りません。 


詳しくは （^61 ページ）をご覧くだ 


が ▲ ，占ひ 

n 車速感応ドア□ック： 5 


0 K ボタンでオフ 


_車両 

20.5 で 2视 


" I レ外□ニッ外- 

〇リ アンサーバック： 


OK ボタンでオフ 

車両 

巧 20.5でがり 


B 義6恒冊 
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コンフオート 




ii (下の設定びでさます。 

• イージーエント U — * 

• フ□ントシートベルトのテンション 
調整機能* 

•施錠時のドアミラー格納* (>159 
ぺージ） 

イージーエントリー設定画面* 


6ひ イージーエント U -: 巧 

因 

が 0K ボタンでオン 220 

_ ▼ コンフオート 

が 14:38 20.5で J が 


じ(下のとさにステア U ングび上方に移 
動する、イージーエントリーの設定が 
でさます。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

• イグニッシヨン位置が0か1で運 
転席ドアを開いたとさ 

►各種設定メニュー（1>152ぺージ） 
で ra または ra を押して、"コ 
ンフオート"を選択します。 

► 应のを押します。 

II イージーエントリー："が表示さ 
れます。 

►应のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

イージーエント U —び作 
動します。 

オフ 

イージーエント U —は作 
動しません。 


詳しくは089ぺージ）をご覧くだ 
さし、 

A けがのおそれがありまず 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイツ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開<とイージーエント U —び 
作動し、けびをずるおそれびあり 
ふ9 〇 

フ□ントシートベルトのテンション調 
整機能設定画面大 


00 ベルト調整： rt * 

因 

^0 0 K ボタンでオフ 

_ ^コンフォート 

W 14:38 20.5 で がり 


各種設定メニユー(>152ぺージ） 
で E または E を押して、"コ 
ンフオート"を選択します。 

应のを押します。 




を跋6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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^画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


► じ。または LaJ を押して、"ベルト 
調整："を選択します。 

► 应のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

イグニッション位置び 2 
のとさに、フ□ントシー 
トベルトのテンションび 
自動的に調整されます。 

オフ 

フ□ントシートベルトの 
テンションは調整されま 
せん。 


詳しくは（>99ぺージ）をご覧くだ 
さい。 


施錠時のドアミラー格納設定画面* 


U モコン操作またはキーレスゴー操作* 
での施錠時にドアミラーを格納する機 
能の設定がでさます。 

►各種設定メニュー （>1 52ぺージ） 
で E または E を押して、"コ 
ンフオート"を選択します。 

► 应のを押します。 

► E を押して、"□ック時のミラー 
格納： II を選択します。 

► 应のを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

施錠時のドア S ラー格納 
機能び作動します。 

オフ 

施錠時のドアミラー格納 
機能は作動しません。 

詳し < は 
さい。 

(>93ページ）をご覧くだ 

各種設定項目の初期化 


各種設定メニューのすべての項目をエ 
場出荷時の設定に初期化する（戻す) 
ことびでさます。 

各種設定項目を初期化ずる 

►各種設定メニュー(>152ぺージ) 
で ra を押して、"設定初期化"を 
選択し、应のを押します。 

"全ての設定を初期化しますか？" 
と表示されます。 

► E を押して、"はい"を選択し、 
应のを押します。 

初期化び実行され、"工場出荷時の 
設定に初期化しました"と表示さ 
れます。 

II いいえ"を選択すると、元の画面 
に戻ります。 

〇 安全のため、エンジンびかかって 
いるとさは初期化を行なラことびで 
さない項目があります。 




s 口 □ック時のミラー格納 ：做 

因 

OK ボタンでオン 

_コンフォート 

ぶ 14:38 20.5 で J か 


の 

全ての設定を 

占け 初期化しますか？ 


初期設定 
20.5でぶ、口 


と跋 e 恒冊 
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AMG メニュー 


AMG メニューを表示させる 


► W または W を押して、メニュー 
リストで " AMG " を選択します。 

油温 • 水温表示画面び表示されます。 


油温*水温表 7 F 画面 



①走ィ T 巧度表 
③ギア表示 

③ 油温表示 

④ 水温表 TJX 

AMG メニューの各項目では、走行速度 
表示①とギア表示②び表示されます。 

走行速度表示①は、走行中の速度を表 
TJX します。 

ギア表示②は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

エンジン回転が上昇し、シフトアップ 
するタイミングになったとさは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイの表示 
が赤くなり、ギア表示②の横に" UP " 
マークび 表示されます。 

油温表示③は、エンジンオイルの油温 
を表 TJX します。 


Q 油温が約80で未満のときは油温 
表示び点滅します。このとさはエン 
ジンオイルび温まっていません。必 
要(上にエンジン回転数を上げない 
よラに運転してください。 

水温表 TJX ④は、エンジン冷却水の水温 

を表 TJX します。 

©イグ ニッシヨン位置が1のときは、 
油温、水温は表示されません。この 
ときは"一で"が表示されます。 

走行モード. ESP ⑥モード/スポー 

ツ八ンドリングモード表示画面 



①走行モード表示 （ C 、 S 、 M モード） 

③ ESP ® モー ド/ スポー ツ八ンド U ング 


モード表示 （ ON 、 SPORT 、 OFF ) 

走行モード表示①と ESP ⑩モード/ 
スポーツ 八ンドリング モー ド表示②び 
表示されます。 

走巧モード. ESP ⑥モード/スポー 
ツ八ンドリングモード表示画面を表示 
させる 

► AMG メニューを表示させます。 

► 走行 モー ド- ESP ⑩ モー ド/ スポー 
ツ八ンド U ングモード表示画面び表 
示されるまで ra または ra を押 
します。 


を跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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レースタイマー画面 



W ぶ , aiMI 


①フップ表73^ 

③計測タイム 

レースタイマー画面では、周回ごとの 
ラップタイムを計測.記録したり、そ 
の結果を一覧表示でさます。 

イグニッシヨン位置び2のとさ、また 
はエンジンびかかっているとさに使用 
でさます。 

レースタイマー画面を表 TJX させて 
いるとさは、 m またはを押 
してオーディオなどの音量を調節す 
ることはでさません。 


レースタイマー画面を表示させる 

► AMG メニューを表示させます。 

► レースタイマー画面び表示されるま 
で ra または E を押します。 

タイム計測を開始ずる 

► I + I を押します。 

タイム計測が開始されます。 

スプリットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に Q を押します。 

スプリットタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0ます。 

タイム計測を停止ずる 

► タイム計測中に[±]を押します。 
タイム計測び停止します。 

►再度 m を押すと、停止した時点 
からタイム計測が再開されます。 

タイム計測中に、停車してイグニッ 
ション位置を1にすると、タイム計測 
び停止します。 

その後、イグニッション位置を2にす 
るかエンジンを始動して、 r + i を巧 
すと、停止した時点からタイム計測び 
再開されます。 

ラップタイムを 目 g 録 ずる 

最大16件までの計測タイムをラップ 
タイムとして記録でさます。 

► タイム計測中に Q を押します。 

スプリットタイムが約5秒間表示 
されます。 


B 暴6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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► スプリットタイムが表示されている 
ときに、再度を押します。 

スプリットタイムがラップタイムと 
して記録され、スプ U ットタイムび 
表示された時点から、次のラップの 
タイム計測び開始されます。 



③ 計測タイム 

④ ラツプ表示 

⑥最速ラップタイム 


〇 ラップタイムび記録されていると 
きは、計測タイム⑤の下に最速ラッ 
プタイム®が表示されます。 

〇 ラップタイムび16件記録される 
と、それ(上計測びでさなくなりま 
す。新たにタイム計測を行なラとさ 
は、記録したラップタイムをすべて 
消去してください。 

計測したタイムを消去ずる 

► タイム計測中に [+] を押します。 
タイム計測が停止します。 

► タイム計測び停止しているとさに 
Q を押します。 

計測タイムび消去され、表示が 
00:00 00に戻ります。 


記録したずべてのラップタイムを消去 
ずる 

► タイム計測を停止します。 

► 应のを押します。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "Reset Race - Timer ?" と表示さ 
れます。 

► E を押して " YES " を選択し、 
应のを押します。 

記録したすベてのラップタイムが消 
去されます。 

〇 記録したラップタイムは個別には 
消去でさません。 


と跋 e 恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびありまず。 
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全ラップの計測結果を確認ずる 



計測結果表示画面（全ラップ） 

①合計時間 

③計測した全ラップの平均速度 

③ 計測した全ラップでの最高速度 

④ 計測した全ラップの走行距離 

2周(上のラップタイムが記録されて 
いるとさは、タイム計測び停止してい 
るとさに全ラップの計測結果を表示で 
さます。 

計測結果表示画面（全ラップ）を表示 
させる 

► タイム計測を停止します。 

►計測結果表示画面（全ラップ）が表 
示されるまで ra または ra を押 
します。 


ラップごとの計測結果を確認ずる 





計測結果表示画面（ラップ万 IJ ) 

①ラップ表示 
③ラップタイム 

③ 表示されているラップの平均速度 

④ 表示されているラップの走行距離 
⑥表示されているラップでの最高速度 

ラップタイムび記録されているとさ 
は、タイム計測び停止しているとさ 
にラップごとの計測結果を表示でさ 
ます。 

計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► タイム計測を停止します。 

►計測結果表示画面（ラップ別）が表 
示されるまで ra または ra を押 
します。 

► 表示させたいラップの計測結果表示 
画面び表示されるまで ra または 
rri を押します。 

表示されているラップび最速ラップの 
ときは、ラップ表示①び点滅します。 


B 義6恒冊 


《画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあります。 
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走行装備 


走行装備には、(下のものがあります。 
• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的に維持して走行で 
さます。 

• 可変スピードリミッター 

設定速度を超えないよラに走行でさ 
ます。 

• ダイナミック八ンド U ングパッケー 
ジ* 

ヴスペンシヨンの制御を自動的に行 
ないます。 

• パー クト□ニック* 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障害物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

• パーキングアシストリアビューカ 
メラ* 

車の後ちの映像や音声案内により、 
車庫入れや縦列駐車などの後退操作 
を補助します。 

ABS 、 BAS 、 アダプティブブレーキラ 
イト、 ESP ®、 EBD については、走行 
安全装備 （^46 ページ）をご覧くだ 
さし、 


ソルー乂」ソトロール _ 

クルーズコント□ールを設定すること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
わ、設定速度を自動的に維持して走行 
でさます。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用することを 
想定したわのです。市街地では使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は 30 km/h (上です。 

A 事故のおそれがありまず 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任びありまず。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
を意を仏ってください。 


心 事故のおそれがありまず 

下のよラな場合はクルーズコント 
□ールを使用しないでください。車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
ずおそれびあ0ます。 

• 急な下り坂、急カーブ、巧びり< 
ねった道路を走行しているとさ 

• 加減速を繰り返ずよラな交通状況 
や交通量の多い道路を走行してい 
るとさ 

• 雨で濡れた路面や積雪路、凍結路 
などの滑りやずい路面を走行して 
いるとさ 

• 降雨時や降雪時、濃霧時など視界 
び確保でさないとさ 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e お冊 
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M クルーズコント □ ールの設定速度 
と、スピードメーターおよびマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの速度 
表示には、若干の誤差び生じること 
びあります。 

n 指定のサイズで4輪とわ同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動するおそれび 
あります。 

H マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにクルーズコント□ールに関する 
故障/警告メッセージが表示され 
たときは(>291ページ）をご覧く 
ださい。 

〇急な上り坂では速度を維持するた 
めにシフトダウンすることびありま 
すび、設定した速度を維持でさない 
とさはアクセルペダルを踏んで加速 
してください。 

〇急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持する 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありますび、設定速度を維持 
でさないことがあります。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

A 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


クルーズコント□ールを設定ずる 


ホの 


u 


の 、 W 

戶职1; 泌 

心な n ム 

①現在の走行速度に設定ずる/設定速 
度を上げる 



を 

跋 

G 

恒 

■ml 

luir 


③表示灯 

③ 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定する 

④ 現在の走行速度に設定ずる/設定速度 
を下げる 

⑥クルーズコント□ールと可変スピード 
U ミッターを切り替える 
⑧クルーズコント□ールを解除する 


クルーズコントロールは、巧変スピー 
ドリミッター(1>167ぺージ）と同じ 
レバーで 操作します。 


走行速度び 30 km/h (上のとさに設 
定でさます。 

► 表示灯③び消好していることを確 
認します。 

表示灯が点灯しているとさは、レ 
ノ（一を⑤のち向に押します。 

表示灯が消なします。 

► 設定したい速度で走行します。 

► レバーを①または®のち向に操作 
します。 


そのとさの走行速度に設定され 
ます。 
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または 

► レバーを⑤の方向に操作します。 

記憶されている前回の設定速度に設 
定されます。 

前回の設定速度び記憶されていない 
とさは、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

A 事故のおそれがありまず 

記憶されている前回の設定速度に設 
定するとさは、周囲び安全な状況で 
あることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大さな差びあ 
ると、急加速や急減速して事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


► アクセルペダルから足を放します。 

自動的に設定速度を維持しながら走 
行します。 



@クルーズコント□-ルインジケーター 


クルーズコン 卜□ールび設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"クルーズコント□ール"と設定 
速度び数秒間表示されます。 

また、設定速度から上の部分にクルー 
ズコント□ールインジケーター®が 
点、：なします。 


〇 クルーズ コン ト□ール インジ ケー 
夕一の目盛りは 5 km/h 単位です。 

〇 上り坂などを走行するとさは、設 
定した速度を維持でさないことがあ 
りますび、路面が平坦になると、設 
定した速度で走行を再開します。 

〇 じ(下のときはクルーズコント□一 
ルは設定でさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"クルーズコント□-ル--- km / 
h " び数秒間表示され、"---"部分が 
/点滅します。 

• 約 30 km/hii (下の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP ⑩の機能を解除しているとき 

• スポーツ八ンドリングモード* 
にしているとさ 

〇 エンジンを停止すると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
ます。 

設定速度を変更ずる 
設定速度を上ばる 

► レバーを①のち向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 1 km/h 
単位で上びります。 

レノ く一をし^っぱし^まで操作すると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上びります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとさは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げてください。アクセル 
ペダルから足を放すと、元の設定速 
度に戻ります。 

設定速度を下げる 

► レバーを④の方向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 Ikm/h 
単位で下びります。 

レノ（一をいっぱいまで操作すると、 
1 km / h 単位び切り下びり、 10 km / 
h 単位で下がります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

〇 レバーを④のち向に下げている 
とさは、シフトダウンしたり、自動 
的にブレーキを効かせることびあり 
ます。 

クルーズコント□ールを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作します。 
または 

► ブレーキペダルを踏みます。 

または 

► レバーを®の方向に押します。 

レバーの表示な③び点なして、可 
変スピード U ミッターび操作でさる 
状態になります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


じ(下のとさも、クルーズコント□ール 
は解除されます。 

• 走行速度が約 30 km / hii (下になっ 
たとさ 

• ESP ⑩び作動したときや、 ESP ® の 
機能を解除したとき 

• スポーツ八ンド U ングモード*に 
したとさ 

• セレクターレバーを rm に入れた 
とさ 

このとさに確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに"クルーズ 
コント□ール解除"び数秒間表示され 
ます。 

また、パーキングブレーキを効かせた 
とさちクルーズコント□ールは解除さ 
れます。 

A 事故のおそれびありまず 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランスミッションを損傷ずる 
おそれびあ0ます。 


可変スピードリミッター _ 

巧変スピードリミッターを設定する 
ことにより、アクセルペダルを踏んで 
も、設定速度を超えないよラに走行で 
さます。 

設定できる速度は 30 km / h から 
21 Okm / h または 250 km / h までの間 
です。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を走行 
する際は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


B 義6恒冊 
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A 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守してくだ 
さい。可変スピード U ミッター使 
用時の安全確保や危険回避につい 
ては、運転者に全責任びありまず。 

• 運転を交代ずるとさは、必ず交代 
ずる運転者に、巧変スピード U ミッ 
ターの機能と設定速度を伝えてく 
ださい。 

可変スピード U ミッターの機能を 
知らずに運転すると、アクセルぺ 
ダルを踏んでち速度び上びらず、 
事故を起こずおそれびありまず。 

• 巧変スピード U ミッターは設定速 
度!;上に加速する必要のないとさ 
に使用してください。 

P 可変スピードッターの設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差が生じるこ 
とびあります。 

P マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに巧変スピード U ミッターに関す 
る故障/警告メッセージが表示さ 
れたとさは(>291ページ）をご覧 
ください。 

P 急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持する 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことがありますび、設定速度を維持 
でさないことびあります。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 


心 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0ます。 


A 事故のおそれがありまず 

走行しているとさは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないでください。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
<なった0、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあ0ます。 

〇 車の最高速度(上に設定してち、 
最高速度 liLb の速度で走行すること 
はでさません。 

〇 車種や仕様により、設定でさる速 
度が異なる場合があります。 

〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最局速度に応じた最局速 
度を設定できるウィンタータイヤス 
ピー ドリミッターび装備されていま 
す。詳しくは（>156ページ）をご 
覧ください。 

ウィンタータイヤスピード U ミッ 
ターを設定しているとさは、可変ス 
ピードリミッターの設定速度の上限 
は、ウィンタータイヤスピード U 
ミッターの設定速度になります。 

〇 設定速度を維持でさないとさは、 
警告音が鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"リミット超えま 
した"と表示されることがあります。 


iGlw 
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巧変スピードリミッターを設定ずる 



①現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を上げる 
③表示な 

③ 記憶されている前回の設定速度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定する/ 
30 km / h に設定する 

④ 現在の走行速度に設定する/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 

⑥可変ス ピー ド U ミッタ ーとクルーズコ 
ント□ールを切り替える 
⑧巧変ス ピー ドリミッターを解除する 

巧変スピードリミッターは、クルーズ 
コント□—ル（|>164ぺージ）と同じ 
レバーで操作します。 

► 表示な③が点なしていることを確 
言忍します。 

表示なが消なしているとさは、レ 
ノ（一を⑤の方向に押します。 

表示なび点なします。 


► レバーをのまたは®のち向に操作 

し未す。 

• 走行速度び 30 km / hii (上のとき 
は、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

• 走行速度び 30 km / hii (下のとさ 
は、 30 km / h に設定されます。 

または 

► レバーを⑤の方向に操作します。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されます。 

• 前回の設定速度が記憶されてい 
ない場合、走行速度び 30 km/h 
じ(上のとさは、そのとさの走行 
速度に設定されます。 

• 前回の設定速度が記憶されてい 
ない場合、走行速度が 30 km/h 
(下のときは、 30 km / h に設定 
されます。 

A 事故のおそれびありまず 

巧変スピードリミッターを設定ずると 
さは、周囲の安全、特に後方の車など 
にを意しなびら操作してください。 

記憶されている前回の設定速度び走 
行速度より低いとさは、記憶されて 
いる前回の設定速度に設定すると、 
アクセルペダルを踏んでいても車は 
減速しまず。 

〇 エンジンを停止すると、記憶され 

ている前回の設定速度は消去され 

ます。 


B 義09恒冊 
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巧変スピード U ミツターび設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"制限速度"と設定速度び数秒間 
表示されます。 



③可変スピードリミッターインジケー 


夕一 

また、設定速度から下の部分に可変ス 
ピードリミッターインジケーター® 
び点なします。 

〇 可変スピード U ミッターインジ 
ケーターの目盛りは 5 km / h 単位 
です。 

設定速度を変更ずる 


設定速度を上ばる 

► レバーを①のち向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 1 km/h 
単位で上びります。 

レノ く一をし^つぱし^まで操作すると、 
1 km / h 単位び切り上がり、 10 km / 
h 単位で上びります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


設定速度を下ばる 

► レバーを④のち向に操作します。 

レバーを軽く操作すると、 Ikm/h 
単位で下びります。 

レノ（一をいっぱいまで操作すると、 
1 km / h 単位び切り下がり、 10 km / 
h 単位で下びります。 

► 希望する速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを®のち向に操作します。 
または 

► レバーを⑤のち向に押します。 
レバーの表示な③び消なして、ク 
ルーズコント□ールび操作でさる状 
態になります。 

A 事故のおそれがありまず 

可変ス ピー ド U ミッタ ーは ブレーキ 
ペダルを踏んでち解除でさません。 

じ(下のとさも、可変スピードリミッ 
ターは解除されます。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音び鳴ります。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
(上低い速度までは、キックダウン 
しても解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 


ielw 










走行装備 


171 


ダイナミック八ンドリングパッケー 

ジ大 _ 

運転状況や走行状況に合わせて、自動 
的にヴスペンションの制御を行ない 
ます。 

サスペンションは、主としてじ(下の要 
因に応じて制御されます。 

• 運転スタイル 

• 路面状況 

• 選択しているサスペンションモード 


モードの切り替え 



スペシャルスポーツモード 


タイヤの路面追従性を向上させ、ス 
ポーティ性を重視した硬めのヴスペン 
ション制御になります。 

また、エンジン回転数に応じて、アク 
セルペダルによるエンジンの反応び向 
上します。 

山道での走行など、スポーテイな走行 
をするときに適しています。 


スペシャル スポーツモー ドを選択ずる 

► エンジンを始動します。 

► スペシャルスポーツ モー ドスイッチ 
③を押して、表示なのを点なさせ 
ます。 

走行モー KOI 27ぺージ）が S モー 
ドになります。 

エンジンを停止すると、スペシャルス 
ポーツモードは解除され、コンフオー 
トモードになります。 

コンフォートモード 

快適性を重視したヴスペンション制御 
になります。 

カーブの少ない高速道路などを走行す 
るときに適しています。 

コンフオートモードを選択ずる 

► スペシャル スポーツ モー ドスイッチ 
③を押して、表示口のを消なさせ 
ます。 

走行モード （>1 27ぺージ）び E モー 
ドになります。 


パークト□ニック * _ 

フ□ントとリアのバンパーにあるセ 
ンヴーで障害物などを感知し、インジ 
ケーターと警告音で運転者に知らせ 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

パークト□ニックは運転者を支援ず 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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心 けがのおそれがありまず 

車の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントバンパー） 



セダン 

©センサー （ U アバンパー) 


フ□ントバンパーの6個のセンヴー 
のと U アバンパーの4個のセンサー 
③が障害物などを感知します。 


H センサーに泥や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、赤色 
インジケーターだけび点好して、約 
20秒後にパークト□ニックび停止 
することびあります。センサーに損 
傷を与えないよラま意して、定期 
的に清掃してください （^279 ペー 
ジ）。 


センヴーの感知節囲 



側ちから見た感知範囲（セダン) 


Cm 



_ 〜 W 脚3, 

上方から見た感知範囲（セダン） 
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フ□ントバンパーのセンサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 60 cm 〜1 5 cm 

リアバンパ- 

-のセンサー 

センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 80 cm 〜1 5 cm 


H バンパーのセンター部で約 20 cm 
(内、コーナー部で約 15 cm (内 
にある障害物は感知でさません。 


B センサーの周辺にアクセヴリーな 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックが正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につながるおそれ 
びあります。 

B 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分注意して< 
ださい。これらび至近距離内にある 
とき、状況によっては、センサーび 
これらを感知せず、車や物を損傷す 
るおそれびあります。 

〇センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことびあり 
ます。 

〇不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく作動 
しないことがあります。 

D 洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどが 
近くにあると、超音波が乱され、パー 
クト□ニックび正常に作動しないこ 
とびあります。 


Q 温度や湿度が高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器が車の近 
くにあるとさ、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びあります。 

インジケーター/作動表示 I 灯 



フ〇ント 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
©フ□ント作動表示灯 



①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
⑤ U ア作動表示な 

〇イ グニッシヨン位置を2にすると、 
すべてのインジケーターと作動表示 
なび一瞬点灯します。 


B 暴昼冊 
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パークト□ニックの作動 


イグニッシヨン位置び2でノーキング 
ブレーキび解除されているとさ、シフ 
卜位置に応じて、じ(下のよラに作動し 

ます。 


シフト位置 

作動内容 

EE 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯が点な 
します。 

1 R II N 1 

フ□ントとリアのセ 
ンヴーび作動し、フ 
□ントと U アの作動 
表示灯び点なします。 

の 

パークト□ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックは、走行速度び 
約 18 km / h じ(下のときに作動しま 
す。走行速度び約 18 km / hii (上に 
なると作動を停止します。 

感知節囲に障害物び入ったとさ 

黄色インジケーターび1個点なし 
ます。 

障害物との距離が近< なる につれ、点 
なする黄色インジケーターの数び増え 
ていさます。 

障害物との距離が近くなったとさ 

黄色インジケーターに加えて1個目の 
赤色インジケーターび点灯し、警告音 
び断続的に約3秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目の赤色インジケーターび点灯し、 
警告音が連続的に約3秒間鳴ります。 


Q 障害物との距離びセンサーの最短 
距離よりも近くなると、センサーは 
障害物を感知でさなかったり、正常 
に作動しなくなることびあります。 
また、インジケーターや作動表示な 
が消なすることびあります。 



①表示灯 

③パークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックを停止でさます。 

パークト□ニックを停止ずる 

► イグニッション位置び2のとさに、 
パーク ト□ニックオフスイッチ ③ 
を押します。 

スイッチの表示な①び点巧します。 

パークト□ニックを作動させる 

►パークト□ニックオフスイッチ③ 
を押します。 

スイッチの表示な①び消なします。 


I iGlw 
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〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止しても、次 
にイグニッシヨン位置を 2 にして 
パーキングブレーキを解除したと 
さ、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 

H システムに異常があるとさは、赤 
色インジケーターだけび点なして 
警告音び鳴り、約20秒後にパーク 
卜□ニックび停止することびあり 
ます。このとさは、パークト □ニッ 
クオフスイツチの表示灯が点灯し 
ます。 


パーキングアシストリアビューカ 
メラ * _ 

ノくーキングアシスト U アビューカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムです。 

A けがのおそれびありまず 

後退操作を行なうとさは、周囲に人 
や動物びいないことを確認してくだ 
さし、 


心 事故のおそれがありまず 

• パーキングアシストリアビューカ 
メラ使用時の安全確保や危険回避 
については、運転者に全責任びあ 
りまず。 

• パーキングアシストリアビューカ 
メラは運転者を支援ずるシステム 
でず。絶対に COMAND ディスプ 
レイの映像だけを見て後退や車庫 
入れなどをしないでください。 


• システムの特性上、 COMAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近 
感び正しく映し出されなかったり、 
映像び非常に見えづらいことびあ 
ります。 COMAND ディスプレイ 
の映像だけを見て後退などをする 
と、人や他の車、障害物に衝突し 
たり、事故につなびるおそれびあ 
ります。必ず自分の目やミラーで 
後ちや周囲の安全を直接確認して 
<ださい。 

• U アバンパーの至近距離や下方に 
ある物は映し出されないため、運 
転者は COMAND ディスプレイの 
映像だけに頼らず、必ず自分の目 
やミラーで周囲の状況を直接確認 
して < ださい。 


A 事故のおそれがありまず 

じ(下のとさは、パーキングアシスト 

U アビューカメラび正常に作動しな 

かったり、機能び制限されるおそれ 

びありまず。 

• トランクやテールゲートび完全に 
閉じていないとさ 

• 激しい雨や雪び降っているとさや 
霧のとさ 

• カメラび巧れているとさなど、 
COMAND ディスプレイの映像び 
見えづらいとさ 

• 夜間や暗い場所にいるとさ 

• 急激な温度変化びあったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入つ 
たとさやカメラに冷水や温水びか 
かったとさなど） 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義09恒冊 
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• カメラにへッドランプや日光の反 
射などの強い光び直接当たったと 
さ（映像に白い縦線び入ることび 
あ0まず） 

• 堂光灯の下で使用するとさ（映像 
にちらつさび出ることびあります） 

• 急激な明るさの変化びあったとさ 
(ガレージから出し入れするとさな 
ど） 

• カメラび曇ったり、水滴び付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• カメラ付近の温度び極端に高いと 
さや低いとさ 

• カメラにミ尼や汚れび付着したとさ 

• カメラやカメラの周囲に損傷びあ 
るとさ 

上記のよラな場合は、パーキングアシ 
スト U アビューカメラを使用して後 
退操作を行なわないでください。人 
や他の車、障害物に衝突したり、事 
故につなびるおそれびありまず。 

車の後部を損傷したとさは、ずみや 
かにメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場でカメラの点検および調整を 
行なってください。 

P 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
(がのホイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼすおそれ 
があります。 

P カメラの周囲に強い衝撃を与えな 
いでください。故障の原因になり 
ます。 


" 乗員人数や荷物の積載量が多<車 
両び沈み込んだり傾いたりしている 
場合は、画面に表示されているガイ 
ドラインに誤差び生じます。必ず自 
分の目やミラーで後方や周囲のち全 
を直接確認してください。 

n ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれがあるとさは、メルセ 
デス-ベンツ指定ヴービスエ場にお 
たずねください。 

〇トランクやテールゲートを開閉す 
るときなどは、カメラを損傷しなし、 
よラに注意してください。 

H じ(下のよラな場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤがスリップしやすいとさ 

• 坂道やカーブなどの平坦または 
直線でない道路 

D 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するときは、ノズルをカメラや力 
メラの周囲に近付けないでくださ 
し、水圧び高いため、故障の原因に 
なります。 

H カメラを清掃するときは、きれい 
な水で汚れを落とし、やわらかい巧 
でおき取ってください。有機溶剤や 
強アルカリ洗剤などは使用しないで 
ください。 

また、強い力で乾なさしないでくだ 
さし、変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷するおそれびあります。 


iGlw 
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H ボディにワックスをかけるとさ 
は、カメラにワックスび付着しな 
いよラに注意してください。付着 
したときは、水に カーシ ヤン プー 
などを湿ぜた洗浄液で拭さ取って 
ください。 

カメラの位置 


COMAND ディスプレイの映像 



セダン 

©カメラ 




み、 


ステーションワゴン 

©カメラ 

カメラのは、トランク八ンドルのち 
側またはテールゲート八ンドルの左側 
に装備されています。 


後退駐車モードの映像 
の予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 4.0 m ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0m ガイドライン（黄色） 

④ 0.2 日 m ガイドライン（ホ色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、ルームミラーやドアミラー 
で見るのと同じ左ち反転させた鏡像と 
なります。 

A 事故のおそれがありまず 

安全のため、ガイドラインの色の識 
別び困難なちは、パーキングアシス 
卜 U アビューカメラを使用しないで 
<ださい。 

〇 トランクやテールゲートび開いて 
いたり、完全に閉じていない状態で 
セレクターレバーを EE に入れた 
とさや、パーキングアシストリア 
ビューカメラ作動中にトランクや 
テールゲートを開いたとさは、ガイ 
ドラインは表示されません。このと 
さは COMAND ディスプレイに"卜 
ランクび開いていますガイドでさ 
ません"または"テールゲートび開 


いていますガイドでさません 
数秒間表示されます。 


と 


B 義6恒冊 
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〇 セレクターレバーを aj から 
EE に入れたときは、数秒間パー 
キングアシスト U アビューカメラの 
映像が COMAND ディスプレイに 
表示されます。 

〇 パーキングアシスト U アビュー 
カメラを作動させているときに、 
COMAND システムの他の機能を作 
動させると、パーキングアシスト 
U アビューカメラの映像が中断さ 
れます。 

P 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスプ 
レイの映像では実際よりわ遠くにあ 
るよラに見えます。ガイドラインだ 
けで距離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認して < ださい。 

P 障害物に向かって後退していると 
さは、障害物び 0.25 m ガイドライ 
ン④を越えないよラに注意してく 
ださい。障害物によっては、 0.25 m 
ガイドライン®まで後退するじ(前 
に衝突するおそれがあります。 

P ステアリングをまわしなびら後退 
するとさは、車のフ□ント部び他の 
車や障害物に接触しないよラに注意 
してください。 


〇下図のよラに路面に接していない 
障害物や上方の空間にある障害物は 
ガイドライン内になくても接触する 
可能性びあります。十分に注意して 
ください。 



後退駐車モード 

駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車するとさに、画面表示で後退操作 
を補助するモードです。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND ディスプレイを展開し 
ます。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 

COMAND ディスプレイに後ちの映 
像び表示されます。 



を跋 e お冊 


①後退駐車アイコン 
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► |-： K ， I び表示されていないときは、 
後退駐車アイコン た三 □①を選択 
して、 COMAND コント□—ラーを押 
します。 



► 後退駐車時のガイドラインび表示さ 
れます。 


〇 "戻る"を選択して COMAND コ 
ント□ーラーを押すと、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像が 
消え、元の画面に戻ります。 

パーキングアシストリアビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、セ 
レクターレバーを EE じ(外の位置 
に入れて、再度 FRn に入れます。 

ステアリングをまわさないで、まつず 
ぐ後退駐車ずる 



►周囲にま意しなびら、まっすぐ後退 
します。 

U ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
いことを確認してください。 


ステアリングをまわしながら、後退駐 
車ずる 



© COMAND ディスプレイ表示の例 
©©び表示されているとさの自車位置 
③直進ガイドライン（青色） 

® 予想進路ガイドライン（黄色） 

► 予想進路ガイドライン④び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステア 
リングをまわしなびら、注意して後 
退します。 

►直進ガイドライン③び、駐車しよ 
ラとしているスペースと平行になつ 
たら、ステアリングを直進位置に戻 
して、後退してください。 

P ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
いことを確認してください。 


B 義 G 9 恒冊 


© COMAND ディスプレイ表示の例 
©のび表示されているとさの自車位置 
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〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン④の位置を調整して 
わ、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしまラ場合は、駐車ス 
ペースが狭すざます。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 


路上の駐車スペースなどに縦列駐車す 
るとさに、画面表示と音声案内で後退 
操作を補助するモードです。 


縦列駐車ずる 



@駐車スペース前ちの駐車車両 

③駐車スぺース 

► 駐車スペース前方の駐車車両③か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両③の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車します。ス 
テア U ングは直進状態にします。 

〇 駐車スペース⑤の前ちに駐車車 
両びないとさは、後退駐車モードで 
駐車することをお勧めします。 


► C 0 MAND ディスプレイを展開し 
ます。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 


COMAND デイスプレイに後ちの映 
像び表示されます。 



® 縦列駐車アイコン 


► 巾、 ■ 1 び表示されていないと 

きは、縦列駐車アイコン I I 
④を選択して、 COMAND コント□一 
ラーを押します。 



► 縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されます。 


を跋 e 恒冊 
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〇" 戻る"を選択して、 COMAND コ 
ント □ ーラーを押すと、パーキング 
アシスト U アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻ります。 

パーキングアシスト U アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、セ 
レクターレバーを EE じ(外の位置 
に入れて、再度 EE に入れます。 




©駐車位置ガイドライン 

► 垂直ガイドライン®び表示されて 
からしばらくすると、駐車位置ガイ 
ドライン®が表示されます。 


@駐車スペース前ちの駐車車両 

©垂直ガイドライン 

► 垂直ガイドライン®び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両③の後端に合ラ 
までステアリングをまわさずに後退 
します。 

► 垂直ガイドライン®び駐車車両の 
後端に合ったら、停車します。 

H 垂直ガイドライン®び駐車車両 
③の後端から外れていると、正し 
い位置に駐車でさません。 



を； 

す© 

—@ 


①駐車位置ガイドライン（道路側） 

® 駐車位置ガイドライン（縁石側） 

► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）©び駐車車両の夕 
イヤの接地面に接するまで、ステア 
U ングをまわします。また、このと 
さ駐車位置ガイドライン（縁石側） 
⑥が、駐車スペースの前後の車両 
や道路の縁石、摄や電せなど道路脇 
の障害物にかかっていないことを確 
言忍します。 


B 義6恒冊 
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P 駐車位置ガイドライン（道路側） 
@が駐車車両のタイヤ部分に交 
わっていると、正しい位置に駐車す 
ることびでさません。 

P 駐車位置ガイドライン（縁石側） 
® び正しい位置に合っていること 
を確認してください。正しい位置に 
合わせないまま後退すると、駐車車 
両や障害物に衝突するおそれびあり 
ます。 

P ステアリングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側） ® の位置 
を調整しても、駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）内に駐車車両や障害物 
が入ってしまラ場合は、駐車スペー 
スが狭すざます。そのスペースには 
駐車しないでください。 

P ステアリングをまわしすざたとさ 
は"ガイドでさませんステアリン 
グを戻してください"と表示され 
ます。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）® 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

►後退をはじめると、画面から垂直ガ 
イドライン⑤、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）®、駐車位置ガイド 
ライン（縁石側） ® び消えます。 

B 周囲のち全を確認しなびら、ゆつ 
くり後退してください。 


〇 じ(下のときはガイドが中止され 
ます。 

• セレクターレバーを EE じ I 外の 
位置に入れたとさ 

•" 戻る"、またはを選択し 
たとさ 

• COM AN D コントローラー横の 
胃を押したとさ 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステア U ングを操作したとさ 

〇後退するとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車の 
フ□ント部び人や他の車、障害物 
などに衝突しないよラに注意して 
ください。 

U 後退をはじめた後は、ステアリン 
グをまわさないで<ださい。ステア 
リングをまわすとガイドび中止さ 
れ、画面に"ガイドでさません"ま 
たは"ガイドでさませんステアリン 
グがずれました"と表示されます。 

〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
さい。 


を跋 e お冊 
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® ステアリング角度ガイドライン 

►ゆっくり後退をはじめると、ステア 
U ング角度ガイドライン®び表示 
されます。 

縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テア U ング角度ガイドライン®び 
合ラまでステアリングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退します。 

► ステアリング角度ガイドライン® 
び正しい位置に合ったら、停車し 
ます。 



@直進ガイドライン（青色） 

⑩予想進路ガイドライン（黄色) 


► ステアリングを反対方向にいっぱい 
までまねします。 

直進ガイドライン®と予想進路ガ 
イドライン⑩び表示されます。 

► 予想進路ガイドライン⑩び縁石な 
どの駐車スペースの縁と接するまで 
ゆっくり後退します。 

H 後退するとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前ちの駐車車両などに衝 
突しないよラにま意してください。 

►車び、駐車しよラとしているスペー 
スと平行になったら、ステアリング 
を直進位置に戻します。 

パーキングアシストリアビューカメラ 
の設定 

► COMAND コント□ールパネルの 
© ボタンを押します。 

または 

►アプリケーシ ヨン エリ アの'、 システム II 
を選択します。 

設定基本画面になります。 
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►" システム" 一" U アビューカメラ" 
を選択します。 



パーキングアシストリアビューカメラ 
の起動設定 

►" リバース連動"を選択します。 


COMAND コント□ーラーを押すた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークが表示/消去されます。 



チェック 
マー ク 

設定内容 

表示 

COMAND ディスプレ 
イび展開しているとさ 
にセレクターレバーを 
fri に入れると、パー 
キングアシスト U ア 
ビューカメラが自動的 
に起動します。 

消去 

パーキングアシスト U 
アビューカメラは起動 
しません。 


〇イグ ニッシヨン位置を0にしたり、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
わ、設定内容は記憶されます。 


パーキングアシストリアビューカメラ 
の音声案内設定 

►" 音声案内"を選択します。 


COMAND コント□ーラーを押すた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークび表示/消去されます。 
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チェック 
マー ク 

設定内容 

表示 

音声案内び行なわれ 


ます。 

消去 

音声案内は行なわれ 


ません。 


〇 音声ガイドの音量は、ステアリ 
ングの f-tni — I スイッチ、または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさます。 
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エアコンディシ ョナーの 取り扱い 

エアコンディショナーは、設定温度や 
外気温度などに応じて、送風量や送風 
口の組み合わせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちます。 

A 乂傷のおそれがありまず 

送風温度を高めに設定してあるとさ 
は、送風□び過熱して高温になるこ 
とびあり、火傷をするおそれびあり 
まず。また、暖気び送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれび 
ありまず。十分にを意してください。 

送風温度を低めに設定してあるとさ 
に送風口に身体をお付けると、しも 
やけなどを起こずおそれびありまず 
ので十分にを意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けすざないよラにを意してください。 


9環境 

• エアコン デ ィショナーの 冷媒 には、 
新;令媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出ずることは法律で 
禁止されています。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
び適切に処理されるよラに努めな 
ければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充や交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


A 事故のおそれがありまず 

エアコンディショナーの設定は 、 ■UU 
降の説明に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウび曇って事故を 
起こずおそれびあります。 

Q フ□ントウインドウ下部の吸気口 
び雪や氷で覆われないよラにしてく 
ださい。 

送風口や車内の吸排気口び覆われ 
ないよラにしてください。 

〇 外気温度び高いときは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換気 
をしてください。リモコン操作で車 
外からドアウインドウとスライディ 
ングルーフ*を開くと、短時間で 
換気でさます （^11 7ページ）。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。 

〇 エアコンディシ ョナーの 機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびあります。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換び必要です。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類が目づまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
ます。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 








エアコンディショナー 


コント□ールパネル 



①送風温度調整ダイヤル（左側） 
③ AUTO スイッチ 
③オフスイッチ 
® 運転席連動モードスイッチ 
® AC スイッチ 
® デフ□スタースイッチ 
@内気循環スイッチ 
® 送風温度調整ダイヤル（ち側） 
® U アデフォッガースイッチ 
@送風量調整スイッチ（強） 


⑩送風量調整スイッチ 
@ディスプレイ 
® 送風口選択スイッチ 
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通常の使い方 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ③を押します。 

エアコン ディショ ナ ーび AUTO モー 
ドで作動します。 

AUTO スイッチの表示なび点灯し、 
送風口の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになります。 

または 

►オフスイッチ⑤を押します。 

オフスイッチの表示灯び消灯し、エ 
アコンディショナーび停止前の設定 
で作動します。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとさは、外気導入モードに設 
定されます。 

〇 リアデフ ォッ ガースイッチ®じ ( 
がのエアコンディショナーのスイッ 
チやダイヤルを操作したとさち、エ 
アコンディショナーは作動します。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑤を押します。 

オフスイッチの表示灯び点灯し 
ます。 

P ドアウインドウやスライディング 
J レーフ*が閉じているとさにエア 
コンディショナーを停止すると、ウ 
インドウび曇りやすくなります。 

AUTO モードの解除 

エアコンデイシヨ ナーげ AUTO モー 
ドで作動しているとさにじ(下の操作を 
行ないます。 


► 送風量調整スイツチ®または⑩ 
を押します。 

AUTO スイツチの表示灯び消灯し、 
送風量調整の AUTO モードび解除 
されます。 

または 

► 送風口選択スイツチ®を押します。 

AUTO スイツチの表示灯び消灯し、 
送風口選択の AUTO モードび解除 
されます。 

AC モード 


AC モードを設定しているときは、除 
湿/冷房された空気び送風されます。 

A 事故のおそれがありまず 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び閉じているとさに AC モー 
ドを解除ずると、ウインドウの内側 
び曇りやずくなり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

9環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負担び軽減し、燃費び向上しまず。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンびかかっているときに送風され 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 





AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑤を押します。 

AC スイッチの表示なび消なします。 

除湿/冷房されていない空気び送 
風されます。 

AC モードに設定ずる 
►再度、 AC スイッチ⑤を押します。 
AC スイッチの表示灯が点なします。 

除湿/冷房された空気び送風され 
ます。 

Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させたとさは、自動的に 
AC モー ドになります。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れることがあります。 

〇 エアコンディショナーび停止し 
ているときに AC スイッチの表示な 
び点なするとさは、エアコンディ 
ショナーび故障しているため、除 
湿/ ;令房された空気は送風されま 
せん。メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


送風温度の調整 

左ち別々に送風温度を調整できます。 

送風温度を上ばる 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑥ 
を時計回りにまわします。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤルのまたは® 
を反時計回りにまわします。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
ち、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 通常は22でに設定することをお 
勧めします。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が開いていると、設定温 
度を維持でさません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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フ□ント送風 □ 


ナ— 



ち八ンドル車 


@中央送風口（左側）開閉ダイヤル 

® 中央送風口（左側） 

© 中央送風口（ち側） 

© 中央送風口（ち側）開閉ダイヤル 

© フ□ントドアウインドウ送風 □ 
(ち側） 

© ヴイド送風口（ち側） 

◎ サイド送風口（ち側）開閉ダイ 
ヤル 

0ヴイド送風口（左側） 

①ヴイド送風口（左側）開閉ダイ 
ヤル 

( J ) フ□ントドアウインドウ送風 □ 
(左側） 

® フ□ント足元送風 □ 

(D フ□ントウインドウ送風 □ 


中央送風□とサイド送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®◎©①を上側 
にまねします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上が 
ります。 

中央送風□とサイド送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®◎©①を下側 
にまわします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量が下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしてわ、送風口を完全 
に閉じることはでさません。 

送風□の風向きを調整ずる 

中央送風口とサイド送風口は風向きを 
調整でさます。 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、各送風口 
の風向きを中央にすることをお勧め 
します。 
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リア中央送風 □ 



@リア中央送風□開閉ダイヤル 
® リア中央送風口（ち側） 

◎ U ア中央送風口（左側） 


〇 U ア送風口の送風温度や送風量は 
フ□ントの設定に連動します。 

送風□を開く 

► U ア中央送風口開閉ダイヤル®を上 
側にまわします。 

徐々に送風口び開き、送風量び上 
がります。 

送風□を閉じる 

► U ア中央送風口開閉ダイヤル®を下 
側にまわします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量が下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

送風□の風向さを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


グローブボックス内の送風 □ 



左八ンドル車 
@開閉ダイヤル 
® 送風口 


グ□ーブボックス内に送風することび 
でさます。 

グ□ー ブボックス内の送風□を開 
閉ずる 

► 開閉ダイヤル®を時計回りまたは反 
時計回りにまわします。 

Q エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風口を閉じてください。 

fl が気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス内の送風□を開き、エアコ 
ンディショ ナ ーの AC モードを 設定 
してください。収納物を損傷したり、 
ガスライターやボンベなどが入つ 
ている場合は爆発するおそれがあり 
ます。 

〇 送風量はエアコンディショナーの 
設定に連動します。 

グローブボックス内には、が気また 
は冷気び送風されます。 


B 義 G 9 恒冊 









192 


ナ— 


リア足元送風 □ 


フ□ントシートの下側に U ア足元送風 
□びあります。 

H 荷物などで U ア足元送風口をふさ 
がないで < ださい。 

送風□の選択 


送風口を手動で選択できます。 

► 送風口選択スイツチ®を押して、 
ディスプレイ©の送風ロインジ 
ケーターに送風したい送風□のマー 
クを表示させます。 


〇 エアコンデイシ ヨナ ーび AUTO 
モー ドで作動しているときに送風 
口選択スイッチを押すと、 AUTO ス 
イッチ③の表示なび消灯し、送風 
口選択の AUTO モー ドが解除され 
ます。 

送風 □ 
マー ク 

まに送風される送風 □ 

而 • 

フ□ントウインドウ送風 
□、フ□ントドアウイン 
ドウ送風□、サイド送風 
□、 U ア中央送風 □ 

V 

中央送風口、サイド送風 
□、 U ア中央送風 □ 


フ□ント足元送風□、ヴ 
イド送風□、 U ア中央送 
風口、 U ア足元送風 □ 

が 

中央送風口、サイド送風 
□、フ□ント足元送風□、 
リア中央送風口、リア足 
兀送風 □ 

:ゾ 

すべての送風口 


送風 □ 
マーク 

主に送風される送風 □ 


フ□ントウインドウ送風 
□、フ□ントドアウイン 
ドウ送風□、中央送風□、 
サイド送風口、リア中央 
送風 □ 

而 • 

フ□ントウインドウ送風 
□、フ□ントドアウイン 
ドウ送風□、サイド送風 
口、リア中央送風口、フ 
□ント足元送風□、リア 
足兀若風 □ 


〇 送風ロインジケーターに複数の送 
風ロマークを表示させると、組み合 
わせた送風□から送風できます。 


〇 選択した送風口(がの送風口から 
わ、微量の送風が行なわれることび 
あります。 

〇 送風口の選択にかかわらず、サイ 
ド送風口からは常に送風び行なわれ 
ます。サイド送風口からの送風を停 
止するときは、サイド送風□を閉じ 
てください。 

送風量の調整 


送風量を手動で調整できます。 

〇 送風量は7段階に調整できます。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）@を押 
します。 

ディスプレイ©の送風量インジ 
ケーターの点な数び増えます。 
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送風量を下ばる 

►送風量調整スイッチ（弱）⑩を押 
します。 

ディスプレイ©の送風量インジ 
ケーターの点な数び減ります。 

〇 エアコンディシヨナーが AUTO 
モー ドで作動しているときに送風 
量調整スイッチを押すと、 AUTO ス 
イッチ③の表示灯び消口し、送風 
量調整の AUTO モー ドび解除され 
ます。 

運転席連動モード 


助手席側の送風温度を運転席側の送風 
温度の設定に連動させることびでさ 
ます。 

運転席側の設定を変更すると、助手席 
側の設定ち変更されます。 

運車5席連動モードに設定ずる 

► 運転席連動モードスイッチ④を押 
します。 

運転席連動モードスイッチの表示な 
が点なします。 

運輯席連動モードを解除ずる 

► 運転席連動モードスイッチ④を押 
します。 

運転席連動モードスイッチの表示な 
び消なします。 

〇 助手席側の送風温度調整ダイヤル 
を操作すると、運転席連動モードは 
解除されます。 


デフ□スターモード 


フ□ントウインドウの外側が凍結し 
ているとさや、フ□ントウインドウま 
たはフ□ントドアウインドウの内側び 
曇っているとさに使用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

►デフ□スタースイッチ®を押し 
ます。 

デフ□スタースイッチの表示灯が点 
好し、じ(下の内容でエアコンディ 
シヨナーび作動します。 

• 除湿された空気が送風されます。 

• 外気温度によっては、送風量び 
上がります。 

• 外気温度によっては、送風温度 
び高くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□とフ 
□ントドアウインドウ送風□、 
サイド送風口を中/こ N に送風され 
ます。 

• 内気循環モードび解除されます。 

〇 曇りが取れたら、すみやかに解除 
してください。 
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デフ□スターモードを解除ずる 

► デフ□スタースイッチ®を押します。 

スイッチの表示巧が消なし、送風温 
度、送風口の選択、送風量などが元 
の設定に戻ります。 

または 

► AUTO スイッチ③を押します。 

スイッチの表示なが点灯し、デフ □ 
スタースイッチの表示灯び消灯し 
ます。 

送風温度び元の設定に戻り、送風量 
と送風口の選択び自動的に調整され 
ます。 

または 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑥ 
を操作します。 

または 

► 送風量調整スイッチ®または⑩を 
押します。 

〇 デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していたとき 
は AC モードに設定され、内気循環 
モードにしていたとさは内気循環 
モードは解除されます。 


フ□ントウインドウの内側が曇るとき 

► AC スイッチ⑤を押して、 AC モー 
ドに設定します。 

► AUTO スイッチ③を押します。 

►曇りが取れないときは、デフ□ス 
夕ーモードに設定します。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめてください。 

フ□ントウインドウの外側び曇るとき 

► ワイパーを作動させます。 

► 送風口選択スイッチ®を操作して、 
ディスプレイ©の送風ロインジ 
ケーターにまたは ra のマー 
クを表示させます。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめてください。 

リアデフォッガー 

リアウインドウの曇りを取るときに使 

用します。 

A 事故のおそれがありまず 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こずおそれびありまず。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置が2になってい 
ることを確認します。 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
します。 
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スイッチの表示灯び点灯します。 





ンデイシ ヨナー 


195 


リアデフォッガーを停止ずる 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
し未す。 

スイッチの表示灯が消なします。 

リアデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止します。 

H 消費電力が大さいため、曇りが取 
れたら早めに停止してください。 

〇 リアデフォッガーび自動的に停 
止するまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なります。 

〇 バッテ U —の電圧び低くなると短 
時間で停止したり、 U アデフォッ 
ガースイッチを押してちスイッチの 
表示なびすぐに消なして作動しない 
場合があります。電圧び回復すると 
自動的に作動します。 

〇 外気温度が低いとさは、リアデ 
フォッガースイッチを押してちすぐ 
に作動しない場合があります。 

内気循環モード 


トンネル内など、空気び汚れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
し东す。 

内気循環モードに設定すると、車内の 
空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*を開閉でさます。 


A 事故のおそれがありまず 

外気温度び低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくだ 
さい。ウインドウび曇りやすくなって 
視界を確保でさなくなり、周囲の交 
通状況を把握でさずに事故を起こす 
おそれびあ0まず。 

©外気 温度び非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わり 
ますが、このときは内気循環スイッ 
チの表示なは点なしません。約30 
分経過すると、一定の割合で外気導 
入をはじめます。 

〇 内気循環モードに設定していると 
きに AC モードを解除すると、自 
動的に内気循環モードは解除され 
ます。 

内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ®を押します。 

内気循環スイッチの表示灯び点好し 
ます。 

または 

► ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じはじめるまで、内 
気循環スイッチ®を押して保持し 
ます。 

内気循環モードに設定され、ドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
び自動で閉じます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間び経過するとじ(下のよラに外 
気導入をはじめます。 


外気温度が約 
下のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 


外気温度び約 

約30分後 

上のとさ 



公 けびのおそれがありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を開じてい 
るとさに、挟み込みなどの抵巧びあ 
ると、ただちに停止して少し開く機 
能びありまずび、身体を挟まれない 
ようにを意してください。 


内気循環モードを解除ずる 

► 内気循環スイッチ®を押します。 

内気循環スイッチの表示灯び消なし 
ます。 

または 

► ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が開さはじめるまで、内 
気循環スイッチ®を押して保持し 
ます。 

内気循環モードび解除され、ドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
び前回開いていた位置まで自動で開 
さます。 


A けがのおそれがありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を開いてい 
るとさは、ドアウインドウに身体を 
寄りかけたり、スライディングルー 
フ * やサンシエードに触れないよう 
にしてください。ドアウインドウと 
ドアフレームとの間、スライディン 
グルーフ*やサンシエードに身体び 
引さ込まれて、けびをするおそれび 
あ0まず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
を、別のスイッチで開いた場合、開い 
たドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作に連動して開くことはでさま 
せん。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 




© 送風温度調整ダイヤル（左側） 
③ AUTO スイッチ 
⑤オフスイッチ 
@運転席連動モードスイッチ 
® AC スイッチ 

^ 余熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
® ンスイッチ 

@デフ□スタースイッチ 

® 送風温度調整ダイヤル（ち側） 

® U アデフォッガースイッチ 

@送風口選択スイッチ（ち側） 

⑩送風量調整スイッチ（強） 

@送風量調整スイッチ（弱） 

® ディスプレイ 

@送風口選択スイッチ（左側） 

® 内気循環スイッチ 


エアコンディショナー（後席独立調整式) 
コント□ールパネル 



※エアコンディショナー（後席独立調整式）は、曰本仕様には装備されません。 
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通常の使い方 


エアコンディショナーを作動させる 

► AUTO スイッチ③を押します。 

エアコン ディショ ナ ーが AUTO モー 
ドで作動します。 

AUTO スイッチの表示灯び点灯し、 
送風口の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになります。 

または 

►オフスイッチ⑤を押します。 

オフスイッチの表示灯び消灯し、エ 
アコンディショナーび停止前の設定 
で作動します。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとさは、外気導入モードに設 
定されます。 

〇 余熱ヒーター*ベンチレーション 
スイッチ®、 U アデフォッガース 
イッチ® (外のエアコンディショ 
ナーのスイッチやダイヤルを操作し 
たとさち、エアコンディショナーは 
作動します。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ③を押します。 

オフスイッチの表示なが点なします。 

n ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとさにエア 
コンディショナーを停止すると、ウ 
インドウび曇りやすくなります。 


AUTO モードの解除 

► エアコンディシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているとさに AUTO ス 
イッチ③を押します。 

AUTO スイッチの表示灯が消灯し、 
送風量と送風口選択の AUTO モー 
ドが解除されます。 

ディスプレイ©に送風量インジ 
ケーターと送風□インジケーターび 
表示されます。 

〇 エアコンディシヨナーび AUTO 
モードで 作動して いると さに、送 
風量調整スイッチ⑩®または送風 
口選択スイッチ®®を押すと、そ 
れぞれの AUTO モー ドび解除され、 
AUTO スイッチの表示灯び消灯し 
ます。 

AC モード 


AC モードを設定しているときは、除 
湿/冷房された空気び送風されます。 

A 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び閉じているとさに AC モー 
ドを解除ずると、ウインドウの内側 
び墨りやずくなり、事故を起こすお 
それびあ0ます。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負担び軽減し、燃費び向上しまず。 

〇 除湿/冷房された空気は、エンジ 
ンびかかっているときに送風され 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です, 






AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑤を押します。 

AC スイッチの表示なび消なします。 

除湿/冷房されていない空気び送 
風されます。 

AC モードに設定ずる 
►再度、 AC スイッチ⑤を押します。 
AC スイッチの表示灯が点なします。 

除湿/冷房された空気び送風され 
ます。 

Oauto モードでエアコンデイシヨ 
ナーを作動させたとさは、自動的に 
AC モー ドになります。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気び送風さ 
れることがあります。 

〇 エアコンディショナーび停止し 
ているときに AC スイッチの表示な 
び点なするとさは、エアコンディ 
ショナーび故障しているため、除 
湿/ ;令房された空気は送風されま 
せん。メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


送風温度の調整 

左ち別々に送風温度を調整できます。 

送風温度を上ばる 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑥ 
を時計回りにまわします。 

送風温度を下げる 

► 送風温度調整ダイヤルのまたは® 
を反時計回りにまわします。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
ち、設定温度に達するまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は22でに設定することをお勧 
めします。 

〇 ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び開いていると、設定温 
度を維持でさません。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


B 義6恒冊 
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フ□ント送風 □ 


ナ— 


ち八ンドル車 


@ 

中央送風口（左側）開閉ダイヤル 

(D 

中央送風口（左側） 


◎ 

中央送風口（ち側） 


© 

中央送風口（ち側）開閉ダイヤル 

© 

フ□ントドアウインドウ送風 □ 
(ち側） 

© 

サイド送風口（ち側） 


◎ 

サイド送風口（ち側） 
ヤル 

開閉ダイ 

© 

ヴイド送風口（左側） 


① 

サイド送風口（左側） 
ヤル 

開閉ダイ 


フ□ントドアウインドウ送風 □ 
(左側） 

® 

フ□ント足元送風 □ 


© 

フ□ントウインドウ送風 □ 


〇 センターコンソール後端の U ア中 
央送風口およびリアコント□ールパ 
ネルについては 0206 ぺージ）を 
ご覧ください。 

中央送風□とサイド送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®◎©①を上側 
にまねします。 

徐々に送風口が開き、送風量び上び 
ります。 

中央送風□とサイド送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®◎©①を下側 
にまねします。 

徐々に送風口が閉じ、送風量び下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしてわ、送風口を完全 
に閉じることはでさません。 
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中央送風□とサイド送風□の風向さを 
調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、各送風口 
の風向きを中央にすることをお勧め 
します。 

送風□の選択 


送風口を手動で左ち別々に選択でき 

ます。 

► 送風口選択スイッチ®®を押して、 
送風したい送風□のマークをデイス 
プレイ©の送風□インジケーター 
に表示させます。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO 
モー ドで作動しているときに送風 
口選択スイッチを押すと、 AUTO ス 
イッチ③の表示灯び消口し、送風 
口選択の AUTO モー ドび解除され 
ます。 


送風 □ 
マー ク 

主に送風される送風 □ 


巧' • 


フ□ントウインドウ送風 
□、フ□ントドアウイン 
ドウ送風□、サイド送風 
□、 U ア中央送風 □ 


V 


中央送風口、サイド送風 
口、 U ア中央送風口 


，パ 


フ□ント足元送風□、ヴ 
イド送風口、リア中央送 
風口、リア足元送風 □ 


が 


中央送風口、サイド送風 
□、フ□ント足元送風□、 


リア中央送風口、リア足 
兀运風 □ 


送風 □ 主に送風される送風 □ 

マー ク 

すべての送風 □ 


巧夕 I フ□ントウインドウ送風 

-フ□ントドアウイン 

ドウ送風口、中央送風口、 
サイド送風口、 U ア中央 
送風 □ 

■^Tl フ□ントウインドウ送風 

^~~ ■ □、フ□ントドアウイン 

ドウ送風□、サイド送風 
口、リア中央送風口、フ 
□ント足元送風□、リア 
足兀ぉ風 □ 

〇 送風ロインジケーターに複数の送 
風□マークを表示させると、組み合 
わせた送風□から送風できます。 

〇 選択した送風口(外の送風口から 
ち、微量の送風び行なわれることび 
あります。 

〇 送風口の選択にかかわらず、サイ 
ド送風口からは常に送風が行なわれ 
ます。サイド送風□から送風を停 
止するときは、サイド送風□を閉じ 
てください。 


B と跋09恒冊 
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グロー ブボックス内の送風 □ 



左八ンドル車 
@開閉ダイヤル 
® 送風口 


グ□ーブボックス内に送風することが 
でさます。 

グ□ーブボックス内の送風□を開 
閉ずる 

► 開閉ダイヤル®を時計回りまたは反 
時計回りにまわします。 

" エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボック 
ス内の送風口を閉じてください。 

H 外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス内の送風□を開き、エア 
コンディショナーの AC モードを 
設定して<ださい。収納物を損傷 
したり、ガスライターやボンベな 
どが入っている場合は爆発するお 
それがあります。 

〇 送風量はエアコンディショナーの 
設定に連動します。 

グ□ーブボックス内には、外気また 
は冷気び送風されます。 


送風量の調整 


送風量を手動で調整できます。 

〇 送風量は7段階に調整できます。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）⑩を押 
します。 

ディスプレイ©の送風量インジ 
ケーターの点な数び増えます。 

送風量を下ばる 

►送風量調整スイッチ（弱） ® を押 
します。 

ディスプレイ©の送風量インジ 
ケーターの点な数び減ります。 

〇 エアコンディシヨナーが AUTO 
モー ドで作動しているとさに送風 
量調整スイッチを押すと、 AUTO ス 
イッチ③の表示なが消灯し、送風 
量調整の AUTO モー ドび解除され 
ます。 

運輯席連動モード 


助手席側の送風温度と送風口の選択、 
および後席の送風温度を、運転席側の 
設定に連動させることびでさます。 

運転席側の設定を変更すると、助手席 
側および後席の設定ち変更されます。 

運輯席連動モードに設定ずる 

► 運転席連動モードスイツチ®を押 
します。 

運転席連動モードスイツチの表示灯 
が点なします。 


を跋 e 恒冊 
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運輯席連動モードを解除ずる 

► 運転席連動モードスイッチ④を押 
します。 

運転席連動モードスイッチの表示な 
び消なします。 

〇 助手席側の送風温度調整ダイヤル 
や送風口選択スイッチ、または後 
席の送風温度調整スイッチを操作す 
ると、運転席連動モードは解除され 
ます。 

デフ□スターモード 


フ□ントウインドウの外側が凍結し 
ているとさや、フ□ントウインドウま 
たはフ□ントドアウインドウの内側び 
曇ってし^るとさに使用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

►デフ□スタースイッチ®を押し 
ます。 

デフ□スタースイッチの表示なが点 
なし、じ(下の内容でエアコンディ 
シヨナーび作動します。 

• 除湿された空気び送風されます。 

• 外気温度によっては、送風量が上び 
ります。 

• 外気温度によっては、送風温度び高 
くなります。 

• フ□ントウインドウ送風□とドアウ 
インドウ送風口、サイド送風口、中 
/ CM こ送風されます。 

• 内気循環モードび解除されます。 

〇 曇りび取れたら、すみやかに解除 
してください。 


デフ□スターモードを解除ずる 

►デフ□スタースイッチ®を押し 
ます。 

スイッチの表示灯が消灯し、送風温 
度、送風口の選択、送風量などび元 
の設定に戻ります。 

または 

► AUTO スイッチ③を押します。 

スイッチの表示灯が点灯し、デフ □ 
スタースイッチの表示なび消なし 
ます。 

送風温度び元の設定に戻り、送風量 
と送風口の選択び自動的に調整され 
ます。 

〇 デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していたとき 
は AC モードに設定され、内気循環 
モードにしていたときは内気循環 
モードは解除されます。 

フ□ントウインドウの内側が曇るとき 

► AC スイッチ⑤を押して、 AC モー 
ドに設定します。 

► AUTO スイッチ③を押します。 

►曇りが取れないとさは、デフ□ス 
夕ーモードに設定します。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめてください。 


B 暴6恒冊 
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フ□ントウインドウの外側が屢るとき 

► ワイパーを作動させます。 

► 送風口選択スイッチ®®を押して、 
ディスプレイ©の送風□インジ 
ケーターに cz ] または ra のマー 
クを表示させます。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめてください。 

リアデフォッガー 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確保してください。事故を 
起こずおそれびありまず。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置が2になってい 
ることを確認します。 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯び点なします。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► リアデフォッガースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示なが消なします。 

リアデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止します。 

B 消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 


〇 リアデフォッガーび自動的に停 
止するまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なります。 

〇 バッテリーの電圧び低くなると短 
時間で停止したり、 U アデフォッ 
ガースイッチを押してちスイッチの 
表示巧がすぐに消なして作動しない 
場合びあります。電圧び回復すると 
自動的に作動します。 

〇 外気温度び低いとさは、リアデ 
フォッガースイッチを押してちすぐ 
に作動しない場合びあります。 

内気循環モード 


トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を車内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに設定すると、車内の 
空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*を開閉でさます。 

A 事故のおそれがありまず 

外気温度び低いとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくだ 
さい。ウインドウび墨りやずくなって 
視界び確保でさなくなり、周囲の交 
通状況を把握でさずに事故を起こず 
おそれびあ0まず。 

〇 外気温度び非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わり 
ますび、このときは内気循環スイッ 
チの表示巧は点灯しません。約30 
分経過すると、一定の割合で外気導 
入をはじめます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇 内気循環モードに設定していると 
さに AC モードを解除すると、自 
動的に内気循環モードは解除され 
ます。 

内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ®を押します。 

内気循環スイッチの表示灯び点灯し 
ます。 

または 

► ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じはじめるまで、内 
気循環スイッチ®を押して保持し 
ます。 

内気循環モードに設定され、ドアウ 
インドウやスライディングルーフ* 
び自動で閉じます。 

内気循環モードに設定されていてわ、 
一定時間び経過するとじ(下のよラに外 
気導入をはじめます。 


外気温度び約 5° Cii (下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 

外気温度び約 5° Cii (上 
のとさ 

約30分後 


心 けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライデイングルーフ*を開じてい 
るとさに、挟み込みなどの抵巧びあ 
ると、ただちに停止してかし開く機 
能びありまずび、身体を挟まれない 
ようにを意してください。 


内気循環モードを解除ずる 

► 内気循環スイッチ®を押します。 

内気循環スイッチの表示灯び消なし 
ます。 

または 

► ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*が開さはじめるまで、内 
気循環スイッチ®を押して保持し 
ます。 

内気循環モードび解除され、ドア 
ウインドウやスライディン グルー 
フ * び前回開いていた位置まで自 
動で開さます。 

A けがのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を開いてい 
るとさは、ドアウインドウに身体を 
寄りかけたり、スライディングルー 
フ * やサンシエードに触れないよう 
にしてください。ドアウインドウと 
ドアフレームとの間、スライディン 
グルーフ*やサンシエードに身体び 
引さ込まれて、けびをずるおそれび 
あ0まず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウとスライディングルーフ* 
を、別のスイッチで開いた場合、開い 
たドアウインドウやスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作に連動して開くことはでさま 
せん。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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余熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
さに使用します。 

余熱ヒーター • ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

►イグニッシヨン位置を0か1にす 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜さます。 

► 余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ®を押します。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンス 
イッチの表示灯び点なします。 

送風温度や送風口は、自動的に調整 
されます。 

余熱ヒーター-ベンチレーシヨンを停 
止ずる 

► 余熱 ヒーター* ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ®を押します。 

または 

►オフスイッチ⑤を押します。 

余熱 ヒーター- ベンチ レーシヨ ンス 
イッチの表示灯が消好します。 

じ(下のときは、余熱ヒーター*ベンチ 
レーシヨンは自動的に停止します。 


〇 エンジン停止前の送風量の設定に 
かかわらず、送風量は弱になります。 

〇 外気温度び高いとさやエンジン冷 
却水の温度び低いとさは、暖気は送 
風されないことがあります。このと 
きの送風量は中になります。 

〇 施錠してから約1時間経過すると、 
エアコンディショナーシステムの乾 
燥のため、余熱ヒーター • ベンチレー 
ションび自動的に約30分間作動す 
ることがあります。 

後席の送風温度と送風量の調整 

リアエアコンディショナーのコント 

□ールパネルはセンターコンソールの 

後端にあります。 

〇フ □ントのエアコンディショナー 
び停止しているとさも、 U アエアコ 
ンディショナーの送風温度調整ス 
イッチまたは送風量調整スイッチを 
押すと、フ□ント/ U アエアコン 
ディショナーが作動します。 

〇 フ□ントの AC モードが解除され 
ているとさは、リアエアコンディ 
ショナーから除湿/冷房された空 
気は送風されません。 


を跋 e 恒冊 


• イグニツシヨン位置を2にしたとさ 
• 約30分経過したとさ 
• バツテ U —の電圧び低下したとさ 
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①リア中央送風口開閉ダイヤル 
③ U ア中央送風口（ち側） 

③ U ア中央送風口（左側） 

® 送風量調整スイッチ 
⑤ディスプレイ 
® 送風温度調整スイッチ 


送風温度を上ばる 

► 送風温度調整スイッチ®の上側 
W を押します。 

送風温度を下ばる 

► 送風温度調整スイッチ®の下側 
W を押します。 

〇 通常は22むに設定することをお 
勧めします。 

送風量を調整ずる 

リアエアコンディショナーの送風量 

は、送風量調整スイッチ®により調 

整でさます。 

► 送風量調整スイッチ®の上側 [ W ] 
を押すと送風量び上がり、送風量調 
整スイッチ④の下側を巧す 
と送風量び下びります。 


リア中央送風□を開く 

► リア中央送風口開閉ダイヤルのを 
上側にまわします。 

徐々に送風口び開き、送風量が上 
びります。 

リア中央送風□を閉じる 

► リア中央送風口開閉ダイヤルのを 
下側にまわします。 

徐々に送風口び閉じ、送風量び下び 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわすと、送風口び閉じます。 

〇 送風口開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしても、送風口を完全 
に閉じることはでさません。 

U ア中央送風□の風向きを調整ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

リア足元送風 □ 

フ□ントシートの下側に U ア足元送風 
□びあります。 

〇荷物などでリア足元送風口をふさ 
がないで <ださい。 
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スライディング ルーフ 


r ングルーフ* 


A けがや事故のおそれがありまず 

• スライディングルーフを閉じると 
さは、身体や物び挟まれないよラ 
にを意してください。挟まれそラ 
になったとさは、ただちにスライ 
ディングルーフスイッチを操作し 
て、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないで<ださい。スライディン 
グルーフを操作してけびをしたり、 
事故の原因になりまず。 

• スライディングルーフのガラスは 
事故のとさに割れるおそれびあり 
ます。シートベルトを着用してい 
ないと、車び横転したとさにスラ 
イディングルーフの開□部から車 
外に放り出されて、致命的なけび 
をするおそれびあります。乗員全 
員びシートベルトを着用してくだ 
さし、 

0走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないで<ださい。けが 
をするおそれがあります。 

B スライディング ルーフの 開□部か 
ら、物を出し入れしないでくださし、。 
スライディング ルーフのシール 部を 
損傷するおそれがあります。 

Q 降雨後や降雪後にスライディング 
ルーフを開くとさは、ルーフ上の水 
や雪などを取り除いてください。車 
内に水や雪などび入るおそれびあり 
ます。 


〇スライディングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライディングルーフを損 
傷するおそれがあります。 

〇スライディングルーフの開口部に 
腰をかけたり、荷物を載せたりして 
大さな力を加えないでください。ス 
ライディングルーフを損傷するおそ 
れびあります。 

H 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフが完全に閉じていることを 
確認してください。 

〇 スライディングルーフは、車がか 
ら U モコン操作で開くことびでさ 
ます（1>117ページ）。 

〇 スライディングルーフは、車が 
からリモコン操作またはキーレス 
ゴー操作*で閉じることびでさます 
(1>118ページ）。 

〇 スライディングルーフを開いて走 
行しているとき、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、ス 
ライディングルーフの開度を変える 
かドアウインドウを少し開くと、解 
消することびあります。 

〇 スライディングルーフび自動で 
開閉しないとさは、スライディン 
グルーフをリセツトしてください 
0211ぺージ）。 

〇イ グニツシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイツチからキーを抜いて 
から約5分間は、スライディング 
ルーフを開閉でさます。その間にフ 
□ントドアを開くと、スライデイン 
グルーフは開閉でさなくなります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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スライディング ルーフ 


ガラス.スライディングルーフ ] スライデイングルーフを閉じる 



①開く 

③閉じる/チルトダウンずる 
③チルトアップずる 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさます。 

スライデイング ルーフを 開く 
開< 

► スイッチを①のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開さます。 

ヴンシエード0211ぺージ）が 
閉じているときは、連動して開き 
ます。 

自動で開< 

► スイッチをのの方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動で開いているスライデイ 
ング ルーフは 停止します。 


閉じる 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じます。 

自動で閉じる 

► スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動で閉じているスライディ 
ング ルーフは 停止します。 

► 必要に応じて、サンシエード0211 
ページ）を閉じます。 

P スライディングルーフには挟み込 
み防止機能がありますが、スライ 
ディングルーフを閉じるとさは、身 
体などを挟まないよラに注意してく 
ださい。特にテ供にはま意してくだ 
さし、。 

スライディングルーフをチルトアツ 
プずる 


スライディングルーフは、後部をチル 
トアップすることがでさます。 

チルトアップずる 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 
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スライディング ルーフ 


自動でチルトアップずる 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動でチルトアップ 
します。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動でチルトアップしてい 
るスライディングルーフは停止し 
ます。 

〇 スライディングルーフび開いてい 
る状態のとさにスイッチを⑤のち 
向に操作して保持するか、いっぱい 
まで操作すると、スライディング 
ルーフは閉じ、チルトアップした状 
態になります。 

スライディングルーフをチルトダウ 
ンずる 


チルトダウンずる 

► スイッチを③のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

自動でチルトダウンずる 

► スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動でチルトダウン 
します。 

スイッチをいずれかの方向に操作す 
ると、自動でチルトダウンしてい 
るスライデイングルーフは停止し 
ます。 

挟み込み防止機能 


スライディングルーフには挟み込み防 
止機能があります。 


心 けがのおそれがありまず 

強い力でスライディングルーフび開 
じているとさや、挟み込み防止機能 
び作動しない状態でスライディング 
ルーフび閉じているとさは、身体び 
挟まれないよラにを意してください。 
致命的なけびをずるおそれびあり 
ふ9 〇 


スイッチを操作し続けてスライディン 
グルーフを閉じるかチルトダウンし 
ているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、その位置から少し開きます。 

ただし、挟み込み防止機能が作動した 
あとに再度操作して、挟み込みなどの 
抵抗を検知したとさは、より強い力で 
閉じます。 

さらに、挟み込み防止機能が作動した 
あとに再度操作して挟み込みなどの抵 
抗を検知したとさは、挟み込み防止機 
能が作動しない状態でスライディング 
ルーフび 閉じます。 

自動でスライディングルーフを閉じる 
かチルトダウンしているとさ 

挟み込みなどの抵抗びあると、ただち 
に停止して、その位置から少し開さ 
ます。 

レインク□ーズ機能（レインセンサー 
装備車） 

スライディングルーフを開いた状態 
で、イグニッシヨン位置を0にする 
か、エンジンスイッチからキーを抜い 
たときは、じ(下のときにスライディン 
グルーフび自動で閉じ、チルトアップ 
した状態で停止します。 
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• 降雨などによりレインセンサーが雨 
滴を感知したとさ 

• 外気温度び極端に高い、または低い 
とさ 

• イグニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約6時間び経過したとさ 

• バッテ U —電圧が低下したとさ 

〇 レインク□ーズ機能でスライディ 
ングルーフび閉じているとさに挟み 
込みなどの抵抗を感知すると、挟み 
込み防止機能び作動し、スライディ 
ングルーフは停止した後に少し開さ 
ます。また、レインク□ーズ機能は 
解除されます。 

〇 じ(下のときは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• スライディング ルーフを チルト 
アップしているとさ 

• 作動び妨げられているとさ 

• レインセンサーに雨滴がかから 
ないとさ 


サンシェード 



①ヴンシエード 
③グリップ 


スライディングルーフを開くと、連動 

して開さます。 

サンシェードのは、スライディング 

ルーフび閉じているか、チルトアップ 

しているとさに開閉でさます。 

サンシェードを開閉ずる 

►グリップ③を持って、前後に開閉 
します。 

P スライディングルーフを開くとさ 
は、サンシェードとルーフ内張りの 
間に身体や物び挟まれないよラに注 
意してください。 

スライディング ルーフの リセット 

スライディングルーフびスムーズに作 

動しないとさや、自動で開閉しないと 

きは、スライディング ルーフの リセッ 

卜を行なってくだ'さしん 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►スイッチを③の方向0209ぺ一 
ジ）に押して、スライディングルー 
フを完全にチルトアップし、そのま 
ま約2秒じ(上保持します。 

► スライディングルーフび自動で開 
開することを確認します。 

自動で開閉しないときは、再度リ 
セット操作を行なってください。 

〇 スライディング ルーフの リセット 
びできないときなどは、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で作業を行 
なって< ださし、 
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スライディングルーフ 


パノラミックスライディングルーフ 



①開く 

③閉じる/チルトダウンする 
③チルトアップずる 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさます。 

パノラミックスライディングルーフを 
開< 

開< 

► スイッチをのの方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ開さます。 

自動で開< 

► スイッチを①のち向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操作す 
ると、自動で開いているパノラミッ 
クスライデイングルーフは停止し 
ます。 


パノラミックスライディングルーフを 
閉じる 


閉じる 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じます。 

自動で閉じる 

► スイッチを③の方向にいっぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動で閉じているパノラミッ 
クスライディングルーフは停止し 
ます。 

HI パノラミックスライディングルー 
フには挟み込み防止機能びあります 
び、パノラミックスライディング 
ルーフを閉じるとさは、身体などを 
挟まないよラに注意してください。 
特にテ供にはを意してください。 

パノラミックスライディングルーフを 
チルトアップずる 

パノラミックスライディングルーフ 
は、後部をチルトアップすることびで 
さます。 

チルトアップずる 

►スイッチ③のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 
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《パノラミックスライディングルーフは、日本仕様には装備されません。 
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自動でチルトアップずる 

► スイッチ③の方向にいっぱいまで 
操作すると、自動でチルトアップし 
ます。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動でチルトアップしてい 
るパノラミックスライディング 
ルーフは停止します。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フが開いているとさにスイッチ 
を③の方向に操作して保持する 
か、いっぱいまで操作すると、パノ 
ラミックスライディングルーフは開 
じ、チルトアップした状態になり 
ます。 

パノラミックスライディングルーフを 
チルトダウンずる 


チルトダウンずる 

►スイッチ③のち向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 

自動でチルトダウンずる 

► スイッチ③のち向にいっぱいまで 
操作すると、自動でチルトダウンし 
ます。 

スイッチをいずれかの方向に操作す 
ると、自動でチルトダウンしてい 
るパノラミックスライディング 
ルーフは停止します。 


挟み込み防止機能 


心 けがのおそれびありまず 

強い力でパノラミックスライディン 
グルーフを閉じるとさや、挟み込み 
防止機能び作動しない状態でパノラ 
ミックスライディングルーフを閉じ 
るとさは、身体び挟まれないよラに 
ミ主意して<ださい。致命的なけびをず 
るおそれびあ0ます。 

閉じているパノラミックスライディン 
グルーフが途中で停止したとさは、じ ( 
下の方法でノ V ° ノラミックスライディン 
グルーフを閉じます。 

►パノラミックスライディングルーフ 
び停止したら、ただちにスイッチ 
を再度③のち向に軽く操作し続け 
ます。 

強い力で ノ く ノラミックスライディン 
グ ルーフび 閉じます。 

それでも、パノラミックスライディ 
ングルーフび途中で停止する場合 
は、(下の操作を行なつてください。 

►パノラミックスライディングルーフ 
が停止したら、ただちにスイッチ 
を再度③のち向に軽く操作し続け 
ます。 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
で) v ° ノラミックスライディングルー 
フび閉じます。 
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スライディング ルーフ 


レインク□ーズ機能（レインセンサー 
装備車） 

パノラミックスライディングルーフを 
開いた状態で、イグニッシヨン位置 
を0にするか、エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさは、じ(下のとさにパ 
ノラミックスライディングルーフび自 
動で閉じ、チルトアップした状態で停 
止します。 

• 降雨などによりレインセンサーび雨 
滴を感知したとさ 

• 外気温度び極端に高い、または低い 
とさ 

• イグニッシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約6時間が経過したとさ 

• バッテ U —電圧び低下したとさ 

〇 レインク□ーズ機能でパノラミッ 
クスライディングルーフび閉じてい 
るとさに挟み込みなどの抵抗を感 
知すると、挟み込み防止機能び作 
動し、パノラミックスライディン 
グルーフは停止した後に少し開さ 
ます。また、レインク□ーズ機能は 
解除されます。 

〇 じ(下のときは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• パノラミックスライディング 
ルーフをチルトアップしている 
とさ 

• 作動び妨げられているとさ 

• レインセンサーに雨滴がかから 
ないとさ 


パノラミックスライディングルーフと 

電動サンシェードのリセット 

パノラミックスライディングルーフや 

電動サンシェードがスムーズに作動し 

ないとさは、パノラミックスライディ 

ングルーフと電動ヴンシェードの U 

セットを行なってください。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► スイッチを③のち向に軽く操作し 
て、電動ブラインドを完全に閉じ、 
そのまま約2秒じ(上保持します 

► スイッチをのの方向に軽く操作し 
て、電動ブラインドを完全に開き、 
そのまま約2秒じ(上保持します。 

► スイッチをのの方向に軽く操作し 
て、パノラミックスライディング 
ルーフを約 10 cm 開さます。 

► スイッチを③のち向に繰り返し軽 
く操作して、パノラミックスライ 
ディングルーフを完全に閉じ、その 
まま約2秒じし b 保持します。 

►パノラミックスライディングルーフ 
び自動で全開することを確認します。 

自動で開閉しないときは、再度リ 
セット操作を行なってください。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フと電動サンシェードの U セットび 
でさないとさなどは、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で作業を行 
なって< ださい。 
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電動サンシェード 


A けがのおそれびありまず 

電動サンシエードを開閉ずるとさは、 
身体や物び挟まれないよラにを意し 
て < ださい。 

〇イ グニツシヨン位置を0にするか、 
エンジンスイツチからキーを抜いて 
から約5分間は、電動サンシエー 
ドを開閉でさます。その間にフ□ン 
トドアを開くと、電動サンシェード 
は開閉でさな < なります。 



①開く 
©閉じる 
⑤開く 


電動サンシェードを開< 

► スイッチを①または⑤のち向に軽 
く操作します。 

操作している間だけ開さます。 

自動で開< 

►スイッチを①または③の方向 
にし^つぱし^まで操作すると、自動で 
全開します。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動で開いている電動サン 
シェードは停止します。 

閉じる 

► スイッチを③の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じます。 

自動で閉じる 

► スイッチを③のち向にいつぱいま 
で操作すると、自動で全開します。 

スイッチをいずれかのち向に操作す 
ると、自動で閉じている電動サン 
シエードは停止します。 


電動ヴンシェードにより、曰光などを 
遮ることびでさます。 

電動サンシェードは、パノラミックス 
ライディングルーフび開じているとさ 
に操作でさます。 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


荷物の積み方/小物入れ 


荷物を積むとき/固定ずるとき 


心 けびのおそれびありまず 

荷物を積むとさは、きに記載され 
ているを意点を守り、確実に固定して 
ください。急ブレーキや急な進路変更 
時、事故のとさなどに前ちに投げ出さ 
れて、乗員びけびをするおそれびあり 
まず。 

r 荷物の固定ち法」ちご覧ください。 

また、荷物を積むとさのを意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員びけびをずる 
可能性は高まります。 


A 中養のおそれがありまず 

エンジンをかけた状態でトランクま 
たはテールゲートを開いたままにし 
ないでください。排気ガスび車内に 
入り、意識不明になったり、中毒死ず 
るおそれびあ0ます。 

荷物の積み方は車の走行安定性に大さ 
く影響します。じ(下の点に注意してく 
ださい。 

• 荷物はでさるだけトランクまたはラ 
ゲツジルームに積んでください。 

• 重量が偏らないよラ均等に積んで< 
ださい。 

• 荷物の重量び、制限重量 （^362 ペー 
ジ）を超えないよラにしてください。 


•重い物は車の中/近く（トランクま 
たはラゲッジルームの前ち）の低い 
位置に積み、確実に固定して < だ 
さい。確実に固定できていないと、 
急ブレーキ時などに荷物び動さ、卜 
ランクまたはラゲッジルーム内部を 
損傷するおそれびあります。 

• 荷物を車内に積むときは、シートの 
バックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 

• トランクに荷物を積むときは、トラ 
ンクの前端に接するよラにしてくだ 
さい。 

• ラゲッジルームに荷物を積むとさ 
は、ラゲッジルーム左ちのウインド 
ウより下の位置、またはラゲッジ 
ルームカバーより下の位置に積んで 
ください。 

• 車内やラゲッジルームに荷物を積む 
とさは、リアシートまたはフ□ント 
シートのバックレストに接するよラ 
にしてください。また、八'ックレス 
卜が確実に□ックされていることを 
確認してください。 

• なるべく乗員のいない席の後ちに荷 
物を積んでください。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
してください。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーをしてください。 

• 燃料を入れた容器やスプレー宙など 
を積まないでください。引乂や爆発 
のおそれびあります。 


を跋 e お冊 








荷物の積み方/ル物入れ 


217 


• ウインドウに荷物が当たらないよラ 
にしてください。ウインドウガラス 
を損傷したり、リアデフォッガーの 
熱線やアンテナなどを損傷するおそ 
れびあります。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めします。詳しくはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 


小物入れ 


A けびのおそれがありまず 

走行中は、ル物入れのカバーを開い 
たままにしないでください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、乗員 
びけびをずるおそれびあ0ます。 

H 収納物がル物入れからはみ出さ 
なし" i よラにしてくださし、 

〇ル物入れのカバーび閉じな<なる 
よラな大さな物をル物入れに入れ 
ないでください。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれびあります。 

n ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 


グ□ーブボックス 



左八ンドル車 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドルのを引きます。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックさせます。 



左八ンドル車 

キーシリンダーに エマー ジェンシー 
キーを差し込んでグ□ーブボックスを 
施錠/解錠でさます。 

グロー ブボックスを施錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
施錠位置回にまわします。 

グ□ーブボックスを解錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
解錠位置のにまわします。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


Q 貴重品はグ□ーブボックス内に保 
管しないでください。 

〇グ □ーブボックス内には、メディ 
アインターフェース* -外部入力用 
ケーブル接続端テびあります。詳し 
くは別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧ください。 

〇 グ□ーブボックス内に送風するこ 
とびできます。（>191、202ぺージ） 

〇 グ□ーブボックス内には 12 V 電 
源ソケットがあります。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠してください。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

センターコンソールのル物入れ* 



ル物入れのカバーを開く 
►カバーのを後方に弓 I さます。 

物入れのカバーを閉じる 
►カバーのを前方に押します。 


フ□ントアームレストのル物入れ 



左八ンドル車 


► 左ちにあるボタン①または③を押 
します。 

アームレストカバーび左ちに開さ 
ます。 

〇 フ□ントアームレスト内の前ちに 
あるル物入れのトレーは、取り外す 
ことびでさます。 


リアアームレストの小物入れ* 



► リアアームレスト⑤を引き出し 
ます。 


►カバーのの前端部の八ンドルを 
持って アーム レストのカバーのを 
開さます。 
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* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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〇リアアームレストを収納するとき 
は、アームレストカバーを閉じてか 
ら収納してください。再度 U アアー 
ムレストを引さ出すとさに、アーム 
レストのカバーやシートを損傷する 
おそれびあります。 


シートポケット 



フ□ントシートの背面にシートポケッ 
卜①びあります。 


心 けがのおそれがありまず 

シートポケットには、重い物やかたい 
物、ビンや吿、割れやずい物、鋭利 
な形状の物を入れないでください。 
また、シートポケットから収納物び 
はみ出さないよラにしてください。 


カップホルダー 


A 乂傷のおそれがありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
にカップホルダーに置いた容器び 
投げ出されて、乗員び火傷をずる 
おそれびあ0まず。 

• カップホルダーのサイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくだ 
さし、 

• 火傷防止のため、熱い飲み物び 
入った容器を置かないで < だ 
さい。 

H カップホルダーに飲み物を置くと 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴び重 
れないよラに注意してください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
り、ショートして発乂するおそれが 
あります。 

センターコンソールのカップホルダー* 



左八ンドル車 
① カップホルダー 
③ カバー 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


カツプホルダーのカバーを開< 
►カバー③を後方に弓 I さます。 

カツプホルダーのカバーを閉じる 
►カバー③を前ちに押します。 

カツプホルダーを取り外ず 



►左ちにある切り欠き⑤にドライ 
バーなどを差し込み、□ックを解除 
します。 

► カップホルダーのを矢印の方向に 
引さ寄せながら取り外します。 


カツプホ J レダーを取り付ける 



► カップホルダー下部の切り欠さ⑤ 
をガイド④に合わせます。 

► カップホルダーのを押し込みます。 


U アアームレストのカツプホルダー 



カップホルダーを使用ずる 

► U アアームレストを引さ出して、力 
パーを 開きます。 

► □ック解除ボタンのを押します。 

カップホルダー③び前方に展開し 
ます。 

P アームレストの上に座ったり、寄 
りかからないで<ださい。アームレ 
ストを損傷するおそれがあります。 

〇 カップ ホルダーを 使用していると 
きも、アーム レストの カバー ③を 
閉じることびでさます。 

カップホルダーを収納ずる 

► リア アーム レストの カバーを 開き 
ます。 

►カップホルダー③を元の位置に戻 
して□ックします。 

D アームレストを元の位置に戻す前 
に、カップホルダーを収納してくだ 
さい。カップホルダーやシートなど 
を損傷するおそれがあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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収納ネット 


A けがのおそれびありまず 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやすい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、乗員 
びけびをするおそれびあ0まず。 

〇収納ネットから収納物びはみ出さ 
ないよラにしてください。 


助手席足元の収納ネット 



左八ンドル車 

①助手席足元の収納ネット 


トランク内左側の収納ネット（セダン） 



①トランク内左側の収納ネット 


ラゲツジルーム内の収納ネット（ス 
テーシヨン ワゴン） 



①ラゲツジルーム内の収納ネット 


《収納ネット部の形状は予告な<変更され 
ることびあります。 


リアシートの巧りたたみ（セダン）* 

リアシートのバックレストの左ちいず 
れか一方、または両方を倒すことびで 
さます。 

A けがのおそれがありまず 

トランクに重い荷物やかたい荷物を 
積載ずるとさは、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や急な進路変 
要時、事故のとさなどに荷物びおげ 
出されて、乗員びけびをずるおそれ 
びありまず。 

A 中毒のおそれがありまず 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい。お f 
気ガスび車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれびあります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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H リアシートのバックレストを前ち 
に倒した状態でフ□ントシートを後 
ちに動かしたり、フ□ントシートの 
バックレストを後ちに倒すときは、 
リアシートに当たらないよラに注意 
してください。シートを損傷するお 
それびあります。 

〇 フ□ントシートを大きく後方に動 
かしたり、フ□ントシートのバック 
レストを大きく後方に倒すときは、 
リアシートのへッドレストを取りが 
してください。 

〇 必要のないときは、バックレスト 
を起こして□ックしてください。 

バックレストを倒ず 

► フ□ントシートび後ちの位置にある 
とさは、フ□ントシートを前方に移 
動します。 


► リアへッドレストの□ック解除ボ 
タン（杉83ページ）を押しなびら、 
リアへッドレストをいっぱいまで押 
し下げます。 

B リアシートのバックレストを前ち 
に倒す前に、リアシートのヘッドレ 
ストび最ち低い位置になっているこ 
とを確認してください。ヘッドレス 
卜やフ□ントシートなどを損傷する 
おそれびあります。 



また、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているとさは、前ち 
に起こします。 


► トランクを開さます071ページ)。 



► トランク内にある UU —ス八ンドル 
①を手前に引きます。 

バックレストの□ックび解除され 
ます。 


► バックレスト②を前方に倒します。 

► フ□ントシートを動かしたときは、 
シート位置を調整します。 

バックレストを起こず 

► フ□ントシートび後ちの位置にある 
とさは、フ□ントシートを前方に移 
動します。 

また、フ□ントシートのバックレス 
卜び後ちに倒れているとさは、前ち 
に起こします。 
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►バックレストのを起こして□ック 
します。 


A けがのおそれがありまず 

バックレストを起こしたときは、バッ 
クレストび確実に□ックされている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び投げ出されて、乗員び 
けびをするおそれびあ0まず。 

U バックレストを起こすときは、 
シートベルトが挟まれていないこと 
を確認してください。シートベルト 
を損傷するおそれがあります。 

► 必要であれば、リアシートのヘッド 
レストの高さを調整します。 

► フ□ントシートを動かしたときは、 
シート位置を調整します。 

〇 マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"左（ち）リアバックレスト 
□ックされていません"と表示さ 
れたときは、バックレストが□ック 
されていません。再度バックレスト 
を起こして、確実に□ックしてくだ 
さし、 


リアシートの巧りたたみ（ステー 
シヨンワゴン） 

リアシートのバックレストの左ちいず 
れか一ちまたは両方を倒すことがでさ 
ます。 

ラゲッジ>1レームカノ く一を取り付けてい 
るときは、左側 U アシートのみを折り 
たたむことはでさません。左側リア 
シートを折りたたむとさは、最初にち 
側リアシートを折りたたむか、ラゲッ 
ジ) レームカノ（一のリールを取りがして 
ください。 

A けがのおそれがありまず 

ラゲッジルームに重い荷物やかたい 
荷物を積載ずるとさは、確実に固定 
してください。急ブレーキ時や急な 
進路変更時、事故のとさなどに荷物 
び投げ出されて、乗員びけびをする 
おそれびあ0まず。 

リアシー トを折りたたむとさはセー 
フテイネットを使用してください。 

ラゲッジ>1 レームに 荷物を積載ずると さ 
は、必ずラゲッジ ルームカバーとセー 
フテイネットをリアシートに装着して 
使用してください。 

A 中養のおそれがありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲー 
卜を開いたままにしないで<ださい。 
排気ガスび車内に入り、意識不明に 
なったり、中毒死するおそれびあり 
まず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


バックレストを倒ず 


► リアシートのへッドレストを最も 
低い位置にします。 

P リアシートのバックレストを前方 
に倒す前に、リアシートのヘッドレ 
ストび最も低い位置になっているこ 
とを確認してください。ヘッドレス 
卜やフ□ントシートなどを損傷する 
おそれがあります。 

► フ□ントシートび後方の位置にある 
とさは、フ□ントシートを前方に移 
動します。 

また、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているとさは、前方 
に起こします。 



► □ック解除レバー③を引きます。 


バックレストの□ックが解除され 
ます。 

► バックレスト①を前ちに倒します。 

► フ□ントシートを動かしたときは、 
シート位置を調整します。 


バックレストを起こず 

► フ□ントシートび後方の位置にある 
とさは、フ□ントシートを前方に移 
動します。 

また、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているとさは、前方 
に起こします。 



►バックレスト①を起こして□ック 
します。 


H バックレストを起こすときは、 
シートベルトが挟まれていないこと 
を確認してください。シートベルト 
を損傷するおそれがあります。 

► □ックインジケーター③び見えない 
状態になっていることを確認します。 

A けがのおそれがありまず 

バックレストを起こしたときは、バッ 
クレストび確実に□ックされ、□ック 
インジケーター②び見えない状態に 
なっていることを確認してください。 

□ ックインジケーター®び見えてい 
るときは、バックレストは確実に□ッ 
クされていません。事故のとさなど 
にラゲッジルームから荷物び投げ出 
されて、乗員びけびをするおそれび 
あ0ます。 
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► 必要であれば、 リアシー トのヘッド 
レストの高さを調整します。 

► フ□ントシートを動かしたときは、 
シート位置を調整します。 


荷物の固定方法 


荷物固定用リング 


A けびのおそれがありまず 

荷物固定用リングには均等に力びか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物び投げ出されて、乗員び 
けびをするおそれびあ0まず。 

荷物を固定するとさは、じ(下の点に注 

意してください。 

• 荷物固定用 U ングを使用して、荷物 
を固定してください。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具び荷物のとびった部分や角 
に当たらないよラにしてください。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーをしてください。 

• でさるだけすベての荷物固定用リン 
グを使用してください。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力がかか 
らないよラにしてください。 

• 固定用具の取扱説明書ちご覧<だ 
さし、。 



セダン（分割可倒式 U アシート装備車) 
①荷物固定用 U ング 


セダンは、トランクルーム内に4個の 
荷物固定用 U ング①びあります。 

荷物固定用リングを使用ずる 

► トランクフ□アボードの端をめく 
り、荷物固定用リングのを起こし 
ます。 

► 荷物固定用リングをトランクフ□ア 
ボードのスリツトに通します。 



①荷物固定用 U ング 

ステーションワゴンは、ラゲツジルー 
ム内に4個の荷物固定用 U ングのび 
あります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



ステーシヨンワゴン （E AS 丫 - PACK フィックス 
キット装備車） 

①荷物固定用リング 
③アタッチメント 
③荷物固定用 U ング 


荷物固定用リングを使用ずる （ easy - 
pack フィックスキ ッ 卜装備車） 

►アタッチメント③を装着し、好み 
の位置にスライドさせます(>229 
ぺージ）。 


セーフテイネツトとラゲツジルーム 
カバー（ステーシヨンワゴン） 


セーフテイネット 


セーフ ティネットはラゲッジ ルーム カ 
バーとともに、リアシートのバックレ 
スト背面の U —ルに収納されています。 

A けびのおそれびありまず 

セーフティネットは重い荷物の飛び 
出しを防ぐことはでさません。重い 
荷物を積載ずるとさは確実に固定し 
て < ださい。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出されて、 
乗員びけびをずるおそれびあります。 


心 けがのおそれがありまず 

軽い荷物を積載ずるとさは、セーフ 
テイネットを使用してください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出される 
おそれびあ0ます。 


リアシートのバックレストを倒してい 
ないとさ 



►タブのを持って、セーフテイネッ 
卜をリールから引さ出します。 


► セーフテイネツト上端にある□ツド 
の左ち端部を;!レーフ内張りの取り付 
け部③に取り付けます。 


リアシートのバックレストを倒してい 
るとさ 
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► リアシートのバックレストを前方に 
倒します。 

►タブのを持って、セーフテイネッ 
卜を U —ルから引さ出します。 

► セーフテイネット上端にある□ッド 
の左ち端部をルーフ内張りの取り付 
け部③に取り付けます。 

セーフテイネットを収納ずる 

► □ッドの左ち端部をルーフ内張りの 
取り付け部③から取り外します。 

► セーフテイネットをゆっくり卷き取 
らせます。 

ラゲッ ジ )レームカノ K — 

A けびのおそれびありまず 

ラゲッジ ルームカバーの 上に荷物を 
置かないでください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに荷物び投げ出されて、 
乗員びけびをずるおそれびありまず。 

ラゲッジルームカバーを使用ずる 










►グリップ③を持ち、ラゲッジルー 
ムカノ く一をいつぱいまで弓 I さ出して 
□ックさせます。 

ラゲツジルームカバーを収納ずる 



► グリップ③を軽く下方に押します。 

►グリップ③を持ちなびら、ラゲッ 
ジ ルーム カバーをゆっくり巻さ取ら 
せます。 

►必要であれば、ラゲッジルーム後端 
部のを上ちまたは下方に向けます。 

セーフテイネット/ラゲツジルームカ 
バー収納リールの脱着 



ラゲツジルームカバー後端部のび 
水平になるよラにします。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


セーフテイネット/ラゲッジルームカ 

バー収納リールを取りがず 

► ラゲッジルームカバーおよび セー 
フテイネットをリール③に収納し 
ます。 

► リアシートのバックレストを前方に 
倒します。 

►バックレストの取り付け部のから 
外れるまで、 U —ル③を左側にス 
ライドします。 

► U —ル③を取りがします。 

セーフテイネット/ラゲッジルームカ 

ノ V ’一収納リールを取り付ける 

► リアシートのバックレストを前方に 
倒します。 

► U —ル③を取り付け部のに合わせ 
ます。 

► U —ル③をち側にいっぱいまでス 
ライドします。 

► リールび確実に取り付けられている 
ことを確認します。 


バッグホルダー* 


A けがのおそれびありまず 

バッグホルダーには軽い荷物のみを 
掛けてください。重い物やとびった 
物、壊れやずい物を掛けないで< だ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに荷物び投げ出 
されて、乗員びけびをするおそれび 
あ0まず。 


U バッグホルダーには、約 5 kgii (上 
の荷物を掛けないでください。 

バッグホルダーのはトランクルーム 
またはラゲツジルームにあります。 

セダン 



①バツグホルダー 


ステーションワゴン 



バッグホルダーを使用ずる 

► バッグホルダーのを押します。 

バッグホルダーを収納ずる 

► 再度、バッグホルダーのを押します。 


を跋 e 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 










荷物の積み方/ル物入れ 


229 


テールゲートのコートフック 
(ステーションワゴン） 


心 けびのおそれがありまず 

テールゲートのコートフックには 
重い物を掛けないで < ださい。重み 
でテールゲートび閉じ、身体び挟ま 
れてけびをずるおそれびあ0ます。 
コートフックには軽い衣類のみを掛 
けて < ださい。 



①コートフック 


テールゲートを開いているとさに、 
コートなどの軽い巧類を掛けることび 
でさます。 


EASY - PACK フィックスキット 
(ステーションワゴン) _ 

ラゲッジルームレールに装着したア 
タッチメントに伸縮式ベルトを装着し 
て荷物を固定したり、伸縮式ポールを 
装着してラゲッジルームを区切ること 
がでさます。 

また、アタッチメントには U ングび装 
備されており、荷物固定用 U ングとし 
て使用でさます。 



①アタッチメント 
③伸縮式ベルト 
③伸縮式ポール 


アタッチメント①や伸縮式ベルト③、 
伸縮式ポール⑤は、ラゲッジフ□ア 
ボードの下に収納されています。 

ラゲツジ ルームレールへの アタッチ メ 
ントの装着 



ラゲッジ ルームレールに アタッチメン 
卜を装着ずる 

► ラゲッジルームレール®の前端部 
にアタッチメント①を合わせます。 

► □ック解除ボタン③を押しながら、 
アタッチメントを後方にスライドさ 
せます。 


《日本仕様には、 EASY - PACK フィックスキットは装備されません。 


B 義6恒冊 















230 
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►好みの位置で、□ック解除ボタンを 
放します。 

► □ックボタン⑤を押します。 

アタッチメントびその位置で固定さ 
れます。 

アタッチメントを取り外ず 

► □ック解除ボタン③を押しなび 
ら、アタッチメントをラゲッジルー 
ムレール前端部までスライドさせ 
ます。 

►アタッチメントをラゲツジルーム 
レールから取り外します。 


伸縮式ベルト 



軽い荷物を伸縮式べルトとラゲツジ 
ルームの側面の間に固定することびで 
さます。 


U 伸縮式ベルトには、 7 kgii ( 下の、 
ち全に固定でさる大ささの荷物のみ 
を固定してください。 


伸縮式べルトを装着ずる 

► 左ちいずれかのラゲッジルームレー 
ルにアタッチメントを2個装着し 
ます。 

► アタッチメントの□ック解除ボタン 
のを押しながら、いずれかのアタッ 
チメントの取り付け部③に、伸縮 
式べルトの固定部③をいっぱいま 
で差し込みます。 

► アタッチメントの□ックボタン® 
を押します。 

伸縮式べルトの固定部びアタッチメ 
ントに確実に装着されていることを 
確認します。 

^ 1 

► 伸縮式べルトの□ック解除ボタン 
©を押しなびら、伸縮式ベルトを 
引さ出します。 

このとさ、固定する荷物び伸縮式べ 
ルトとラゲッジルーム側面の間にな 
なぶつにします。 

► もラー方のアタッチメントの□ック 
解除ボタンのを押しなびら、アタッ 
チメントの取り付け部に、引さ出し 
た伸縮式べルトの固定部をいっぱい 
まで差し込みます。 
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► アタッチメントの□ックボタン® 
を押します。 

伸縮式べルトの固定部びアタッチメ 
ントに確実に装着されていることを 
確認します。 

► 伸縮式べルトの□ック解除ボタン 
⑤を押しなびら伸縮式べルトを巻 
さ取らせ、荷物を確実に固定します。 

必要であれば、荷物び確実に固定さ 
れるよラにアタッチメントの前後位 
置を調整します。 

伸縮式べルトを取り外ず 

► アタッチメントの□ック解除ボタン 
のを押しなびら、伸縮式ベルトを 
アタッチメントから取りがします。 

► 伸縮式べルトの□ック解除ボタン 
⑤を押しなびら、伸縮式ベルトを 
巻さ取ります。 

伸縮式ポール 


伸縮式ポールを装着することにより、 
積載する荷物の大ささに合わせて、 
ラゲツジルームを区切ることがでさ 
ます。 



伸縮式ポールを装着ずる 

► 左ち の ラゲッジ ルームレールにア 
タッチメントを1個ずつ装着します。 

► いずれかのアタッチメントの□ック 
解除ボタン①を押しなびら、アタッ 
チメントの取り付け部③に、伸縮 
式ポールの固定部⑤をいっぱいま 
で差し込みます。 

► アタッチメントの□ックボタン④ 
を押します。 


伸縮式ポールの固定部びアタッチメ 
ントに確実に装着されていることを 
確認します。 



► アタッチメント®の□ック解除ボ 
タンのを押しなびら、もラーちの 
アタッチメントの取り付け部に、 
引さ出した伸縮式ポールの固定部 
をいっぱいまで差し込みます。 

このとさ、伸縮式ポール⑤の長さ 
を調整しなびら作業を行ないます。 

► アタッチメントの□ックボタン® 
を押します。 

伸縮式ポールの固定部びアタッチメ 
ントに確実に装着されていることを 
確認します。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


►必要であれば、アタッチメントを前 
後に動かして、伸縮式ポールの位置 
を調整します。 

伸縮式ポールを取り外ず 

► □ック解除ボタンのを押しなびら、 
伸縮式 ポールの 固定部をアタッチ メ 
ントから取りがします。 

荷物固定用リング 


ラゲッジ ルームレールに アタッチメン 
卜を装着し、アタッチメントの U ング 
(1>226ページ）を起こして、荷物固 
定用リングとして使用することができ 
ます。 

A けがのおそれがありまず 

荷物固定用 U ングには均等に力びか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な車線変更時、事故のとさ 
などに荷物び投げ出されて、乗員び 
けびをずるおそれびあ0ます。 



► トランクを開さます。 

►フックのを起こして、トランクフ 
□アボードを引さ上げます。 



► トランクフ□アボード③を支えな 
がら、フック①をリアウインドウ下 
側のトランクの縁⑤にかけます。 


Q トランクフ□アボードのフックを 
リアウインドウ下側のトランクの縁 
にかけたままトランクを閉じないで 
くださし、フックを損傷します。 


ラゲツジフ□アボード下の収納ス 
ぺース（ステーシヨンワゴン） 


A けびのおそれびありまず 

ラゲッジフ□アボード下の収納ス 
ペースに重い物やかたい物を収納し 
ているとさは、ラゲッジフ□アボー 
ドを閉じて < ださい。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事 
故のとさなどに収納物び投げ出され 
て、乗員びけびをずるおそれびあり 
ます。 


を跋 e 恒冊 


トランクフ□アボード下の収納スペー 
スには、車載工具や応急用スペアタイ 
ヤなどが収納されています。 
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ラゲッジフ□アボード下の収納スペー 
スには、ラゲッジバスケットと停止表 
示板ケース、車載工具び収納されてい 
ます。 

車種や仕様により、ラゲッジトレイや 
応急用スペアタイヤなどわ収納され 
ています。 

ラゲッジフ□アボードを開く 

► テールゲー トを開さます。 

►フック③の矢印の部分を押して、 
フックを起こします。 

►フック③を持って、ラゲッジフロ 
アボードのを弓 I さ上げます。 



ラゲッジトレイ非装備車 
①ラゲッジノ くスケット 
③停止表示板ケース 


ラゲッジトレイ装備車 

① ラゲッジノ くスケット 

② 停止表示板ケース 

③ ラゲツジトレイ 


ラゲツジフ□アボードを閉じる 

► ラゲツジフ□アボードを下方に押し 
下げます。 

► ラゲツジフ□アボードを押して□ッ 
クさせます。 


ルーフラック 


A 事故のおそれびありまず 

• ルーフラックやアタッチメントを 
取り付けるとさは、製品に添付の 
取扱説明書に従って<ださい。誤っ 
た取り付けちによってルーフラッ 
クやアタッチメントび脱落すると、 
乗員びけびをしたり、事故の原因 
になります。 

• ルーフの最大積載量（約 100 kg ) 
を超えないよラを意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
とさは、車の重位置び変化し、 
走行安定性に影響を与えまず。路 
面や交通、天候に合わせた運転を 
行なってください。 


B 義09恒冊 
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A けがのおそれがありまず 

ルーフキャ U アを取り付けていると 
さは、スライディングルーフ*を開 
じてください。乗員びけびをするお 
それびあ0まず。 

P 推奨品じ(外の j レーフラックを取り 
付けると車を損傷するおそれびあり 
ます。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
たはルーフラックに荷物を積んだと 
さは下記に注意してください。車を 
損傷するおそれびあります。 

• ルーフ後部のアンテナに接触し 
ないこと 

• スライディングルーフ*をチ 
ルトアップさせたとさに接触し 
ないこと 

• トランクまたはテールゲートを 
開いたとさに接触しないこと 

〇 ルーフラックは Daimler AG の推 
奨品の使用をお勧めします。詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


セダン 



H カバーを開くときは、金属製の 
物やかたい物を使用しないで<だ 
さい。カバーやルーフを損傷するお 
それびあります。 

► 注意しなびらカバーのを矢印の方 
向に開さます。 

► 内部にあるマウントにルーフラック 
を装着します。 

ルーフラックの装着方法について 
は、製品に添付されている取扱説明 
書をご覧ください。 

ステーションワゴン 

ルーフラックなどをルーフレールに装 
着することがでさます。 

ルーフラックなどの装着方法について 
は、製品に添付されている取扱説明書 
をご覧ください。 


を跋 e お冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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心 事故のおそれびありまず 

走行中はバニテイミラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により事故を 
起こずおそれびありまず。 



①照明 

©フック 

⑤ク U ップ 

® バニテイミラー 

⑤ノ くニテイミラーカバー 

前方か S のにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック③からがし 
ます。 

► サンバイヴーを横にまわします。 


Q サンバイヴーを横にまわすとさ 
は、バニテイミラーカバー⑤を閉 
じてください。バニテイミラーカ 
ノ く一や J レーフ内張りを損傷するおそ 
れびあります。 

バニテイミラー 

ノ f ニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さます。 

照明①が点好します。 

使用後はノ くニテイミラーカノ く一を開 
じます。 

〇 照明のはサンバイヴーびフック 
にかかっているとさに点なします。 



イグニッシヨン位置び1か2のとさに 
操作でさます。 

電動ブラインドを展開ずる（上げる） 

► 電動ブラインドスイッチのを押し 
ます。 


B と跋09恒冊 


※電動ブラインドは、曰本仕様には装備されません。 
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電動ブラインドを収納ずる（下ばる） 

►再度、電動ブラインドスイッチの 
を押します。 

A けがのおそれがありまず 

• 車から離れるとさは、必ず車を施 
錠してキーを携帯してください。 

また、チャイルド セーフテイシー 
卜を使用している場合でを、テ供 
だけを残して車から離れないでく 
ださい。 

◊車内部品による、深刻なまたは 
致命的なけびをするおそれびあ 
りまず。 

◊ 車内の極端な局温や低温1 <- よ 
る、深刻なまたは致命的なけび 
をするおそれびあ0まず。 

〇運転装置に触れて作動させるこ 
とにより、事故を起こすおそれ 
びあります。 

また、テ供びドアを開いて事故を 
起こしたり、車から転落してけび 
をずるおそれびあ0まず。 

• チャイルドセーフ テイ シートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフ テイ シートび高温になり、テ 
供び火傷をするおそれびありまず。 

〇電動ブラインドの開閉の妨げにな 
るよラなちのを周囲に置かないでく 
ださい。また、身体を挟まないよラ 
に注意してください。 


の皿* 

H 吸いびらやマッチの乂は確実に消 
して、使用後はカバーを閉じてくだ 
さし、 

n 紙<ずなどの燃えやすい物は入れ 
ないで <ださい。 

B 灰を落とすとさは、灰皿び取り付 
けられていることを確認してくだ 
さい。灰皿の収納部を損傷するおそ 
れびあります。 


フ□ントのの皿 



灰皿を開く 

►カバーのを前方に押します。 


の皿を閉じる 

► カバーのを前ちに押してから手を 
放します。 

カバーが自動的にスライドして閉じ 
ます。 

灰皿を取り外ず 

►エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

►灰皿③の両脇をつまみ、③の方向 
に引さ上げます。 


iGlw 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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の皿を取り付ける 

►灰皿⑤を元の位置に合わせ、押し 


みます。 

リアのの皿 



灰皿を開く /閉じる 

► カバー③の上端を持って開さます。 


閉じるときはカバーを押します。 

灰皿を取り外ず 

►解除ボタン⑤を押して、灰皿のを 
取り出します。 

灰皿を取り付ける 

►灰皿のを元の位置に合わせ、押し 
込みます。 


フづ夕— 


心 乂傷のおそれびありまず 

ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれびあ0ます。 

安全のため、テ供を乗車させるとさ 
はライターを抜さ取ってくださし、 
乂傷をしたり、乂災び発生するおそ 
れびあ0まず。 



ライターを使用ずる 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► フ□ントの灰皿のカバーのを前ち 
に押します。 

► ライター③を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻ります。 

► ライター③を引き抜きます。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻します。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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B ライターを使用するときは、じ(下 
の点に注意してください。ライター 
を損傷したり、乂災び発生するおそ 
れびあ0ます。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないでください。 

• 赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。 

• ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
ください。 

H ライターび戻らなくなったとき 
は、イグニツシヨン位置を0にす 
るか、エンジンスイツチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

〇アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用するときは、純正 
アクセヴ U —だけを使用してくだ 
さい。 


12 V 電源ソケット 


U 12 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないでください。 

。ソケット内に指などを入れないで 
ください。感電するおそれびあり 
ます。 

B エンジンがかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テリーがあびるおそれびあります。 

H 12 V 電源ソケットを使用しないと 
きはカバーを閉じてください。異物 
び入ったり、水びかかると故障や 
ショートの原因になります。 

グ□—ブボックスの 12 V 電源ソケット 



フ□ントとリア * 、ラゲツジルーム（ス 
テーシヨ ンワゴン）に 12 V 電源ソケツ 
卜を装備しています。 

イグニツシヨン位置び1か2のとさ 
に使用でさます。 

B 必ず DC 12 V 、 最大消費電流 15 A 
(下（最大消費電力 180 Wii ( 下） 
の規格に合った電気製品を使用して 
ください。 

規格がの電気製品を使用すると、 
ヒューズび切れたり、乂災び発生す 
るおそれびあります。 


左八ンドル車 

グ□ーブボックスの 12 V 電源ソケッ 
卜を使用ずる 

►グ□ーブボックスを開さます 
0217ぺージ）。 

►12 V 電源ソケット①のカバーを開 
さます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


を跋 e お冊 
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センターコンソール下部の 12 V 電源 
ソケット* 



灰皿を装備していない車両は、ライ 
ターの代わりに 12 V 電源ソケットを 
装備しています。 


センターコンソール下部の 12 V 電源 
ソケットを使用ずる 

►カバーのを前ちに押します。 

►12 V 電源ソケット③のカバーを開 
さます。 

12 V 電源ソケットのカバーを閉じる 

► カバーのを前ちに押してから手を 
放します。 

カバーが自動的にスライドして閉じ 
ます。 


リアの 12 V 電源ソケット* 



PK 化な 


リアの 12 V 電源ソケットを使用ずる 

► カバー③の上端を持って開さます。 

►12 V 電源ソケット①のカバーを開 
さます。 


ラゲツジルームの 12 V 電源ソケット 
(ステーションワゴン） 



ラゲッジルームの 12 V 電源ソケット 
を使用ずる 

►12 V 電源ソケット①のカバーを開 
さます。 


B 義 G 9 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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アシストグリップ _ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
U ップびあります。コーナ U ング時の 
姿勢保持などに使用します。 

U アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されています。 

A けがのおそれがありまず 

SRS ウインドウバッグの作動を妨げ 
たり、作動時に物び飛んで乗員びけ 
びをずるおそれびありますので、！;^ 
下の点にを意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセサリーなど物を掛けない 
で < ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい衣 
服!;の物を掛けないでください。 

• コートフックを使用ずるとさは、 
八ンガーなどを使用せず、衣服を 
直接掛けてください。 

P アシストグ U ップにぶらさびった 
り、必要(上の大さな荷重をかけ 
ないでください。アシストグリップ 
を損傷するおそれびあります。 

〇運転者は運転中にアシストグリッ 
プを使用しないでください。 

〇コートフックを使用するときは、 
巧服び運転者の視界の妨げになら 
ないよラに注意してください。 


フ□アマット* 


心 事故のおそれがありまず 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあり、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部③とフ□アマットの凹部① 
で確実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑ったり、ペダル 
操作を妨げるおそれびあります。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 



フ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かします。 
► フ□アマットを敷きます。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部③にはめ込みます。 

フ□アマットを取り外ず 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取りがします。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


iGlw 
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慣 S し運転 


慣らし運輯 


A 事故のおそれがありまず 

新品の ブレーキ パッドは、目安と 
して走行距離び数百 km を超えるま 
では制動性能を完全には発揮でさま 
せん。 この 期間は、必要に応じて ブ 
レーキ ぺ夕 J レをかし強めに踏んで くだ 
さい。 また、 ブレーキ パッドや ブレー 
キ ディスクの交換を行なったとさを同 
様です。 

新車の場合、エンジンなどの機械部分 

び馴染むまで「慣らし運転」すること 

をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することびでさます。 

最初の1,500 km までは(下の注意事 

項を守ってください。 

• エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,000回転のとさは約 
4,000回転）を超えないよラに運転 
してください。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けてください。 

• いつわ一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてください。 

• ギアレンジ位置胃、 [ D 2]. 厄五お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
ください。 


走行距離び1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 

〇 C 63 AMG は、最初の1,500 km 
までは(下のを意事項を守ってくだ 
さい。 

• 走行速度び 140 km / h を超えない 
よラにしてください。 

《公道を走行ずる際は、必ず法定速度や制 
限速度を遵守してください。 

• エンジン回転数び4,500回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、馴らし運転を行なっ 
てください。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいに踏み込むと、自 
動的に低いギアに切り替わり、エン 
ジンの回転数び上びって素早 < 加速 
します。これをキックダウンといい 
ます。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵巧を利用し 
た減速をエンジンブレーキといい 
ます。低いギアのとさほど効さび 
強くなります。 
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リアディファレンシャル□ック装 
備車 _ 

U アディファレンシャル□ック装備車 
には、セルフ□ッキング式のディファ 
レンシャルび U アアクスルに装備され 
ています。 

U アアクスルのディファレンシャル 
を保護するために、新車時から約 
3,000 km 走行後を目安に、(降は約 
50,000 km または3年ごとにリアア 
クスルのディファレンシャルオイルの 
交換を行なってください。これにより、 
より長い期間 U アアクスルのディファ 
レンシャルを正常な状態に保つことが 
でさます。オイル交換についてはメル 
セデス*ベンツ指定ヴービスエ場にお 
たずねください。 



心 乂災や爆発のおそれびありまず 

給油するとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いびするとさ 
は、決して火気をお付けないでくだ 
さい。火災び発生するおそれびあり 
まず。 


心 爆発のおそれがありまず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油ずる前に、エンジンを停 
止してください。 


心 健康を害ずるおそれがありまず 

肌や衣服に燃斜び付着しないよラに 
を意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を吸い込む 
と、健康を害ずるおそれびあります。 



セダン 

①燃料給油フラップ 
③ホルダー 

③ タイヤ空気圧ラベル 

④ 使用燃料表示 
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燃料の給油 


燃料給油フラップは、 U モコン操作や 
キーレスゴー操作*での解錠/施錠 
に連動して解錠/施錠されます。 

燃料給油口は車両のち側後ちにあり 
ます。また、メーターパネル内には 
給油口の位置を示す [ E び表示され 
ています。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 

► 燃料給油フラップのの矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップのび少し開さ 
ます。 

► 燃料給油フラップのを開さます。 

► キャップを反時計回りに少しゆるめ 
て、タンク内の圧力を抜さます。 

圧力が抜けたら、さらに反時計回り 
にまわして取りがします。 

►外したキャップを燃料給油フラッ 
プ①の裏側にあるホルダー③に 
置さます。 

► 給油を開始します。 

給油ノズ j レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

給油□を閉じる 

►キャップを燃料給油□に合わせ、時 
計回りにいっぱいまでまわします。 

カチッと□ックした音び聞こえ 
ます。 

► 燃料給油フラップのを閉じます。 


〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル⑤が貼付してあり 
ます。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については0259ぺージ）をご覧 
ください。 

〇 リモコン操作またはキーレスゴー 
操作*で燃料給油フラップび解錠 
されないとさは、手動で解錠でさ 
ます。詳しくは（1>319ページ）を 
ご覧ください。 

H 燃料を給油するとさは、 liHF の点 
に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリンを使 
用してください。有鉛ガソリンや粗 
悪なガソリン、指定(がの燃料（高 
濃度アルコール含有燃料など）を使 
用したり、添加剤などを混入すると、 
エンジンなどを損傷するおそれびあ 
ります。 

•燃料に軽油を使用したり、無鉛プ 
レミアムガソリンに湿ぜて使用し 
ないでください。少量を湿ぜただ 
けでわエンジンなどを損傷するお 
それびあります。また、このよラ 
な場合は保証の適用がになります。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動しない 
で<ださい。軽油び燃料系部品全 
体にまわるおそれがあります。誤っ 
て給油した場合はメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

• 目的地まで余裕をわって走れるよラ 
に、十分な量を給油してください。 

•燃料給油口には、純正品(がの 
キャップを使用しないでください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






燃料の給油 
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〇セルフ式のガソ U ンスタンドな 
どで給油するとさは必ず(下の点 
を守り、ち全に十分注意して作業 
を行なってくださし^。 

•エンジンを停止して、ドアやドアウ 
インドウなどを閉じてください。 

• 燃料給油口を開くことからはじまる 
一連の給油作業は、必ずひとりで行 
なって< ださし、。 

• 給油作業をする人(外は燃料給油口 
に近付かないでください。 

• 給油作業をする人は、作業の前に金 
属部分に触れるなどして身体の静電 
気を除去してください。 

身体に静電気を帯びていると、放電 
による乂花で燃料に引乂したり、乂 
傷をするおそれびあります。 

• 作業中は車内に戻らないでくだ 
さい。帯電するおそれびあります。 

• キャップの取り外し/取り付けは確 
実に行ない、乂気を近付けないよラ 
にしてください。 

• 燃料び塗装面に付着しないよラにま 
意してください。塗装面を損傷する 
おそれがあります。 

• 給油ノズルは給油口の奥まで確実に 
差し込んでください。 

•給油が自動的に停止したら、それ 
(上は給油しないでください。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になったり停止するおそれがあ 
ります。 


•手動で給油しているとさは、状況 
を見なびら、給油の勢いを強くし 
ないでゆっくりと給油してくだ 
さい。燃料が吹さこぼれるおそれ 
びあります。 

• ガソリンスタンド内に掲示されてい 
る注意事項を遵守してください。 


B 三弦 Q 芭09が田 
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エンジン ルーム 


エンジン ルーム 


ボンネッ 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜び開いて事故を起こずおそれびあ 
ります。 


A けがのおそれがありまず 

エンジンスイツチからキーを抜し^ 
ていて、イグニツション位置び0の 
とさでを、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に回 
転ずることびあります。エンジンファ 
ンなどの回転部分には身体や物を近 
付けないでください。 


A 乂傷のおそれがありまず 

ボンネットから炎や煙び見えたとさ 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をするおそれびありまず。 


A 乂傷のおそれがありまず 

エンジンび停止していてち、エンジン 
ルーム内には高温になっている部分び 
ありまず。エンジンルーム内に触れる 
とさは、各部の温度び下びっているこ 
とを確認してください。 


A けがのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンびかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置び2のとさは、エンジンルーム 
内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


ボンネットを開く 


A けがのおそれがありまず 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、 メーター 
パネルの警告灯/表示灯び消巧ずる 
までキーレスゴースイッチ*を押し、 
ワイパーのスイッチび停止の位置に 
なつていることを確認してください 
(1>112ページ）。ボンネットを開い 
ているとさにワイパーび作動ずると、 
けびをしたり、車やワイパーを損傷ず 
るおそれびあ0ます。 

H ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損 
傷するおそれびあります。 

D 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットび不 
意に下びることびあります。風の 
強い曰は十分に注意してください。 

また、ボンネットに雪び積もってい 
るときわ同様に注意してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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左八ンドル車 


► エンジンスイツチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作*でイグニツ 
シヨン位置を0にして、ワイパー 
のスイツチび停止の位置になってい 
ることを確認します （>11 2ペー 
ジ)。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネツト□ツク解除レ 
ノく一のを手前に弓 I さます。 

〇 盗難防止警報システム装備車は、 
ワイノ く一び作動しているとさにボン 
ネットの□ックを解除すると、ワイ 
パーの作動が停止します。 



► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ③を矢印の方向に押し上げな 
がらボンネットを開さます。 


〇 ボンネットを開いたあとに、さら 
に押し上げると、ボンネットを垂直 
の位置まで開くことがでさます。 

ボンネットを閉じる 


A 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットび開いて視界び 
遮られ、事故を起こすおそれびあり 
まず。 


A けびのおそれがありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分を意してく 
ださい。 

H エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム内の機器類など 
を損傷するおそれびあります。 

►ボンネットを引き下げ、約 20 cm 
の高さから手を放して閉じます。 

► ボンネットび確実に閉じていること 


完全に閉じなかったときは、わラー 
度ボンネットを開き、同じち法で少 
し強めに閉じます。 


B 三弦 Q 接09が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジン ルーム 


エンジンルーム C 200 CGI / C 250 CGI 


心 けがのおそれがありまず 

• イグニッションシステムおよびキ 
セノンへッドランプ*のバルブソ 
ケットや配線に手を触れないで< 
ださい。高電圧び発生しているた 
め、感電するおそれびありまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
て、イグニッション位置び0のと 
さでち、冷却水の温度び高いとさ 
はエンジンフアンなどび自動的に 
回転することびあります。エンジ 
ンファンなどの回転部には身体や 
物を近付けないで<ださい。 


9環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で行なつてください。 



C 200 CGI 


①エンジンオイルレベルゲージ 

のエンジンオイルフィ ラー 
U キャップ 

③冷却水リヴーブタンク 

@ ブ レーキ 液 U ヴー ブタンク 

⑤ウォッ シャー 液リ ヴーブ タンク 

《上記の内容は取扱説明書作成時点のちの 
で、エンジン上部のカバーや各部の配置 
などは、予告なく変更されることびあり 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 











ち八ンドル車 ち八ンドル車 


① 

エンジンオイルレベルゲージ 

① 

エンジンオイルレベルゲージ 

③ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

③ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

⑤ 

冷却水リヴーブタンク 

③ 

冷却水リヴーブタンク 


ブレーキ液 U ヴーブタンク 


ブレーキ液リヴーブタンク 


ウォッシャー液 U ヴーブタンク 

⑤ 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 


《左八ンドル車の④は左ち対称の位置にあり 《左八ンドル車の④は左ち対称の位置にあり 
よ弓0 0^す0 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業でおいて < ださい。乂傷や感電 
に注意してください。 

エンジンルームには多<の電気装備が 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗浄をしないで < だ 
さし、。 


5お0芭 e が田 
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エンジンルーム 


エンジンオイル 


車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 リットルのエンジンオ 
イルび消費されます。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量は多少増加することがあります。ま 
た、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加します。 

P エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷するおそれがあります。 

。エンジンオイルは使用している間 
に汚れたり劣化するだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
てください。 

エンジンオイル量を,な検ずる 

エンジンオイル量を点検するときは、 
じ(下の点に注意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンが温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから5分じ(上経 
過してし" i る 

• エンジンが温まる前にエンジンを停 
止したとさは、エンジンを停止して 
から30分じし b 経過している 



〇 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべルゲージの形状が異なり 
ます。 

► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいにないていっぱい 
まで差し込みます。 

► エンジンオイルレベルゲージを抜 
さ取り、付着したエンジンオイル 
量と巧れ具合を点検します。 

オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限③と下限③の間にあ 
れば正常です。 

► エンジンオイルレベルゲージを元の 
位置に差し込みます。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジンオイル量に関する故 
障/警告メッセージが表示された 
ときは（杉297ページ）をご覧くだ 
さい。 


I 
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エンジンオイルを？带給ずる 



A けがのおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないで < ださい。エンジンび 
熱いとさにオイルび付着ずると、発火 
して火傷をするおそれびありまず。 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
のを反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給します。 

ち全に十分注意して、作業を行なっ 
てください。 

►エンジンオイルフィラーキャッ 
プ①を補給口に合わせ、時計回 
りにいっぱいにまわして取り付け 
ます。 

使用するエンジンオイルについては 
(>359 ぺージ）をご覧ください。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間はエンジンにより、約 
1.5 〜2リットルです。 

B エンジンオイル量がエンジンオイ 
ルレべ j レゲージの上限を超えている 
とさは、エンジンオイルを抜いてく 
ださい。 


9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないでくだ 
さい。 


エンジンオイルの交換時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換することを 
お勧めします。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目安としてくだ 
さい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳しくはメルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

Q 必ず指定のエンジンオイルを使用 
してください。指定じ1外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証が適用されないことがあ 
ります。 

Q 種類の異なるエンジンオイルを湿 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

Q エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全になさ取っ 
てください。 

Q エンジンオイル量が多すざると故 
障の原因になります。 

P エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちにメルセデス‘ 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


B こ養接09が田 
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エンジンルーム 


オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランスミッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあり 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
ミッションの作動に異常を感じたとき 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

〇オートマ チック トランス ミッ ショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
備手帳」をご覧ください。 

H オートマチックトランスミッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


冷却水 


心 乂傷のおそれびありまず 

水温び少しでも高いとさは、絶対に IJ 
ヴーブタンクのキャップを開かない 
で<ださい。高温の蒸気や熱湯び吹 
さ出して、火傷をずるおそれびあり 
す 0 


心 乂傷のおそれがありまず 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないよラにしてください。熱くなった 
エンジンに不凍液び付着ずると、発 
乂して乂傷をするおそれびあります。 


" 冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

D 冷却水の量の点検と補給は、冷却 
水び冷えているとさに行なつてくだ 
さし、。 

D 不凍液は塗装面を損傷させます。 
ボディに付着したとさは、すぐに水 
で洗い流してください。 

B マルチファンクシヨンデイスプ 
レイに冷却水に関する故障/警告 
メッセージ（>296、297ぺージ） 
が表示されたときは、オーバーヒー 
卜してエンジンを損傷するおそれ 
びあります。ただちに安全な場所 
に停車し、メルセデス•ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

冷却水の量を点検ずる 


冷却水量の点検は、水平な場所に停車 
していて、エンジンび十分に冷えてい 
るとさに行ないます。 

►イグニッション位置を2にします。 

► メーターパネルのエンジン冷却水温 
度計でエンジンが十分に冷えている 
ことを確認します。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッション位置を0にし 
ます。 


I 









253 



► U ヴーブタンク③のキヤップのを 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 


►圧力び抜けたら、キャップ①をさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 冷却水の液面び U ヴーブタンク③ 
内のバー⑤の上面に達していれば 
適量です。 

A 水温が高いときは約 15 mm ほど 
液面び高 < なります。 

► キャップのを確実に閉じます。 

冷却水を補給ずる 

冷却水び不足している場合は、リヴー 

ブタンクに補給します。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► メーターパネルのエンジン冷却水温 
度計でエンジンび十分に冷えている 
ことを確認します。 

► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► U ヴーブタンク③のキャップのを 
反時計回りにゆっくり約1回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 


►圧力び抜けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 

► 液面の高さに注意して冷却水を補給 
します。 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます（1>361ページ）。 

► キャップのを確実に閉じます。 

冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化し 
ますので、整備手帳に従い定期的に交 
換してください。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

〇冷却水には必ず不凍液を湿ぜてく 
ださい。不凍液には防鐘の効果ちあ 
ります。 

Q 指定(外の不凍液や不適当な水を 
使用しないでください。鐘や腐食な 
どの原因になります。 

才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたとさの症状 

• 冷却水温度が約120で1^(上を示し 
てし" i る。 

• マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"冷却水が減少停車してエンジ 
ンを停止"などの故障/警告メッ 
セージび表示される。 

• エンジンルームから蒸気が出ている。 
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エンジンルーム 


A 乂災のおそれがありまず 

エンジン ルームから 蒸気び出ている 
とさや冷却水び吹さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、冷 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発火して火災び発生する 
おそれびあ0まず。 


A 乂傷のおそれびありまず 

水温び下びるまで、絶対にボンネッ 
卜やリヴーブタンクのキャップを開 
かないで<ださい。高温の蒸気や熱 
湯び吹さ出して火傷をずるおそれび 
あ0まず。 

P マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに、冷却水に関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(>296、297ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

才ーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水び吹さ出している状 
態でェンジンをかけたままにする 
と、ェンジンを損傷するおそれが 
あります。 

P オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

才ーバーヒートしたときの巧処方法 

► ただちにち全な場所に停車します。 

► ェンジンをアイドリング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却フアンが停止し 
ているとさや、冷却水び吹さ出し 
ているとさは、エンジンを停止し 
て冷却してください。 


►ェンジンび十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却 
ファンなどを点検します。 

► 冷却水び不足しているとさは補給し 
ます0253ぺージ）。 

U 冷却水は、ェンジンが熱いときに 
補給しないでください。ェンジンを 
損傷するおそれびあります。 


ブレーキ液 


心 事故のおそれがありまず 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告メッ 
セージび表示されたり（1>295ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯0305ページ） 
び点灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障び解消ずることはあり 
ません。 

安全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場に連絡してく 
ださい。 


公 事故のおそれびありまず 

必ず指定のブレーキ液を使用して< 
ださい。指定 iU 外のブレーキ液を使用 
したり、他の銘柄を混ぜると、ブレー 
キの効さ具合やブレーキシステムに 
悪影響を与え、安全なブレーキ操作 
びでさな<なるおそれびあ0ます。 
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A 乂傷や乂災のおそれがありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンび冷え 
てから行なってください。また、上限 
( MAX ) を超えないよラに補給してく 
ださい。あふれたブレーキ液びエン 
ジンや排気系部品などに付着ずると、 
発乂して火傷をしたり、火災び発生ず 
るおそれびあ0ます。 

B マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージが表示されたとさは 
(^295 ページ）をご覧ください。 


ブレーキ液の量を点検ずる 



ち八ンドル車 


►ブレーキ液の液面び、ブレーキ液 
U ヴーブタンクののレベルイン 
ジケーター上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常です。 

《左八ンドル車のブレーキ液 U ヴーブタン 
ク①は、エンジンルームに向かってち側 
にありまず。 


ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス*ベンツ指定ヴー 

ビスエ場で点検を受けてください。詳 

しくはメルセデス-ベンツ指定ヴービ 

スエ場におたずねください。 

Q ブレーキ液の減りかたが著しいと 
きは、ただちにメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

Q ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場で 
行なってくださし、。 

H 補給のとさは、ゴミや水びリヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえルさなゴミでも、 
ブレーキび効かな < なるおそれがあ 
ります。 

P レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給すると、走行 
中に漏れて塗装面を損傷するおそれ 
があります。ボディに付着したとさ 
は、すみやかに水で洗い流してくだ 
さし、。 

〇ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化します。 
劣化した状態で使用すると、苛酷な 
条件下ではベーノ v - n ックが発生す 
るおそれびあります。 

〇 ベーパー□ック：長い下り坂や急 

な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰 
してブレーキパイプ内に気泡び発 
生し、ブレーキペダルを踏んでち 
圧力び伝わらず、ブレーキび効か 
なくなる現象のことです。 
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エンジン ルーム 


ウオツシヤー液 


A 乂災のおそれがありまず 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

〇 ウインドウ ウォッシャー液とへッ 
ドランプウ ォッシャー* 液の リヴー 
ブタンクは共用です。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用の 
2種類があります。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、冬用には凍 
結温度を下げる効果びあります。 


ウオッシヤー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給する前に、 
ウオッシャー液と水を適正な混合比 
に湿ぜます。 


► ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップのを開きます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

► キャップのを取り付けます。 


使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水に湿ぜ 

て使用します。 

D 補給する前に別の容器で適正な湿 
合比に混ぜてください。 

D 粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあります。 

〇ウォッシャー液が出な<なったと 
さは、ウォッシャーの操作をしない 
でください。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびあります。 

H へッドランプには樹脂製レンズを 
使用しているため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。純正じ(外のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷するおそ 
れがあります。 

B ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を湿ぜないでください。液 
量の計測器を損傷するおそれびあ 
ります。 

H マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにウォッシャー液に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(杉300ページ）をご覧ください。 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

• 純正品および承認されている製品 
のタイヤやホイールを装着ず 
ると、 ブレーキ システムやヴスぺ 
ンシヨンを損傷したり、タイヤや 
ホイールと車体などとの間隔び確 
保でさずに事故を起こすおそれび 
あ0まず。 

• タイヤの摩耗には十分にを意し、 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び現われたら、ずぐに交換 
してください。タイヤの溝の深さ 
び約 3 mm じ(下になると著しく滑 
りやすくなり、事故につなびるお 
それびあ0ます。 

A 事故のおそれびありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップの裏側に、 
規定のタイヤ空気圧を記載したラ 
ベルび貼付してありまず(>259 
ぺージ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こずおそれび 
あ0まず。 

• ホイールボルトはホイールに適合 
した純正品だけを使用してくだ 
さい。純正品政外のホイールボル 
卜を使用ずると、ホイールび脱落 
して事故を起こすおそれびあり 
まず。 


Q ブレーキシステムやホイールを改 
造しないでください。また、スペー 
ヴーやブレーキダストカバーを使 
用しないでください。車両操縦性 
に悪影響をおよぼし、事故を起こす 
おそれびあります。 

D ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれがあ 
ります。 

Q 装着するタイヤは指定されたヴイ 
ズ、および4輪とわ同じ銘柄のわ 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、車両操縦性や燃費に悪影 
響をおよぼしたり、騒音が発生する 
おそれがあります。また、重い荷物 
を積載しているときやスノーチェー 
ンを装着しているとさに、タイヤが 
フェンダー内側やヴスペンシヨンに 
接触して、タイヤや車体を損傷する 
おそれびあります。 

H 前後同サイズのタイヤ/ホイール 
び指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着するときは、前 
輪に装着してください。 

D 回転方向び指定されているタイヤ 
は、タイヤの側面に記された回転方 
向の矢印などの指示に従って装着し 
てください。 

H 再生タイヤを装着した場合、安全 
性の保証はでさません。 

〇純正品または承認されている製 
品(がのタイヤやホイールを装 
着すると、道路運送車両法違反に 
なることびあります。 
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タイヤとホイール 


H 摩耗具合にかかわらず、6年(上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。応急用スペアタイ 
ヤ*わ同様に交換してください。 

Q トレッドびひどく摩耗したタイヤ 
では、濡れた路面を走行しなし''でぐ 
ださい。タイヤのグ U ップが著しく 
低下し、八イド□プレーニング現象 
を起こすおそれびあります。 

〇タイヤ/ホイールは、オイルや 
グ U —ス類、燃料などの付着する 
おそれのない、乾燥した冷暗所に 
保管してください。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離が約 100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転することをお勧 
めします。 

タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態(別冊 r 整 
備手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検します。 

►タイヤに大さな傷がないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検します。 

►タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にすり減っていないことを点検し 
ます。ス U ップヴイン（別冊「整備 
手帳」参照）が出ているときは、新 
しいタイヤに交換します。 

H タイヤに空気を入れてち、すぐに 
空気圧び低下するとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
らの空気漏れなどのおそれびあり 
ます。ただちにメルセデス*ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇ほこりの侵入や水分の浸入を防ざ 
バルブを保護するため、ホイールバ 
ルブのキャツプを必ず装着して < だ 
さい。また、市販のタイヤ空気圧計 
測装置をホイールバルブに装着する 
など、純正品または承認されたバル 
ブキャツプ(外のちのをホイールバ 
ルブに装着しないで<ださい。 

〇タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検すると 
さは、必ずタイヤの内側わ点検し 
てください。 

P タイヤのトレ ツ ドやサイドウ オー 
ルがひど<すり減ったり、傷び付い 
ているときは交換してください。 

走巧時の注意 


• タイヤやホイールび損傷していると 
さは、振動や騒音び発生したり、ス 
テアリングび不自然な動きをするこ 
とがあります。このよラなとさはた 
だちにち全な場所に停車して、タイ 
ヤとホイールを点検してください。 

異常が見つからないとさわ、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、注意して走行し 
てください。タイヤやホイールを損 
傷するおそれびあります。 

• 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
に接触しないよラにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要びある 
とさは、縁石に対してタイヤをでさ 
るだけ直角にしてください。タイヤ 
を損傷するおそれびあります。 
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装着していないタイヤは、オイルや 
グ U —ス類、燃料などの付着するお 
それのない、乾燥した冷暗所に保管 
してください。 


H 高圧式スプレーガンを使用して夕 
イヤを清掃しないでください。夕 
イヤを損傷するおそれがあります。 
損傷したタイヤは必ず交換してく 
ださい。 

• ホイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないでください。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクび腐食するおそれびあ 
ります。 

• ホイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 


回転方向び指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着す 
ることで、八イド□プレーニング現 
象などを発生しにくくし、タイヤの 
性能を発揮することがでさます。 

タイヤの側面に記載された回転ち向 
の矢印などの指示に従って装着して 
ください。 


タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されています(>243 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は rbar (= kg / cm 2 )」 または rkPa 」 
と、 「 psi 」 で示してし^ます。 



タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤサイズの代わりに、 " 16 "" や 
" R 16" などのホイール外径で表示され 
ていることちあります。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことびあります。 


タイヤの清掃について 


タイヤの回お方向について 


タイヤの保管について 


タイヤ空気圧ラベル 
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タイヤとホイール 



ホイール外径のはタイヤのサイド 
ウオールのタイヤサイズ表示に記載さ 
れています。 


心 事故のおそれがありまず 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
でください。タイヤび過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれび 
ありまず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れずざないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやずくな 
ります。また、タイヤ空気圧警告 
システムび正しく作動しなくなつ 
たり、車両操縦性に悪影響をおよ 
ぼずおそれびあ0ます。 


心 事故のおそれがありまず 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着ずるなど、純正品 
または承認されたバルブキヤップ 
外のちのをホイールバルブに装着し 
ないでください。それらを装着する 
と、バルブび常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になりまず。 


9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料を余計に消費します。 

n 必ず法定速度を守って走行してく 
ださい。 

B 周囲の気温び約10で変化すると、 
タイヤ空気圧は約 0.1 bar 変化し 
ます。タイヤ空気圧を点検するとさ 
は周囲の気温 | c _ ま意してください。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行するとさなどは必ず点検を 
行なってくださし、。 

〇 走行した直後や炎天下のよラに夕 
イヤ自体び高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ほど空気圧び高くな 
ります。空気圧はタイヤび冷えてい 
るときに測定してください。 

〇 応急用スペアタイヤ*の空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されています。 


タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪すベてのタイヤの回転速度をモ 
ニターし、タイヤ空気圧び低下する 
ことにより他のタイヤとの回転速度 
に差び生じると、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに警告メッセージを 
表 TJX します。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤ空気圧警告システムは、(下の 

状況のとさは作動しません。 

• カーブを巧がっているとさ 

• 加速または減速しているとき 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやすい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとさ 

• 重い荷物を積載しているとさ 

上記に該当しない条件で、約 20 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異常 

が検知されると警告び行なわれます。 

A 事故のおそれがありまず 

• 空気の入れずざなど、誤まった夕 
イヤ空気圧の調整に対しては警告 
び行なわれません。燃料給油フラッ 
プの裏側にあるタイヤ空気圧ラべ 
ルを参照して、必ず規定の空気圧 
に調整してください。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気び漏れ 
た場合などは検知でさません。ま 
た、タイヤ空気圧の点検を行なラ 
システムではあ0ません。 


• 急激な空気圧低下（タイヤに異物び 
貫通した場合など）に対しては警 
告を行なラことびでさません。こ 
のとさは、急ブレーキや急八ンド 
ルを避け、しっかりステアリング 
を支えなびら、徐々に減速して安 
全な場所に停車してください。 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる 

(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 
• タイヤやホイールを交換したとさ 
• 新しいタイヤやホイールを装着した 


►タイヤ空気圧警告システムを再起 お 
動する前に、燃料給油フラップの 〇 
裏側に貼付されているタイヤ空気 接 
圧ラベル瓜259ぺージ）を 参照© 
して、すべてのタイヤが適正な空 
気圧に調整されていることを 確認^ 
してください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤ 
び適正な空気圧に調整されていない 
とさは、正常に作動しません。 


タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

►ステアリングの 3 D または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから"メンテナンス"を選択します。 

► E を押して、"タイヤ空気圧"を 
選択します。 

► 应のを押します。 

"タイヤ空気圧警告システムオ 
ン" "0 K ボタンで再始動"と表示 
されます。 
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► LOKJ を押します。 

II タイヤ空気圧正常ですか？""キャ 
ンセル""はい"と表示されます。 

► E を押して"はい"を選択し、 
应のを押します。 

" タイヤ空気圧警告システム再始 
動しました"と表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムび作動を始めます。 

再起動を中断ずる 

► ステアリングの胃スイッチを押 
します。 

または 

►" タイヤ空気圧正常ですか？""キャ 
ンセル""はい''と表示されていると 
さに、 E を押して"キャンセル II 
を選択し、应のを押します。 


タイヤ□ーテーシヨン 


公 事故のおそれびありまず 

• タイヤまたはホイールのサイズび 
前後で異なるとさは、タイヤ□一 
テーシヨンを行なわないでくだ 
さい。前後のタイヤを入れ替える 
と車両操縦性や走行安定性び確保 
でさません。 

• ホイールボルトの締め付けトルク 
は 13 kg-m (1 SONrn ) でず。タイ 
ヤ□ーテーシヨンを行なったあと 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でホイールボルトの締め 
付けトルクを確認してください。 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

一般的には、前輪ではタイヤ接地面の 
両端部が、後輪ではタイヤ接地面の中 
央部びより摩耗します。 

5,000〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なつて < ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンのち法 

タイヤ□ーテーシヨンを巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 

〇 タイヤ□- テーシヨ ンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることびできます。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばすことがでさます。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動してください。 
ください。 

タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラべ j レで確認してください。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なった 
とさは、ホイールおよび八ブの接合 
面に砂や巧れびないことを確認して 
ください。 


B こ虜0芭 e が田 
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寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り 
扱いび必要です。必ず(下の注意事項 
を守って < ださい。 

冷却水/バッテリー 

メルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度び適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状態 
に不足びないことを点検してくださし、 

エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォツシヤー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
ります。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤや 
スノーチてー ンが必要です （>265、 
266、365 ページ）。 

スノーチェーンは 、 Daimler AG の指 
定品を使用してください。取り扱いに 
つし"'ては、スノーチェーンに添付され 
ている取扱説明書に従ってください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。凍 
結防止用の塩類をま < 地域の場合、少 
なくとわ1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪が積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
あります。 

ドアやトランクまたはテールゲートの 
凍結 

ドアやトランクまたはテールゲートび 
凍結しているとさはじ(下のよラなち法 
で走行する前に解凍するか、氷を取り 
除いて < ださい。 

• 氷を取り除< とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
ください。 

• ドアやトランクまたはテールゲート 
び凍結して開かないときは、開□部 
周囲にめるま湯をかけ、解凍してか 
ら開いてください。また、キーシ U 
ンダーにはめるま湯がかからないよ 
ラにしてください。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はきれいになき取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトラン 
クまたはテールゲートを開こラ 
とすると、周囲の防水シールやウェ 
ヴースト U ップを損傷するおそれ 
びあります。 


B こ養接09が田 
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ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステアリング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷塊び 
付着していたり、フェンダーの内側 
に雪が詰まって固まっていると、ボ 
ディを損傷したり、車のコント□一 
ルを失って事故を起こすおそれびあ 
ります。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよラに注意しなが 
ら、雪や氷塊を取り除いてください。 

• 走行中にわ、はね上げた雪や水しぶ 
さが凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作がでさなくなるおそれ 
があります。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊が付着していると 
きは、大きくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウ、スライディングルーフ*など 
が凍結しているとさに、無理に動かす 
とモーターを損傷するおそれびあり 
ます。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度が 
高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なります。 


雪道で動けないとさ 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラー（排気ガスの出口）と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
ます。 

A 中毒のおそれがありまず 

マフラー などび雪に埋もれた状態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび 
車内に入り一酸化炭素中毒を起こした 
り、中毒死するおそれびあります。 

駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 
に注意してください。 

• パーキングブレーキが凍結するおそ 
れがある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、セレクターレバーを 
EE に入れ、確実に輪止めをして 
ください。 

• できるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えすざない 
よラにしてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないでく 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷するおそれびあります。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動する 
と、乂災や故障の原因になります。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ウィンタータイヤ 


雪道や凍結路を走行するとさや外気温 
度が約7でじ(下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めします。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP ® な 
どの効果び発揮されます。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とわ同じ銘柄のわの 
にしてください。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動してく 
ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• ウィンタータイヤの溝の深さび 
4 mm じ(下になったときは、新品と 
交換してください。タイヤのグ U ッ 
プび十分確保でさないため、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0まず。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応 
急用スペアタイヤ*を装着ずると、 
車両安定性や制動性能び大さ < 低 
下するのでを意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイヤ 
に戻してください。 

P 回転方向が指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
された回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

B ウィンタータイヤを装着していて 
わ、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


Q ウィンタータイヤを外した後は、 
タイヤ/ホイールをオイルやグ 
リース類の付着するおそれのない、 
乾燥した冷暗所に保管して < だ 
さし、。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 


スノーチェーン 

ウィンタータイヤでわ走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さし、。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

〇スノーチェーンは必ず後輪に装着 
してください。 

〇応急用スペアタイヤ*にはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

H 車種や仕様により、標準タイヤ/ 
ホイ ー ルに スノー チェ ー ンを装着で 
きない場合びあります。詳しくは 
(^364 ページ）をご覧ください。 

Q 指定品じ(外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤからがれたり、車 
体に接触するおそれがあります。 

B スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を妨げない、安全で平坦な場所 
で行なって < ださい。路面に雪や 
凍結がなくなったとさは、スノー 
チェーンを外してください。 

B スノーチェーン装着時は約 
50 km/h (下の速度で走行してく 
ださい。 


B 三虜 Q 接09が田 
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H スチールホイール装備車にスノー 
チェーンを装着するとさは、ホイー 
ルカバーを取り外してください。ホ 
イールカノ く一を損傷するおそれびあ 
ります。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほラが走行しやすい 
場合びあります。 

スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


雪道や凍結路面の走行 _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやす<なっています。十分な車間距 
離を確保し、いつもより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と操縦性を確保するため、 
じ(下の注意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チエーンを必ず使用してください。 

• 走行モードを E モードまたは C モー 
ドに切り替えてください（>127、 
171ぺージ)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さが悪くなるこ 
とがあります。 

このよラなとさは、後続車に注意し 
ながら低速で走行して、ブレーキの 
効さび回復するまでブレーキペダル 
を数回軽く踏んでください。 


心 事故のおそれがありまず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。スリップして車のコント□一 
ルを失い、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 


I 






走行時のま意 
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走行時の注意 


エンジンを停止しての走行 


心 事故のおそれびありまず 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。エンジンび停止していると 
をは、ブレーキやステアリングの操 
作に非常に大さな力び必要になるた 
め、車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびありまず。 


ブレーキ 


公 事故のおそれびありまず 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせないで < ださい。 
XU ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれびあり 
ふ9 〇 

• 長い下り坂や急な下り坂では必ず 
ティップシフトで低いギアレンジ 
を選択し、エンジンブレーキを併 
用して < ださい。エンジンブレー 
キを併用しないでブレーキペダル 
を踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返ずと、ブレーキび効かな < な 
り停車でさな<なるおそれびあり 
ふ9 〇 


公 事故のおそれびありまず 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼずことびないよラにを意し 
て < ださい。 


心 乂災のおそれびありまず 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
パッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かな < なったり、 
火災び発生ずるおそれびあります。 


A 事故のおそれびありまず 

新車時または交換したブレーキパッ 
ドは、目安として走行距離び数百 km 
を超えるまでは制動能力を完全には 
発揮でさません。この期間は、必要 
に応じてブレーキペダルを少し強め 
に踏んでください。 

H ブレーキび過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキディス 
クを損傷するおそれがあります。 

〇水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さが悪 < なることびあ 
ります。このよラなとさは後続車に 
ま意しなびら低速で走行し、ブレー 
キの効さび回復するまで、ブレーキ 
ぺ夕 J レを数回軽く踏んでください。 

〇高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪くなることがあります。このよラ 
なとさは後続車にま意しながら、ブ 
レーキの効さび回復するまで、ブ 
レーキ ぺ夕 J レを数回軽く踏んでくだ 
さし、。 
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P 必ず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(外のブレーキ 
パッドを使用すると、ブレーキ特性 
が変わつて安全なブレーキ操作びで 
さな<なるおそれがあります。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピードリミッターの作動中ち、低い 
ギアレンジを選択することによりエ 
ンジンブレーキを効かせることがで 
さます。 

急ブレーキなどでブレーキに大 
さな負担をかけた後は、ブレーキ 
ディスクが冷えるまでしばらく走 
行を続けてください。 

〇 長い急な下り坂では、ティップ 
シフトでギアレンジを歷盈、面君、 
垣五にして、エンジンブレーキを効 
かせて<ださい。ブレーキの過熱や 
過度の摩耗を防ぐことができます。 

凍結防止剤について 

凍結防止剤びまかれた道路を走行する 
とさは、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドに塩類が付着してブレーキの効 
さび悪<なり、制動距離び長<なるお 
それびあります。 

このとさは、後続車に注意しなびらブ 
レーキの効さび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。さ 
らに、先行車との車間距離を十分確保 
し、ま局;して走手寸して<ださし、また、 
次回走行するとさにち、ブレーキぺダ 
ルを数回軽く踏み、残った塩類を落と 
してください。 


C 63 AMG のブレーキの注意事項 

C 63 AMG の高性能ブレーキシステ 
ムは、走行速度やブレーキペダルの踏 
力、気温や湿度などのが気環境により 
ブレーキノイズを発生することびあり 
ます。 

また、ブレーキパッドやブレーキディ 
スクなどブレーキシステムを構成する 
部品は、運転スタイルや走行状況に応 
じて摩耗度合いが異なってさます。走 
行距離は摩耗度合いを測る目ちにはな 
りません。負荷の高い運転を行なった 
とさは、摩耗度合いは高くなります。 


(0) I ブレーキ警告'灯 


イ グニッシヨン位置を 2 にすると点な 
し（点なしないとさは、警告なび故障 
しています）、エンジン始動後に消な 
します。 

エンジン始動後ちパーキングブレーキ 
を効かせているとさは、点好したまま 
になります。 

パーキングブレーキを解除してち消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点なする場合は、ブレーキ液 
び不足しています。ち全な場所に停車 
し、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

B マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにブレーキ 液または ブレーキ パッ 
ドに関する故障/警告メッセージ 
が表示されたときは(>295ぺージ) 
をご覧ください。 
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タイヤのグリップについて _ 

ち全な走行のため、濡れた路面や凍結 
した路面では、乾燥した路面を走行す 
るとさよりわ低い速度で走行してくだ 
さい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態に 
十分注意して<ださい。路面び凍結し 
ているとさは、ブレーキ時にタイヤと 
路面の間に薄い水の層び形成され、夕 
イヤのグリップび大さく低下します。 


走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラに穏やかにアクセル 
ペダルを操作してください。タイヤ 
を空転させると、タイヤだけでなく 
トランスミッシヨンや駆動系部品を 
損傷するおそれがあります。 

• 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避けて 
ください。 

横風び強いとき 

横風び強く、車が横ち向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつわより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点なしてください。内部照明が 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ま 
意してください。 


エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキペグ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクが過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびあります 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵抗を利用し 
た減速をエンジンブレーキといい 
ます。低いギアのとさほど効さび 
強くなります。 

滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車に注意しながら低速で走行し、ブ 
レーキの効さが回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでください。 

スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤが空転したり 
脱輪した状態から脱出するとさは、 
タイヤを高速で空転させないでくだ 
さい。脱出直後に車び急発進し、事 
故を起こすおそれびあります。 

また、タイヤを高速で空転させると 
異常な過熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起さたり、トラ 
ンスミッションを損傷するおそれび 
あります。 
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• スタックした状態から脱出するとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いたり、タイヤの下に板や石など 
をあてびラと効果的です。 

また、低速でセレクターレバーを交 
互に rE と EE に入れることによ 
り、めかるみから脱出でさる場合が 
あります。 

道路冠水や車び水没したとき 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は約 25 cm 
です。 

• 波が立たないよラな速度で走行して 
ください。また、周囲の車両び立て 
る波にもま意してください。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったときは決してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 

• 車が水をした場合は、水び引いた後 
でもエンジンを始動せずに、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 


走巧中に異常を感じた S 


警告'灯び点'灯したときやマルチファン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとさ 

ただちにち全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なや故障/警告 
メッセージが消なしないとさは、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれがあります。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとさ 

ただちに安全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキ液や燃 
料などが漏れていないか確認して< 
ださい。漏れやボディ下部に損傷を見 
つけたとさは、運転を中止してメルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。損傷を放置したまま走 
行を続けると、事故を起こすおそれび 
あります。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとさ 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車して<ださい。急ブレーキや急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれが 
あります。 
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駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいちのがある場所には駐停車し 
ないで <ださい。 

• 同乗者びドアを開くときは、周囲に 
危険がないことを運転者が確認して 
ください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をするおそれ 
びあります。 

•炎天下に駐車するときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えてください。 

• 炎天下に駐車した後は、乗車する前 
に換気をするなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いて<ださい。車両下部 
の排水口び目詰まりを起こし、車内 
に水び浸入するおそれびあります。 

車の周囲が雪で覆われているとき 

車の周囲び雪で覆われているときは、 

雪を取り除いてからエンジンを始動し 

てください。積雪により マフラーび ふ 

さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 

それがあります。 


急な坂道で駐車ずるとさ 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
夕ーレバーを I P I に入れ、パーキ 
ングブレーキを確実に効かせてくだ 
さい。さらに輪止めをして、前輪の下 
り側を歩道ち向に向けてください。 

假眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、ち 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こすおそれがあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーが異常過熱して乂 
災の原因になります。 

後退ずるとき 

後ち視界が十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 
るとさは、路面び濡れて滑りやすく 
視界ち悪くなります。(下の点にま 
意して、いつわより慎重に運転して 
ください。 

• 路面び滑りやすいため、タイヤの接 
地力び大さ<低下し、通常より制動 
距離ち長くなります。 

また、見通しび悪いため歩行者や 
障害物の発見が遅れが ちに なり 
ます。いつわより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保してください。 
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• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。滑 
りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。 

• 路面が濡れているとさは、クルーズ 
コント□ールは使用しないでくだ 
さし、。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さが 
悪くなることびあります。このとさ 
は、後続車に注意しながら低速で走 
行し、ブレーキの効さび回復するま 
でブレーキぺダ;!レを数回軽 < 踏んで 
ください。 

• 安全な視界を確保するため、必要に 
応じてデフ□スターやリアデフォッ 
ガーを作動させてください。また、 
AC モードでエアコンディショナー 
を作動させて車内を除湿して<だ 
さい。 

• 雨降りや濃霧時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、ヘッドラ 
ンプやフォグランプを点なしてくだ 
さし、ただし、へッドランプを上向 
さにすると、雨や濃霧に反射して視 
界を損なったり、対向車を較惑する 
ので、下向さで点好してください。 

• 濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、霧び晴 
れるまでち全な場所に停車してくだ 
さし、 
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車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転するためには、メルセデス- 
ベンツ指定ヴービスエ場で点検整備を 
受ける必要があります。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないます。 

Daimler AG 指定の点検整備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目があります。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検整備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定められ実施するわのです。 

次の点検時期を示すステツカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してあります。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

整備手帳 


車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 

日常点検 


長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、日常、車を使用するとさにお客様 
ご自身の判断で実施していただく点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 
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点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
TJX します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 

〇 メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかつた場合は、保 
証などの対象がになることびあり 
ます。 

自動表示機能 


次のメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッション位置を2 
にしたとさやエンジンがかかっている 
とさに、メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表示されます。 

メンテナンスインジケーター画面を消 
したいとさは、ステアリングので 
または I QK I スイツチを押します。 


〇 メンテナンスインジケーターが表 
示される時期は一定ではな<、車種 
や仕様、運転スタイルや走行距離な 
どにより変わります。 

エンジン回転数を適度に保ち、短距 
離短時間の運転を避けると、次の 
メーカー指定点検整備の実施時期ま 
での走行距離が伸びることびあり 
ます。 

〇 新車時の走行距離が 30 km を超え 
てから、メンテナンスインジケー 
ターの点な時期が適切であることを 
メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場で必ず確認して < ださい。 

手動表示 


メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でわ表示でさます。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ステアリングの 3 D か EB スイッ 
チを押して、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイのメインメニューから 
" メンテナンス"を選択します。 

► E を押して、"メンテナンス"を 
選択します。 

► 应のを押します。 

メンテナンスインジケーター画面び 
表示されます。 
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表のメ ッセー シ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
J レなどに応じてじ(下のよラに表示され 
ます。 

点検整備実施前の表示例 

II 次回のメンテナンス A (または B ) 
まであと XX km です" 

II 次回のメンテナンス A (または B ) 
まであと XX 日です" 

点検整備実施時期になったときの表 
示例 

"メンテナンス A (または B ) 期限び 
切れます" 

点検整備実施時期を過ぎたときの表 
示例 

じ(下のよラなメッセージが表示され 
ます。 

II メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました 一 XX km " 

II メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました 一 XX 日" 

〇 メンテナンス A " または"メンテ 
ナンス B "、 およびそれらに続く文 
字や数字は、次回のメーカー指定 
点検整備の範囲び、点検項目の少 
ない点検整備または総合的な点検 
整備のどちらに該当するかを示す 
ちのです。 

ただし、日本では法定点検があるた 
め、これらの範囲と法定点検の範囲 
は異なります。 


〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備(前に摩耗の限界に 
達することびあります。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で相 
談の上、じ(下のよラに対処してくだ 
さし、 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換する 

〇 バッテリーの接続を外している間の 
経過曰数は、加算されません。 

メンテナンスインジケーターの U 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場で 
メンテナンスインジケーターを U セッ 
卜してください。 

リセット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 

B メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、すみや 
かにメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けてください。 
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曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でち車を美しく保つことびでさます。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用してください。 

詳し<はメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

A 中養や乂災のおそれがありまず 

• 一部の合成クリーナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
ていることびあります。カーケア 
用品を使用ずるとさは、必ず添付 
の取り扱い上のを意を読み、指示 
に従ってください。 

• 車内でカーケア用品を使用ずると 
さはドアやドアウインドウを開さ、 
十分に換気してください。有機溶 
剤による中毒を起こしたり、静電 
気び可燃性ガスに引火して乂災を 
起こずおそれびありまず。 

• 車の手入れをするとさに、ガソ U 
ンやシンナーなどを使用しないで 
ください。中毒を起こしたり、気 
化ガスに引火して火災を起こずお 
それびあ0ます。 

• カーケア用品は、子供の手び届く 
ところや火気の近くに置いたり保 
管しないでください。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 

妻してください。 


外装 _ 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで払い落としてくだ 
さし、 

• 少なくとも月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 飛び石などにより塗装面を損傷する 
と、鐘の原因になります。早めに補 
修を行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

• ミ尼や虫の死がい、鳥のふん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、すみやかになさ取っ 
てください。特に、鳥のふんは塗装 
面を損傷しやすいため、でさるだけ 
早く水で洗い流してください。 

• 凍結防止剤が散布してある道路を走 
行したとさは、すみやかに洗車し、 
ボディ下側やフェンダー内を洗い流 
してください。 

• 直射曰光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱くなってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
<ださい。塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入れ 
により鐘などび発生したとさは、早 
めにメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で補修することをお勧めし 
ます。 


B こ虜 Q 接09が田 
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洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
りなどを洗い流します。 

► 水にカーシヤンプーなどを湿ぜた洗 
浄液を用意し、車全体にかけます。 
外気取り入れ口付近では少量にし、 
ダクト内に洗浄液び残らないよラに 
ま意してください。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し乂亢します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴をなさ取 
ります。 

洗車時のま意 

洗車をするとさは、じ(下の点にま意し 

てください。 

• 水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないでください。 

• 虫の死がいなどは、洗車前に取り 
除いて <ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るため、早めに処理してください。 

• 洗車をするとさはマフラーに注意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けびをするおそれ 
があります。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で < ださい。ブレーキディスクが 
熱いとさに急激に冷やすと、ブレー 
キディスクを損傷するおそれがあり 
ます。 


• ホイールには酸性のホイールク U — 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食する 
おそれびあります。 

• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置する 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどび腐食するおそれびあり 
ます。 

このよラなとさは、しばらく走し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させてください。 

自動洗車機の使用 


A 事故のおそれがありまず 

自動洗車機で洗車したあとは、ブレー 
キの効さび悪くなることびあります。 
ブレーキディスクやブレーキパッドび 
乾くまでは、十分を意して走行してく 
ださい。 

自動洗車機で洗車するときは liHF の点 

に注意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は、使 
用しないでください。ドアやスライ 
ディングルーフ*などから水漏れ 
を起こすおそれびあります。 

• 車の汚れびひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さい。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。 

• ドアウインドウとスライディング 
ルーフ*び完全に閉じていること 
を確認してください。 
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• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さい。 

• 余熱ヒーター.ベンチレーシヨン* 
び停止していることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止してください （>11 2、 
114ぺージ)。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光沢び失わ 
れたり、劣化を早めるおそれびあり 
ます。 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやワ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
おさ取ってください。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 事故のおそれがありまず 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高い 
ため、タイヤを損傷ずるおそれびあ 
0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用してください。 
水圧び高すざると、塗装面を損傷す 
るおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウイ 
ンドウガラス接合面やボディパネル 
の継ぎ目部分、サスペンション、電 
気装備、コネクター類などに近付け 
ないでください。水圧び高いため、 
車内に水び浸入したり、防水シール 
や塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 


マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しクリ 
アコートで塗装されています。 

非常にデリケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損なラお 
それびあります。詳しくはメルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてわ、同様の手入れを行なってく 
ださい。 

U 塗装面を磨かないでください。ま 
た、塗装面の手入れには、ワックス 
や研磨剤、光沢剤のよラなペイント 
保護剤は使用しないで<ださい。質 
感を損なったり、塗装面を損傷する 
おそれびあります。 

Q 塗装面に巧れび付着したとさ 
は、すみやかに取り除いてください。 

D 樹脂類や油脂類などを塗装面に 
付着したままにしないでください。 
質感を損なったり、塗装面を損傷す 
るおそれがあります。 

Q ワックスなどの巧れが付着したと 
さは、シリコン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびら巧れをなさ取って 
ください。 

H タールなどの巧れが付着したとさ 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさなびら巧れをなさ取ってくだ 
さい。 

P 高圧式スプレーガンやスチームク 
リーナーは使用しないでください。 
塗装面を損傷するおそれびあり 
ます。 


B 三弦 Q 接09が田 
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H 塗装の修復などは、メルセデス • 
ベンツ指定ヴービスエ場で行なって 
ください。 

ウインドウの清掃 


A けびのおそれびありまず 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチからキー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を 0 
にしてください。ワイパーび作動し 
てけびをするおそれびあ0まず。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 

た柔らかい巧で清掃してください。 

〇ウインドウの内側を清掃するとき 
は、乾いた巧や研磨剤、有機溶剤を 
含むク U —ナーなどを使用しないで 
<ださい。また、かたい物でこすら 
ないでください。ウインドウを損 
傷するおそれがあります。 

H フ□ントウインドウおよびリアウ 
インドウの排水口にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃してくだ 
さい。排水口び目詰まりを起こし、 
腐食の原因になります。 

ワイパーブレードの清掃 


A けびのおそれびありまず 

ワイパーブレードを清掃ずるときは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、イグニツシヨン位置を 0 にし 
てください。ワイパーび作動してけ 
びをずるおそれびあ0まず。 


P ワイパーブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあります。 

H ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なわないでください。また強 
くこすったりしないでください。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になります。 

► ワイパーアームを起こします。 

►ワイパーブレードを、湿らせた柔ら 
かい巧で軽くなさます。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻す 
とさは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷するおそれがあります。 

ランプ類の清掃 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズです。流水または水とカーシャ 
ンプーを湿ぜた洗浄液で洗い流してく 
ださい。 

〇有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いた巧などで強< 
こすらないでください。また、へッ 
ドランプウォッシャーは必ず専用の 
純正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷するおそれがあ 
ります。 


I 
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パークト□ニックセンサー*の清掃 



パークト□ニックセンサー①を清 
掃するときは、流水または水とカー 
シャンプーを混ぜた洗浄液で洗い流 
してください。 

U パークト□ニックセンサーを清 
掃するとさは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないでく 
ださい。また、純正(外の手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾なさし 
ないでください。センサーを損傷す 
るおそれびあります。 

〇パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーを使用しなし^でくださし、 
センサーや塗装面を損傷するおそれ 
びあります。 


パーキングアシストリアビューカメラ 
の清掃 



セダン 

►されいな水で巧れを落とし、やわら 
かい巧でなさ取ってください。 

P カメラのレンズやカメラ周辺を 
清掃するとさは、じ(下のことにま 
意してください。カメラを損傷す 
るおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
リーナーを使用するとさは、ノズ 
ルをカメラやカメラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾おさしないでくだ 
さい。 

• 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、カメラにワックスが付着し 
ないよラに注意してくださし、 
付着したときは、水にカーシャ 
ンプーなどを湿ぜた洗浄液で拭 
さ取ってください。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にヴビび発生することびあり 
ます。 

定期的にマフラーを手入れすることに 
より、マフラーの輝きを保ち、また元 
の輝さを取り戻すことびでさます。 

H ホイールク U —ナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナーでマフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 

マフラーの 手入れについては、メル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 


車内 


A けびのおそれがありまず 

清掃ずるとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにある U ン 
ケージやヒンジなどの金属部分び露 
出した箇所にを意してください。触 
れるとけびをするおそれびありまず。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
ります。ガラス面の内側を清掃する 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよラに注意して 
ください。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むク U —ナーなどを 
使用しないでください。 


• ウインドウに遮光フィルムなどを 
貼付すると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
があります。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► 水で薄めた中性洗剤を含ませた不織 
巧でなさ取ります。 

P ディスプレイび熱くなっていると 
きは、冷えるまで待ってください。 

yCOMAND ディスプレイを清掃す 
るとさにじ(下のものを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷する 
おそれびあります。 

• アルコール分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれび 
あります。 


I 
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プラスチックトリムの清掃 


A けがのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用し 
ないでください。エアバッグび正常 
に作動しなくなり、けびをするおそ 
れびあ0まず。 

〇プラスチックトリムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないでください。プラス 
チックト U ムを損傷するおそれびあ 
ります。 

H プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着し 
ないよラにしてください。表面の劣 
化の原因になります。 

► 水で湿らせた不織布でおさ取ります。 

► 頑固な汚れには専用のクリーナーを 
使用します。 

表面の色び一時的に変化しますが、 
乾くと元に戻ります。 

ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織布でなさ取ります。 

► 頑固な汚れには専用のクリーナーを 
使用します。 

P 有機溶剤を含むクリーナーや研磨 
き IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷するお 
それがあります。 


シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めた石験水を使用して 
拭さ取ります。 

D 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないでください。また、直射日光 
に当てたり、 8 CrCiiLb の温度で乾 
燥させないでください。 


B 三養接09が田 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 

トラブルの原因と巧応 . 

非常時の解錠/施錠…… 
NECK PRO アクティブ 
へッドレストのリセット 

キーの 電池交換 . 

電球の交換 . 

ワイパーブレードの交換… 

パンクしたとさ . 

バッテリー . 

バッテリーがあがったとさ 

けん引 . 

ヒューズ . 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場所 


事故 • 故障のとさ 


心 乂災や爆発のおそれびありまず 

燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにを 
意してください。乂災び発生したり、 
爆発するおそれびありまず。 


事故び起きたとき 

すみやかに、(下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならない安全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷者びいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととちに、 
負傷者の救護を行なって<ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
ください。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 


路上で故障したとさ 

安全な場所に停車して、非常点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置< ことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれがあるため、乗 
員は車内に残らず、ただちにち全な場 
所に避難してください。 

車が動かな < なったとさ 

セレクターレバーを EN ] に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同乗 
者や付近の人に救援を求めて、ち全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このときは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みに注意して 
ください。 

セレクターレバーを m に入れられ 
ないとさは、乗員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いでください。 

H 踏切内で動けな < なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要するとさは非常 
信号用具ち使用してください。 

〇 セレクターレバーを [ E から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさます。詳しくは 
(杉319ページ）をご覧ください。 


■か：？？吟 


• 自動車保険会社に連絡してくださし、 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに装 
備しています。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれています。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
さい。 

懐中電灯び十分な明るさで点なする 
ことを定期的に点検してください。 


停止表71^板 


停止表示板（セダン) 



停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
収納されています。 


停止表示板を取り外ず 

► トランクを開さます。 

► 停止表示板のを押さえながら、 
ノブ③をつまんでホルダーをが 
し未す。 

► 停止表示板のを取りがします。 


停止表示板（ステーシヨンワゴン） 



ラゲツジトレイ装備車 

停止表示板はラゲツジフ□アボードの 
下に収納されています。 

停止表示板を取り出ず 

► テールゲー トを開さます。 

► ラゲツジフ□アボードを開さます 
0232ぺージ）。 

► 停止表示板ケースのを取り出し 
ます。 

► 停止表示板ケースのから停止表示 
板を取り出します。 


■か：？09-吟 
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車載品の収納場所 


停止表示板の組み立て 



►スタンドのを引き出して、停止表 
示板を地面に立てます。 


►反射板③を開いて、先端のフック 
③をかみ合わせます。 

※車種や仕様により、停止表示板の形状び異な 
0ます。 


救急セット _ 

〇 救急セツトの中身び揃っていて、 
使用期限が過ざていないことを確認 
してください。 


セダン 



救急セツト①はトランク内左側に収 
納されています。 


ステーションワゴン 



救急セツトはラゲツジルームち側の力 
バー内に収納されています。 

救急セツトを取り出ず 

►八ンドルのを引いてカバーを開さ 
ます。 



►救急セツト③を取り出します。 


■か：？？吟 
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車載工具 _ 

車載工具はトランクフ□アボードまた 
はラゲッジフ□アボードの下に収納さ 
れています。 

A けびのおそれがありまず 

車び車載のジャッキ*だけで支えら 
れているとさは、絶対に車の下に身 
体を入れないでください。ジャッキ 
び外れると、車に挟まれて致命的な 
けびをするおそれびあります。車載 
のジャッキ*は、タイヤを交換ずる 
ために車を一時的に持ち上げる目的 
のみに設計されています。 


A けびのおそれがありまず 

ジャッキはかたくてずべりにくし、 
水平な場所でのみ使用してください。 
パーキングブレーキを 確実に効かせ、 
さらに輪止めを使用して、車び動さ 
出してジャッキから外れることを防 
いで < ださい。 

また、ジャッキを使用しているとさに、 
エンジンを始動しないでください。 

H トランクまたはラゲッジルーム内 
には金属が露出している部分や鋭 
利な部分びあります。車載工具や 
応急用スペアタイヤ*を取り出す 
とさは、必ず保護のため手袋を着 
用し、けがをしないよラに注意し 
てください。 

〇 ジャッキを使用するとさは、"パ 
ンクしたとき"（杉326ページ）に 
記載されている安全に関する内容わ 
必ずお読み < ださい。 


応急用スペアタイヤが車載されている 
車種 


► トランクフ□アボードまたはラゲッ 
ジフ□アボードを開さます(>232 
ぺージ）。 



ステーションワゴン 


►ステーションワゴンは、ラゲツジ 
ルームトレイのを取り出します。 



セダン 


► フック③を押しなびらカバー③ 
を開さます。 

〇 ノブ®を押して、車載工具®を 
ケースごとトレイ©から取りがす 
ことびでさます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？ C 9 -吟 
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車載品の収納場所 


車載工具には liTF のものび収納されて 
います。 

• ホイールレンチ 
• ジャッキ 
• けん引フック 
• 輪止め 

• ヒューズラベル（英文） 

• 手袋 

応急用スペアタイヤを取り出ず 

► トレイ⑤を、反時計回りにまわし 
て取り外します。 

► 応急用スペアタイヤ®を取り出し 
ます。 

D トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手袋 
を着用して<ださい。素手で作業す 
るとけがをするおそれがあります。 

タイヤフイットが車載されている車種 


► トランクフ□アボードまたはラゲッ 
ジフ□アボードを開きます(>232 
ぺージ）。 



セダン 


車載工具には(下のちのび収納されて 
います。 

• タイヤフィット 
• 電動エアポンプ 
• けん引フック 
• ヒューズラベル（英文） 



ジャッキを使用するときなどには、輪 
止めを使用し、車び動さ出さないよラ 
にしてください。 

輪止めを組み立てる 

► プレートを引き起こしますの。 

► 裏面のプレートを引さ出します③。 

► 裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開口部に差し込みま 
す③。 

H 輪止めを使用するときは、図® 
の矢印の方向にタイヤびあたるよラ 
にします。方向に注意してくださし、。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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故障/警告メッセージ 


A 事故のおそれがありまず 

表示されるメッセージや警告は、一部 
の限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られています。 
故障表示の機能は運転者を支援する 
装置でず。発生した故障や異常に対 
処 して 車の安全性を維持する責任は 
運転者にあります。 

車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに警告やま意、対応ち法など 
が表示されます。 

故障/警告メッセージによっては警 
告音が鳴ることびあります。 

重要度の高いメッセージは、赤色で表 
示されます。 

故障/警告メッセージの内容、およ 
びじ(降に掲載されているメッセージに 
関する対応ち法に従ってください。 

故障/警告メッセージを表示させる 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出すことがで 
さます。 

► ステア U ングの 3 D または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから"メンテナンス"を選択します。 

故障や異常がある場合は、ディスプ 
レイに"2 メッセージ"のよラに故 
障や異常の件数び表示されます。 

故障や異常がない場合は、 "0 メッ 
セージ"と表示されます。 


► し心または w を押して、"メッ 
セージ"を選択します。 

► 应のを押します。 

► E または E を押して、故障 
/警告メッセージを表示します。 
故障や異常びない場合は、 II 故障は 
ありません"と表示されます。 

A 事故のおそれがありまず 

走行中にステア U ングのスイッチを 
操作するとさは、直進時に行なって 
<ださい。ステア U ングをまわしな 
びら操作ずると、事故を起こずおそ 
れびあ0ます。 


故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメッセージは消すことび 
でさません。故障や異常の原因が解決 
するまで、故障/警告メッセージび 
繰り返し表示されます。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出すことがで 
さます。 

メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テア U ングにより消すことびでさます。 

► メッセージび表示されているとさ 
に、ステア U ングの巧のまたは 
I ご I スイッチを押します。 


■か：？ C 9 -吟 









A 事故のおそれがありまず 

メーターパネルや7ルチファンク 
シヨンディスプレイび故障した場合 
は、メッセージなどび表示されなく 
なりまず。 

走行速度や外気温度、警告灯/表示 
巧、メッセージやシステム故障の内 
容など走行に必要な情報を得ること 
びでさなくなります。車両操縦性な 
どに影響を与えているおそれびあり 
まずので、状況に応じた運転を行なつ 
て < ださい。 


走行する前に、メーターパネルの表示 
灯/警告灯が点巧し、マルチフアン 
クシヨンディスプレイが表示されるこ 
とを確認してください。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► 八イビーム表示なや方向指示表示な 
などを除いた表示なや警告なび点な 
し、マルチフアンクシヨンディスプ 
レイび表示されることを確認します。 

《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
日月書作成時点のちのです。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびありまず。 


交:字メッセージ 


心 事故のおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


ディスプレイ 表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

P レンジに 
シフトしてく 
ださい 


キーレスゴー装備車： 

セレクターレバーび [ E じげ M こ入っているとさに、キーレスゴー 
スイッチでエンジンを停止するか、イグニッシヨン位置を0か1 
にして、運転席ドアを開いた。車を施錠しよラとすると、警告音 
ち鳴った。 

► セレクターレバーを EE に入れてください。 

エンジン始動 

P または N に 
シフト 


セレクターレバーび [ E かに入っているとさに、キーレス 
ゴー操作*でエンジンを始動しよラとした。 

► セレクターレバーを [ E か EE に入れてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

タイヤ空気圧 
タイヤを点検 
して<ださい 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検 
知した。警告音ち鳴った。 

►周囲の交通状況にミ主意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避 
けて停車してください。 

► タイヤを点検してください。 

► 必要であれば該当するタイヤを交換するか、修理してください。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてくだ 
さい。 

►適正なタイヤ空気圧に調整し、またはタイヤを交換/修理 
した後に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
0260ぺージ）。 

タイヤ空気圧 
警告システム 
故障 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

空気圧調整後 
タイヤ空気圧 
警告システム 
再始動 


タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 

► すべてのタイヤの空気圧を適正値に調整してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

プレセーフ 
故障 

取扱説明書を 

参照 


A けびのおそれびありまず 

PRE - SAFE ®* に異常びある。 

エアバッグなど他の乗員保護装置の機能は確保されている。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

クルーズコン 
卜□ールと 
スピード U 
三 ツター 
故障 


クルーズコント□ールまたは可変スピード U 三ッターび故障して 
し^る。警告音わ鳴った。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クルーズコン 
卜□—ル 
- km/h 


クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 
30 km/h 下の速度でクルーズコント□-ルを作動させようと 
した。 

►可能であれば、約 30 km / hl ； l 上の速度で走行し、クルーズコン 
卜□一 J レを設定してください。 

► クルーズコント□ールの作動条件を確認してください。 


■か：？ C 9 I 吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 































イラストメッセージ 


A 事故のおそれがありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


拓~〇 て 


または 


抑 


碁 S 


(©) 


A 巨 S と ESP 
現在作動 
不可 

取扱説明書 
を参照 


セダン：トランクび完全に閉じていない状態で走行している。警 
告音ち鳴った。 

► トランクを確実に閉じてください。 


ステーションワゴン：テールゲートび完全に閉じていない状態で 
走行してし''る。警告音ち鳴った。 

► テールゲートを確実に閉じて<ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。警告音も 
鳴った。 

► 周囲の交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 


ドアび完全に閉じていない状態で走行している。警告音わ鳴った。 
► ドアを確実に閉じてください。 


A 事故のおそれびありまず 

—時的に ABS 、 ESP ®、 巨 AS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートアシ 
ストの機能び作動しない状態になっている。例えばシステムの自 
己診断び完了していない可能性びある。メーターパネルの m と 
Ws Pel ち点灯している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

► わずかにステア U ングを操作しなびら、約 20 km/h 上の速度 
で、短い距離をを意して走行してください。 

ABS 、 ESP ®、 巨 AS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートアシストび作 
動でさる状態になると、メッセージは消えます。 

メッセージび消えないとさ： 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

(©) 


ABS と ESP 
現在作動 
不可 

取扱説明書 
を参照 

A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、一時的に ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒ 
ルスタートアシストの機能び作動しない状態になっている。メー 
ターパネルの m と m 、 m も点灯している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

► ミち意して走行してください。 

メッセージび消えると、上記の機能は作動でさる状態になります。 

メッセージび消えないとさ： 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


(©) 


ABS と ESP 
故障 

取扱説明書 
を参照 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートア 
シストの機能び作動しない状態になっている。メーターパネルの 
m と睡^、も点灯している。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などに車輪び □ ックするおそれびある。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 




ESP 

故障 

取扱説明書を 

参照 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプの機能び作動しない状態になってい 
る。メーターパネルの1 A 1と1器 F 1ち点丹してし^る。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミち意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 



■か：？ C 9 I 吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 





























ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 


» 


ESP 


取扱説明書を 

参照 


A 事故のおそれびありまず 

-時的に ESP ®、 目 AS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートアシストの機 
能び作動しない状態になっている。メーターパネルの m と m 
も点灯している。例えばシステムの自己診断び完了していない可 
能性びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意しなびら、約 20 km / h じ^上の速度でゆるいカーブをかしの 
間走行してください。 

メッセージび消えると、上記の機能は作動でさる状態になります。 
メッセージび消えないとさ： 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A 事故のおそれびありまず 

電圧低下のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートアシスト 
の機能び一時的に作動しない状態になっている。メーターパネルの 
m と m わ点灯している。例えばバッテ U —び充電されていな 
い可能化びある。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ま意して走行してください。 

メッセージび消えると、上記の機能は回復します。 

メッセージび消えないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A 事故のおそれびありまず 

メッセージび表示され、同時にメーターパネルの m び点滅した 
とさは、駆動輪のブレーキの過熱を防ぐため ETS の機能び解除 
されている。 

► メッセージび消え、 m も消灯するまで、ブレーキを;令やして 
<ださい。 

ETS は再び待機状態になります。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 

1- +1 



1：1下の理由により、バッテ U —び充電されていない。警告音わ鳴った。 

• オルタネーターの故障 

• V ベルトび切れている 

• 電気システムの故障 

►周囲の交通状況にミ主意しなびら、安全に停車して、エンジンを 
停止してください。 

► ボンネットを開いて < ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを 

D 走行しないでください。オーバーヒートしてエンジンを損傷す 
るおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとき 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


•0 


ブレーキ 

パッド 

摩耗 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


(©) 


ブレーキ液 
レベル 

点検してくだ 
さい 

パーキング 
ブレーキ 
解除して<だ 
さい 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。さらに、メーター 
パネルの r @ i び点灯し、警告音ち鳴った。 

► 周囲の交通状況にミ主意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないで<ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても 
問題は解消しません。 


(©) 


パーキングブレーキを解除しないで走行している。警告音ち鳴った。 

►パーキングブレーキを解除してください。 



■か：？ C 9 I 吟 



































ディスプレイ表示 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 


(©) 


: 




EBD , ABS , 

ESP 

故障 

取扱説明書を 

参照 


冷却水 

停車して 

エンジンを 

停止 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 EBD 、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスター 
トアシストの機能び解除されている。 さらに、メーターパネルの 
m と m 、 @び点灯し、警告音も鳴った。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

►を意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


冷却水の温度び高くなりすざている。警告音も鳴った。 

►周囲の交通状況にミ主意しなびら、安全に停車して、ェンジンを 
停止してください。 

►雪やミ尼、氷などにより、ラジェターへの送風び遮られていない 
か確認してください。 

►メッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動してくださ 
し、。ェンジンを損傷するおそれびあります。 

►ェンジン;令却水温度計（1>136ページ）で;令却水温度を点検し 
て < ださい。 

►冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてください。 


V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の交通状況にミ主意しなびら、安全に停車して、エンジン 
を停止して < ださい。 

►ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとを 

D 走行を続けないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび損傷していないとを 

►メッセージび消えるまではエンジンを始動しないで<ださい。 
エンジンを損傷するおそれびあります。 

►エンジン;令却水温度計（1>136ページ）で;令却水温度を点検し 
て < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ラジェターの冷却フアンに異常びある。 

►冷却水温度び約120む1；|下の場合は、最寄りのメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場まで走行することびでさます。 

► その場合は、山道での走行などでェンジンに大さな負荷をかけ 
たり、発進/停止を繰り返さないでください。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

口 


冷却水を 
点検してくだ 
さい 

取扱説明書 
を参照 

;令却水量び不足している。 

► 冷却水補給時のを意事項を読んでから、；令却水を補給して<だ 
さし、 

►通常よりも頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定ヴー ビスエ場で点検を受けてください。 


©! 


パワーステア 

U ング 
故障 

取扱説明書を 

参照 

A 事故のおそれびありまず 

パワーステア U ングのパワーアシストび低下している 。ステアリ 
ング操作に非常に大さな力び必要になる。警告音ち鳴った。 

►大さな力でステア U ングび操作でさるか確認してください。 

安全にステアリングび操作できるとき 

►ミ主意しなびらメルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行し 
て < ださい。 

ま全にステアリングび操作でをないとを 

►走行を続けないでください。最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 


舉 


左□ー ビーム 1) 

左へッドランプ（□ービーム）び切れている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


舉 


才ートラ仆 
故障 

ランプセンサーに異常びある。下向さのへッドランプび点灯する。 

►へッドランプの点灯モードを手動点灯モードにしてください 
0153ページ)。 

►ランプスイッチで、ヘッドランプを点灯/消灯してください 
0101ページ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


舉 


インテ U ジエ 
ント 

ライトシス 

テム 

故障 

インテ U ジェントライトシステムに異常びある。インテリジェント 
ライトシステムは作動しないび、ランプは通常通り点灯する。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 




給油の際に 
オイルレベル 
を点検 

エンジンオイル量び限界まで減っている。警告音わ鳴った。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

►必要であればエンジンオイルを補給してください。 

► 通常よりわ頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、エン 
ジンからオイルび漏れていないか点検してください。 




1) 他のランプび切れたとさは、この例外のメッセージび表示されます。 
車外ランプのいずれかに異常び発生すると、その箇所び表示されます。 













































ディスプレイ 表示 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 



キーの電池を 
交換してくだ 
さい 

キーの電池び消耗している。 

► 電池を交換してください。 



キーを認識 
でさません 

(赤色で表示） 

キーレスゴー装備車：走行を開始したとさにこのメッセージび表示 
されたとさは、システムび車巧にキーびないと判断している。警告 
fe ロ ロ'面った。 

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動びでさなくなる。 

► 周囲の交通状況にま意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►キーを探してください。 


キーレスゴー装備車：走行していて、キーび車内にあるとさにこ 
のメッセージび表示されたとさは、電磁波などの影響により、シ 
ステムびキーを認識することびでさない。警告音ち鳴った。 

► 周囲の交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。 

► エンジンスイッチからキーレスゴースイッチを取りがしてくだ 
さし、。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 



キーを認識 

でさません 

(白色で表示） 

キーレスゴー装備車：システムびキーを認識することびでさない。 

► キーび車内にあるとさは、キーの位置を変えてください。 

それでもキーびシステムに認識されないとさ： 

► エンジンスイッチからキーレスコ'ースイッチを取り外してく 
ださい。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 



キーび 
車内に 
友0ます 

キーレスゴー装備車：キーレスゴー操作での施錠時にシステムび 
車内にキーびあると判断している 

►キーを携帯して、車外から操作を行なって<ださい。 



キーを交換 

して<ださい 

キーび機能しなくなっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 



キーび 

違います 

エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 

► 正しいキーを使用して < ださい。 



キーを抜いて 
<ださい 

エンジンスイッチにキーを差し込んでいる。 

► キーを抜いてください。 







































故障/警告メッ 1 


299 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 



ドアを閉めて 
から 

□ックしてく 
ださい 

キーレスゴー装備車：キーレスゴー操作での施錠時にいずれかの 
ドアび開いている。 

警告音ち鳴った。 

► すべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 




スタートボタ 
ンを夕 i し 
キーを入れて 
<ださい 

キーレスゴー装備車:システムび一時的に故障しているか異常びある。 

警告音ち鳴った。 

► エンジンスイッチからキーレスゴースイッチを取り外し、エン 
ジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ぷ、 


左 U アバッ 
クレスト 

□ックされて 
いません 

ちリアバッ 
クレスト 

□ックされて 
いません 

A けびのおそれびありまず 

分割可倒式 U アシート装備車（セダン）： 

左側 U アシートのバックレスト、またはち側 U アシートのバック 
レストび□ックされていない。 

警告音ち鳴った。 

►バックレストを確実に□ックしてください。 


か 


SRS 

システム 

故障 

工場で点検 

A けびのおそれびありまず 

乗員保護補助装置び故障している。メーターパネルの W ち点 
灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


か 


フ□ント左 
故障 

工場で点検 

フ□ントち 
故障 

工場で点検 

A けがのおそれびありまず 

フ□ント左側、またはフ□ントち側の乗員保護補助装置び故障し 
ている。メーターパネルの W ち点阿している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


か 


U ア左 
故障 

工場で点検 

U アち 
故障 

工場で点検 

A けびのおそれびあります 

U ア左側、またはリアち側の乗員保護補助装置び故障している。 
メーターパネルの1 か 1ち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 







































ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 

か 


左ウインドウ 

バッグ 

故障 

工場で点検 

ちウインドウ 

バッグ 

故障 

工場で点検 

A けびのおそれびありまず 

左側、またはち側のウインドウバッグび故障している。メーター 
パネルの [ E わ点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 





燃料残量びほとんどない。 

►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


か 


給油してくだ 
さい 

燃料の残量び少なくなっている。 

►最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


を 


ウォツシャ液 
を補充して 
下さい 

U ヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減ってし''る。 

► ウォッシャー液を補給してください。 



■ジ 


300 
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トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

シートヒーター*び短時間で 
停止したり、作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

► U アデフオッガーやルームランプなど、必要のない電気装備を 
停止してください。 

ダイナミック八ンド U ング 
パッケージ*のスペシャルス 
ポーツモードスイッチの表示 
灯び点灯している。 

コンフオートモードを選択してもスイッチの表示灯び消灯しない 
とさは、ダイナ三ック八ンド U ングパッケージに異常びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

エアコンディショナーび停止 
しているとさに AC スイッチ 
店回の表示灯び点灯している。 
AC スイッチ画を押しても、 
除湿/ ;令房されない。 

故障のため、除湿/冷房機能び解除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

U アデフォッガーび短時間で 
停止したり、作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧び低下している。 

►読書丹やルームランプなど、必要のない電気装備を停止して< 
ださい。 

電圧び回復すると、 U アデフオッガーは自動的に作動します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


トラブ J レの原因とタオ応 


A 事故のおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えたメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ずメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なってください。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


スイツチやボタンの表示'灯/警告'灯 


か：？ e 占 
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トラブルの原因とタオ応 


メーターパネルの表示'灯/警告'灯 


トラブル 


(©) 


エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ABS 警告灯び点灯 
する。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

ABS に異常びあるため、機能び解除されている。そのため ESP ®、 
巨 AS 、 EBD 、 PRE - SAFE @*、 ヒルスタートアシスト、アダプティ 
ブブレーキランプの機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などに車輪び□ックする可能性びある。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 巨 S のコント□ールユニットに異常びあるとさは、ナビゲーショ 
ンやオートマチックトランスミッションなど、他のシステムにも 
異常びある可能性びある。 

A 事故のおそれびありまず 

A 巨 S の機能び一時的に解除されている。そのため ESP ®、 BAS 、 
EBD などの機能ち解除されている。 

自己診断び完了していない。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などには車輪び□ックする可能性びある。 

► を意しなびら、約 20 km/h 上の速度でゆるい力ーブをかしの 
間走行してください。 

警告灯び消えると、上記の機能は作動でさる状態になります。 
警告丹び消えないとさ： 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

► ま意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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トラブル 


A 


が F 


(©) 


五 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ® 表示灯と 
ESP ® オフ表示灯、 
黄色の ABS 警告 
灯び点灯する。警 
告音ち鳴った。 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
の ESP ® 表示丹と 
ESP ® オフ表示灯、 
黄色の ABS 警告 
灯び点灯する。 


走行中に黄色の ESP ® 
表示灯び点滅する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A 事故のおそれびありまず 

EBD に異常びあるため機能び解除されている。そのため、 ABS 、 

巨 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®*、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
スト、アダプティブブレーキランプの機能ち解除されている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そ 
のため、急ブレーキ時などに車輪び□ックする可能性びある。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス • ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ABS と ESP ® に異常びあるため機能び解除されている。そのた 
め、巨 AS 、 PRE - SAFE ®*、 ホールド機能、ヒルスタートアシスト、 
アダプティブブレーキランプの機能も解除されている。 
ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そ 
のため、急ブレーキ時などに車輪び □ ックする可能性びある。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス • ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

車び横滑りをしているか車輪び空転しているため、 ESP ® やトラク 
シヨンコント□ールなどび作動している。 

クルーズコント□ールび解除される。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要。^上に踏み込まないで 
<ださい。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP ® の機能を解除しないでください(雪道などでの走行を除く）。 
C 63 AMG については、（1>51ページ〜）をご覧ください。 

車輪び空転しているび、駆動輪のブレーキの過熱を防ぐため ETS 
の機能び解除されている。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

ブレーキび;令えれば、 ETS は自動的に待機状態になります。 
メッセージび消え、 ESP ® 表示灯も消灯します。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？ C 9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 



トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

4 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の 
ESP ® オフ表示丹び 
点丹する。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ® の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保しよラとすることびでさない。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

ESP ® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を受け 
て < ださい。 

SPORT 

C 63 AMG : 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色のス 
ポーツ八ンド U ング 
モード表示灯び点丹 
する。 

A 事故のおそれびありまず 

スポーツ八ンド U ングモードを設定している。 

スポーツ八ンドリングモードを設定したとさは、車び横滑りした 
とさや車輪び空転したとさに ESP ® は制限された内容で作動する 
ため、車両操縦性や走行安定性の確保は限られたちのになる。 

► ESP ® を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 
ESP ® を待機状態にでさないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を受け 
て < ださい。 

A 

4 

エンジンびかかっ 
ているとさに黄色 
の ESP ® 表示灯と 
ESP ⑧オフ表示灯び 
点灯する。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 巨 AS 、 PRE - SAFE ®*、 ヒルスタートアシス 
卜、アダプティブブレーキランプの機能び作動しない状態になっ 
てし''る。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとすることびでさない。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

► を意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 























トラブルの原因とタオ応 



トラブル 

考え 5 れる原因および症が/ ► 対応 

が 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のエ 
アバッグシステム警 
告灯び点丹する。 

A けびのおそれびあります 

乗員保護装置に異常びある。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動したり、事 
故のとさに作動しない可能性びある。 

► ミ主意して走行してください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

(©) 

走行中に赤色のブ 
レーキ警告丹び点灯 
する。 

警告音ち鳴った。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

警告阿は消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

(①） 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
す^^。 

警告音ち鳴った。 

A 事故のおそれびありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行を続けないで< ださい。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッ 
セージに従ってください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給し 
てち問題は解消しません。 


エンジンびかかって 
いるとさに赤色の;令 
却水量-;令却水温度 
警告灯び点灯する。 
エンジン;令却水温度 
計の指針び下限に 
友ろ 0 

冷却水温度計のセンサーび故障している。 

冷却水の温度び計測されていない。冷却水の温度び高くなりすざ 
ている場合は、エンジンを損傷するおそれびある。 

►周囲の交通状況にま意しなびら、安全に停車してください。状 
況を問わず、走行を続けないで< ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 


エンジンびかかつ 
ているとさに赤色 
の冷却水量-;令却 
水温度警告丹び点 
灯する。 


エンジンびかかつ 
ているとさに赤色 
の冷却水量-;令却 
水温度警告丹び点 
灯する。 

警告音ち鳴った。 


エンジンびかかつ 
ているとさに黄色 
のエンジン警告灯 
び点灯する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

IJ ヴーブタンクの冷却水量び少なすざる。 

;令却水量び正常なときは、ラジェターへの送風び遮られている 
か、ラジェターの冷却ファンび故障している可能性びある。 

;令却水量の温度び高すざて、ェンジンび十分に;令却されない。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら安全に停車し、ェンジ 
ンを停止してください。 

► ェンジンと;令却水を;令やしてください。 

► ェンジンと;令却水び;令えた後、点検時のを意事項を守りなび 
ら冷却水量を点検して、冷却水び不足している場合は補給し 
て < ださい。 

► 通常よりち頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

►雪やミ尼、氷などにより、ラジェターへの送風び遮られていな 
いか確認してください。 

► ;令却水温度び120む1处下のとさは、最寄りのメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場まで走行を続けてください。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの 
大さな負荷びかかる走行は避けてください。 

冷却水温度び約120むを超えている。ラジェターへの送風び遮 
られているか、 U ヴーブタンクの;令却水量び不足している可能 
性びある。 

ェンジンび十分に;令却されないため、ェンジンを損傷するおそ 
れびある。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら安全に停車して、ェン 
ジンを停止して < ださい。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

1^下のちのび故障している可能性びある。 

• ェンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニッシヨンシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、ェンジンびェマージェ 
ンシーモードになっている可能性びある。 

► すみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


ぶ ぶ 。 

I ^^ 6 —^ 
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トラブル 


各 


各 


フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、赤色のシート 
ベルト警告灯び点丹 
する。 


赤色シートベルト警 
告灯び点滅し、断続 
的な警告音ち鳴って 
し）る。 


I 王ンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告灯び点灯 
する。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 
A けびのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消丹します。 

A けびのおそれびあります 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定して 
<ださい。 

シートベルト警告丹び消灯します。 

A けびのおそれびありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない状態 
で走行し、速度び約 25 km/h を超えた。 

赤色のシートベルト警告灯び点滅し、断続的な警告音ち鳴っている。 
► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音わ鳴り止みます。 

A けびのおそれびありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km/h 
を超えた。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定して 
<ださい。 

シートベルト警告丹び消灯し、警告音わ鳴り止みます。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■か：？ C9 -吟 























308 


トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報*び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、運転席ドアをエマー 
ジェンシーキーで解錠して開いた。または、車内からドアやテール 
ゲートを開くか、ボンネットの□ックを解除した。 

►警報を停止してください （ t >55 ページ）。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクシヨンディスプレイに故障/警告メッセージび表 
示されている。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください0290ページ〜）。 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 

エンジンスイッチからキーを抜いてあるとさかイグニッシヨン位 
置び 0 のとさに、車幅灯を消灯しないで運転席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを m の位置にしてください。 

エンジンを始動すると、警告 
音び約6秒間鳴る。 

A けびのおそれびありまず 

運転席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


事故のとさ 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 乂災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイツチからキーを抜い 
て < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動してください。 

運転席と助手席のへッドレス 
卜び前方に動いた。 

追突などの事故により 、 NECK PRO アクティブへツドレスト*び 
作動した。 

► NECK PRO アクティブへツドレスト*を U セツトしてください 
0320ぺージ）。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


警告音 


I 
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トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 义災や爆発のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止し、エンジンスイッチからキーを抜い 
て < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび解錠されていない。またはキーの電池び消耗 
してし)る。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

► トランクまたはテールゲートを開いてください(>318ページ）。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください(>319ページ）。 


燃料給油フラップは解錠されているび、開閉機構に異常びある。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください(>319ページ）。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


エンジン 


トラブル 


エンジンび始動しない。 

イグニッシヨン位置を 3 にす 
ると スターターモーターの 音 
びする。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

• エンジンの電気システムに異常びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

• バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ 
U —の電圧び低くなっている。 

► エンジンを再始動する前に、イグニッシヨン位置を 0 に戻すか、 
メーターパネルの表示灯/警告灯び消灯するまで、キーレスゴー 
スイッチ*を押して < ださい。 

►再度、始動操作を行なって<ださい。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリー 
びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてち、エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


燃料と燃料タンク 


I 
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トラブルの原因とタオ応 



か 

AJ 

G 

I 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

エンジンび始動しない。 

イグニッション位置を 3 にす 
るとスターターモーターの音 
びする。 

燃料残量警告灯び点丹してい 
て、燃料計の指針び0を示し 
てし）る。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 

エンジンび始動しない。 

イグニッション位置を 3 にし 
てちスターターモーターの音 
びしない。 

バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテリー 
の電圧び低くなっている。 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください(>343ペー 
ジ)。 

他車のバッテ U —を電源としてちエンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


過度の負荷により、スターターモーターび過熱している。 

► スターターモーターび冷えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作をしてください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでな 
く、ミスファイアも起きている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常び 
あな。 

► アクセルペダルを踏みすざないでください。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

触媒を損傷するおそれびあります。 
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トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

;令却水温度び約120°じを超 
えている。 

冷却水量-冷却水温度警告丹 
び点灯し、警告音も鳴った。 

U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 

冷却水の温度び高すざて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかに停車して、ェンジンと;令却水を冷やしてください。 

► ェンジンと;令却水び;令えてから;令却水量を点検し、必要であれ 
ば、冷却水補給時のを意事項を守りなびら、冷却水を補給して 
ください0253ぺージ）。 


;令却水量び正常なとさは、ラジェターの冷却ファンび故障してい 
る可能性びある。 

冷却水の温度び高すざて、ェンジンび十分に;令却されていない。 

► 冷却水温度び約1 2( rciu 下の場合は、最寄りのメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場まで運転することびでさます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大 
さな負荷びかかる走斤は避けてください。 


オートマチックトランスミッション 


トラブル 

トランスミッションび正しく 
変速しない。 


加速性能びお化している。 

トランスミッションび変速し 
なし、 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッ 
ションの点検を受けてください。 

トランス三ッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっ 
ている。 

2速ギアか U ノくースギアで走行でさる場合びあります。 

►停車してください。 

► セレクターレバーを [ E に入れてください。 

►エンジンを停止して、イグニッション位置を0にするか、メー 
ターパネルの表示灯/警告灯び消灯するまで、キーレスゴース 
イッチ*を押して < ださい。 

►約10秒上待ってから、エンジンを再始動します。 

► セレクターレバーを EE に入れます。 

2速ギアになります。 

または 

► セレクターレバーを [ E に入れます。 

U バースギアになります。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスミッ 
シヨンの点検を受けてください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？ C9 -吟 
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トラブルの原因とタオ応 


トラブル 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

へッドランプの内側び曇って 

外気の湿度び高くなっている。 

いる。 

►へッドランプを点灯して走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプ内側の曇りは取れます。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び浸入して 
いる。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でへッドランプの点検を 
受けてください。 


ワイパー 



考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►ま全のため、イグニッション位置を 0 にして、エンジンスイッ 
チからキーを抜いてください。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 


パークト□ニック* 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックの赤色イン 
ジケーターだけび点灯して約 
2秒間警告音び鳴り、約20秒 
後にパークト□ニックの機能 
び解除され、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点 
灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場でパークト□ニックの点検を受けてください。 

パークト□ニックの赤色イン 
ジケーターだけび点灯し、約 
20秒後にパークト□ニックの 
機能び解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃してください(>279ぺージ）。 

►再度、イグニッション位置を 2 にしてください。 

が部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
(>174ページ)。 


へッ ドランプ 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ウインドウ 




トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ドアウインドウび閉じない。 

ドアウインドウとドアフレームの間に障害になる物び挟まって 
いる。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウび開じることを確認してください。 


ドア内側のガイドレールなどに障害になる物びあり、ドアウイン 
ドウの上昇を妨げている。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウび開じることを確認してください。 


原因び分からない場合。 

► ドアウインドウび閉じるまでドアウインドウスイッチを引さ 
ます。 



ドアミラー 



トラブル 


ドア三ラーび無理に前ち/後 
ちに曲げられた。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

手動格納式ドア三ラー装備車： 

► 手でドア三ラー ユニッ トを正しい位置に動かしてください。 

電動格納式ドア三ラー装備車： 

► ドアミラー格納/展開スイッチ（1>92ページ）を、ギアび晒み 
合ラ音び聞こえるまで押します。 

ドアミラーユニットのギアび晒み合ラと、通常通りドアミラー 
を格納/展開できるよラになります。 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれびありまず 

ワイパーモーターび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択して 
<ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を受け 
て< ださい。 

ノズ J レからのウインドウウォッ 
シャー液びフ□ントウインドウ 
の中央付近に噴射されない。 

ノス} レの角度び適正でない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、ノズルの角度を調整 
してください。 


I 
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トラブルの原因とタオ応 


キ- 



か 

AJ 

G 

I 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

U モコン操作で解錠/施錠で 
さない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端部を運転席ドア八ンドルに向け、約 50 cm 程度の至 
近距離から再度 U モコン操作をしてください。 

U モコン操作びでさないとさ： 

►エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してください 
0316、317ページ）。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください(>321 
ページ)。 


キーび故障している。 

►エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠/施錠してくだ 
さし、。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けて< 
ださい。 

キーレスゴー操作*で解錠 
/施錠でさない。 

車び解錠されないまま長時間経過したため、キーレス3—*の機 
能び解除された。 

► ドア八ンドルを引さ、エンジンスイッチにキーを差し込んで 2 
の位置にしてください。 

キーレスコ'一*び故障している。 

► U モコン操作で車を施錠/解錠してください。 

キーの先端部を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から操作 
して < ださい。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてく 
ださい。 


強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► U モコン操作で車を施錠/解錠してください。 

キーの先端部を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から操作 
してください。 

キーを紛失した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効に 
して < ださい。 

新しいキーの入手については、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 

エマージェンシーキーを紛失 
した。 

►ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ U ンダーも交換してください。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



















トラブルの原因とタオ応 


315 


トラブル 


キーによるエンジン始動びで 
さない。 


キーび 車内にある状態で、 キー 
レスコ'ースイツチ*を押して 
わ、エンジンび 始動しない。 


考え5れる原因および症が/ ► 対応 

バッテ U —の電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してから再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらなし''とさ： 

►バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテ U —を電源として始動してください(>343ペー 
ジ)。 

または 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

か 

ステア U ング □ ックび効いている。 X ] 

►ステア U ングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチか Q 
らキーを抜さ、再度差し込んでください。 I 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイツチにキーを差し込んで、始動操作を行なってく 
ださい。 


車を使用しないとき 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンを始動しない期間び 
約4週間じ(上におよぶとさ。 

バッテ U —び完全にあびると、バッテ U —を損傷するおそれびある。 

►バッテ U —からケーブルをがすか、バッテ U —充電器を接続し 
て < ださい。 

〇 バッテ U —の点検はメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で斤 
なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び 
約6週間じ(上におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生する可能性び 
あな。 

►対応について、メルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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非常時の解錠/施錠 


非常時の解錠/施錠 


エマージェンシーキー 

U モコン操作やキーレスゴー操作* 
で車両を解錠でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアやトラ 
ンクまたはテールゲートを解錠でさ 
ます。 

車を施錠した後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアやトランクまたは 
テールゲートを解錠して開くと、盗 
難防止警報*び作動します。 

(下のいずれかの操作をすると、警報 
び停止します。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押す 

キーレスゴー装備車は、(下のいずれ 
かの操作を行なってわ、警報が停止し 
ます。 

• キーび左ち側またはトランク/ 
テールゲート側のキーレス ゴー アン 
テナの検知範囲（1>63ページ）に 
あるとさに、ドア八ンドルに触れる 
か、トランク/テールゲートの八 
ンドルを引くか、テールゲートの 
キーレス ゴース イッチ*を押す 

•キーび車室内のキーレスゴーアンテ 
ナの検知範囲（1>63ページ）にあ 
るとさに、エンジンスイッチに取り 
付けたキーレスゴースイッチを押す 

エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解錠しても、他のドア、トランクまた 
はテールゲート、燃料給油フラップは 
解錠されません。 


燃料給油フラップを解錠ずる 

► エンジンスイッチにキーを差し込み 
ます。 


エマージ I ンシーキーを使用ずる 



►ストッパー①を矢印のち向に押し 
なびら、エマージェンシーキー③ 
をキーから引さ抜さます。 


運転席ドアの解錠 


U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車両を解錠できないときは、 
(下の操作を行なつてください。 



左八ンドル車 


►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダー 
に差し込みます。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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► エマージェンシーキーを解錠の位置 
のにまわします。 

運転席ドアの□ックノブび上がり、 
運転席ドアび解錠されます。 

〇 左八ンドル車は反時計回りに、ち 
八ンのレ車は時計回りにまわします。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンタ'一から抜さ 
ます。 


車向の施錠 _ 

リモコン操作またはキーレスゴー操 
作*で車両を施錠できないときは、 
(下の操作を行なつてください。 

► 運転席ドアを開さます。 

►助手席ドアと U アドア、トランクま 
たはテールゲートを閉じます。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押し 
ます068ページ）。 

► 助手席ドアとリアドアの□ックノブ 
び下がつていることを確認します。 

下びっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みます。 


► 運転席ドアから車を降ります。 
► 運転席ドアを閉じます。 



左八ンドル車 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシリンダー 
に差し込みます。 

► エマージェンシーキーを施錠の位置 
のにまわします。 

運転席ドアの □ ックノブが下びり、 
運転席ドアび施錠されます。 

〇 左八ンドル車は時計回りに、ち八 
ンドル車は反時計回りにまわします。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンタ'一から抜さ 
ます。 

セダン 


► トランクび施錠されていることを確 
言忍します。 

施錠されていないときは、トランク 
を独立施錠します。 

ステーションワゴン 


► テールゲートが施錠されていること 
を確認します。 

ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し下げて施錠した 
とさは、状況によりテールゲート 
び施錠されていないことびありま 
す。このとさは車両を完全に施錠 
することはでさません。メルセデ 
ス*ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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非常時の解錠/施錠 


トランクの解錠（セダン) _ 

U モコン操作またはキーレスゴー操 

作*でトランクを解錠でさないとさ 

は、 liTF の操作を行なってください。 

H トランクを開くとさは、後ちや上 
方に十分な空間があることを確認 
してください。また、トランクの 
周りに障害物びなく、人や物に当 
たるおそれびないことを確認して 
ください。 

[ I エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージェンシーキーをキー 
シ U ンダーから抜いてトランクを開 
じると再び施錠されます。キーの開 
じ込みに注意してください。 



► エマージェンシーキーを、トランク 
のキーシリンダーに差し込みます。 


► エマージェンシーキーを反時計回り 
にまわして、③の位置にします。 

トランクび解錠して開きます。 

► エマー ジ王ンシーキーを①の位置 
にまわして、キーシ U ンダーから 
抜さます。 


テールゲートの解錠（ステーション 
ワゴン) _ 

U モコン操作またはキーレスゴー操 
作*でテールゲートを解錠でさない 
とさは、(下の操作を行なってくだ 
さい。 

H テールゲートを開くとさは、後ち 
や上方に十分な空間びあることを確 
認してください。また、テールゲー 
卜の周りに障害物びなく、人や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
ください。 

B エマー ジェン シーキ ーで解錠し 
た後にテールゲートを閉じると再 
び施錠されます。キーの閉じ込み 
に注意してください。 



► エマー ジェンシーキー③をテール 
ゲート裏側の挿入口のに差し込み 
ます。 


►テールゲートを押し上げながら、エ 
マージェンシーキー③を時計回り 
に約90°まわして□ックを解除し、 
テールゲートを開さます。 


■か：？？吟 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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燃料給油フラップの解錠 


A けがのおそれびありまず 

トランクまたはラゲッジルームち側 
のヒューズボックス周囲には、金属 
び露出している部分や鋭利な部分び 
あります。けびをしないよラにを意 
して < ださい。 

燃料給油フラップのリリースノブは、 
トランクち側またはラゲッジレームち 
側のヒューズボックス裏側上方にあり 
ます。 

► トランクまたはテールゲートを開さ 
ます。 


► トランクち側またはラゲッジルーム 
ち側のヒューズボックスのカノ（一を 
開きます（[>350ページ）。 



セダン 


► リリースノブ①を引きます。 

燃料給油フラップび解錠されます。 
► 燃料給油フラップを開さます。 


パーキング□ックの手動解除 

バッテリーびあがったとさや電気装備 
に故障び発生したとさは、セレクター 
レバーを [ PJ から動かすことびでさ 
なくなることびあります。 


このよラなとさは、手動でパーキング 
□ ックを解除してセレクターレノ く一を 
m から動かします。 



ち八ンドル車 


► パーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► カバーののち端部または左端部を 
内側にずらしなびら持ち上げます。 

► ノブ③を押しなびら、セレクター 
レバーを EE から動かします。 

Q このち法でセレクターレバーを動 
かせないとさは、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して 
ください。 

〇セレクターレバーを動かすことび 
でさたとさでも、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


■か：？ C 9 -吟 
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NECK PRO アクティブへツドレストのリ1 


NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット* 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストび作動した場合、 
U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部-頸部を保護 
でさません。 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
が作動したとさは、ヘッドレストび前 
方に動きます。また、ヘッドレストの 
角度を調整することはできません。 

〇 このリセット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス*ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なラことをお勧 
めします。 



►へッドレストの下部を②の方向に停 
止するまで押します。 


► ガイドに沿ってへッドレストを③の 
方向に停止するまで押し下げます。 

►へッドレストの上部を①の方向に押 
して、確実に□ックさせます。 

もラー方の前席へッドレストでも同様 
の作業を行なってください。 


H 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けてください。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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キーの 電池交換 


U モコンの作動可能範囲び短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられます。メルセデス*ベン 
ツ指定ヴービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

A 中毒のおそれびありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質び含まれていまず。テ供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9環境 

電池を家庭用ゴミとして廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質び含まれていまず。 

使用済みの電池は、新しい電池をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼するか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


キーの電池を点検ずる 


► キーのいずれかのボタンを押します。 
キーの表示なび一回点滅すれば電池 
は正常です。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マージェンシーキーで解錠/施錠 
できます （>31 6〜318ページ）。 


電池の交換手順 


リチウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



►ストッパー①を矢印のち向に押し 
ながら、エマージェンシーキー③ 
を抜さ取ります。 



► エマージェンシーキー③を 図の位 
置に差し込み、カバー③び浮さ上 
びる まで、エマージてンシーキーを 
矢印のち向に押します。 

〇 指でカバー③を押さえないよラ 
にしてください。カバーび浮さ上び 
りません。 


■か：？ C 9 -吟 
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電球の交換 



► カバー⑤を取り外します。 


► 電池側が下になるよラにキーを手の 
上に乗せて、電池④が外れるまで 
キーを軽くたたさます。 

►電池のプラス (+ ) 面び見えるよラ 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
いな巧で電池を持つよラにしてくだ 
さい。 

〇 電池の表面に巧れや脂分が付着し 
ていないことを確認してください。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し 
込んでから、カバーを押して□ッ 
クします。 

► エマー ジェン シー キー③をキーに 
収納します。 

► キーのすべての機能び作動すること 
を確認します。 


電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつです。すべてのランプ類び正しく 
点好することを確認してください。 

電球び切れてランプが点なしないと 
さは、同規格•同容量の電球と交換 
してください。交換したランプびす 
ぐに切れた場合は、メルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 

電球の交換はメルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。やむを得ずお客様自身で交換す 
るとさは、(下のを意を守って該当箇 
所の電球を交換してください。 

n 電球には素手で触れないよラにし 
てください。電球の表面に少しでも 
巧れや脂分が付着すると、ガラス 
表面で溶けて、電球の寿命び短<な 
ります。電球に触れるときは、き 
れいな巧や手袋などを使用するか、 
バルブの金属部を持つよラにして 
ください。 

n 指定 Lu 外の電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になります。 

n 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着すると切れやす< 
なります。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよく拭いてください。 

n マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにランプに関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(^297 ページ）をご覧ください。 

このとさは、すみやかに電球を交換 
してください。 


■か：？？吟 
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心 けびのおそれがありまず 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球び;令えた状態で行 
なって<ださい。火傷をするおそ 
れびあ0ます。 

• 電球はテ供の手の届かないところ 
に保管してください。 

• 落下した0、衝撃び加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれびあ0ます。 

• 電球には圧力のかかったガスび封 
入されているため、電球び熱 < なっ 
ているとさに電球に触れたり、電 
球を取り外さないでください。破 
裂するおそれびあります。 


P LED やバイキセノンへッドラン 
プはユニット交換になるため、必 
ずメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場で交換作業を行なつて < だ 
さし、。 

H 電球を交換するとさは、車両に装 
着されている電球の規格を確認し 
てください。 

お客様自身で交換でさる電球は(下の K 
通りです。交換できない場合や、その I 
他の電球の交換については、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に作 Jj 
業を依頼してください。 e 

へツ ドランプ In 


• 電球を交換ずるとさは、防護眼鏡 
と手袋を必ず着用して< ださい。 


A けがのおそれがありまず 

エンジンを始動しているとさやエン 
ジンびかかっているとさ、イグニッ 
シヨン位置び2のとさは、バイキセ 
ノンへッドランプ*のバルブソケッ 
卜や配線に手を触れないでくださし、 
高電圧の発生部分や高温部分びあ0、 
それらに触れると非常に危険です。 

バイキセノンへッドランプ*の交換 
は行なわないでください。交換は必 
ずメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なって < ださい。その他の 
電球の交換についてち、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依 
頼ずることをお勧めしまず。 


バイキセノンへッドランプ非装備車 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

へツ ドランプ 
下向さ 

55 W 

( H 7) 

③ 

へツ ドランプ 
上向さ 

55 W 

( H 7) 

⑤ 

車幅な 

5 W 



車幅な/ 

フ□ント パー 
キングランプ 

5 W 


⑤ 

フ□ント方向 
指示な 

21 W 

(黄色） 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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電球の交換 


バイキセノンへッドランプ装備車 



ランプ ワット数 

(規格） 


①へッドランプ 55 W ( H 7) 
上向さ 

③ 車幅な 5 W 

⑤車幅灯/ 5 W 

フ□ントパー 
キングランプ 

④ フ□ント方向 21 W (黄色) 
指示な 


テールランプ 



ランプ ワット数 

(規格） 


①リアフォグラ 21 W 
ンプ（ち側の 
み）/テール 
ランプ 

③ テールランプ 5 W 

⑤リア方向指 21 W (黄色） 
示な 

(バイキセノ 
ンへッドラン 
プ非装備車） 

④ テールランプ 21 W 
/ブレーキラ 

ンプ/ パー キ 
ングランプ 

⑤ テールランプ 21 W 
/ブレーキラ 

ンプ 

® バックランプ 21 W または 
16 W 


1) バイキセノンヘッドランプ装備車は LED を使用しているため、交換作業は必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に依頼してください。 


■か：？？吟 
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ワイパーブレードの交換 


フ□ントワイパーのワイパーブレード 


A 事故のおそれびありまず 

ワイパーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を妨げ 
て周囲の交通状況を把握でさず、事 
故の原因になります。 

ワイパーブレードは年に2回は交換 
して < ださい。 


A けびのおそれがありまず 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜 
くか、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にしてください。ワ 
イパーび作動してけびをずるおそれ 
びありまず。 

H ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、ワイパーブレードのゴム部分 
に触れないよラにしてください。 

ワイパーブレードを取り外ず 



エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 


► ワイパーアームのをいっぱいまで 
起こします。 

► ワイパーブレード③を図の位置に 
まわします。 

► ワイパーブレード③を矢印のち向 
に動かし、ワイパーアーム©の固 
定部から取りがします。 

ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、取り付 
けたとさとは反対の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みます。 

ワイパーブレードび確実に差し込ま 
れていることを確認してください。 

► ワイパーブレードをワイパー アー 
ムと平行の位置にします。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


リアワイパーのワイパーブレード 
(ステーションワゴン） 


A けがのおそれびありまず 

ワイパーブレードを交換ずるとさは、 
必ずエンジンスイツチからキーを抜 
くか、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にしてください。ワ 
イパーび作動してけびをずるおそれ 
びありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？ C 9 -吟 
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八ンクしたとき 


ワイパーブレードを取り外ず 



► エンジンスイッチからキーを抜く 
か、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にします。 


► ワイパーアーム①をいっぱいまで 
起こします。 

► ワイパーブレード③を図の位置に 
まわします。 

► ワイパーアームのを持ちなびら、 
ワイパーブレード③を矢印のち向 
に引いて、ワイパーブレード③を 
取り外します。 

ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードをワイ 
パーアームに乗せます。 

►ワイパーアームを持ちなびら、ワ 
イパーブレードを取り付けたとさ 
とは反対の方向に押し込みます。 

► ワイパーブレードび確実に固定さ 
れたことを確認します。 

► ワイパーブレードをワイパーアー 
ムと平行の位置にします。 

► ワイパーアームを元の位置に戻し 
ます。 


\:ンクしたとさ 


心 事故のおそれがありまず 

•パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくださ 
し、ステア U ングをしつかり握つ 
て徐々に速度を落とし、安全な場 
所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□ールを失 
し、事故を起こすおそれびありま 
ず。また、タイヤび異常に過熱して、 
火災び発生するおそれびあります。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

►ち全を確保でさる、かたくてすべり 
にくい、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅なを点滅させます。 

►セレクターレバーを EF ] に入れ 
ます。 

► 周囲の状況にま意しなびら乗員を車 
から降ろして、ただちに安全な場所 
に避難させます。 

► エンジンを停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さま 
す。キーレスゴースイッチ*でエ 
ンジンを停止したとさは、運転席ド 
アを開さます。 

► 車から降ります。 

► ドアを閉じます。 

► 車の後方に停止表示板を置さます。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くことび 
法律で義務付けられています。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 
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パンクしたタイヤを交換ずる 


応急用スペアタイヤび車載されてい 
る場合は、パンクしたタイヤを交換し 
ます。 


A 事故のおそれがありまず 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤ 
のサイズび異なるため、応急用ス 
ペアタイヤを装着した場合、走行 
特性び大さく変化しまず。を意し 
て走行してください。 

• 応急用スペアタイヤに交換したと 
さは、必ず 80 km / hl ； in ^ で走行し 
て < ださい。 

• 応急用スペアタイヤを装着したと 
きは、 ESP ® の機能を解除しない 
で < ださい。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の 
使用にとどめ、でさるだけ早く標 
準タイヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤを2本!;^上装 
着して走行しないでください。 

〇応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のわのは使用しないで< 
ださい。 

〇応急用スペアタイヤを取り出すと 
きや、タイヤ交換をするときは、必 
ず手袋を着用して<ださい。素手で 
作業を行なラとけがをするおそれび 
あります。 


Q 車速感応ドア□ック （>69 ぺージ） 
を設定した状態で車を押したり、車 
を持ち上げるとさは、イグニッシヨ 
ン位置を0にしてください。車輪 
び回転すると車び自動的に施錠さ 
れ、車がに閉め出されるおそれびあ 
ります。 


タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ないま 
す0326ぺージ）。 

► ステアリングを直進の位置にします。 

►輪止め、ジャッキ、応急用スペアタ 
イヤ、ホイールレンチ、ガイドボル 
卜を準備します（>287、288ペー 
ジ）。 



か 

AJ 

G 

I 


► 作業中に車が動さ出すのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 


〇 輪止めは1個車載されています。 
ちラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
してください。 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をす 
るとさは、交換しない側の前輪と後 
輪の下り側に輪止めをします。 


II タイヤ交換をするときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 
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八ンクしたとき 



►ホイールレンチので、交換する夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめます。 


この時点では、ホイールボルトを取 
り外しません。 

n ホイールレンチを使用するとさ 
に、ホイールレンチびホイールボ 
ルトから外れるとけがをしたり、 
ホイールボルトを損傷するおそれ 
があります。じ(下の点に注意して 
ください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし^。 

• 両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
ください。 


ホイールカノ（一の取り外し 



ジャッキアップする前に、ホイールカ 
バーを取り外します。 


►矢印の位置に手を入れ、ホイールカ 
バーのを取り外します。 

このとさ、必ず手袋を着用してくだ 
さし、。 

ホイールカノ（一装着時のま意 

ホイールカバーをホイールに装着する 
とさは、(下の注意事項を守ってくだ 
さい。バルブび損傷してタイヤから空 
気び抜けたり、事故を起こすおそれが 
あります。 



ホイールカバーをホイールに装着する 
とさは、バルブ③びバルブホール③ 
を通るように装着してください。 


■か：？？吟 


《ホイールカバーは、曰本仕様には装備されません。 
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さらに、バルブ③びバルブホール⑤ 
の中/こ\になっていて、ホイールカバー 
に接触していないことを確認してく 
ださい。 

ジャッキアップずる 


公 けびのおそれびありまず 

• 車載のジャッキは、この車のタイ 
ヤ交換で一時的にジャッキアップ 
ずるためだけに設計されています。 

• ジャッキは、かたくてずべりにく 
し、水平な場所で使用してくださ 
し、また、ジャッキの下に、ブ□ッ 
クや木材などを置いてジャッキ 
アップしないで<ださい。ジャッ 
キアップした車び落下するおそれ 
びありまず。 

• ジャッキアップしているときは、 
エンジンを始動したり、ドアや卜 
ランクまたはテールゲートを開閉 
したり、パーキングブレーキを解 
除しないでください。車び落下ず 
るおそれびあ0まず。 

• ジャッキに不具合や損傷びあると 
さは使用しないでください。 

• 急な斜面ではジャッキアップしな 
いでください。ジャッキび外れる 
と、車に挟まれて致命的なけびを 
するおそれびあ0ます。 


• 車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、決して車の下に 
身体を入れないでください。ジャッ 
キび外れると、車に挟まれて致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 
ジャツキは車を一時的に持ち上げ 
るとさだけに使用してください。 


公 けびのおそれびありまず 

ジャッキヴポート1;^外の場所には 
ジャッキを使用しないでください。 
ジャッキび外れてけびをしたり、車 
両を損傷ずるおそれびあります。 

ジャッキは交換ずるタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートで使用して 
ください。また、ジャッキを使用す 
る前に、ジャッキサポートに異物や 
巧れびないことを確認してください。 



Cjy P4(\ iC^.Ull Jl 


ジャッキヴポートのは前輪の後ち、 
後輪の前方のボディ下部4力所に設け 
られています。 


■か：？09-吟 
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► ジャッキ八ンドル③を矢印の方向 
に起こしてから、時計回りにまわ 
します。 

ジヤツキアーム③び上がります。 



►ジャッキ④のジャッキアーム⑤ 
の先端を、車体のジャッキサポート 
©の位置に合わせます。 


A けびのおそれびありまず 

ジャッキアームびジャッキサポート 
に正しく取り付けられていることを 
確認してください。ジャッキび外れ 
ると、けびをしたり車を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

D ジャッキヴポート(外の位置で 
ジャッキアップしないで < ださい。 

H ジヤツキの底面びジヤツキヴポー 
卜©の真下にくるよラに取り付け 
てください。 



(左）正しい取り付けかた 

(ち）間違った取り付けかた 

►ジャッキの底面が、確実に路面に接 
地していることを確認します。 

► ジャッキ八ンドルを時計回りにまわ 
し、タイヤび地面から離れるまで 
ゆっくりとジャッキアップします。 

ジャッキアップしたとさのタイヤの 
高さは、地面から約 3 cm じ(内にし 
てください。 

►ホイールボルトをがして、タイヤを 
取り外します。 

H ホイールやホイールボルトを夕+し 
たとさは、じ I 下の点にま意してくだ 
さし、 

• ホイールボルトに砂やおが付着 
しないよラにま意してください。 

• タイヤを地面に置くとさは、ホ 
イールのが側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあります。 

• ホイールをがしたときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検 
をして<ださい。 U ムの凹みや 
曲がりは空気圧減少の原因にな 
り、タイヤを損傷するおそれび 
あります。 


■か：？？吟 
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応急用スペアタイヤを取り付ける 

A 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤの取り付けに 
は、標準タイヤのホイールボルト 
を使用します。異なるホイールボ 
ルトを使用するとホイールを十分 
に固定ずることびでさず、走行中 
にホイールび外れるおそれびあり 
ふ9 〇 

• ホイールボルトに損傷や鐘びある 
とさは交換してください。また、ネ 
ジ山には決してオイルやグ U スを 
塗布しないでください。ホイールボ 
ルトびゆるむおそれびあ0ます。 

• ホイール八ブのネジ穴び損傷して 
いるときは、走行しないで、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 



MO iWMWl 


► 応急用スペアタイヤののホイール 
およびノ V ブの接合面に砂や巧れなど 
びないことを確認します。 

► ホイール八ブのネジ穴とホイールの 
穴の位置び合ラよラに応急用スペア 
タイヤを持ち上げます。 

► 5 本のホイールボルトを取り付け 
て、軽く締め付けます。 


心 けがのおそれがありまず 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強く締め付けないでくださ 
い。締め付ける勢いでジャッキび外 
れるおそれびあ0ます。 


ジャッキダウンずる 


► ジャツキ八ンドルを反時計回りにま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 

► ジャッキを外します。 



► 図の順番でホイールボルトを均一に 
締め付けます。 


ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は13 kg-m (130 Nm ) です。 

A 事故のおそれびありまず 

ホイールを交換した後は、ずみやか 
にホイールボルトの締め付けトルク 
を確認してください。 


■か：？ C 9 -吟 
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〇ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
ら外れると、けがをしたり、ホイー 
ルボルトを損傷するおそれびありま 
す。じ(下の点にま意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないでください 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわすなど、必要じ(上にホ 
イールボルトを締め付けないでくだ 
さい。ホイールボルトやネジ穴を損 
傷するおそれがあります。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ホイー 
ルレンチや輪止めなどととわに元の 
位置に戻します。 

► がしたタイヤをトランクルーム内 
またはラゲッジルーム内に収納し 
ます。 

〇 車種や仕様により、がしたタイヤ 
を応急用スペアタイヤの収納スペー 
スに収納することができます。 


タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理ずる _ 

タイヤフィットび車載されている場合 
は、タイヤフィットでパンクしたタイ 
ヤを修理します。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理すると、一時的に走行することび 
でさます。 

タイヤフィットはが気温度び一20で 
じ(上のとさに使用でさます。 

応急用スペアタイヤび車載されている 
場合は、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換します。詳しくは 
(>327 ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれがありまず 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なものでず。修理後は、 
空気圧び適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理ずることびでき 
ません。他の方法で車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷び約 4 mm 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合 

◊タイヤの接地面!;に傷びある 

丄巧口 


0ホイールに損傷びある場合 

◊タイヤの空気圧び非常に低かつ 
たり、空気び完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場合 

このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、メルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


■か：？？吟 
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"タイヤを修理するとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけびをするおそれびあり 
ます。 

H タイヤを修理するときは、 エン ジ 
ンを始動しないでください。 

〇異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出すおそれびあり 
ます。 

H タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧でな 
さ取ってください。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 


タイヤフイツトの準備 


心 けがのおそれがありまず 

使用上のを意を記載したステツカー 
び、電動エアポンプに貼付してありま 
す。使用する前に内容を確認してくだ 
さし、 


車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプが異なります。 

►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードまたはラゲッ 
ジフ□アボードの下からタイヤ 
フィット、電動エアポンプを準備し 



か 
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ます。 


〇タイヤフィットには使用期限びあ 
ります。期限が過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 



► タイヤフィットに付属の最高速度の 
ステッカー①をはびし、運転者の見 
やすい場所に貼ります。 


► 修理するタイヤのバルブ付近のホ 
イールにステッカー③を貼ります。 
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A けがのおそれがありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付 

着しないよラにを意してください。 

• 眼や皮膚に付着した場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い流して 
<ださい。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着した衣服を着替えてください。 

• アレルギー症状び出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

タイヤフィットは、子供の手び届か 

ない場所に保管してください。 

• 万一、子供びタイヤフィットを飲 
み込んだ場合は、ただちに水で口 
を十分ずすぎ、水を大量に飲ませ 
て < ださい。 

• タイヤフィットを吐かせないで< 
ださい。ただちに医師の診断を受 
けて < ださい。 

• タイヤフィットの臭気を吸い込ま 
ないで < ださい。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 

は、そのまま乾燥させてください。 

乾燥すればフィルム状になり、剥が 

すことがでさます。 

ちし、衣類にタイヤフィットび付着 

した場合は、すみやかに洗濯してく 

ださい。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型) 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ②を開さ 
ます。 

► 電源プラグ⑥とエアホース⑥を取り 
出します。 

► エアホース⑥をタイヤフィット①の 
バルブ⑦に確実に取り付けます。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着するおそ 
れがあります。 

► タイヤフィット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みます。 


■か：？？吟 
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► ノ くンクしたタイヤのノりレブ⑨からパ' 
ルブキャップを取り外します。 



► 空気圧調整バルブ⑩び閉じているこ 
とを確認します。 


►タイヤフィットの ホース ⑧を、パン 
クしたタイヤのノりレブ⑨に確実に取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ⑥をライターソケット* 
0237ぺージ）または 12 V 電源ソ 
ケット（杉238ページ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
が膨らみはじめます。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットが送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることがあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にしな 
いで <ださい。 

► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧が少なくとち 1.8 
ノ くールに達していることを確認して 
ください。 

H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれびあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプが冷えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧が 1.8 バールに達しな 

し、巧口*: 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフィットのホー 
スを取り外し、タイヤフィットが夕 
イヤ内に行き渡るよラに、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させます。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外すときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や衣服に付着するおそ 
れびあります。 


■か：？ C 9 -吟 
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► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► タイヤに空気を入れ直します。 

A 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧が 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプが停止します。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ⑥を抜き 
ます。 

► タイヤのバルブ⑨からタイヤフィッ 
卜のホース⑧を取りがします。 

B タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外すときにタイヤフィットが 
漏れ、身体や巧服に付着するおそ 
れびあります。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けます。 

► タイヤフイットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 


► ただちに走行します。 

タイヤフィットがタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所が固まりやすくな 
ります。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
します。 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧び1 .3 バール!;になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ!;上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► 空気圧び1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ⑩を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め<ださい。 


■か：？？吟 
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心 事故のおそれびありまず 

タイヤフィットでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステッカー " max . 80 km / 
がは、必ず運転者の見やずい場所に 
貼ってください。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
ります。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 


9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型) 



《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね<ださい。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
ます。 

► エアホース ⑥を タイヤフィッ ト① 
のバルブ⑥に確実に取り付けます。 

Q 電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や衣類に付着するおそ 
れびあります。 

► タイヤフィット①のバルブ⑥を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部② 
に差し込みます。 


■か：？ C 9 -吟 
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► ノ 。つ したタイヤのノりレブ⑦からバ 
ルブキヤツプを取り外します。 


►タイヤフィットの ホース ⑧を、パン 
クしたタイヤのノりレブ⑦に確実に取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③が 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認します。 

► 電源プラグ④をライターソケット* 
0237ページ）または 12 V 電源ソ 
ケット（杉238ページ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にします。 

電動エアポンプが作動して、タイヤ 
が膨らみはじめます。 

〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれます。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることびあります。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
いで <ださい。 


► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧び少なくとわ 1.8 
ノ くールに達していることを確認して 
ください。 

H 電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
たり、乂傷をするおそれがあります。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプが冷えた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
ても、空気圧び 1.8 バールに達しな 

し、口： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
ノりレブからタイヤフィットのホース 
を取り外し、タイヤフィットびタイ 
ヤ内に行さ渡るよラに、低速で車を 
約1 Om 前進または後退させます。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すときは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取りがすときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や衣服に付着するおそ 
れがあります。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外します。 

► タイヤに空気を入れ直します。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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心 事故のおそれがありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかなり損傷してい 
まず。それ!;^上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


空気圧が 1.8 バールに達している場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にします。 

電動エアポンプび停止します。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源 
ソケットから電源プラグ④を抜き 
ます。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフィッ 
卜のホース⑧を取り外します。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外すとさは、接 
続部にタイヤフィットが入ってい 
た袋か巧などを被せてください。 
取り外すときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や衣服に付着するおそ 
れがあります。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► ただちに走行します。 

タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやす<な 
ります。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージでタイ 
ヤ空気圧を点検します。 


心 事故のおそれがありまず 

空気圧び1 .3 バール!;^下になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ!;^上走行せず、メルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 



► 空気圧が1 .3 バール(上の場合は、 
規定の空気圧に調整します。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れます。 

規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の横にある空気圧調 
整ボタン⑨を押して調整します。 

► 最寄りのメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフィットについては、 
メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場でお買い求め < ださい。 


■か：？ C 9 -吟 
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こリ— 


A 事故のおそれがありまず 

タイヤフィツトでタイヤを修理した 
後に走行ずるとさの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やずい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化び現れることびあ 
ります。 カーブ 走行時や ブレーキ 時 
には慎重に運転してください。 


9環境 

タイヤフィットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なつてください。 

►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場 
で交換してください。 


こリ— 


バッテリー取り扱いの一般的な注意 

バッテリーの性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
リーが常に十分充電されていることび 
必要です。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
わ頻繁にバッテリー液量などを点検し 
てください。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テリーは必ず指定品を使用してくだ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管ち法 
などは、メルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A けがのおそれびありまず 

バッテ U —を取り扱ラとさは、安全に 


を意し、 

保護対策をとってください。 

A 

爆発の危険びあります。 

® 

バッテリーを取り扱ってい 
るとさは、乂気や裸乂、乂 
花、タバコなどを近付けな 
いで <ださい。 

A 

バッテリー液には腐食1生び 
あります。皮膚や眼、巧服 
に付着しないよラに注意し 
てください。 


手袋やエプ□ン、マスク 
を着用してください。 


バッテリー液び付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 


■か：？？吟 
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@ バッテリーを取り扱ラとき 
は保護眼鏡を着用して<だ 
さい。 

バッテ U —液び付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けてください。 

@ テ供を近付けないで<だ 


® 取扱説明書の指示に従って 

ぐたさい。 


公 けがのおそれがありまず 

爆発や乂傷を防ぐため、バッテリー 

を取り扱ラとさは!;^下の事項を守つ 

て < ださい。 

• バッテリーを傾けたり横倒しにし 
ないで < ださい。 

• 金属製の工具などをバッテリーの 
上に置かないでください。バッテ 
U —びショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテ U —び爆発ずる 
おそれびあ0まず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないでください。また、 
カーぺットの上などでバッテ U — 
を引さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させてください。 

• 布などでバッテ U —を拭かないで 
<ださい。静電気や火花び発生し 
て、バッテ U —び爆発するおそれ 
びありまず。 


H ち全のため、バッテリー端テをゆ 
るめたりがすとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、イグニッ 
シヨン位置を0にしてくださし、。 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
するおそれがあります。 


バッテリーの点検や交換は、メルセ 
デス*ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。少なくとも2年 
ごとまたは20,000 km ごとに 点検- 
交換を行なってください。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取りがしてく 
ださい。エンジンスイッチにキーが 
差し込まれているとさはわずかに電 
力び消費され、バッテ U —を消耗し 



か 

AJ 

G 

I 


ます。 


〇 バッテリー端テの取り外し、バッ 
テリーの取り外し、充電、交換につ 
いては、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業することをお勧めし 
ます。 


9環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
U —を廃棄ずるとさは、新しいバッ 
テ U —をお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼してください。 
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こリ— 


バッテリーの位置 
C 63 AMG を除く車種 


バッテリーはエンジンルーム内助手 
席側のエアダクト下部に装備されて 
います。 



左八ンドル車 


►エアダクトの3力所のク U ップ③ 
をがします。 

► エアダクトのを取り外します。 

"ク U ップを外すとさは、手にけが 
をしないよラに注意してください。 


C 63 AMG 


バッテリーは、トランクフ□アボード 
(セダン）、またはラゲッジトレイ（ス 
テーシヨンワゴン）の下部に装備され 
ています。 



ステーションワゴン 
①バッテ U - 


セダン 

► トランクフ□アボード （0232 ぺ一 
ジ）を開さます。 

ステーションワゴン 

►ラゲッジフ□アボードを開さ、ラ 
ゲッジトレイを取り出します 
0232ぺージ）。 

〇 エンジンルーム内にブースター 
ケーブル接続用端テびあります。他 
車のバッテリーを電源としてエンジ 
ンを始動するときなどは、エンジン 
J レーム内の端テを使用してください 
0345ページ）。 


■か：？？吟 









たとさ 


インジケーター付きバッテリー 




たとさ 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
ターのがあるバッテリーは、バッテ 
U 一液の補充はでさません。 

インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換が必要なとさは 
白色になります。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス*ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで < ださい。 


VRLA バッテリー 


バッテ U —のケースが黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液のレベル点検や補充 
はでさません。 

また、危険ですので分解は絶対に行な 
ねないで <ださい。 

点検についてはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


バッテリーの電圧び低下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ 
リーを電源として始動することびで 
さます。 

ブースターケーブルは、エンジンルー 
ム内助手席側にある [+] 端テと卜]端 
テに接続します。 

作業を始める前に、必ず(降に記載す 
る説明を読んでください。 

• エンジンと触媒び冷えているときに 
行なってくださし、。 

• バッテリーび凍結しているときは、 
エンジン始動を行なわないでくだ 
さし、 

•救援車のバッテリーが、 12 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
さし、 

• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つブースターケーブ 
ルを使用してください。 

A けがのおそれがありまず 

• 作業を始める前に必ず!;^降に記載 
ずる説明を読んでください。説明 
を守らないと、電気装備を損傷し 
たり、バッテ U —び爆発してけび 
をずるおそれびあ0ます。 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動しているとさは、バッテ U —を 
のぞさ込まないでください。万一 
爆発したとさに、けびをずるおそ 
れびあ0ます。 

• 他車のバッテ U —を電源として始 
動ずるとさは、バッテ U —を傾けな 
いでください。バッテ U —び爆発し 
てけびをずるおそれびあ0ます。 


■か：？ C 9 -吟 
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たとを 


A 爆発のおそれがありまず 

他車のバッテ U —を電源として エン 
ジンを始動しているとさは、ガスび 
発生し、爆発の原因になります。乂 
気や裸火、乂花、タバコなどを近付 
けないでください。バッテ U —を取 
り扱ラとさは、安全にを意し、保護 
対策を取ってください。 

〇 バッテリーび凍結しているとき 
は、乂気を近付けずにバッテリー全 
体を暖め（約50ご1^(下）、バッテリー 
液を解凍してからエンジンを始動し 
てください。 

〇バッ テ U —の接続び一時的に断た 
れたとさは、じ(下のよラな作業び必 
要になることがあります。 

• スライディングルーフ*のリ 
セット 

• 施錠時のドアミラー格納機能* 
のリセット 

• COMAND システムの再設定 

〇 他車のバッテリーを電源としたエ 
ンジン始動について、詳しくはメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
おたずねください。 

P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みても 
始動でさないとさはメルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 

エンジンを始動でさたとさも、すみ 
やかにメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なつて < ださい。 


Q 急速充電器によりェンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

Q ェンジンび暖まっているとさは、 
他車のバッテリーを電源として始動 
しないで < ださい。 

Q ブースターケーブルは、ケーブル 
部分や絶縁部分び損傷しているわの 
は使用しないでください。 

〇ブースターケーブルが ラジェ ター 
冷却フアンや回転べルトに巻さ込ま 
れないよラにして < ださい。 

H 救援車により接続ち法が異なるこ 
とびあります。接続前に救援車の取 
扱説明書ちお読みください。 


始動の方法 _ 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してください。 

►パーキングブレーキを効かせてくだ 
さい。 

► セレクターレバーを EE に入れて 
ください。 

► 両車の電気装備をすべて停止します。 
► ボンネットを開さます。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 






パッテリーびあがつたとさ 
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左八ンドル車 


► [+] 端テのカバーのを矢印のち向 
に動かして開さます。 

► 赤色ブースターケーブルで、自車の 
[+] 端テ③と救援車の [+] 端テ⑤ 
を接続します。 

先に自車の [+] 端テ③から接続し 
ます。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にします。 

► 黒色ブースターケーブルで救援車の 
卜]端テ④と、自車の卜]端テ⑤ 
を接続します。 

先に救援車の卜]端テ④から接続 
します。 


► 自車のエンジンを始動します。 

► 黒色ブースターケーブルを両車の 
卜]端テから外します。先に自車の 
卜]端テ⑤からがします。 

► 赤色ブースターケーブルを両車の 
[+] 端テからがします。先に自車の 
[+] 端テ③からがします。 

► メルセデス*ベンツ指定サービスエ 
場でバッテリーの点検を受けてくだ 
さい。 
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けん引 



A 事故のおそれびありまず 

エンジンびかかっていないとさはブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。また、 
ブレーキペダルの踏みしろび非常に 
大さくなることびあります。必要に 
応じて、ブレーキペダルを思い切り 
踏み込んで < ださい。 

けん引される前に、ステアリングび 
□ックしていないことを確認してく 
ださい。 

n けん引はできるだけ避けてくださ 
し、。自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で移送して< 
ださい。 

〇エンジンを始動できないときは、 
他車のバッテ U —を電源とした始動 
を試みてください。やむを得ず、他 
車にけん引してわらラときはじ(降に 
記載する説明に従い、最寄りのメル 
セデス*ベンツ指定サービスエ場に 
移送してください。 

[I けん引するときは、じ(下の点に注 
意してください。 

• けん引されるとさは、セレクター 
レノ（一を m に入れて < ださい。 

キーレスゴー装備車は、キーレ 
スゴースイッチを取り外し、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込 
んでから操作してください。 


• けん引されるときは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
(杉69、157ぺージ）。車輪び回 
転すると車び自動的に施錠され、 
車外に閉め出されるおそれがあ 
ります。 

• けん引されるとさは、けん引防 
止機能*を解除してください 
057ページ）。 

• 一般道では 30 km / hii (下の速度 
で、距離は 50 km (内に限り、 
けん引走行することびでさます。 
距離び 50 km を超えるときは、 
車両運搬車を利用して < ださい。 
トランスミッシヨンを損傷する 
おそれがあります。 

• フ□ントまたはリアをつり上げ 
てけん引するときは、必ずイグ 
ニッシヨン位置を0にしてくだ 
さい。 ESP ⑩び作動して接地して 
いる車輪にブレーキびかかりま 
す。また、ブレーキシステムを 
損傷するおそれびあります。 

• オートマチックトランスミッ 
シヨンを損傷しているときは、 
専門業者に作業を依頼し、プロ 
ペラシャフトを外してからけん 
引を行なってください。 

• エンジンび停止した状態でけん 
引走行するとさでち、エンジン 
スイッチからキーを抜かないで 
ください。ステア U ング□ック 
び作動し、ステア U ング操作び 
でさな < なります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


■か：？？吟 








けん引 


347 


• 車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□ープをヴ 
スペンションなどのメンバー部 
分にかけないでください。車体 
を損傷するおそれびあります。 

H けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとさは、じ(下の点に注意してく 
ださい。 

• □ープは両車とわでさるだけ同じ 
側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m じ(内とし、 
□—プの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に明示してください。 

• □ープに無理な力や衝撃びかから 
ないよラにしてください。 

• けん引フックじ(がには□ープを 
かけないで <ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
注意しなびら車間距離を調整し 
てください。 

• ワイヤー□—プやチェーンを使用 
しないでください。車を損傷する 
おそれがあります。 

〇めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷するおそれびあり 
ます。 

〇 セレクターレバーを [ E から動 
かすことびでさないとさは、手動で 
ノ くーキング□ックを解除してくださ 
い （>31 9ぺージ）。 


けん引フックの取り付け 


取り付け位置（フ□ント) 



フ□ントバンパーの向かって左側にあ X ] 
ります。 G 

► カバー①のマーク部を押して、 カム 
バーを外します。 ^ 

取り付け位置（リア） 


セダン 



リアバンパーの向かってち側にあり 
ます。 


► カバーの の マーク 部を押して、力 
バーを 外します。 

※車種や仕様により、カバーのの形状は異 
なります。 
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けん引 


ステーションワゴン 



リアバンパーの向かってち側にあり 
ます。 


►カバーののマーク部を押して、力 
バーを外します。 

※車種や仕様により、 カバーの の形状は異 
なりまず。 

けん引フックを取り付ける 

► 車載工具 （^287 ページ）からけん 
引フックを取り出します。 

► 内部のネジ穴に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、止まる 
まで手で締め込みます。 

►さらに、ホイールレンチ*の柄の 
部分などを使用して確実に締め付け 
ます。 


けん引ずる 


エンジンを始動できるとき 

► エンジンを始動して、セレクターレ 
バーを m に入れます。 

エンジンを始動できないとき 

►イグニッシヨン位置を2にして、ブ 
レーキペダルを踏みなびらセレク 
ターレノ く一を [ W \ に入れます。 

フ□ントまたはリアをつり上げてけん 

引ずるとさ 

► イグニッシヨン位置を2にします。 

► セレクターレバーを m に入れて 
から、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

〇 セレクターレバーを [ E から動 
かすことびでさないとさは、手動で 
パーキング□ックを解除してくださ 
い （>31 9ぺージ）。 


けん引フックを取り外ず _ 

► ホイールレンチ*の柄の部分など 
を使用して、けん引フックを反時計 
回りにまわします。 

► けん引フックを取り外します。 

► けん引フックのカバーを取り付け 
ます。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


■か：？？吟 


オプションや仕様により、異なる装備です。 











車を運搬ずる 


ヒューズ 


けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとさにも使用でさます。 

► イグニッシヨン位置を2にして、ブ 
レーキペダルを踏みなびらセレク 
ターレバーを m に入れます。 

〇車両運搬車に積載して車両を固定 
するときは、固定□ープをヴスぺ 
ンシヨンなどのメンバー部分にか 
けないでください。車体を損傷す 
るおそれがあります。 


ヒューズ交換についての注意 

電気装備に異常が発生するとヒューズ 
が切れて電気装備への接続び切断され 
ます。これにより電気装備は作動しな 
くなります。 

A 乂災のおそれびありまず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負荷びかか 
り、乂災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

〇じ(下のよラなときは、ただちにメ 
ルセデス*ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、 

• ヒューズを交換してもすぐに切 
れるとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとさ 

P ヒューズボックスのカバーを取り 
がしたとさに、ヒューズボックスの 
内部に水などび入らないよラにして 
ください。 

P ヒューズボックスのカバーは、 
ヒューズボックスに密着するよラに 
取り付けてください。ほこりや湿気 
び入るおそれがあります。 

P ヒューズボックスを開<とさに、 
先のとびったわのを使用しないでく 
ださい。カバーやダッシュボードを 
損傷するおそれびあります。 


■か：？ C 9 -吟 
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L — ズ 


A けがのおそれがありまず 

エンジンルーム内のヒューズボックス 
を点検するとさは、必ずワイパーを停 
止して、エンジンスイッチからキーを 
抜くか、イグニッシヨン位置を0に 
してください。ワイパーび作動すると 
けびをずるおそれびあ0まず。 


ヒューズの 位置 _ 

ヒューズボックスはじ(下の場所にあり 
ます。 

• ランプスイッチ横の側面* 

• エンジンルーム内運転席側 

• トランクルーム内ち側またはラゲッ 
ジルーム内ち側 


エンジンルーム内のヒューズボックス 



左八ンドル車 


※ち八ンドル車のヒューズボックスは、エ 
ンジンルームに向かって左側にありまず。 

► カバーに水分や汚れが付着している 
とさは、巧などでおき取ります。 

► 2 力所のクリップ①を外します。 

►左八ンドル車は、カバーに取り付け 
てあるホース③を取り外します。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


►前方に向けてカバーを取り外し 
ます。 

トランクルーム内のヒューズボックス 



►クリップ①を時計回りにまわし 


ます。 

► カバー③を取り外します。 

ラゲツジルーム内のヒューズボックス 



►ハンドルのを引さ、カバー③を 
取りがします。 


■か：？？吟 
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ヒューズを交換ずる _ 

► 停車します。 

► すべての電気装備を停止します。 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当するヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検し、ヒューズが切れ 
ている（溶断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換します。 


ヒュースー覽 


エンジンルーム内のヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置 名 

1 

25 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧ 

2 

30 A 

セントラル□ック、柔降用ラ 
ンプ、ドア赤色打、ドア S 
ラー、前席パワーウインドウ、 
前席シート調整、スイッチ照 
巧、方向指示打 

3 

30 A 

セントラル□ック、乗降用ラ 
ンプ、ドア赤色好、後席パワー 
ウインドウ、スイッチ照日月 

4 

20 A 

フィルターヒーティング 

5 

7.5 A 

ランプスイッチ 

6 

10 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧、 

エンジンエレク h □ニクス、 
燃料ポンプ、スターター 

7 

20 A 

スターター 

8 

7.5 A 

エァバッグ 

9 

15 A 

12 V 電源ソケット（前席） 

10 

30 A 

フ□ントワイパー 

11 

7.5 A 

COMAND ディスプレイ 

12 

7.5 A 

エアコンディシヨナー、 
ADS 、 パークト□ニック、シー 
トヒーター、スイッチ照日月、 
パークト□ニック 

13 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧、 

ホーン、ヘッドランプ、マル 
チファンクシヨンステア U ン 
グ、方向指示な、ウインドウ 
ウォッシャー、ワイパー、ス 
テア U ング調整 

14 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ⑧ 

15 

7.5 A 

エァバッグ 

16 

5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 

才ートマチックトランスミッ 
シヨン、電話、スイッチ照日月 

17 

30 A 

自動防眩機能、ルームランプ、 
バニティミラー照日月、レイン 
センサー、ライトセンサー、 
読書な、スイッチ照明、スラ 
イディングルーフ 

18 

7.5 A 

非常点滅好、スイッチ照明 


■か：？ C 9 -吟 
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L — ズ 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

19 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
U ング□ック 

20 

40 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

21 

7.5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 
エアバッグ、ブレーキランプ、 
グ□ーブボックスランプ 

22 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

23 

20 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ 

24 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

25 

15 A 

エンジンエレクト□ニクス 

26 

20 A 

ラジオ、ナビ、スイッチ照明 

27 

7.5 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
U ング□ック 

28 

7.5 A 

メーターパネル 

29 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

30 

10 A 

へッドランプ照射角度調整 

31 

15 A 

ホーン 

32 

40 A 

エンジンエレクト□ニクス 

33 

10 A 

才ートマチックトランスミッ 
ション 

34 

7.5 A 

燃料ポンプ 

35 

7.5 A 

オプション 

36 

7.5 A 

オプション 


トランクルーム/ラゲッジルーム内 
のヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

37 

5 A 

エアバッグ 、 NECK PRO アク 
ティブへッドレスト 

38 

15 A 

U アウインドウウオツ 
シャ ー 、 U アワィパー 

39 

30 A 

セントラル□ック、乗降用ラ 
ンプ、ドア赤色灯、後席ノ くワー 
ウインドウ、スイッチ照日月 

40 

- 

未使用 

41 

30 A 

ドアミラー、セントラル□ッ 
ク、乗降用ランプ、ドア赤色灯、 
前席パワーウインドウ、スイッ 
チ照明、前席シート調整、方 
向指示灯 

42 

20 A 

燃料ポンプ 

43 

5 A 

エアコンディショナー、リア 
エアコンディショナー 

44 

30 A 

前席シート調整 

45 

30 A 

前席シート調整 

46 

7.5 A 

アンテナモジュール、盗難防 
止警報システム、室内セン 
ヴー、けん引防止警報機能 

47 

- 

未使用 

48 

- 

未使用 

49 

40 A 

U アデフォッガー 

50 

50 A 

PRE - SAFE ® 

51 

50 A 

PRE - SAFE ® 

52 

- 

未使用 

53 

- 

未使用 

54 

15 A 

オプション 

55 

- 

未使用 

56 

5 A 

オプション 

57 

- 

未使用 

58 

- 

未使用 

59 

5 A 

パークト□ニック 

60 

- 

未使用 

61 

40 A 

自動開閉テールゲート 


■か：？？吟 
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ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

62 

30 A 

ランバーサポート、前席シー 
卜調整、ステア U ング調整 

63 

- 

未使用 

64 

30 A 

前席シート調整 

65 

15 A 

ADS 

66 

— 

未使用 

67 

- 

未使用 

68 

- 

未使用 

69 

- 

未使用 

70 

- 

未使用 

71 

15 A 

ライター、 12 V 電源ソケット 
(前席） 

72 

15 A 

12 V 電源ソケット（ラゲッジ 
ルーム） 

73 

7.5 A 

診断ソケット 

74 

15 A 

キーレスゴー 

75 

- 

未使用 

76 

15 A 

12 V 電源ソケット（後席） 

77 

- 

エァバッグ 

78 

- 

未使用 

79 

- 

未使用 

80 

- 

未使用 

81 

5 A 

ラジオ、電話 

82 

- 

未使用 

83 

7. 5 A 

電話、パーキングアシスト U 
アビューカメラ 

84 

7. 5 A 

ラジオ 

85 

7. 5 A 

テレビ 

86 

- 

未使用 

87 

- 

未使用 

88 

- 

未使用 

89 

20 A 

オプション 

90 

- 

未使用 


ランプスイッチ横のヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

116 

30 A 

前席シート調整、ステアリン 
グ調整 

117 

15 A 

オプション 

118 

- 

未使用 

119 

- 

未使用 

120 

- 

未使用 

121 

- 

未使用 

122 

- 

未使用 

123 

- 

未使用 

124 

- 

未使用 

125 

- 

未使用 

126 

30 A 

前席シート調整 



(2009-1 2-07 • A 204 584 29 82) 

〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具にち収納されています。ヒュー 
ズ配置表にはヒューズ容量ち記載さ 
れています。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のちので、予告な<変更されること 
があります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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純正部品/純正アクセサリー、車両の電子制御部品について 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意しています。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理の 
とさは、必ず純正部品を使用してくだ 
さい。 

アクセサリーにつし"!ても 、 Daimler 
AG またはメルセデス*ベンツ日本株 
式会社び指定する製品だけを使用して 
ください。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場合でち、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用ずる部品には、純正部品!;^外のを 
のを使用しないで < ださい。事故や 
故障の原因になりまず。 


9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進ずるため、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 

〇 純正部品外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じても、保証を適用で 
さないことがあります。 


車両の電子制御部品について 


A 事故のおそれがありまず 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、メルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なってください。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。車両との適合性に 
影響を与えるおそれびあります。 

〇電子制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などのメンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

〇車の電子制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になります。また、関連す 
る他の装備にわ悪影響を与えるおそ 
れびあります。 

D 車載無線機など電装アクセヴ U — 
を装着するとさは、メルセデス•ベ 
ンツ指定ヴービスエ場に相談してく 
ださい。装着ち法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響を与 
えるおそれびあります。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になります。 


み II P 








ビークルプレート 
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pii (下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテン シヨ ナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
ニットやセンサー類び取り付けられ 
ています。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や飯 
金作業などを行なラと、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれび 
あります。 

• エアバッグ収納部 
• シー トベルト 
• インストルメントパネル 
• センターコンソール 
• ドア 
• シート 
-ピラー 付近 
-サイドシル付近 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号や 
エンジン番号などび必要になることび 
あります。車台番号やエンジン番号な 
どは図の箇所に記されています。 



運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台番号およびカラー 
コードなどを P 己載したニューカープ 
レートのび貼付されています。 



ち側前席下部のフレームに車台番号 
③び打刻されています。 


み II P 
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オイル•液 類/バッテリー 


車台番号を確認ずる 

► ち側前席をちっとち後方の位置にし 
て、シートクッション前端部を上げ 
ます。 

► カーペットのをめくり上げます。 
車台番号③び確認でさます。 



ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレート 
①び貼付されています。 


エンジン番号 _ 

エンジンブ□ックのクランクケースに 
エンジン番号が打刻されています。 

詳しくはメルセデス*ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


オイル•液類/バッテリー 


オイル-液類に関ずる注意 _ 

オイル*液類には(下のものび含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノ くワーステアリングオイルなど） 

• ウオッシャー;イタ 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはメルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
てください。 

詳しくは、メルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品(がのオイル*液類を使用 
したときは、該当箇所だけでなく関 
連箇所に不具合び生じてち、保証を 
適用できないことびあります。 

A けがのおそれがありまず 

オイル-液類はテ供の手の届かない 
場所に保管してください。また、乂 
気のおくには保管しないでください。 

オイル-液類び目や粘膜、傷に触れな 
いようにしてください。万一目に入っ 
たり皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
妻してください。 
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燃料 


心 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質でず。燃料 
を取り扱ラとさは、乂を近付けたり、 
近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


公 けがのおそれがありまず 

燃料び皮膚や衣類に触れないよラに 
を意してください。 

燃料び皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を吸い込むと、健康に悪影響 
を与えます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 約66尼 

警告好点'灯時の 約8尼 

辕至 (C 63 AMG は 

約14尼） 

H 軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油を湿ぜたガソ U ンを給油し 
ないでください。ガソリンに軽油が 
湿じると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれがあります。誤って軽油 
を給油して故障が発生したときは、 
保証の対象がになります。 

H 指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用すると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷したり、乂災び発生す 
るおそれびあります。指定(がの燃 
料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象がになります。 


H 燃料に添加剤を使用しないでくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷するおそれびあ 
ります。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象がになり 
ます。 

燃料消費について 


(下のよラな状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常に低いとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

9環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

緩やかな運転をびけ、定期的に点 
検•整備を行なラことにより、 C 02 
排出量を最小限に抑えることびでさ 
ます。 


エンジンオイ J レ _ 

D エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷する 
おそれびあります。添加剤を使用し 
て故障が発生したとさは、保証の対 
象がになります。 

H エンジンオイルは、使用している 
間に巧れたり劣化するだけでな<、 
消費され減少します。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちしくは 
交換してください。 
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オイル•液類/バッテリー 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス*ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所のが気温度に合わせて選 
択してください。 



エンジンオイル容量 


車種 

容量 

C 200 CGI 

C 250 CGI 

約 5.5 尼 

C 300 

約 8.0 尼 

C 63 

約 8.5 尼 

AMG 

(オイルクーラー分を 
含む） 

〇 容量は、 

オイルフィルター分を含 


む交換時の数値です。 


才ートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランスミッションオ 

イルの交換については、別冊「整備手 

帳」を参照してください。 

U オートマチックトランスミッショ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗び進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷するおそれがあります。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象がになります。 

〇オートマチックトランスミッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランスミッションの作動に異常を 
感じたときは、メルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


冷却水 _ 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 

A 乂災のおそれがありまず 
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冷却水をエンジンルームにこぼさな 
いでください。発火ずるおそれびあ 
0まず。 























不凍液の濃度 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 


車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えます。 


不凍液混合率 

凍結温度 

約50% 

- 37で 

約55% 

- 45む 


定期的にメルセデス.ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をしてください。詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


指定品目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


心 事故のおそれがありまず 

ブレーキ液を補給ずるとさは、ゴミ 
や水分び U ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなゴミでち、ブレーキび効かな< 
なるおそれびあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化しまず。劣 
化した状態で使用すると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックび発生ずる 
おそれびあ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキ液び沸騰し 
て気泡び発生し、ブレーキペダルを 
踏んでを圧力び伝わらず、ブレーキ 
び効かなくなる現象のことでず。 


ウオツシヤ ー; な 

U ウォッシャー液は、リヴーブタン 
クに補給する前に別の容器で適正な 
混合比に湿ぜてください。 

〇 ウォッシャー液には夏用と冬用び 
あります。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、冬用には凍結温度を下げる 
効果があります。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ランプウォッシャー液 * のリヴー 
ブタンクは兼用です。 

A けがのおそれびありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
でず。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近くで喫 
煙しないでください。 


バッテリー 


車載ノいッテリーの電圧/容量 

電圧 12 V 

容量 62 Ah / 74 Ah / 84 Ah / 95 Ah 

《バッテ u —の容量は、予告な<変更されるこ 
とびあります。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ビークルデータ、トランク/テールゲートを開いたときの高さ 


ビークルデータ 


積載荷物の制限重量 


ルーフ 

100 kg 

トランク/ラゲツジ 
ルーム 

100 kg 


〇 ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチメントの重量わ含 
まれます。 


トランク/ テールゲー トを開いた 
ときの高さ 


トランクまたはテールゲートをいっぱ 
いまで開いたとさの高さは、じ(下のよ 
ラになります。 

《車種や仕様により、数値び異なります。 

セダン 



①トランクを開いたとさの高さ（外側） 


の 1740〜 1763 mm 


ステーションワゴン 



①テールゲートを開いたとさの高さ（外側） 
③テールゲートを開いたときの高さ（内側) 
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© 1984〜1 994 mm 

③ 1871〜 1881 mm 
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タイヤとホイール 


n タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認された製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
ください。 

ABS や ESP ⑩などの装備は、純正 
品および承認された製品を使用する 
ことで効果び発揮されます。 

純正品および承認された製品(がの 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、安全性の保証はでさません。 


Q 純正品および承認された製品 m 外の 
タイヤやホイールを装着した場合は、 
操縦性や騒音、燃料消費などに影響を 
与えるおそれがあります。また、指定 
されたサイズ(がのタイヤやホイー 
ルを装着すると、フェンダーの内側や 
サスペンションなどに接触し、車や夕 
イヤを損傷するおそれびあります。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルが 
貼付してあります （^259 ページ）。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス*ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 


標準タイヤ 


B タイヤまたはホイールのサイズが前後で異なる車種は、タイヤ□ーテ- 
を行なわないで < ださい。 


-シヨン 


車種 タイヤサイズ 

C 200 CGI ライト 205/55 R 16 

C 200 CGI 

C 200 CGI エレガンス 

C 200 CGI アバンギャルド 225/45 R 17 
C 250 CGI アバンギャルド 
C 300アバンギャルド 


C 200 CGI アバンギャルド 
AMG スポーツパッケージ 

C 250 CGI アバンギャルド 
AMG スポーツパッケージ 

C 300アバンギャルド 
AMG スポーツパッケージ 

C 63 AMG 


C 63 AMG 

パフオーマンスパッケ- 
プラス 


づ 


前輪 225/45 R 17 
後輪 245/40 R 17 


前輪 225/40 R 18 
後輪 255/35 R 18 

前輪 235/40 R 18 
後輪 255/35 R 18 

前輪 235/35 R 19 
後輪 255/30 R 19 


ホイールサイズ 

7 J X 16 


7.5 J X 17 


前輪 7.5 J X 17 
後輪 8. 引 X 17 


前輪 8 J X 18 
後輪 8. X 18 

前輪 8 J X18 
後輪列 X18 

前輪引 X 19 
後輪 9 J X 19 


オフセツ 

43 mm 

47 mm 


前輪 47 mm 
後輪 58 mm 


前輪 50 mm 
後輪 54 mm 

前輪 45 mm 
後輪 54 mm 
前輪 45 mm 
後輪 54 mm 
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タイヤとホイール 


U タイヤサイズ 245/40 R 17、255/35 R 18、255/30 R 1 9 の標準タイヤには、 
スノーチェーンを装着でさません。 

オプションまたは仕様により、じ(下のタイヤ/ホイールが装着される場合びあ 
ります。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

16 インチホイール 

205/55 R 16 

7 J X 16 

43 mm 


225/50 R 16 

7.5 J X 16 

53 mm 

17 インチホイール 

225/45 R 17 

7.5 J X 17 

47 mm 


前輪 225/45 R 17 
後輪 245/40 R 17 

前輪 7.5 J X 17 
後輪 8. 引 X 17 

前輪 47 mm 
後輪 58 mm 

18 インチホイール 

225/40 R 18 

7.5 J X 18 

47 mm 

18 インチホイール 

前輪 225/40 R 18 
後輪 245/35 R 18 

前輪 7.5 J X 18 
後輪 8. 引 X 18 

47 mm 

58 mm 

18 インチホイール 

前輪 225/40 R 18 
後輪 255/35 R 18 

前輪 7.5 J X 18 
後輪 8. 引 X 18 

47 mm 

54 mm 

18 インチホイール 

前輪 225/40 R 18 
後輪 255/35 R 18 

前輪 8 J X 18 
後輪 8. 引 X 18 

50 mm 

54 mm 


H タイヤサイズ 255/35 R 1 8 の標準タイヤには、スノーチェーンを装着でき 
ません。 
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B 応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

C 200 CGI 

C 250 CGI 

C 300 

T125/90R16 

3.5B X 16 

20mm 

4.2bar/ 

61psi/ 

420KPA 

T125/80R17 

3.5B X 17 


車種や仕様により、上記のどちらかび装備されます。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

空気圧 

C 63 AMG 

T125/70R 18 

3.5B X 18 

20mm 

4.2bar/61psi 

/420KPA 


〇 ウィンタータイヤのサイズは Daimler AG が指定するわので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びあります。 

〇 スノーチェーンはウィンタータイヤの後輪に装着することができます。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス*ベンツ指定 
ヴービスエ場におたずね < ださい。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセツト 

C 200 CGI ライト 

C 200 CGI 

C 200 CGI エレガンス 

205/55R16 M+S 

7J X 16 

43mm 

C 200 CGI アバンギャルド 

C 250 CGI アバンギャルド 

C 300 アバンギャルド 

225/45R1 7 M+S 

7.5J X 17 

47mm 

C 200 CGI アバンギャルド 
AMG スポーツパッケージ 

C 250 CGI アバンギャルド 
AMG スポーツパッケージ 

225/45R1 7 M+S 

7.5J X 17 

47mm 

C 300 アバンギャルド 

AMG スポーツノ ':ッケージ 

225/40R18 M+S 

8J X 18 

50mm 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


[ウィンタータイヤ 


応急用スペアタイヤ * 


み II P 























366 


タイヤとホイール 


C 63 AMG 

225/40 R 18 M+S 

8 J X 18 

45 mm 


235/40 R 18 M+S 

8 J X 18 

45 mm 


前輪 

235/40 R 18 M+S 

後輪 

255/35 R 18 M+S 

前輪 8 j X 18 
後輪 9 J X 18 

前輪 45 mm 
後輪 54 mm 


QC 63 AMG の後輪 I こ、タイヤサイズ 235/40 R 1 8 M + S また I ま 255/35 R 1 8 
M + S のウィンタータイヤを装着したとさは、スノーチェーンを装着しない 
で < ださい。 

〇 C 63 AMG パフオーマンスパッケージプラスのウィンタータイヤについて 
はメルセデス*ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 
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対象モデル 


セダン 

C 200 CGI B 山 eEFFICIENCY 
C 250 CGI B 山 eEFFICIENCY 
C300 
C 63 AMG 

ステーションワゴン 

C 200 CGI B 山 eEFFICIENCY STATIONWAGON 
C 250 CGI B 山 eEFFICIENCY STATIONWAGON 
C 300 STATIONWAGON 
C 63 AMG STATIONWAGON 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説日月書の内容は、2011年1月現在のちのでず。 





メルセデス-ベンツ曰本巧式を社 

干 106-8506 東京都港区六本木一 T 目9ま9号六本木ファーストビル 

MBJCSD 32540-011101800 G 

環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 6515 0726 20 AJ2010/1b, 01/11 


